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まえがき

本書は，新型サンバーの車両変更内容と各機構の概要， 

仕様，構造および作動など技術的内容を主体に解説した 

ものです。

本書を十分にご熟読いただき，サービス並びに賑売活動 

にご活用いただきますようお願い申し上げます。

本書の他に次の資料を発行しておりますので併せてご活 

用くださるようお願い致します。

5八1^日八卩整備解説書（上） ’90-3 67271八

5八1\^日整備解説書（下） ’90-3 67272八

5八閛日八8電子制御装置

トラブルシューテイングマニアル ’90-3卩7271八 

5八1718八只電気配線図集 ’90-3父7271八

なお，本書の内容は1990年3月発売の車両を基に作成し 

てあります。車両の仕様変更等により今後の車両と内容 

が一致しないことがありますので，あらかじめご承知お 

きください。今後，仕様変更などがあった場合にはサー 

ビスニュースその他でご連絡いたします。

19 9 0年2月

富士壅工業株式音尉

關醮議
，，，ごぐ//ノパぐ：^ ぐ1！^
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I；7271八
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車両外観

スバルサンバートフイハイルーフXVスーパーチャージャ
サンサンルーフ.フルタイム4^0參E^VT

「也2
51-008



1 一2 車両型式一覧

-❿標準装ぎ〇 メ-力⑽

主 要 仕 様|

車 種 車両型式 エンジン
トランス

ミッシヨン
駆動方式 社内型式符号 車種名称

フ
ル
夕
イ
ム
4

0

セ
レ
ク
イ
ブ
4
…
0

集
中

卜.
ア
〇
、ン
ク

回
転
対
座
シ

1
卜

丨リ
ヤ

イ
パ

1

リ
1

ア
ク
ス
ル

リ
ヤ
デ
フ

ッ
ク

サ

-方開 〖33八廳 スバルサンバートラック
一方開標準ルーフ311)

三方開
5丁!) 乂-仄33 心

^ \\ 3^

尺33八311^ スバルサンバートラック 
三方開標準ルーフ5丁0

V-尺34 五し十5撾丁 4^0 仄34八3ボ スバルサンバートラック
三方開標準ルーフ3丁0 4^0 #

標 三方開 X八
5财 2腳 仄33八32% スバルサンバートラック

三方開標準ルーフ31)又鳥居付
準
ノレ

1
ソ-〖34 4^0 I^34A32N スバルサンバートラック 鳥居付 

三方開標準ルーフ30又4^0 # 〇 〇

I1
フ 三方開| 営農 乂-民33 X八 5阶 2评0 スバルサンバートラック

三方開標準ルーフ営農鳥居付

5 0

V - 仄33 51\1丁 2界0 尺33八32〖 スバルサンバートラック
三方開標準ルーフ30ズ-30鳥居付

三方開 V - 尺33 5 0 五〇乂丁 2^0 仄33入32乙 スバルサンバートラック
三方開標準ルーフ30又-30鳥居付1

卜尺34 4^0 尺34八32』 スバルサンバートラック 鳥居付
三方開標準ルーフ30ズ-30 4^0 鲁 〇 〇

ノ、
イ
ノレ

1
フ

三方開 5 〇又
乂-尺33

心
2^0 仄5311321\1 スバルサンバートフック 

三方開ハイルーフ31)又

V - 尺34 4界0 X54N32N スバルサンバートラック
三方開ハイルーフ30又4^0 # 〇 〇

パ ネルバン V - 尺乂3
心

5奶 2^0 ^3^81^ スバルサンバーパネルバン 
三方開ハイルーフ3丁0

1ハイルーフ両側開 V- 腿 4界0 尺ソ4則心 スノ くルサンバーパネルバン
三方開ハイルーフ3丁0 4^0 #

1

2シータ
|| ^

ン-謂
2^0

謂八5⑽ スバルサンバーバン
2シータ標準ルーフ3丁0

標
準
ノレ

I
フ

4シータ 3 丁〇 X八 1^3八511\1 スバルサンバーバン
4シータ標準ルーフ3丁0

1

4シータ
| V- び4 4^0 1^4入5別 スバルサンバーバン

4シータ標準ルーフ3丁0 4^0 # 〇
1

30又 乂-謂 心 5， 2^0 1^3八52% スバルサンバーバン
4シータ標準ルーフ50叉 〇

1

パ
2シータ 3 丁〇 V- 謂 心 5撾丁 2腳 1^3115几！ スバルサンバーバン

2シータハイルーフ3丁0

5ドア 3 〇又
V- び3

X八
5财 2界0 腿昍2%

スバルサンバーバン
5ドアハイルーフ30又 〇

ン
ノ\

V-尺ワ4 丑乙十5『 4仰 XV41152X スバルサンバーバン
5ドアハイルーフ30乂 4^0 # #

1

イ
ル

1

卜
乂-謂 5河丁

2界0
XV311521(-界 スバルサンバーバン

5ドアハイルーフ3抓-3(： 籲

フ

5ドア
5严

3し

迟〇ゾ丁 1^3那2レ界 スバルサンバーバン
5ドアハイルーフ31^30丑(:VI 籲

5 0 V- 謂 卩/丁細 XV41152,1 スバルサンバーバン
5ドアハイルーフ30又-3(： ？！14^0 鲁 ❿

V- 請
〇し

辽〇ソ丁 "丁翻 1^4只523 スバルサンバーバン
5ドアハイルーフ31)乂-30 7^4^0 # #

」

ぐ;主記〉界：リャワイパー付

5 : 2トーン屮ブロンズガラス
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車両型式一覧一車両型式一覧表

スバルサンバートライ 
5ドアハイルーフ

スバルサンバートフイ 
5ドアハイルーフ〇丨舫（尺』)

スノくルサンバートフイ 
5ドアハイルーフ亿I 籲

スバルサンバートライ 
5ドアハイルーフ㈣似サンサンルーフ)

スバルサンバートライ 
5ドアハイルーフ又5

スバルサンバートライ 
5ドアハイルーフ011511№5サンサンルーフ）

スバルサンバートライ 
5ドアハイルーフ又5

スバルサンバートライ 
5ドアハイルーフ！)丨3511(X5サンサンルーフ)

スバルサンバートライ 
5ドアハイルーフ又3

#

スバルサンバートライ 
5ドアハイルーフ0！站11(X3サンサンルーフ)|

スバルサンバートライ 
5ドアハイルーフ父5 0

スバルサルバートライ 
5ドアハイルーフ01怒11(X5サンサンルーフ)|

スバルサンバートライ 
5ドアハイルーフXVサンサンルーフ

スバルサンバートフイ 
5ドアハイルーフXVサンサンルーフ

スバルサンバートライ ド/丁很〇
5ドアハイルーフXVサンサンルーフ

スバルサンバートライ ド/丁得！)
5ドアハイルーフXVサンサンルーフ

參

籲

籲

籲

鲁

〇

鲁

〇 春

籲

鲁

〇

#

籲

鲁標準装備〇メーカ〇卩

車両型式 エンジン
トランス

ミッション
駆動方式 社内型式符号
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丑乙十5『
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XV41104N
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車両型式一覧

国車両型式記号の脱明

只…「/丁4跳) 5速+50

0…し!^ 3…ド/了 4恥〔(^丁十沉

』”モし5速柳+5。

X…5速2你0屮50

レ，0已0町十50

N…5速洲〇

トモし5速柳

1 …5丁0 八…営濃

2…咖 0 "，キヤフ付シヤシ

4…幻 已…フロア付シャシ

6…乂3 ド…営農(:六8付シャシ

1…似 9…ミニハンディキャブ

」…5丁0 2シータ

い—方開 8 ‘ “パネルバン

3…三方開 〇 "サンサルルーフ

5…5ドア

八…標準ルーフ ㈠…ハイルーフ

3…660 2㈧〇 4…660柳

5…トラック ソ…トライ，バン，パネルバン

レ..軽シリーズ

V…平成2年度排出ガス規制適合車



^1—3 +]車両概要

〔1〕開発の狙い

平成2年から実施される軽自動車規格改正後のフルモデルチヱンジ車として，本格的に対応した，新軽時代にふ 

さわしい新世代の軽キャブオーバー車として開発しました。

また，リヤエンジンレイアウト，独立シャシーフレーム方式などのサンバーの基本レイアウトを受け継ぎながら， 

キャビンの居住性.操作性などを根本的に改善し，商品性の向上を図った上で，ハイパワー指向，イージードラ 

イブ指向などのニーズに対応した商品展開としました。，

※平成2年排出ガス規制対応実施。 、

く商品コンセプト〉

(1) パーソナルユースのトライ系はスタイリング，性能面でトップレベルのポテンシャルを備えた乗用車感覚の 

ワンボックスカーとしました。

(2) 業務ユースのトラック，バン系はトライ系のポテンシャルを受け継ぎ，ベース車に於いても乗用車として要 

求される基本性能，信頼性をしっかり固めた上で仕事車として必要な性格付けをした商品としました。

乗って楽しい乗用感覚のワンボックス車

4-

走りの良い，働き者の貸物車

善 , ’

ワンボックス車と貸物車のベース性能を
高次元でバランスさせた新鮮な多用途車

く商品特長〉
(1) 軽新規格本格対応のフルモデルチヱンジ

-安全性と居住性をバランスさせた新規格本格対応ボデー 

春軽キャブ初の4気筒660⑼エンジン

(2) スペースフル6クリーンを基本イメージしたデザイン

^シンプルでクリーンなエクステリア 

^人に優しいインテリア

(3) 快適居住空間、使い勝手の良い荷室空間

-クラスを超えた静粛室内空間 

-優れた乗降性と荷役性 

-機能的配置のインパネ操作系



車両概要一開発の狙し

(4)卓越した高性能性

，全車5皿！\12インチタイヤ，フロントディスクブレーキの採用
拳 4墀〇全車に瓦し十5速の採用

争瓦1\1？丨十スーパーチャージャエンジンの展開 

，フルタイム4^0十スーハ。ーチャージャ十6(:ン丁の展開

(5)他車をリードする高品質

^外観品質の向上^生産品質の改善^信頼性の向上

「も3
51000
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車両概要一車種構成

〔2〕車種構成

2^0 4^0 |
標準ルーフ ハイルーフ 標準ルーフ ハイルーフ |

问八 3 0 心 8 0 问八 5 0 ⑸八 3 0 |

51^11 51^1 51^1丁 51\1丁 〔し十5肌 已。乂丁

卜

ヅ

ク

— 方 開 310 〇
鲁

三方開 5丁0 〇 〇

30父 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

// 営農 〇 1
ノくネルバン 3丁0 〇 〇

バ

ン

》、,幽.-讎 ^^7 V 3丁0 〇 〇 1
4、〆々— 810 〇 〇

1
// 50父 〇 〇 〇 〇 〇 〇 翁

ト ラ ィ

只」 〇 〇

〇 〇 鲁 鲁
XVサンサンルーフ 〇 〇 鲁

ディアス
0135 〇 〇

013511 〇 〇 籲 ^1
洤）4评0車 〇はセレクティ

はフルタイム

車種及びグレード呼称

-ディアス……1)1^5 (スペイン語で毎日，日々）

トライ ^ 3二 11601*631:101131ユ〇ヅ

X 5561601

^8-4 円. 5

51-002 51004



車両概要ーェクステリアデザイン

〔3〕エクステリアデザイン
基本デザイン

狙い二広々とした空間と視界を持ち，親しみのある洗練された多用途キャブオーバ車

スペースフルなシルエツ シンプル，クリーンで確かな造形

ドリツプレールやピラーを見せない 

クリーンなパネルドア
，楽しいリビング感覚の 
リヤクオータデザイジ

マイルドなキュービックフオル厶

開放感あふれる大きなガラスエリア 
およびサンサンルーフ

視界を助ける 
ステップウインドウ

ビルトインされた， 
ソフトアイへツドランプ 

(トライ系)

エアロファンクシヨ 
大型フロントバンパー 
(エアダムアスルー）

(エアスルーはトライ系のみ)

5卜001

外装色

カラーネー厶 イメージ

ポーフーホワイト #54 前（北)極をイメージ,させるようなホワイト

クォーツシルバー（0) 井21 フォルムを鮮烈に印象づけるシルバー

ミステイーブルー⑭ #94 かすみがかつたようなブルー

アトフンァイックフルー⑩ #95 大西洋を想像させるブルー

キャストグレー（0) #98 重厚な铸物のような輝きのダークなグレー

ガ^ーネットレッド⑭ #45 ガーネットを思わせるレッド

9



車両概要ーェクステリアデザイン

エクステリア

くトラック

ワーキングランフ

丸型へッドランプ

大型樹脂バンパ

バックパネルリヤ 
ウインドウの大型化

高い位置の 
リヤコンビネーションランプ

スぺヤタイヤキャリア
(右側サイドフレームと床下の間)

円氐7 円2. 8

5卜002 51-003

くトライ，バン

フロントサンサンルーフ（マニアルチルトアップ式)

合せガラス
(白,青く上級〉)

リヤサンサンルーフ（電動アウタスライド開閉タイプ)

リヤワイパ

へッドランプ 
異形2灯式
ハロゲン式

フォグランプ(デーラ0「)

乗降用
ステップ以ソ)

大型カラード 
ドアミラー⑽）

スチール製バンパ 
(ヒンジ機構付）

大型樹脂バンパ
スペアタイヤキャリヤ
(右側サイドフレームと床下の間)

ビルトインされたソフト 
アイへッドランプ（トライ全車)

円2,9 印〇
51-004 51-005

10



車両概要ーインテリアデザイン

〔4〕インテリアデザイン
--------- 基本デザイン-----------------------------------------------------------------------------------

0人に優しいインテリア 〇機能，効用性に重点を置いたデザイン

叫夬適な視界と広々とした空間デザイン 

-機能区分された使いやすいインパネ
運転，操作ゾーン

, 多用途機能ゾーン 惑磐愚^^

多用途対応のマルチシートと多様な収納スペース 

マイルドなキュービックフォルムで統一された各部の造形 

トーンバランスを配慮したカラーリングと質感の統一

5卜006

㈣
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車両概要ーインテリアデザイ

室内

狙い〉
卓越した操作性と快適居住空間，ドライバーにフィットする運転席回り，人間工学に基づく合理的な室内レイア 

ウト，広く明るい視界等，基本設計における扱いやすさを追及している。

トライインテリア

ピラートリム(一部車種)
2本スポークー般グリップ，

ソフトグリップ

昇降式スライドドアガラス 
(車種により開き方が異なります)

ドガラス 
合せガラス 
(無色，青色，茶色)

>1
1

，入

獲％ 、け.二
-.な:?.、，.レみ。:ぐこ.が;^:/，ぐ.#：三为：ぞ^^ジジ為トン^^ばご\ク

輕難

シフトロックシステム付
(已(:VI全車）

:.い......，

闩氐12

けが.;说.洗‘:が

#ドセパレート式 
^回転対座シート〔XVメーカ0 ？)

^成形トリム 
(一部車種に設定)

センターコンソール セパレート4ベンチシート式

マルチフラットデッキによるマルチファンクシヨンシー 51-007

トライ，バン全車(バンはシート仕様が一部異なる) トライ全車 トライ，パ'ン全車

トライ全車 トライXVにメーカオプション トライ，バン全車

低床カーゴはサンバーのみの展開です ド12.13
£1008

12



車両概要ーインテリアデザイン

インストルメントパネル

インパネは機能的な棚型タイプとし，運転操作系，空調操作系，収納系の機能に分けたレイアウトとした。 

最適な卜'フイビングポジシヨンを得られる様にシフトレバー，サイドブレーキレバーをフロントシート中央に配 

置0また各種スイッチはコンビメータ回りに集中配置し，キースイッチはステアリングコラムに取付けて操作:し 

やすいようにしました。

「12.14
:一部車種に設定 

八〇 :全車種に設定

部位 特 微 トラック 
パネルバン バン トライ

① 機能的な棚型インストルメントパネル 〇 〇 〇

② 操作しやすいようにコンビメータ回り集中した各種スイッチ 〇 〇 〇

③ インパネ中央部に集中し見易い透過照明付のヒータコントロール操作スイッチ， 〇 〇 〇

④ 快適性を狙い中央に配置したセンタベンチレーション 〇 〇 〇

⑤ 車検証入れを独立させたグロー ブボックス 〇 〇 〇

⑥ 広範囲にウインドウのくもりを除去できるようにしたサイドデフロスタ 〇 〇 〇

⑦ 左右上下に風量調整できるバレルタイプのサイドベンチレーション§1彳み ^— 〇

⑧ 見易いメータとなるよう整理された大きな文字表示のコンビメータパネル 〇 〇 〇

⑨ 折’りたたみ傘も収納できる大きなインパネアンダーシヱルフ 春 鲁 〇

⑩ 2E)INサイズのオーディオシステムアンプに対応したセンターパネル 〇 〇 〇

⑪ 操作感を重視し手に馴染む形状の大きさのサイドブレーキレバ’一 〇 〇 〇

⑫ 操作感を重視し手に馴染む形状の大きさのシフトレバー 〇 〇 〇

⑬ 小金を入れるのに便利なコイン人れ 〇 〇 〇

⑭ 灰皿 〇 〇 〇

13



車両概要 —パワープラント

〔 5〕パワープラント
--------- 新。L0VE:卩4エンジンの基本特性^——----------------------------------------------------

二軽キヤブ系唯一，新設計の高出力，低振動直列4気筒エンジンニ

優れた静粛性，低振動特性
3気筒エンジンに対して回転中のトルク変動が平準化されて，運転中の振動が小さ 

く静粛性に優れる。

低速から粘り強く，高速まで

伸びの良い実用性の高い特性

回転中のトルク変動が少なく低中速域の実用トルク特性を重視したチューニングに 

よって，低回転時にも粘り強く，安定した運転状態が得られるため比較的高いギヤ 

に入れたままでの運転が可能。
更にピストン等の往復回転部分の質量が小さいため，アクセルレスポンスが良く高 

速まで伸びの良い快適な性能が得られる。

出カポテンシャルの高い

ベースエンジン

冷却性能に優れたベントルーフ型燃焼室とすることで高圧縮比が可能となり，併せ 
て吸入効率の良いクロスフロー弁配置などによって高出力と優れたアクセルレスポ 

ンスを実現

—パワーブラントの構成----------------------------------------------------------------------------------------------------------

エンジンは「0乙0ン五114」エンジンをストロークアップし，新規格に対応した新設計の4気筒6600〇，5090 NA 
及30の2種類。トランスミッションは51\1丁 3種類，丑0乂丁2種類，パワープラントとしては7種類のライン 

アップとし，各車種のグレードにマッチングした動力性能を実現しています。

0新規展開

エンジン トランスミッション

型式

排気量
(〇〇)

内径X行程

最高出力 
(ネット）
(昍/「呼)

最大トルク 
(ネット）
(咕⑴〆「叩）

特 徴

1^1 丁 已〇ソ丁

2^0 4， 2西0 4，

5尸 5汗 セレクティブ セレクティブ フルタイム
巳し十5「 — フルタイム

丁！\160 雇0 僅〇 漏〇 丁 丫 60 1840 丁丁40

£N-070

⑺八）

658

56X66.8
40/6,500 5.5/3,500

静粛性と高出力を両立させたおル05型
0乙0\^：114エンジンをベースにスト 
ロークアップし軽規格拡大に対応し 
た水冷4サイクル直列4気筒エンジン

〇 〇

[N-07丫

(3〇

658

56X66.8
55/6,200 7.1/3,800

070型エンジンをベースにクラン 
クシャフト直接駆動のスーパチャー 
ジャを付加したもので低速から高速 
まで全域にわたりハイパワーを実現

〇 鲁 〇 籲 鲁

卜1
ン
ス

ツ
シ
3
ン
の
特
微

，扱い易く，実用的な2^0, 5速のベーストランスミッシヨン。
(4速は展開なし）

拿

-スーパチャージャエンジンと組合せ，レスポンスな走りを実現する5速。

^上記をベースに4^1)用トランスファ機構を付加した実用的な5速セレクティブ4评0で 
エマージヱンシィし〇你機構付である。

-上記ベースにスーパチャージャエンジンと組合せたスーパチャージャセレクティブ4^0-5速

-ビスカスカップリング方式4^0とスーパチャージャエンジンを組合せたフルタイム4^0-5速を新設定 
，パワフルでレスボンシブな走り，より安定，確実な走行を実現。
-変速ショックのないスムーズな走り，好燃費そして安全性を実現するスーハ。オートマチック 
，スチールベルト方式，前進無段階自動変速，電子制御式電磁クラッチ，シフトロックシステム付 
-サンバーシリーズに新開発の五(:ソ丁を新設定。

-上記をベースに4界〇用トランスファ機構を付加し，ビスカス方式とスーハ。チャージャエンジンを組合せたフルタイム 
4^0 —五〇ソ丁を新設定。
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車体概要ーパワープラント

[N07〇型キヤブレータ⑺八）ェンジン

「16.15
52-342

く高性能，低燃費〉

-低速のねばりに優れる4シリンダ 

，高出力，ハイレスポンスな30只0クロスフロー式吸 

排気バルブ配置

-高い燃焼効率と高圧縮比を可能にするペントルーフ 

型燃焼室

^低速から高速まで連続的且つ滑らかに制御できるべ 

ーン式可変べンチユリ1 一^型キャブレ^—夕

く静粛性〉
#回転中のトルク変動が小さい低振動，低騷音4シリ 

ンダ

，鋳鉄製の高剛性シリンダブロック 

-剛性の高い5ベアリング式クランクシャフト 

-吸気音を低減するフレーム吸気方式の採用 

鲁シリンダブロックの各べアリングキャップを一体化 

させるステフニングプレート装着

トルク 
(吆-⑺）

「12.16
エンジン回転数（XI〇3「叩)

51-010

ロツカアーム

シャフト

ド12.17
ベントルーフ型燃焼室

52-226

ベーパセパレータ

リターン

空間ポリュー厶

可動べーン
スロットルバルブ

チヨークバルフ

「也18 52-230

15



車両概要-- パワープラント

巳问07丫型スーパーチヤージヤ（50)エンジン

闩6.19
52-343

トルク
(は-⑺） 新型660沈ハイパワーエンジン

「ば20
エンジン回転数（父103卬⑴）

31-01！

く高性能，低燃費〉

，クランクシャフト直接駆動のスーパチャージャを付 

加した低速から高速まで全域にわたって高出力化 

^各シリンダのバルブタイミングに適正な燃料を噴射 

することにより良好なレスポンスと低熱費が得られ 

るシーケンシャルインジエクシヨン

^空燃比や点火時期制御アイドル回転数を最適に制御 

し，燃費とエンジン性能の両立を図かる電子制御方

式の採用

く静粛性〉

#吸気音を低減する吸気フレーム方式の採用

ド16.21ルーツタイプスーパーチャージャ

82-274

16
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車両概要 ——パワープラント

--------マニアルトランスミッシヨン-------------------------------------------------------------------------------------- ---------- ——

く 2^0〉............丁17160型

スムーズな発進加速と応答性の良いアクセルレスポンス，高い実用燃費を狙い，前進5速（後退1速）の2^0車 

専用に開発されたコンパクトなトランスミッション
9

く変更概要〉
① エンジントルクアップ対応

-5速ギヤ部のオイル潤滑改善

-ドライブピニオンシャフトのギヤ諸元，加工方法，材質変更 -

參軸受（ドライブピニオンシャフト）の軸受容量I；尸 

-デフケースボルト本数（8 —10本）とし強度II ？

② ギヤチ:！：ンジ，操作感向上

^ケーブルシフト方式の採用 

-1—2速シンクロ容量じ？

③ ギヤ音改良

ギヤ諸元変更

厂12.23

53-647

17



車両概要ーパワープラント

セレクテイブ4^0〉 丁西60型

現行丁评60型ミッションをベースに超低速前進用の五し1速（エキストラロー）を追加し，セレクティブ4*0を 

新設。リバースギヤ比を瓦乙（エキストラロー）に近付け後退時の脱出性向上

なお丁界60型は低速時の悪路走破性，脱出性をより向上させるデフロック装置および2界0走行時の静粛性と燃 

費を向上させるフリーホイールアクスル装置がメーカ〇卩で設定。

く変更概要〉

①已し付十5速化

^ メーンシャフト全長変更 

#サイドケース幅変更 

-五乙（エキストラロー）ギヤ材質変更 

-ドライブピニオン全長変更 

-五乙ドリブンギヤ電子ビーム溶接

②エンジントルクアップ対応

，五乙ギヤ加工方法変更 

-ドライブピニオン加工方法変更 

^ファイナルギヤ材質変更 

^デフべベルギヤ4ピニオン化（3 0車）

-デフロック用アクスルシャフト構造変更
鲁 アイドラ軸をケースにボルト止め

闩2.24
53 370

18



車両概要一 パワープラント

くフルタイム4^0〉……丁丫60型
路面状況や，走行状況に合せて，前後輪の駆動配分を行うビスカスカップリング方式を採用した。

く変更概要〉

-ビスカスカップリング八33丫を新設

攀エクステンシヨンケースおよびインタミデイエイトケースの取付ボルト位置変更 

-ピニオン（ベべル）のローラべアリング部径変更（022—>025)

-その他ギヤ類はセレクテイブ4\^1)と共用

F\^25

53 374

19



車両概要ーパワープラント

---------巳。V 丁一-------------------------------------------------------------------------------------------------------——--------------------------------

新設計4気筒660(^エンジン採用に伴い五0 VIおよびフルタイム4界〇-五0 VI：を展開。

く 2^0〉……丁日4011\1型

鲁変速ショックのないスムーズな駆動力特性で「高性能な走り」と「低燃費」を両立させた五（：VIシステムを 

展開するため新しく開発した尺尺車用のイージードライブミッション 

，軽貸物車として必要十分な駆動力を得るため，プライマリリダクション方式を採用 

-最適なクラッチ制御による乗心地の向上

フルタイム4\^0〉……丁丁401户型

丁 3 4011^型をベースに，ビスカスカップリング方式 

4评〇機構を採用したフルタイム4^0トランスミ

ツンヨン

尸；艮26

20



車両概悪ーシャシ

〔 6〕シャシ

圓操繰性安定性，乗心地の向上

確かな走りを実現するロー ドホールデイングと軽快なハンドリングとし，パーソナルユースの車種から業務コー 

スの車種まできめ細かなチューニングをしました。

，トライ…乗用車感覚のフラットな乗心地と高速行安定性 

^バ ン…軽積時の走行性を重視した軽快なハンドリング。

-トラック…軽積載からフル積載まで安定した走行

闩2.27 丁-128

國ステアリング

馨ステアリング形式は、ラック.ピニオン方式でセンタ 
ーレバータイプとし，リンクの適正配置によりステア 
リング系の剛性を高めた。

-ステアリングコラムレイアウトの改善により乗降性と 
操作性を両立させた。

^ステアリングホイールのグリップサイズをレガシィ並 
とし操舵フィーリングを向上させた。
尚、ハンドル仕様として2本スポークー般ハンドルと 
2本スポークソフトハンドルを設定した。

圓ブレーキ

，フロントは全車サポートレス方式のベンチレーテッド 
デイスクブレーキ

-リヤはオートアジャスタ付乙丁梨ドラムブレーキ 
#パッド，ライニングはノンアスベスト材を採用 
-一部車種に制動安定性を向上させるため，後輪液圧制 

御装置を採用
參倍力装置，マスタシリンダは従来車と同サイズとした 

が，主ブレーキの高性能化に伴いペダルレバー比を全
車4.3に統一

，駐車ブレーキレバーを運転席の横に配置して操作性向上

21



車両概要ーシャシ

国サスペンシヨン（フロント8¢リヤ) 国アクスルシャフト（フロント8¢リヤ)

暑八型トランスバースリンク採用により横剛性と乘心地 
の両立

鲁キャスタ角低減，ストラットマウントのニードルベア 
リング採用による操舵力の軽減と操舵感の向上 

^ホイールベースの拡長による乗心地の向上 
。スタピライザ採用により乗心地操縦，安定性の向上

國タイヤホイール

-タイヤは5.00-12-4？1^6？尺1；1^，14511-12-6？尺01^ 
14531^12,1553只12の4サイズ設定

，デイスクホイールはスチールホイール，デラックスス 
チールホイール，アルミホイールの3種類を設定 

-リムサイズは全て12X4,008とした

镛フロントアクスルのハブはべアリングのインナレース

にかん合する方式を採用（ 4貿〇車）し振騷面の改善を 
図った

，フロントアクスルシャフトは車軸兼用方式から「駆動 
専用方式」を採用

- 3 0車はジョイントサイズ75厶0を新設定 
-リヤアクスルは車両重量増により，駆動ス.ピンドル径 

を:¢30とした
，リヤアクスルシャフトにトリポードジョイント採用
(熟2腳，30全車）

拳00』十00』のフローティングタイプから33 + 17(トリ 
ポードジョイント），8』十00』のノンフローテイングタ 
イプに変更

国ビスカス方式

-前後輪間の差動制限と前後の.駆動トルク配分 
を白動的に行う

ド12.30

22



車両概要ーシャシ

國リヤデフロック機構 国フリーホイールアクスル機構
(セレクテイブ4^0トラツク50父にメーカ〇卩設定） （セレクティブ4西〇トラック5〇スにメー カ〇卩設定)

運転席のリヤデフロックスイッチをオンにすると右後 

輪アクスルのクラッチが作動し；後左右輪を機械的に 

ロック。作動機構が完全に止り，片輪が空転する状況 

でも確実な駆動力を確保出来る機構である。

デフロック機構

ド12.31
53-370

2评0走行時に走行抵抗となるプロペラシャフトの回 

転を止め，燃費や静粛性向上を図る。

効用はフリ' —ホイールハブと同様であるが，マニアル 

ホイールハブのように車外に出て操作したり，オート 

ホイ、ールハブのように後退して解除するなどの操作を 

必要としないものである。

4界〇〇2评〇の切り換え操作に連動したシステムと 

している。

4*0スイッチ 
(シフトノブ)

フリ—アクスルカバー八35丫

インアークマニホーVレド

「12,32
53-110

23



車両概要ーボデー

〔7〕ボデー

高剛性車体構造

ボデー構造を剛性の高い骨格構造とし，軽量かつ強度の高いボデー構造としている 〇

⑤フレーム断面

⑧サイドシル 
ボックス型断面

①ルーフの制振

⑦フロア骨格部材の強化
(大型のボックス型断面)

③センタピラー
(大型リンホースメントの採用）

じ材クロスメンハ ̂

リヤバルクへッ

②閉断面のサイドレール

⑧リヤゲート開口部の強化

④大型リンホースメン

ド15.26

24



車両概要 ——ボデー

遮音，防振構造

ボデーとシャシフレームの結合部にフローテイングラバー（トラック2ヶ所，バン，トライ10ヶ所）を使用し，静 

粛性を向上させたうえ，フロア部にサイレンサを融着し，防音性を大幅に向上させた。

トライ系車種には大型インシュレータを採用し，エンジン透過音の遮音性，防振性を向上させた。

くフローティングラバー取付位置

トラック
バン，トライ

「12.33 「冶.34

55-029

サイレンサ貼付位置〉 インシュレータ取付位置

全車

ハイルーフ車のみ

トライ系のみ

55-030

トライ系のみ

ド16.35 ド！2。36

35-031 55-033
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車両概要一主要装備

〔 8〕主要装備

1 II @ 内 容 適用車種|

空 調

キメ細かい温度調整ができる大きなヒータコアをもつ，エアミックスタイ 
プのヒータシステムを採用し，インハ。ネのアッパーサイド吹き出し口の増 
設，フアンの風量アップでエアコン性能を向上。

全車

後席ヒータ吹き出し口を後席の刖方に移動し，リヤヒータスイッチをコン 
ソールに設置。（全車） トラィ全車1ラ ジ^
ワンタッチで選局できる時計表示機能付だ丁 8ラジオとし，交通情報専用 
ボタンがある。（：0，イコライザーなどの装着が可能な2 I)INサイズのス 
ペースも確保。

灯〇除く全車

ミスト付2速および 
ミスト付2速十間欠ワイパ

レバーのワンタッチ操作によりワイパーが一回作動するシフトスイッチ付 
きで，霧雨時など意のままの作動が可能とし，‘トライは間欠ワイパ付を採 
用しました。

トラ“V
013311 に メーカ0？

リャヮィパ
雨時等で良好な後方視界が保たれるようにリヤワイパーを一部車種に採用 
しました。 トラィ全車

乗降用ステップ 後席の乗り降りに便利なステップを採用しました。 トラィXV

フルト リム ピラーとリヤクオータもフルトリムし，質感のあるインテリアとしている。 トラィ
1)^5 11

サンサンルーフ
フロントはチルトポップアップ式，リヤは電動スライド式のガラスサンサ 
ンルーフでスライド量は705111111，全閉250腿手前で一且停止する安全機構付 
とした。

トラィ系 
サンサンルーフ車

フリーホイールアクスル機構
2^0走行時にプロペラシャフトの回転を止め静粛性向上させ，余分な操作 
を必要とせず，4界〇〇 2界〇の切り換え操作に連動したシステムを設定。

卩/丁 4^0 

メーカ0？

リヤデフロック機構
運転席のリヤデフロック3界を〇Xさせると後左右輪を機械的にロックさ 
せ，片輪が空転する状況でも確実に駆動力を確保できる機構を設定。

尹/丁 4卵 1

メーカ〇尸

回転対座シート
フロントシートが回転して後席と対座できるシートで，走行中には回転で 
きないよう運転席を先に回転してから助手席が回転する構造のものを採用 
しました。

トライXV車に
メーカ〇卩

キヤビンツールボックス
助手席シート後部に携帯品を収納出来る物入れをトラック，八ネルバンに 
設置。（3 丁！)はスペースのみ）また，出入れが楽に行なえる様助手席バッ 
クレストの前倒し機構付き。

トラック，パネル 
バン全車 |

センタコンソール
シフトレバー，ハンドブレーキレバー，メーンヒューズボックス（パ、ン，卜

ライ系），カードホルダを収納したセンタコンソールを採用しました。
全車

グローブボックス 車検証入れが独立した大きなグローブボックスを採用しました。 全車

電源ソケット
センタコンソールボックス後方にクーラボックスなどの〇 (：12 V専用電源 

ソケットを採用し，確実な電源供給できる専用ソケット採用しました。
XV車

フロントブレーキ
軽い踏力で十分な制動力が得られる安心感のある真空倍力装置付きベンチ 
レーテッドディスクブレーキ（サポートレス方式）を採用しました。 全車

夕 4 ^ 乗り心地，走行安定性の良さを狙い全車12インチタイヤを採用しました。 全車

集中ドアロック
運転席のドアロックに連動して，全てのドアロックが施錠できる集中ドア 
ロックを採用しました。

トラィX V
〇ヒ311にメーカ0？

電熱式プリントリヤガラス
リヤデフオッガは熱線プリントで節度感のあるシーソ式スイッチを採用し 

ました。

ノくン3丁0( 4^0)
1漏\

バン50又-50 &
、權ノ

トライ全卑 1
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車両概要ーサービス性

〔9〕サービス14

日常点検や整備性の容易化，セルフダイアグノーシスの採用で信頼性，耐久性の向上を図かり，サービス性の良 

い車としました。

日常点検項目の色による識別化〉
日常の点検項目が容易にわかるように，オイルレベルゲージ， 

しています。

キャップ類は黄色，さらに高圧部位は赤色で識別

①エンジンオイルレべルゲージ

②ェンジンオイルフイラキャッ

③冷却水リザーブタンクキャップ

-スパークプラグコード 

鲁ブイストリビュータコード 

，バッテリ㊉ケーブル端子ブーツ
赤色

円2.37 5卜015

リヤシェルフ

整備性改善〉
，サービスホール（トフップドア開口部を拡大㊉35111110 

してエンジン房内の整備性を向上した 

-夏冬の切り換え操作をすることなくシーズンを通し 
て吸入空気温度を一定に保ち，安定した性能を得る 

自動温調エアク，リーナを採用 
- 2柱リフト使用時のジャッキアップポイントを設定 
，フロントウインドウウオッシャ液注入を容易にする 

よう助手席のはねあげ機構採用 
，パネル交換の容易化，車体中央および各ピラーに口 

ケータを設け修理時の基準点の設置でボデーリペア 
のサービスアビリティを充実 

雜フロントアクスル（4界〇)のハブはインナーレース

かん合方式を採用し，ディスクロータは交換作業性
のよい外付けタイプとした

，サポートレス方式のベンチレーテッドディスタの採 

用でパット交換容易化
，リヤバンパはスチールバンパとし，整備性向上のた 

めヒンジ機構付とした

メンテナンスフリー化〉
-メンテナンスフリータイプバッテリー ，ディスフルトラ化（赤帽車全車，3(：車）
，アイドリング回転数自動制御（3 0) ，ブレーキはド&尺自動調整

セルフダイアグノーシス採用システム〉
-迟汹朽システムチヱック端子を備えハンディタイプの故障診断器「スバルセレクトモニタ」により五以朽が扱つ 

ている各種データを数値でモニタに呼び出し，原因究明をより簡単に実施できます。

キヤフフロア
厂12.38

51-016
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國概要

---------------------------------£N07。型キヤブレータ（|\|八）エンジンー-----------------------------------------------------------------------------------------

£N07型エンジンは，静粛性と高出力を両立させた信賴性の高い尺用クローバ4 £N05型エンジンをベースとし 

て，ストロークアップにより，新しい軽自動車規格に対応した只只用水冷4サイクル直列4気筒エンジンで，総排 

気量は658ばである。’

軽貨物自動車用としてさらに実用性，耐久信賴性を向上させた全面新設計の尺尺用エンジンである。

主な構造と特徴は以下のようである。

鲁シリンダブロックは，剛性の高い錄鉄製で，各べアリングキャップは又ティフニングプレートでつなぎ一体構造 

とし静粛性の向上を図っている。各シリンダ間に機械加工により冷却水路を設け，シリンダの温度分布を均一に 

して熱変形を防止している。

鲁シリンダへッドは，ペントルーフ形燃焼室に吸排気クロスフローの弁配置とし，コンパクトで冷却性に優れたも 

のとし，高圧縮比9.8を採用，ベースエンジンとして高出力を実現している 

^動弁械構は，£N05型エンジンを踏襲したセンタロッカシャフト方式の3〇丑0である。

，燃料の供給方法は，低速から高速まで運転状態に応じた最適空燃比に制御できるベーン式可変ベンチュリキャブ 

レータとし，水温感知式オートチョーク機構を採用している。

く £N070型エンジン主要諸元〉

総排気量(0.¢.) 658

内径X行程(刪） 56.0X66.8

弁 機構
センタロッカシャフト方式

50110

カム駆動方式
コクドタイミングベルト
(ワンタッチ張力調整式）

気筒当りバルブ数-バルブ総数 2-8

燃料供給方式
ベーン式可変ベンチュリ 

キャブレータ

点火方式 接点式

点火順序 #卜3 — 4一2

圧 縮 比 9.8

最高出力…3八(3171) 40/6500

最大トルク（化⑺/叩⑺） 5.5/3500

燃料消費率(8/(33-11)〔「卩⑺〕 215(2500)
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エンジン概要一[N07¢キャブレータエンジン

£N070型キヤブレータ（1\1八）エンジン

「ぼ.1 52-342
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エンジン概要一三1\1〇7丫スーパチャージャエンジン

一£N07丫型スーパチャージャ（5。）エンジン------------ -------- ------------------------------------------------------------------

£N07 丫型エンジンは，前述の£N07(：型エンジンをベースに，クランクシャフト騒動のスーパチャージャ（3 (：) 

を付加したもので、，低速から高速まで全域にわたっての高出力型エンジンとしている。

鲁動弁機構は，£N070：型と同じ：5090であり，スーパチャージャとの組合わせで，低速から高速までの出カアッ 

プを図っている。

拳クランクシャフトは，フロント，リアに高周波焼入をほどこし，耐久性の向上を図っている。

ぃ燃料供給方法は，電子制御式燃料噴射方式である。このシステムは燃料の噴射，点火時期，アイドル回転数等

各種制御を丑011 (エレクトロニクスコントロールユニット）によって総合的に行なうコントロールシス 

テムである。

，点火時期は，ノックセンサ信号により，丑011で常に最適な点火時期となるように制御し，高出力を実現してい

く [N07 丫型エンジン主要諸元〉

総排気量(0.0) 658

内径X行程(議) 56.0父66,8

弁 機構
センタロッカシャフト方式

3090

カム駆動方式
コクドタイミングべルト

(ワンタッチ張力調整方式）

気筒当りバルブ数-バルブ総数 2-8

燃料供給方式 電子制御式燃料噴射 
(各気筒独立噴射）

過給方式
クランクシャフト駆動 

メカニカルスーパチャ'—ジャ

点火方式 クランク角センサ付五〇〇コントロール

点火順序 #1一3—4一2

圧縮 上匕 8.3

最咼出力（ド/卬⑺） 55/6200

最大トルク([^⑺/「㈣ 7.1/3800

燃料消費率〔8/(33-11〕（「口⑺） 240(2600)
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エンジン概要一已1\1〇7丫スーパチャージヤエンジン

[N07 丫型スーパチャージャ（50)エンジン
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後面(フライホイール側)

，ベアリング 

キヤッフシール

シリンダヘッドガスケッ
# Iベアリング 

キャップ

ステイフニングプレート

F\^\ 52-344

ピストン(5〇)

クランクシャフト

クランクピン 
一 I

クランクシャフト 

メイーンベアリング

I #2 #3 4

\1 ㈣

キャップ（コンロッド)

ビストンピン

ビストンピン 

サークリップ

コンロッドベアリング

ベアリング

キヤツプ

コンロッドベアリング

「啗2 52-345
円的 52-346
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エンジン主機一構造.作動

構造，作動

シリンダブロック

シリンダブロックは錄鉄製のハーフスカート型で，静粛性の向上を図る為に，4個のベアリングキャップをスティ 

フニングプレートにより一体化し，高剛性化を図っている。

エンジン前面（ベルト側）は，ウォータポンプがシリンダの側面に直接取付けられ，その下方にクランクシャフト 

で直接駆動するオイルボンプが取付けられる。

エンジン後面（フライホイール側）は，リヤプレートを介してスタータモータおよび，トランスミッションが取付 

く構造で，ボアピッチの最短縮化と相まって，エンジン全長の短縮を可能にしている。

ウォータジャヶット部は，シリンダボア間を機械加工により貫通させ冷却水路を形成し，シリンダボア回りの温度 

の均一化を図っている。

シリンダブロックのオイルパン取付面には，ステイフニングプレート取付用ボスを設けてある。

シリンダブロ.ック上面には，オルタネータやスーパチャージャ等を取付けるボスが設けてある。下面にはマウンテ

ングブラケットを取付けるボスが設けてある

エンジン型式N0打刻位置
ボア間冷却用水通路

リヤオイルシール
冷却水入口

0

ね 〜

0 0 ウォータポンプ室

%

シリンダブロック

厂セ4 32-347 リヤベアリングキヤッフ

闩25 52-348

# 3ベアリングキャップ

#4ベアリングキャップ

リヤベアリングキャップ

ベアリングキャップシール

52-069

52-349
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エンジン主機一構造.作動

シリンダヘッド

シリンダへッドは，軽量で冷却性に優れたアルミ合金製で. ッドガスケットを介して，シリンダブロックに組付

けられる。燃焼室はペントルーフ形を採用し，吸排気バルブをクロスフロー V：型に配置し，コンパクトで冷却性に 

優れたものとしている。バルブ配列は（上）側が吸気，（下）側が排気の2バルブ方式である。

スパークプラグは，吸排気バルブの中間に設け，プラグ電極部が燃焼室センターに向くようにしている。

シリンダヘッド上面側は，カムシャフトとロッカシャフト八8 3 丫が，サポートを介して組付けられる。

タイミング 

ベルト側
フライホイール側

「1的 52-070

似

ェキソースト 
バルブ

50

ちて〇'/

胸 
〇 ,

0 \ (

。八〇八〇八〇八〇八〇 。

〜1〇

向70^37

關 
〇 ------------

0 〇かひ

。八。八。八。八〇ズ〇〇1

言綱]

52-07！

I鰂位置

F\§]\
へッド識別〉

52-072

厂：28 52-226 区分 識別 インレットポートのインジユクシヨン溝

心 ② 溝なし
5 0 ② 溝有り

------- へッドガスケット

ヘッドガスケットは，耐熱，耐圧，シール性に優れたメ 

タルフック付芯金人り構造で，ボアグロメット内固には 

ワイヤリングを組み，高温高圧に耐えられるようにし 

ている。また表面には剝離性に優れた耐熱材を全面コー 

ティングしてある。

と5 0は材質仕様が異なり，2種類ある。

区分 主材料 識別

X六 アスベスト十全面コーテイング かっ色

3 0 カーボン十全面コーテイング 黒色

ビ4ボマロメット

F\§\3 52-074 「セ14 3。用 52-075
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エンジン主機一構造.作動

クランクシャフト段クランクシャフトべアリング

クランクシャフトは，高炭素鋼の鍛造製で，主軸は5ベアリング方式である。

ジャーナルとウェブおよびクランクピンとウェブそれぞれの隅II部には，フィレットロール加工を施し，軸受強度 

の向上を図っている。さらに3 0用は#1，4ピン，#1，5ジャーナルに高周波焼入をほどこしている。

クランクメインベアリングは，ケルメットメタルを使用し，#3ジャーナル両サイドにスラストを受持つ鍔メタル 

を備えている。

コンロッド大端部の潤滑は，#1，2，4，5ジャーナルから，それぞれのクランクピンに向った斜めのオイル穴を通

して行なわれる

クランクピン

フフイホイール 

取付面

II 1 | ！
クランク '二’ャーナル

ぐ
言

「セ15 52-350

クランクシャフトゐメーンべアリング仕様

クランクジャーナル# # 1 # 2 # 3 #4 #5

クランクジャーナル径X巾（咖） 必42X16,8 必42X18,6 彡42X19,6 必42X18,6 ^42X19.15

クランクピン径父巾（，） 031 X 18

ス ト ロ ー ク （111111) 66,8

クランクシャフト全長（匪） 334,6

フライホイール取付ネジ仕様 取付 ¢55 N9 X1—6本

メーンべアリング巾 14
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エンジン主機一構造.作動

--------コネクティングロツド汝コンロツドべアリング------------------------------------------------------------------------

コネクティングロッドは鍛造製で大端部は水平2分割構造とし，小端部は直メタル式である。

ピストンピン支持は，フルフローティング方式を採用している。

大端部キャップボルトは，リーマ部にローレットを施し，リーマ精度を向上している。

ロッド大端部には，¢1.5のオイルジェット穴を設け，シリンダとピストンの潤滑と冷却を行うようにしている 

大端べアリングは，ケルメットメタルを用い耐久性の高いものとしている。

コンロッド

コンロツドボルト 

(リーマボルト）

コンロツドベアリング

キャップコンロッ

〇 一一^ナットコンロッ

くコネクテイングロッド仕様〉
F\^\7 52-352

£N0 7 ^(N A) £N0 7^(30)共用

大端部内径X巾（111111) 多34X17,9

大端べアリング内径X巾（爪爪） 031X13.4

ベアリング材質仕様
N0 0ド770又は大同尺25

(ケルメットメタル）

小端部内径X巾…111) 多16X17,9

ボルト径X首下長さ（腿） N7父〇.75X44,5

大小端心間距離（咖） 112.5
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エンジン主機一構造.作動

--------ピストンゐビストンリング------------------------------------------------------------------------ ---------------------------------------

ピストンは，耐熱耐圧性が高く，熱膨張の少ないアルミ合金製で，スカート形状は重量が軽く，摺動面積の少ない 

スリッパ形とし，オイルリング溝にオイル穴を設けたサーマルフロータイプを採用し，潤滑と冷却性に優れたもの 

としている。

ピストン位置は，スラスト側（已ズバルブ側）にオフセットさせ，ピストンスラップ音を防止している。

ピストン頂部は吸排気バルブの逃げ凹（バルブリセス）を設けている。また頂面にはエンジンフロント組付方向を 

表すマーク，およびピストンサイズ区分マークが表示されている。

NAエンジンと3 (:エンジンは圧縮比が異なるため，3 0用のピストンは頂面が凹型をし，2〇(1ラウンドより上部 

はアルマイト処理を施してある。

く!N1八用〉 く5 0用〉

サイズ区分マーク

岣卜----- オフセット

くピストン仕様〉
型式

項目 、、、、、 巳㈧07〇㈣） 巳晰丫⑽

形 式 スリッパ形サ 
—マルフロ — 4---------------------

ピストン基準径〇7抓） 55.975 <--------------------
ピストン (Xクリアランス（⑺⑺) 0.015〜0.035 ^---------------------

ピストンーー
ハィト （㈣） 26.65 4--------------------

ピストン全長（⑺⑺） 47.1 46.65

ビストンピンーー 
オフセット 丑又仴丨]へ0.75 ^--------------------

ピストン軸受方式 フルフロ ート 4--------------------

ピストンピン/ 、
ボス穴径 （^ ¢16 4--------------------

！ストンピわ-)
42 44

サイズ区分マーク

―------オノセット

32-353

くピストンリング仕様〉

^1219 52-354
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エンジン主機一構造.作動

ークランクシャフトプーリ沒ソベル^卜------------------------------------------------------------------------------------------------

クランクシャフトプーリは，NA車で，⑴オルタネータのみを駆動するものは，錄鉄製のV溝型で，：FI1V[型Vベ 

ルトを用いている。⑵八/〇コンブレッサを駆動するものは，1段型Vリブド4山方式である。

ベルトの張力調整は，いずれもオルタネータ取付ボルトをスライドさせる方式である。

5 0車のものは，スーパチャージャ駆動用とオルタネータ駆動用の2段型で，それぞれVリブド4山方式である。 

ベルトの張力調整は，スーパチャージャ駆動ベルトに対しては，オルタネータとスーパチャージャの間に設けた 

手動式スライダボルトによりアイドラプーリを移動して行う方法であり，オルタネータ駆動ベルトに対しては，

X八車と同じくオルタネータの取付ボルトをスライドさせる方式である。なお，いずれのプーリにも点火時期を 

確認するためのタイミングマークが付いている。

(1)问八車 オルタネータ

ドセ2 0 52-355

⑵㈧八エアコン付車
オルタネータ

エアコン

Vリブド4山べルト
クランクプーリ

「1221 52-076

(3)50車 スーノ\ナヤ—ンヤ

オルタネータ

スライダ式
テンシヨナ

後列Vリブド4山ベルト

前列Vリブド4山べルト

闩222
クランクプーリ

車 種 ベルト呼称 長さX巾

财車

エアコン無し Vベルト，型） 730X10.7

エアコン付 Vリブドベルト 890X14.24

30車 エアコン無し

Vリブド
ベルト

670X14.24

50 个 740X14.24
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エンジン主機一構造.作動

オルタネータベルト
く…車〉

8丁00丨4(

巳丁00丨0( 
8丁00 6〇

100

㈣

#1，#4ピストン 
上死点イ靖

^623 52-179

く似八/〇付車〉 オルタネータ十エアコンベルト

8丁0。丨

8丁00丨〇, 
已 丁00 6° 

100

#1，#4ピストン 
上死点位置

闩运24 52-181

く 50車 スーノヽチヤーンヤへノレト

オルタネータベルト

=1

8丁0。ぱ

8丁00丨 
8丁0。6。 

丁〇〇

#丨，#4ピストン 
上死点位置

^225 52-183

回転方向

52-180

回転方向

32-182

回転方向

52-184

く注記〉各ピストン上死点位置は，タイミングベルトカバーの合せマークと一致した場合を示す。
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2-3 動弁機構

国概要

シリンダへッドセンター上にカムシャフト1本とロッカシャフト1本を備えたもので，ロッカアームによってバル 

ブを開閉する機構で，信頼性の尚い3090である。

カムシャフトの駆動は，歯付タイミングベルト方式で，ベルトは特殊丸歯型で，騷音を抑えながら確実な噛合伝達 

を行なっている。また，ベルトの芯線に高強度のケブラー繊維材を使用し信頼性を高めている。ベルトテンショナ 

は偏心台板付きアイドラスプロケットをベルトの弛み側に配し，スプリングによりワンタッチで適正な張力を与え 

ている。また，ウォータポンププーリをベルトの背面で駆動することによりコンパクトなレイアウトとしている。 

バルブは，各気筒，1队瓦父各1本で，バルブとガイドの摺動部は耐摩耗性の高いタフトライド処理を施こし，ガイ 

ド部にはステム潤滑用オイルシールを装着している。バルブクリアランス調整は従来と同様ロッカアームに設けた 

アジャストスクリュによって行なう。

#4インテーク #3 #2 #1インテーク

社4ェキゾースト 社3 ¢2 林丨ェキゾースト

ドセ3 52-080
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動弁機構一構成部品

構成部品
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動弁機構一構造.作動

国構造I作動

-----------バルブロツカカバ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

ロッカカバーは，アルミダイキャスト製で，シリンダへッドとの接面部に耐熱ゴム系ガスケットを用いている。 

ロッカカバー内には，ブリーザオイルミストを処理する仕切り室を設けてある。

------ノくルブロツカ八5 5 丫------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

ロッカアームは，強度と剛性に優れた特殊鋼の精密鍀造品を使用している。バルブプッシュ側アームエンドには 

バルブクリアランス調整用1^6X0.75ネジが設けてある。

11^1用ロッカアームと辽又用とはアームのオフセット方向が逆であり，Iまたは圮の識別記号が付いている。 

バルブロッカ八3 5 丫の状態では，アームのサイド方向のスラスト音を防止するため，IXアームの隣にウェーブ 

スプリングとスラストワッシャが組付いている。なおロッカシャフトは，カムシャフトキャップホルダにボルト 

で固定している。
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動弁機構一構造.作動

バルブ没バルブスプリング

バルブは，耐熱性，耐摩耗性に優れた特殊耐熱鋼を用い1ている。ガイドとの摺動部表面にはタフトライド処理を 

施こし，ステムオイルシールとの組合せで，耐摩耗性の向上とオイル消費の減少をはかっている。

コッタキーは中溝内抱きタイプで高回転まで安定した作動追従性を有している。

バルブスプリングは吸，排気共通仕様で不等ピッチのシングルスプリングとしている。シリンダへッド側スプリ 

ング座部には板金製シートを装着し，スプリング端面とアルミ座部のカジリを防止している。

項 目 インテーク エキゾースト

バ ル ブ

傘 径（⑺巾） ¢26 ¢23
ステ厶径（圆） ¢5.5 ¢65.5

全 長(胃） 94.6 94.6

表面処理 タフトライド タフトライド

バルブスブリング

バルブシート

セット時荷重（吟） 18.9

最大リフト時荷重(4) 44.9 ^—

外 径(心〇 023.6 4—

自 由 長…… 43.46 <—

バルフシート

内径X外径(胃） 彡22X027.1 ^19X^24.1
厚 さ（咖） 7 7

材 質 焼結合金 焼結合金

バルブガイド

内径X外径(胃） 05.5X010 05.5X010

全 長卜） 40 40

材 質 焼結合金 焼結合金

52-359
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動弁機構一構造.作動

カムシャフ

カムシャフトは，シリンダへッド上にアルミダイカスト製のロッカシャフトサポート（カムキャップ）によって組 

付けられている。材質は，耐摩耗性に優れた特殊錡鉄製で，カム面はチル化を施し，さらにルーブライト処理を 

施し初期なじみを良くしている。

軸受けは,5軸受方式でカムシャフトの剛性を高め，高出力，高回転に対応させている。

カムシャフト前面にはカムスプロケットが取付き，位置合わせ用ノックピンを設けている。後端はスラスト受の 

つばを設け，シリンダへッドの溝およびロッカシャフトサポートの溝にはめ合わせている。なお後面にはディス 

トリビュータ駆動用の溝が設けてある。

^1
リヤ側

カムシャフト
スラスト受つば

0

ロッカシャフトサポート（尺） 
(カムキャップ）

#4サポート

3サポート

為

0 ね

1サポート
0.

ロッカシャフトサポート（ド）
, (カムキャップ）

闩8” #丨晒ヵム

くカムシャフト識別〉

ックピン

(デイストリビュータ取付面)
50

識別 儀
「1212

カムシャフト仕様〉

カム山の全高（瞧） 31.47

バルブリフト（刪） 7.5

カム配列
フロント側：五又 
リャ側：爪

カムシャフト
ジャーナル径
# 1〜# 5㈣ ¢26

カムシャフト全長(圆） 307.5

カムシャフト潤活方法 
# 3力厶ジャーナル—ロッカシャフト

一^各カムジャーナル

# I [父用カム

オイルシール

帽

「ぼ.13

タイミングダイヤフラム〉

丨1\1開 已網 
丁〇〇

14° 10°

#

參

800

问八車

㈧開 已網
100 

14。ぱ

已父開
㈧閉 、5ぐ

800

50車

52-360

以開

52-361
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動弁機構一構造，作動

タイミングベルト6スプロケッ タイミングベルトカバ

タイミングベルトは，静粛性，耐久性に優れた特殊 

丸歯型を用い，構造は伸び縮みの少ない高強度のヶ 

ブラー繊維の芯線と耐摩耗性に優れた帆布および耐 

熱ゴムで構成されている。

タイミングベルトは，背面でウォータポンプを駆動 

する£N05型と同様のシンプルなレイアウトとしてい 

る。カム駆動伝達の確実性を確保するため，偏心台 

板付きアイドラスプロケット式テンショナにより， 

ベルトの弛み側に適正な張力を与えている。テンシ 

ョナはスプリング方式でボルトを一度弛めることに 

よりワンタッチでベルトに張力を与えることができ

る 〇

カムスフロケッ
ウォータポンププーリ

テンシヨナ 
(アイドラ)

クランクスプロケット

歯数10做

52-052

「セ15

スプロケット，アイドラプーリ仕様

32-362

名 称 外径又 
は歯数 構造又は材質

クランクスプロケット 23歯 焼 結合 金

カムスプロケット 46歯 焼結合金

アイドラスプロケット 23歯 ボールベアリング入り

ウォータポンププーリ 053 ボールベアリング入り

タイミングベルトカバーは，軽量で耐熱性に優れた 

合成樹脂成形品で水やほこり等の侵入を防止してい 

る。表側は，上下2分割型で，ベルトの点検作業性 

の向上をはかっている。エンジン側ほ上半分のハー 

フ型である。エンジン本体下半分はウォーターボン 

プボデーとオイルポンプボデーのそれぞれのフラン 

ジがベルトカバーの機能を兼ねる構造としている。 

なおべルトカバーの表下側，クランクスプロケット 

斜め上方には，クランクタイミング検出用の基準線 

(白線マーク）が設けてある。このマークとクランク 

プーリの切欠きマーク（この刻印にいちばん近い切 

欠き）とが一致した時が#1または# 4ピストンの 

上死点位置を示す。

ベルトカノ\一

カムスプロケッ

タイミングべルト

アノン3ナ
(アイドラ）

ベルトカバーN0.2

ベルトカノく一№.3

^216 32-055

「12.17
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2 — 4 エンジン潤滑システム

国概要

潤滑方式は，全流濾過方式で，オイルポンプはェンジンの高出力化に対応して薄形大径のトロコイド方式を採用 

し，クランクシャフトで直接駆動する構造である。

オイルパン内のオイルは，オイルストレーナを経て，オイルポンプで汲み上げられ，オイルポンプのリリーフバ 

ルブで調圧された後，オイルフィルタで微細なゴミを濾過し，シリンダブロックのメーンギャラリに送られ，2 

方向に分流する。一つは，メーンギャラリから，クランクシャフトメーンジャーナルを通って，コンロッド大端 

メタルを潤滑した後，コンロッド大端部に設けたオイルジェット穴より噴出し，オイルスプラッシュとなってピ 

ストンピンやピストン，シリンダを潤滑する。

もう一つは，メーンギャラリからシリンダヘッドに送られ，流量調整された後，# 3カムジャーナルへ圧送され 

てロッカシャフト内に流れ，これより各カムジャーナルおよびロッカアームを潤滑する。

オイルポンプは，リリーフバルブを内蔵し，一定以上に油还が高くなった場合にはバルブが開き，余分なオイル 

はオイルパンへ戻される。

オイルフィルタは，オイルポンプボデーに横向きで取付いている。オイルフィルタにはパ'イノ、。スバルブが内蔵さ 

れており，万ーフィルタが汚損し目詰りをおこした場合に，油圧が低下することを防いでいる。なおオイルフィ 

ルタのオイル入口内側には，ドレーンパ:ックバルブ（逆流防止弁）が設けてある。

オイルプレッシャスイッチは，’オイルフイルタのオイル出口側に取付けている。

また，五0 VI車には水冷式のエンジンオイルクーラを設けている。

オイルジェット

オイルポンプ

「1良1

オイルストレーナ

オイルリリーフバルフ

オイルフイルタ
オイルプレッシャ 
スイッチ

52-315

50



エンジン潤滑システムー概要

シ

ダ

ブ

V

フ

ク
參

メ

ギ
ヤ

つ

―>1

#1ロッカアーム 井1カム山

#2 ロッカアーム #2カム山
四

#3ロッカアーム #3カム山

#3カムジャーナル
クランクシャフト 
メーンジャ 
ーナル#3

#1コンロッド小立而

#3コンロッド小端

#4コンロッド小端餐

オイルプレッ 
シャスイッチ

(5は/€1!!")

クランクシャフト 
メーンジャ峰一 
—ナル#1

オイルフイルタ

ぼ〇ン丁車のみ）

オイルポンプ 
リリーフバルブ

V

#4カムジャーナル

#4 ロッカアーム 拉4カム山

オイルクーラ

クランクシャフト 
メー ンンヤ 
—ナル#2

クフンクシャフト 
メーンジャ 
一十ル# 4

コンロッド
メタノレ

#1ピストンピン

#2コンロッド，卜端

#3シリンダ

#4ピストンピン

#4シリンダ

#5カムジャーナル

#4コンロッド
メタノレ

オイルフィルタ内 
バイハ。スバルブ

クランクシャフト 
メー ンンヤ 
——十ル社5

V

フ

力

I
シ

ヤ

フ

卜

エンジン潤滑回路ブロックダイヤグラム

シリンダヘッド内オリフ
イス

#3
カ
ム
ジヤ丨

ナル
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ェンジン潤滑システム—仕様

仕様

項 仕様又は基準値

潤 滑 方 式 全圧送全流濾過式

才 ィ ル ポ ， プ駆 動 方 式 クランクシャフト直結式

才 -1「ル ポ ン プ 形 式 トロコイド式

数
ィ ン ナ 0 一 夕 9枚

才

|41^1
ァ ゥ タ 〇 — 夕 10枚

ァ ヴ 夕 ~ 夕 径 X 厚 さ 070 X 6 111111

ィ
インナロ 一夕とアウタロ-一夕とのチップクリアランス 0.05〜0.18匪

ル 〇，-夕とポンプケ|ースとのサイドクリアランス 0.02〜0.07111111

ポ. アウタロ-
拳

-夕外径とポンプヶ--ス内径とのラジアルクリアランス 〇.12〜0.19111111

ン 750「卩(71
吐 出 圧 1,01^2/01112

プ
性 能 吐 出 量

鳙

3.5忍7 111111

(油 温 80 〇0)
ご

吐 出 圧 5〜5,5は/。爪2
罐

り，リリり丨ド111
吐 出 量 23及 /〇!!!!

丨） リ ー フ バ ル ブ 作 動 圧 5.01，5ゎ/〇爪2 秦

才

ィ

】慮 過 方 式 フルフロー 爐紙式
曹

濾 過 面 積 80001112

ル
フ
ィ

バ ィ パ ス バ ル ブ 開 弁 圧 1.0土(). 2^8/〇1112

ド、 レ ー ン バ ッ ク バ ル ブ 有 り

ル

夕
外 径 X 全 長 068X65111111

取付 ネ 仕 様 3^20X1.5？

才 - ル わ — 胳 4一 —姑 孰7 11\ 日 水冷多板式082X3段2,300心“/!!ノ 胤 里

プ
形 式 油中接点式 |

レ
ン

シ
ャ
ス

使 用 電 球 12ゾー3.4^以下

点 灯 圧 力 0.2 土 0,051^/咖2

ィ
1ッ 消 灯 圧 力 0。2土0,051^7^爪2 I

チ
耐 圧 10^/01112

ォィ ルパン容 量（全 量新規 に注油時） 3.0靡” 
3，1邮(^丁）

(オイルフイルタ0.2公，オイルクーラ0。“含む）|
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エンジン潤滑システムー構造.作動

國 構造，作動

ーオイルポンプ

オイルポンプは，薄形大径トロコイドポンプを採用し，クランクシャフトで直接駆動する方式である。

オイルポンプ本体は，シリンダブロックの前部カバーを兼ね，横にはオイルフィルタが取付く構造である。

トロコイドポンプは，ポンプボデー内にインナロータとアウタロータが組込まれており，インナロータがクラン 

クシャフトにより回転すると，アウタロータも回転する。ロータの歯数が異なるため，両ロータ間にできる空間 

の容積が変化する。オイルはこの空間に入り，空間が小さくなる側は圧力を増し，吐出口より押し出される。 

油圧は，吐出口側に設けたリリーフバルブによって調圧され，エルジン各部へ与えられる。一定油圧以上に油圧 

が高くなるとリリーフバンプが開き，余分なオイルはオイルパンへ戻るようになっている。

「滄2 52-189 円2.3 52-190

くオイルポンプ仕様〉

形 式 トロコイド式

歯 数
インナロータ 9枚

アウタロー タ 1〇枚

アウタロータ外径X厚さ（咖） 070 X 6

性 能

(油。。温)

750厂 13111
吐出量 3.5必7111111

吐出圧 1.0故/⑽2

6,000卬⑺
吐出量 23公71X1111

吐出圧 5 — 5.5

リリーフバルブ作動还 5.0十2,5ね/⑽2

口一夕のチップクリアランス 0.05〜0.18腿

ロータのサイドクリアランス 0.02〜0.07111111

アウタロータのラジアルクリアランス 0.12〜〇.19111111 ド运. 4 52-317
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エンジン潤滑システムー構造.作動

オイルフイルタ

オイルフィルタは，スラッジ濾過性の良い濾紙式エレメントを使用し，バイパスバルブとドレーンバックバルブ 

を内蔵したフルフロー方式で，軽量小型のカートリッジタイプを採用している。取付ネジ寸法は]\^20刪である。 

フィルタの濾過面積は，800⑽2で小形ながら必要充分な面積を確保している。

万ーフィルタが汚損し目詰りをおこした場合には，パ'イパスバルブが開き，油圧が低下することを防いでいる 

ドレーンパ'ックバルブは，エンジン停止時にオイルフィルタ内のオイルが流出し空になるのを防ぐ働きをする

オイルフィルタ仕様〉

〇

〇

慮 過 方式 フルフローろ紙式

濾 過.面 積 800 01112

定格 流量 16必 /111111

バイパスバルブ開弁圧 1.0土0.2は/⑽2

外径X全長（睡） 彡68X65

取付ネジ仕様 1^20X1.5？

ケースメツキ色 銀色

バイパスバルブ

ドレーンハヘンクノ くルフ

& 5 52-318

オイルパン

オイルパンは，シリンダブロックとの接合面に液状ガスケットを塗布して組付ける方式である。オイルストレー 

ナは，金鋼線（メッシュ）で，比較的大粒の異物を濾過する働きをしている。ストレーナパイプは，オイルポンプ 

本体下部の吸入口へ直接結合される。

ストレーナステー

オイルストレーナ

ガスケット

ドレーンプラグ

オイルバン

くオイルレベルゲージ〉

0

フルレベル（ド) 

一-ロアレベル（し)

闩氐6 52-320 52-191
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エンジン潤滑システムー構造.作動

—才1ノレノレツンヤスイツチ- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - —一- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

オイルプレッシャスイッチは，オイルポンプ本体のオイルフィルタ取付側手前に取付けてある。

また，ゴムカバーをかぶせ，フイルタ交換時などにオイルがプレッシャスイッチのコネクタなどに付かないよう 

にしている。

構造〉

スイッチの内部は/..油圧により作動するダイヤフラム， 

ダイヤフラムの作動により油中で0X^0？？するポイ 

ント，ポイントが開くときの油圧を決定するスプリン 

グ等で構成され，ターミナル，絶縁樹脂のモールド， 

六角ナット型のハウジングにより密閉されている。

く作動〉

(1) 油圧がない場合（イグニッシヨン5评〇⑷

規定の圧力にセットしてあるスプリングの力により， 

ダイヤフラムが右方向に押されており，ポイントは 

閉じている。従って，エンジン始動前にイダニッシ 

ヨン：5界を〇にすると，インパネのオイルパイロ 

ットランプが点灯する。

(2) エンジン始動後，油圧が規定圧に達した場合

オイルポンプが作動して，油压が規定压〇，21^八1112に 

達すると，油圧がダイヤフラムに作用し，スプリン 

グカに打ち勝ち左方向に作動するので，ポイントが 

開き，オイルパイロットランプは消灯する。 

すなわち，走行中は勿論のこと，エンジンが始動し 

ていればパイロットランプが消灯するのが正常であ 

る。

くオイルプレツシヤスイッチ仕様〉

型 式 油中接点式
公称 電圧 V 12
使用電球ソー西以下 12-3.4
点灯圧力は/。⑺2 0.2 土 0.05
消灯圧力味/加 0.210.05
耐 & は/⑽2 10以上

スプリング ダイヤフラム

ポイント

ターミナル

油圧

絶縁体

闩8。8 52-311
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ェンジン潤滑システムー構造.作動

—オイルクーラ（日(:ソ丁車）------------------------------

丑0VI車にはオイルクーラが装着されている。 

オイルクーラは，オイルポンプとオイルフイルタの間 

に取付けられ，エンジンの冷却水を利用した水冷式で 

ある。

くオイルクーラ仕様〉

放熱 量（ “31/11) 2,300

コア 形式 水冷多板式

コア 寸法 082父3段

ド1良9 52-192

^& 10
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2 一 5 エンジンクーリングシステム

概要

冷却方式は，ラジェータに電動ファンを併用した水冷式である。瓦〇又丁車のラジェータにはオイルクーラが内 

蔵されており，圮〇ン丁フルードの冷却をしている。

3 0車は配管を大径化し，ラジェータ放熱量増と合わせ冷却性能を向上させている。

くトラック.パネルバン〉

ヒータ

ウオータポンプ

注水口

ラジェータ

「ば1 52-015

バン，トライ〉

フロントヒータ

リザーブタンク

ウォータポンプ

リヤヒータ
ラジェータ

『16.2 52-016
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エンジンクーリングシステムー概要

50車はエンジンルームファンを設け、房内の異常過熱を防止している

エンジンルーム冷却部品配置図

タイマ

ドは.3
32-017



エンジンクーリングシステムー構造.作動

構造I作動

冷却水経路(車体全体)

冷却水温が78°¢未満の場合は，バイパス系統および暖房系統（ウォータバルブを開けた場合）で循環が行われ， 

約78°(：以上になるとサーモスタットが開らき、冷却水はラジェータに導入される。冷却水温が約92。0を超えるとラ 

ジェータフアンが作動し，約87てで停止する。これらの作用により冷却水温は約78て:〜92ての間で平衡する。

注水性を良好にするため，エンジンエア抜きプラグ（トラック.パネルバ、ン）気水分離チャンバ(バン.トライ） 

を設けている。

3 0車は，配管の径披大，ラジェータ性能向上により，冷却性能を向上している

冷却水経路図〉
トラック，パネルバン

リザーブタンク 已/6エアベント系

冷却水の流れ

--------------------------------- --------

1 ラジ!门パイプ

ウォータポンプへ

八/。エバポ 
レータ

ラジエアベント系

歷ファン“V
(ヒータ〇じ丁）つ）V

ラジエーア
エア抜キプラグ

キヤッフ 三〇ソ丁オイルクーラ配管

ドぼ. 4 32-018

ン#トライ

ラジエアベント系
フイラータンク

，八/0コンブレッサ

ウオータポンプへ 

サーモスタット 

気水分離チャンバ'

6/6エアベント系

八/。エバポ 
レータ

^8.5 52-019
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エンジンクーリングシステムー構造.作動

——冷却水経路（ェンジン房内）--------------------------------------------------------------------------------------------------------------

サーモスタットはェンジン入口側に設置し，オーバシュート.ハンチングを防止し信頼性を向上させた。

サーモスタットが開らくと，ヒータとラジェータに冷却水が流れる。高水温時はボトムバイパスバルブが閉じ， 

ラジェータ水流量を増加させ，冷却性能を向上させる。

キャブレータ車の才ートチョークは冷却水温で作動するサーモバルブ付である。サーモバルブのサーモワックス 

は冷却水温により膨張し，チョークバルブを自動的に開き，適正なチョーク特性としている。
豪

3 0車は，冷却水をスロットルボデーのサーモワックス部に流している。このサーモワックスはサーモェアバ 

ルブと連動し，冷態時のエンジン始動および暖機運転に必要な空気を燃焼室に供給している。

くエンジン通水経路
(キャブレータ車） (50車)

エアー抜き エアー抜き

ラジェータ.ヒータ

ボトムバイパス

サーモスタツト

エ
I

夕
よ
り

32-020
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エンジンクーリングシステムー構造.作動

一ーラジェータ压ラジェータファン^------------------------------------------------------------ -----------------------

ラジェータは加圧式クロスフロー方式で電動ファンを併用する。

ぢ（：VI車はラジェータ内部にオイルクーラを設置し，五0 VIフルードの冷却を行っている。 

居住性を考慮し，フロントシート下に設置した。

ラジェータフアンは，サーモ3界により制御され，冷却水温92。(：で0\，87。(：で〇卩孖ンたる

ウォータポンプ

ウォータポンプは車用と3 0車用は共通であり， 

タイミングベルトの背面で駆動している。

ベアリングクリッププーリ
ンーノレ

フレート

インペラ

1=12.8 52-022 闩も9 52-023
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エンジンクーリングシステムー構造.作動

サーモスタッ

サーモスタットは，ワックスペレット式でジグルバルブ2個付である

く仕様〉

バルブ ロ径（隱） ¢32

バルブ開き始め温度（で） 78

バルブ開き終り温度（で） 93

バルブ全リフト量（刪） 8

フランジ外径（―） ¢48

ド1艮10 52-024

リザーブタンク

トラック.パネルバンのリザーブタンクはフロントシート下に，バン.トライのリザーブタンクはリヤバン

ぐ前にそれぞれ設置した

ラック.パネルバン バン，トライ〉

リザーブタンク

リザーブタンク

以11 52-045 「ば12 52-039
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エンジンクーリングシステムー構造.作動

--------サーモゲージ--------------------------------------------

サーモゲージはサーミスタによりエンジン水温を感 

知して，インパネ内のサーモメータに水温を表示する,

サーモゲージ

& 13 52-027

-------- サーモスイッチ-------------------------------------------

サーモスイッチは，ェンジン水温でラジェータフ. 

ァンを作動させるスイッチである。

くサーモスイッチの作動〉

0ドド—0ル““，9200

0N ―0卩ド〜87。0
,サーモスイッチ

& 14 52-028

--------エンジンルームフアン（5 0車）^--------------------------------------------------------------------------- -------------------------一-----------------------------------------------------------

3 0車には，マフラ前方にエンジンルームファンを設置し，エンジンルームを冷却している。

ファンの制御は，マフラ上に設置した温度センサと助手席側ピラー部に設置したコントロールユニットで行なつ 

ている。エンジン回転中及びエンジン停止後の約15分間，下記の条件でエンジンルームファンが作動する。

くエンジンルームファンの作動条件〉

0FF^0N............エンジンルーム温度60て

0N ―〇ドド……エンジンルーム温度55°¢
エンジンルームフアン
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2一6 エアインテークシステム

圓概要

キヤブレータ車

鲁フロントバンパ内のフロントダクトから吸気し，シャシフレームを通じてエアクリーナに送り込むフレーム 

吸気方式を採用し，静粛性向上を図っている。

-板金製の新型エアクリーナケースを採用すると同時に消音チャンバを設け，吸気音の低減を図った。

-エアクリーナ内に吸気予熱自動切換装置を設け，吸気を一定の温度範囲内に保つようにしている。

，新4気筒エンジンに対応して，各ポートに対し分岐独立型のインテークマニホールドを採用した。

吸気システム図（キヤブレータ車）〉

新気 エアクリーナ

吸気予熱 
自動切換装置

エレメント

ンヤシノレーム

吸気予熱チャンバ

マフラ

F\^.\

「セ. 2

キヤブレータ

インテークマニホール

52-046

エアクリーナ

リヤブーツ

82-047

く注記〉パネルバン。トラックのレイアウトもこれに準ずる 〇
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エアインテークシステムー概要

50車

フロントバンパ内のフロントダクトから吸気され'た空気は，シャシフレーム，リヤブーツを経て，エアクリー 

ナに至る。さらにその空気はスロットルボデーのスロットルバルブを通りスーパチャージャーに入り，加压さ 

れ，インテークマニホールドから各シリンダに供給される。

冷態時は冷却水温に応じてワックス式ファーストアイドルカムでスロットルバルブを開き，アイドルアップ 

を行う。またアイドリング時はアイドルスピードコントロールバルブによりバイパス空気を流し，この量 

をコントロールすることによってアイドリング回転数を一定に保つように制御している。また，シャシフレーム 

にはサイドブランチを採用し，吸気音の低減を図っている。

エアクリーナ 

リヤブーツ

ンヤンノレー厶

フロントダクト サイドブランチ

フロントブーツ
52-594

く注記〉トラック車のレイアウトもこれに準ずる。

くスーパチャージヤ断面図〉

F\^3 52-274
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エアインテークシステムー構造.作動（キャブレータ車)

エアクリーナ

フロントダクト 
7ロントブーツ
ワンウェイバルフ 

リヤブーツ

吸気子熱ダクト 
吸気子熱チャンバ 
ブラケット

② 52-139巧. 5

66

構造.作動（キャブレータ車）

ーフロントダクト.フロントブーツ.リヤブーツ

新気はフロントバンパ内のフロントダクトから吸気 

され，フロントブーツ.シャシフレーム.リヤブー 

ッを経てエアクリーナに導入される。

フロントダクトはバンパとフロントパネルに囲まれ 

ているため，ほこり，水等を吸い込みにくい吸気口位

置および構造となっている 〇

フロントダクト

52-126

①②③④⑤⑥⑦



エアインテークシステムー構造ノ作動（キャブレータ車)

—エアクリーナ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------——----------------------------------

新型エアクリーナケースを採用し，軽量化を図っている。また，同時に消音チャンバを設け，吸気音を低減し 

ている。

ケース内には吸気予熱自動切換え装置を備えている。 ‘

エレメントは湿式平板型を採用した。

52-127

〈吸気予熱自動切換装置〉
エアクリーナ内部には吸気予熱自動切替装置を備えた。 

この装置はエアクリーナ内の温度をテンパラチャセン 

サが感知し，ロッドの伸縮によりシャックバルブの開 

閉を行い吸気温度を一定の温度範囲に保つようにした 

ものである。

「也7 52-128

テンパラチヤセンサ

冷気（シャシフレームより） 

暖気(予熱チャンバより）

「セ，8 32-129

「也9

52-143
くテンパラチヤセンサ特性図〉

？皿 度、。ノ

ドセ.52-131
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エアインテークシステムー構造.作動（キャブレータ車)

—吸気予熱チャンバ.ダクト---------------------------------------------------------------------------------------------------------------

自動切換シャツタによりシャシクレームからの新気はマフラ上の子熱チャンバ内で暖められ，予熱ダクトを経て， 

エアクリーナに導入される。

その暖気とシャシフ.レームから導入される冷気の比が吸気予熱白動切換装置により調節され，エブクリーナに導 

入される吸気の温度は常に一定の範囲内に保たれる。

吸気予熱チャンバ

ド哐.11 52-132 ド旧.12 52-133

—インテークマニホールド------------------------------------------

オールアルミ製で各ポートに対し，分岐独立型を採用している 

エンジンシリンダへッド上部に取り付けられている。

インテークマニホールド

52-134 卜！2.14 52-273
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エアインテークシステムー構造.作動(30車)

フロントダクト 

フロントブーツ

サイドブランチ
ワンウヱイバルブ

リヤブーツ

52-138

フロントダクト❿フロントブーツ^リヤブーツ

50車にもキャブレータ車と同様にフレーム吸気方式を採用している

エアクリーナヘ

「16.16

構造.作動(50車)
エアクリーナ

エアクリーナはリヤブーツを介しシャシフレームと 

接続され，フロントバンパ内より新気を導入している。 

エレメントは不織布による湿式平板型を採用した。

エアクリーナ

リヤブーツ

「セ，15 52-049

①
②
③
④
⑤
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エアインテークシステムー構造.作動(30車)

スーパチャージヤ

スーパチャージャとは過給機のことであり，エンジンにより多くの空気を送り込むものである。多くの空気を送
擎

り込むことによって充塡効率を向上させ，エンジン出力を増加させるものである。

通常自然吸気エンジンでは吸気系統の抵抗，シリンダ内残留ガスの影響等を受けるため充塡効率は60〜80%程度 

であるが，スーパチャージャ（過給機）にて空気を送り込んでいるエンジンは100%以上の充塡効率が可能とな 

る。

く参考》充塡効率とは，下記の式で表わされる。

充塡効率(％卜 吸入空気の重量
標準状態にて行程容積を占める空気の重量

乂1〇〇

スーパチャージャの駆動はクランクシャフトからVリブドベルトを介して行っているためエンジン低回転域か 

ら過給压を上げることが可能で，低速から高速まで全域にわたり性能の向上が得られる。また，アクセル開度の 

変化に対する過給圧上昇の応答性が非常に良いのが特徴である。

くスーパチヤージヤ断面図〉

八 ーノ、チヤーンヤ

「も17 52-274 巧.18 52-275

サンバーに採用されているルーツ式2葉スーパチャージャは，ロータハウジング内に組合せた2個のロータを 

ギヤを介して互いに逆回転させて，ロータとハウジングの間の空間が移動していくことにより吸入，吐出が 1亍われ

る。また2葉式では1回転に4回の吸入，吐出が行われる 〇

吸入口 吐出口

〇 つ

巧.19 32-276
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エアインテークシステムー構造.作動(30車)

エアバイパスバルブ

エアバイパスバルブはコレクタチャンバに取り付けられ，バルブ部とダイヤフラム部から構成されている。

⑴エンジン運転が低負荷状態のとき（アイドリング時および情行時）

ダイヤフラム部は，バキュームホースを経てスロットルボデーのスロットルバルブ下流側に接続されてい 

る。アイドリング時および惰行時はスロットルバルブが閉じているので，その下流には大きな負圧が発生し
秦 礞

ている。このため，ダイヤフラム部にその負圧が導びかれ，ダイヤフラムが引き上げられ，バルブが開く。 

この作用により，スーパチャージャを経た空気の一部を循環させるため，過給は行われなくなり，スーパチ 
ャージャの負担は軽減されることになる。’ ‘

(2)過給圧制御

過給圧が必要以上に上昇するとバルブを過給空気が押し上げ，バイパス通路側へリークすることで過給圧コ

ントロー^ルされる

エアバイパスバルフ

くエアバイパスバルブ断面図

ダイヤフラム

ス〇ツトル
ボデーに接続

バイパス通路側

バルフ

コレクタチヤンノく^側

ス ーノくナヤーンヤ
「也20 52-277 ド七. 21 52-278
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エアインテークシステムー構造.作動（50車)

吸気温センサ

インテークマニホールドの吸気温度を吸気温センサで 

測定し，兄〇〇に送り，燃料噴射量を決定する条件の

一つとしている。

吸気温センサはコレクタチャンバに取り付けられてお 

り，水温センサと同様に，温度により抵抗値が変化す 

るサーミスタを内蔵した高速応答型を採用している。

^2-24 32-280

円6.23 52-279

吸気温
ド12.25 52-281
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2 —7八 フューエルシステム（キヤブレータ)

概要

(1)只ゾ乜型キャブレータは，エンジンの容量拡大化に伴い，可変ベンチュリキャブレータとしての高出力化と 

耐熱性の面でより高性能を実現させている。

このキャブレータの特長を要約すると次の様になる。

1) 4気筒エンジンであるため各シリンダ容量が小さくなり，キャブレータの出口径を32111111まで絞ることがで 

きた。これにより低.中速トルクの向上を図り，レスポンス性をより一段と向上した。

2) パワーバルブ機構の設置により，高出力化に対応した。適正空燃比制御を確保することができた。

3 )燃料入口部とニードルバルブ間にべーパセパレータ（空間ボリューム）部を設け，高温下におけるフロー ト

室内のベーパロック現象を抑制し，再始動性に優れた効果を発揮した 〇

4)大型三方向スイッチベント機構の採用によりフロートベント通路とキャニスタ通路との切替を行い，エン

ジン運転時の空燃比制御性を向上させ，同時に熱間時の再始動性も向上した 〇

(2)フューエルタンク容量は，40！を確保した。

⑶高温時におけるエンジンの始動性およびアイドリングの安定性を得るため.サーモバルブをキャブレータに

取り付けた。 スイツチベント 
ソレノイドバルブ

キヤブレータ

サーモバルブ

ド1坠1

フューエルタンク

52-229 以2 52-231

リターン

，ベーパセノ《レータ

可動べーン

空気の流れ

空間ボリューム

以3

チョークバルブ

二ードルバルブ

フロー トチャンバ 52-230
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フューエルシステム（キヤブレータ）一構造.作動

構造，作動

——キヤブレータ

く各運転状態における可動べーンの動きと燃料流出状況〉可動べーン 

(1)アイドリング状態
スロットルバルブはわずかに開いているためスロッ 

トルバルブ下流の負圧が大きくなり，混合気はバイ 

パスホールおよびアイドルホールより流出する。同 

時にエンジン回転が低いため，ベンチユリを通過す 

る空気流量も少なくベンチユリ負圧も小さい。した 

がってメーンノズルからの混合気流出(よない。さら 

に可動べーン作動用ダイヤフラム室の負压も小さい 

ため，可動べーンは固定されている。

チヨークバルブ ~I& -

2次メーンノズル

(2)低速軽負荷運転状態

スロットルバルブは，アイドリング状態よりやや開 

いた状態なので，バイパスホールからの混合気量が 

さらに多くなり，ベンチュリを通過する空気流量も 

多くなる。したがってメーンノズル負圧も高まり，

1次側のメーンノズルから混合気の流出が開始され 

る。

ただし，上記混合気量の割合はパ'イパスホール側が 

主である。

(3)低速高負荷状態

スロットルバルブは全開状態にあるため⑵の状態に 

対し，パ、イパスポートからの混合気流出はなくなる

が，ベンチュリを通過する空気流量が増加するに伴 

い1次側のメーンノズルからはさらに混合気量が増 

加する。同時に2次側のメーンノズルからもわずか 

に流出が開始される。

一方可動べーンは，（2)の状態よりベンチュリ部の負 

圧は大きくなるが，可変べーン作動用ダイヤフラム 

室のスプリングをたわませるほどの力が発生しない 

ため作動しない。ゆえに，空燃比のリーン化を防止 

している。

スロットルバルブ

アイドルホール| 

ノゞイハスホール

丨次メーンノズル

52-24！

式

一に 1 -、 ^ 1
(—18. V 1

1 #
1

〆 // V，メ〆々//い

5 52-242

---------------
, .1 ~
1

「も6 52-243
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フューエルシステム（キヤブレータ）一構造.作動

^—、

⑷中速運転状態

スロットルバルブは半開状態であり，ベンチユリ部 

の通過空気流量が(2)の状態より増して行くにしたが 

ってベンチュリ負压が大きくなり，可動べーン作動 

用ダイヤフラム室の負压も大きくなり，可動べーン 

を上昇させる。可動べーンが上昇するにしたがって， 

2次メーンノズル部の負圧が大きくなり，燃料が吸 

出され始める。可動べーン作動用ダイヤフラム室の 

スプリングと可動べーンの自重等とダイヤフラム室 

にかかる負压力とつり合った所で可動べーンは停止 

する。

可動べーン
口

チョークバルフ

)-1
功 一 \

1—^I~ X：
—---' 1 \

―V，
—

スロットルバルブ

I—

2次メーンノズル

ざ:

「ヒ7

丨次メーンノズル

52-244

⑸高速運転状態

スロットルバルブは全開であり，ベンチュリ部の通 

過空気流量は(4)の状態よりさらに増すので，ベンチ

ユ リ部負压も大きくなり，可動べーン作動用ダイヤ

フラム室にかかる負压力は，ダイヤフラムスプリン 

グに打ち勝って可動べーンを最大まで上昇させる。 

可動べーンが最上部へ移動するにしたがって2次側 

のメーンノズルからの混合気吸出量が増大し，高出 

力を発揮する。

)-て.

1—^

「も8 52-245

75



フューエルシステム（キヤブレータ）一構造.作動

〈各系統.機構〉
籲

キャフレータはフロート系統，スロー系統，メーン系統，加速ポンプ機構，可動べーン作動機構，才ートチョー 

ク機構から構成される。

(1)フロート系統

① 燃料は燃料タンクからフューエルポンプを経てニードルバルブよりフロー トチャンバ内に入り，ニードル 

バルブとフロートの作用によりフロートチャンバ内の燃料は常に一定の油面に保たれる。

② キャブレータの油面はフロー トチャンバの上面より2.5 土1匪である。

油面の高さの調整は，フロートレバーを修正して行なう。

③ 燃料入口部には，フューエルリターンニップルが備えてあり必〇ガの絞りを通して，常時燃料がキャブレー 

夕〜フューエルタンク間を循環することによって，燃料配管内の燃料温度上昇を押え，キャブレータ内での 

ベーハ。ロックを防止している。

④ ニードルバルブは特に高硬度の特殊鋼材を使用しており，長時間の使用に耐える。

⑤ 燃料入口部にベーパセパレータを設置し，燃料配管内の気化ガス〈V叩01〇がフロート室へ直接流入すること 

を防止し，熱間始動性を向上させている。

ベーパセパレータ

闩る9 32-230
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フューエルシステム（キヤブレータ）一構造.作動

(2)スロー系統

① 低速（軽負荷）運転時の燃料供給を行う。

② メーンジェットを通った燃料は，スロー ジェットを通って計量され，スローェアブリードから入る空気と 

混合し低速通路を経て，バイパスホールおよびアイドルホールより噴出する。

燃料峰メーンジェット—スロージェット（計量)

空気〇スローエアブリード.
混合気〇

ベイノくスホ—ル 
アイドルホ^ール

スローエアブリード

スローアジャストスクリユ

八―八
アイドルホール 一8

バイパスホール

10 52-246

気
料
気 合

空
燃
混1
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52-232

)

メーンエアブリードからエマルジヨンチ 

:こ噴出する。II 型キャブレータでは

1，2次エマルジョンチューブ

ベンチュリ内に噴出

丨次メーンノズル

丨次メーンエアブリー

3

/ ， ~1& / 1 (、 /1 ノ ノク"^ / /

- 、‘ 1 ^ / し

パワージェツトより

2次メインジエツ I次メーンジェット

「セ.11

⑶メーン系統

① アイドリング時ゃ低速運転以外の普通走行時の燃料供給を行う:

② フロートチャンバ内の燃料はメーンジェットを通って計量され,

ユ ーブを経て入る空気と混合し，メーンノズルからベンチュリ内丨

1次，2次のメーン系統を持っている

燃料峰フロー トチャンパ-

パワーン ェット------------

， 2次メー ンジェット

空気〇 メーンエアブリード通路一>1，2次メーンジェッ

混合気〇1，2次メーンノズノレ

2次メーンノズル

2次メインエアブリー

フューエルシステム（キヤブレータ）一構造.作動

ブル 一\ヅ

0

ス

気
料
気 合

空
燃
混

0

醉時
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フユーエルシステム（キャブレータ）一構造.作動

⑷加速ポンプおよびパワーバルブ機構

① 加速ポンプ機構は，スロットルバルブに連動して作動する機械連動式である。

加速時，一時的に多量の燃料を供給する機構で，図のスロットルバルブを閉じるとピストンが上昇し，燃料 

はフロー トチャンバからインレット.バルブを経てピストン下部に入る。

スロットルバルブを開くと（加速すると）ピストンが下降してアウトレットバルブを開き，ポンプノズルか 

ら噴出する。

② パワーバルブ機構は高速走行時（所定の絞弁開度以上）には，加速ピストンによりパワーバルブが開かれ, 

燃料がパワージヱットを通って1次側メーン通路へ合流するようになっている。

以上の機構の作用により，加速時および高速時にも最適空燃比が確保できるため良好な走行性が得られる。

2次メーンノズル

インジェクタノズル

燃料

円已12 52-233
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フューエルシステム（キヤブレータ）一構造.作動

(5)可動べーン作動機構
可動べーン作動機構は八キュームノズル，ゴムホー 

ス，ベーンダイヤフラム，ベーンレバーにより構 

成され，ベンチュリ内に設けられたバキュームノ 

ズル部の負圧の強弱によりべーンダイヤフラムを 

介して可動べーンの作動を行う。

-アイドリング，低速域では，可動べーン部は作 

動せず固定ベンチュリとして使う。

秦中，高速以上ではバキュームノズルによりベン 

チュリ負圧を感知し，可動べーンのダイヤフラ 

ムにより可動べーンを作動させる。

⑹オートチョーク機構

オートチョーク機構は，従来のシステムと同様の 

温水式オートチョーク機構を採用した。

く冷態始動時の作動〉

冷却水の温度が低いときは，ワックスエレメント 

のロッドは縮んでおり，ファーストアイドルカム 

はリターンスプリングの力でワックスエレメント 

のロッドに押しつけられている。ファーストアイ 

ドルカムはコネクティングレバーを介して，チョー 

クレバーに連結されているため，チョークバルブ 

は水温に応じた閉じる力で全閉になっている。一

方ファーストアイドルカムとファーストアイドル 

カムローラによって，スロットルバルブは水温に 

応じた始動に最適な開度に開けられる。
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フューエルシステム（キヤブレータ）一構造.作動

〈暖機終了時〉

エンジンが十分暖機されると，ワックスエレメン 

卜が膨張し，したがってファーストアイドルカム 

を介してコネクティングレバーが時計方向に回転 

するため，チョークバルブは全開となる。この時， 

カムフォロアレバーもカムより離れるため，スロ 

ットルバルブも通常のアイドリング開度となり，

ワックスエレメン

暖機運転が終了する
スロツトルバルフ

ファーストアイドルカム コネクテイングレバー

「セ，15 52-249

〇

(7)完爆機構

(2段チョークオーブナの作動，構造）

始動直後のチョークバルブ開度を自動コントロー 

ルする装置でマニホールド負压とチョークストフ 

ングラスプリング張力により，チョークバルブ開 

度を2段階に制御し，極低温から常温まで最適な 

混合気を得ることができるものである 

く1段目作動〉
エンジンが始動するとマニホールド負圧が発生し 

チョークオーブナが作動する。このためチョーク 

オーブナロッドが引上げられ，チョークバルブを 

あけようとするがチョークストラングラスプリン 

グ（チョークバルブを閉じようとするスプリング) 

の張力が強いためチヨークバルブはわずかに開い

低温状態 チヨークバルブ チョークオーブナ

ダイヤフラムスプリング

ピストンスプリング

チヨークストラングラスプリング

た状態となる。

く 2段目作動〉

水温が常温近く（15°〇〜3〇0〇)になるとオートチョ

ョーク機構のワックスエレメントが膨張し，ロッ 

ドが伸びファーストアイドルカムが回転するため， 

チョークストラングラスプリングの力（チョーク 

バルブを閉じようとするスプリングカ）が弱くな 

りピストンスプリングカが打ち勝つためチョーク 

バルブがさらに開いた状態となる。

常温状態

ノアースト 
アイドルカム

チョーク
オーブナ

口 7

\チョークストラン 

グラスプリング

「セ.16 52-250
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フューエルシステム（キヤブレータ）一構造.作動

⑻ベントスイッチ機構

耐熱性向上のため，エンジン停止時インナベント 

通路を遮断し，同時にフロート室内の蒸気をキャ 

ニスタへトラップするため，キヤニスタ側の通路

を開く，三方向ベントスイッチを採用した 〇

なお，エンジン運転時は，キヤニスタ側通路が遮 

断され，フロート室とエアクリーナ間の通路が開

キヤニスタ

エアクリーナ

F7

⑼アンローダ機構

くアンローダ機構の作動〉

冷態時，即ちコールドスタートしたときの加速状 

態では，アンローダ機構により，スロットルバル 

ブが開くとチョークバルブを強制的に開け，混合

スイッチベントソレノイドバルブ

1-

フロー ト室
52-234

気が過濃になるのを防いでいる 〇

アンローダレバー（已) アンローダコネクトレバ
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フューエルシステム（キヤブレータ）一構造.作動

一ーフューエルタンク-------------------------------------------

燃料タンクはリヤシートフロア下に設置されている。 

タンク上面の左側にはエアブリーザパイプ，中央部に 

はフューエルメータユニット，前方にはエアベントパ

フューエルフイルタ

フューエルフィルタは力ートリッジ式を採用している 

力ートリッジ式のフューエルフィルタはプフスチック 

製のケースの中にろ紙のエレメントが入っている簡単 

な構造である。

フューエルタンクの後下側のブラケット上に取り付け

られている 0

日艮20

ノユーエル，

タンクから

フユーエル
ポンプへ

エレメント 52-239

「12.21 52-240
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フューエルシステム（キャブレータ）一構造，作動.

ガスケット

ストッハ。

ワッンヤ 

バルブ

プランジヤ 
スプリング 
バルブカバー 

スプリング 
バルブ 

ケース

シールリング 

ホール 

ホルダ 

サーキット 
ブラケット 
チューブ 

シールリング 

ガスケット 
カバ、一

〇㈤ 0「ド

「セ，24 プランジャ式ポンプの作動 52-238

52-236

フューエルポンプ
〇

り④③③①

キャブレータ
^------------^
丨-

二

52-237

フューエルホンプ（バン-トライ）

仕 様〉

タイプ プランジャ式

吐出圧 0.15 土 0.031^/〇瓜2

吐出 量 15必外以上

電流値 し5八以下

最低作動電圧 9又以下

作動周波数 1792

「セ. 22

く構 造〉

フューエル 
タンクから

⑬⑰⑯⑬ ⑭(1]
闩る23

作 動〉
右図のように，まずキースイッチを入れるとマグネッ 

トコイルに電流が流れプフンジャが左方へ引き寄せら 

れる。すると吸入バルブが閉じられ，@内のガソリン 

は吐出バルブを押し開いて⑥に移動する。つぎに電流 

が切れると，プランジャはスプリングの力で右方に押 

しもどされる。この時には吐出バルブは閉じ，⑤内の 

ガソリンは吐出口からキャブレータに送り出される。 

同時に吸入バルブが開き@内には新しいガソリンが吸

入口から吸い込まれる。
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フューエルシステム（キヤブレータ）一構造.作動

フューエルポンプ（トラック.パネルバン）

く仕 様〉

夕 ィ プ ダイヤフラム式

吐 出 圧 0，15±0,03^7〇1112

吐 出 量 15名/11以上

電 流 値 1，5八以下

最低作動電圧 9ソ以下

く構 造〉

①②③④⑤ ⑥⑦⑧⑧ 1—、， ^ フューエルタンクから

^12, 2〇 52-59！

① シャフト ⑧
② 0リング ⑨
③ ヨーク ⑩
④ メタル ⑪
⑤ スプリング ⑫
⑥ ステー ⑬
⑦ ダイヤフラム ⑭

バルブ（アウト）
バルブスプリング（アウト） 
カノべ'—

バルブチャンパ、

バルブスプリング（イン）

パッキング

コイル

⑮スイッチカバー 

⑯カバー

⑰ポイントスブリング’ 

⑬ばね受け 
@ クッション 
⑳コンタクトポイント
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フューエルシステム（キヤブレータ）一構造.作動

2ウェイバルブ

フューエルタンクとキヤニスタを結ぶホースのキヤニスタ入口付近に設置されている 〇

フューエルタンク内で発生した蒸発ガスが設定圧以上に高くなると人バルブが開き，蒸発ガスはキャニスタに貯

えられる。
#

さらにフューエルタンク内圧が規定以上の負圧になる 

と8バルブが開き，キャニスタ下部から入る空気をフ 

ューエルタンクに導く。これによりフューエルタンク 

内圧はある範囲に保たれ，タンクの変形防止を図って

いる。
2ウIイバルブ キヤニスタ

フューエルタンク

「‘26 52-251 巧. 27 52-122

一ーサーモバルブ----------------------------------------------

高温時におけるエンジンの始動性およびアイドリング 

の安定化を得るためサーモバルブを可変ベンチュリキ 

ャブレータに取付けた。

高温状態でエンジンを停止するとインテークマニホー 

ルドの壁面に付着していた燃料が気化するためインテ 

ークマニホールド内は濃い混合気の状態となり，始動

後のアイドル回転が不安定になる場合もある。 

このため，高温時のみエアクリーナ内の新気を直接イ

ンテークマニホールド内に導く制御を行なっている。

キャブレータ

サーモバルブ
ド10.28 52-229
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2一7 8 フューエルシステム（日网口1)

国概要

——特徴----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

五1\107丫型エンジンは瓦皿朽コントロールユニットにより制御される燃料噴射システムを採用し，各気筒ごと 

にある4本のインジヱクタをそれぞれ独立に，エンジンの始動から高負荷運転まで各々の状態に応じて適正な燃 

料噴射量（最適な空燃比）になるように燃料噴射制御を行っている。

また，エンジンに装着されている各センサ（ノックセンサ.スロットルセンサなど）が，現在の運転状態（エ 

ンジン回転数.スロットル開度.ノッキングの状況.冷却水温など）をコントロールユニットへ入力し， 

電子的に点火時期制御を行うことで低速から高速まで優れた走行性を実現している。

——各制御機能の概要----------------------------------------------------------------------------------------------------

1 制御項目 制 御 内 容

燃料噴射制御 
(各気筒独立噴射）

圧カセンサからの吸気管圧力，クランク角センサより検出する回転数.気筒判別セ 
ンサより検出する気筒判別信号（ディストリビュータ内蔵)，水温センサ，吸気温 
センサおよび〇2センサなどの各信号から燃料噴射量を演算し，エンジンのあらゆ 
る状況に対応した適正な空燃比となるように燃料噴射量を制御する。

点火時期制御 
(ノツク制御付）

エンジン回転数，吸気管圧力，冷却水温等より，エンジンの現在の運転状態に応じ 
た最適な点火時期に制御する。
また，エンジンの運転状況が高負荷領域ではノックセンサの信号より，ノック発生 
直前まで点火時期を進角させエンジン出力が最大に得られる点火時期に制御する。

アイドル回転数制御 エンジンの運転状態（冷却水温，電気負荷など）に応じて130 (ァイドルスピード 
コントロール）バルブを通過する空気量を調整して，アイドル回転数を最適な状態 
に制御する。

フューエルポンプ制御 エンジンが2秒間以上止まった場合（クランク角信号が瓦〇じに2秒間以上入力さ 
れない場合）はフューエルポンプを停止させる。
イグニッション3\V.0N直後は2秒間のみフューエルポンプを動作させ，インジェ 
クタまでの燃料デリバリラインに予压を与える。

1エアコン制御 スロットル開度，車速，エンジン回転数などに応じてエアコンの作動を最適に制御 
する。また，孖1(：1)(ファーストアイドルコントロールデバイス）とエアコンコンブ 
レッサの作動のタイミングを制御して，エアコン作動時のショックを低減する。

自己診断機能 システムの入出力信号系統になんらかの異常が起きた場合，五厘朽コントロ 
ールユニット内のコンピュータがその異常を検知してチェックエンジンランプを点
灯させ，システムに異常が起きたことを警告する。（11チヱックモード）
また，テストモードコネクタを結合して所定の点検要領パターンを実施することで， 
システムの入出力信号系統の異常の有無を点検できる。（0チヱックモード）
さらに，丑(：じ内に記憶装置を装え，現在異常がない場合でも過去に故障していた 
信号系統の異常を読み出すことができる。（リードメモリモード）

丑熥朽システムに異常が生じ走行不能，エンジンストップなどのおそれがある場合 
は，已011内に記憶されている数値を用いて一定限の走行を確保する機能を備えて
いる0
また，システムの異常によって二次不具合の発生のおそれがある場合は燃料噴射を 
停止させる。

1セレクトモニタ機能 五〇じとの相互通信により圮〇じ内の入出力信号データやトラブルコードを直接モニ 
夕することができ，システムの故障系統を診断することができる。
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フューエルシステム汨从内）一概要

闩运.1

システム全体図

-----------------------電気経?&

―^ —^ 空気経路

----------------------- 燃料経路

----------------- 冷却.水経路

52-412
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フューエルシステム（巳从户丨）一概要

巳从户丨システム入出力図

バツテリ

777

一入力側一
リードメモリコネクタ

一出力側一

テストモードコネクタ

アースへ(311，322)
スタンバイ電源（バックアップ)

1(3, 5奴
6011電源

点火コイルへ

メインりレ
メインリレーアニス

セレクト
モニタ

〇〇〇〇相趣门
〇 〇^〇 N8
〇 〇ね011 0-0-0008^11 3-

セレクトモニタ受信

&ラジェータ 
つ了ン训一

へッドライト禱へ.

リヤデフォッガ金~,
3^ ^

ラジェータフアン信号

ッドライトし〇バ言号
へッドライト㈠I信号 
リヤデォッガ信号

ヒータブロア场 

車速センサ

ヒータブロア信号

車速センサ信号

ツクセン

02センサ

ノックセンサ信号

ディストリビュータ〇2センサ信号

クランク角 
センサ

気筒判別センサ

し㊉
/クランク角センサ信号\ ㊀ 1)8

1
1 ！ 串 135

馨 \気筒判別センサ信号ノ ㊀ 136

54 ------

31ミ

エアコンリレー

巳…丁 £01)

エアコン「100信号（エアコン付車)
5100

クラッチ信号は〇乂丁)

点火コイル(1^1)- 点火モニタ信号

スロットル開度 
センサ

アースへ（N,310)

57(33)

水温センサ

水温センサ信号

吸気温センサ

吸気温センサ 
信号

圧カセンサ

5ソ電源(33)
吸入管圧力信号

アースへ
(51，310)

日…丁車接続
|--- 〇 〇

し—アースへ（匕1,310) 
車種嫌別(已(^了扃丁識別)

アースへ（3丨1,322)

ジャンバ線（2
令アースへ（311，322)

69
312

610

32

321

317

匕16

02
01

016 
匕15

05

35

36

52
63

匕14

319

023

38
39

03

04

34

じ11

613

自己診断機能

フェイルセーフ
機能

1

制御機能
019 チェックエンジンランフ信号 1-------------------------------------------------------- 一 ！：

氺燃料喷射 

ホ点火時期 

木アイドル
回転数

本フューエル
ポンプ

ホエアコン

EIVIF|
コントロール 

ユニット

⑽リ)

318

013
012
026
025

017

020

021

018

011

07

33

024

015

21 I
322

センサ系アース

310

セレクトモニタ送信

第I番気筒燃料噴射信号
第2番気筒燃料嗅射信号
第3番気筒燃料噴射信号
第4番気筒燃料喷射信号

過給圧インジケ-タランプ信号，⑮だ^一タランプ

チェック

エアコン制御信号（エアコン付車) 印籠

エアコン
マグネットクラッチ

コンブレッサ 
制御信号

(エアコン付車） ~
^フューエルボンブ信号

150信号

コンブレツサ 
リレー

フューエル 
ポンプリレ

点火信号

^0^ 

-¢3

150バルブ

5ソ電源

イグナイタ

圧カセンサ
スロットル開度センサ

^(:リ側端子配列）

巳關卩丨コントロールユニット

11111111§11?關1圇諶11111
(0コネクタ） （6コネクタ）（3コネクタ）.

パワー系アース

パワー系アース

制御系アース

制御系アース

「ぼ2 52-279
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フューエルシステム（巳闓!3丨）一概要

入出力図

巳，1コン ールユニツ

(〇コネクタ） 〇3コネクタ） (3コネクタ)

1315
812

「电. 3 52-321

山山マ
珊于 入出力信号

31 允

32 E^^]電源

33 5ボルト（\〇電源

3 4 圧カセンサ信号

3 5 ノックセンサ信号

36 ノツクセンサシールド

&7 スロツトルセンサシールド

38 アイドル3界

39 スロットル開度信号

310 センサ系アース

& 11 制御系ァース

312 スタンバイ電源

913 E^\]電源

& 14 允

315 允

316 允

317 セレクトモニタ受信

318 セレクトモニタ送信

& 19 クラッチ信号

^20 允

321 メインリレーア—ス

3 22 制御系ァース

丄山，珊子 入出力信号

匕1 センサ系アース

匕2 〇2センサ信号

1)3 〇2センサシールド

134 クランク角センサシールド

匕5 気筒判別センサ㊉信号

56 気筒判別センサ㊀信号

匕7 クランク角センサ㊉信号

匕8 クランク角センサ㊀信号

69 テストモードコネクタ

1310 リードメモリコネクタ

匕11 識別信号

匕12

匕13 ジャンパ線

匕14 ェアコンド101)信号

1)15 ヒータファン

516 ラジェータファン3界

丄山てフ
牺于 入出力信号

〇1 へッドランプN1ビーム

〇2 へッドランプ乙〇ビーム3评

〇3 水温センサ信号

〇 4 吸気温センサ信号

〇 5 車速センサ信号

〇6 允

〇7 点火信号

〇8 空

〇9 允

〇10

〇11 130バルブ

〇12 インジェクタ2番気筒

013 インジェクタ1番気筒

〇14

〇15 パワー系アース

〇16 リヤデフォッガ3界

〇17 過給圧インジケータランプ信号

〇18 フェーエルホンフイ㈣号

019 チェックエンジンランプ信号

0 20 ェアコン制御信号

〇21 ェアコンコンプレッサ制御信号

〇22 允

〇23 点火モニタ信号

〇24 パワー系アース

0 25 インジヱクタ4番気筒

〇26 インジェクタ3番気筒
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フューエルシステム㈤从户丨）一構成部品
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フューエルシステム（已阳卩丨)一構成部品
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くフューエルタンク回り〉

フユーエルホンフ

フューエル
フイルタ

リターンホース

デリバリホース

フューエルデリ^~^ 
バリパイプ)



フューエルシステム（ど从卩〇 —構成部品の機能

国構成部品の機能 

----------構成部品一覧表

構成部品名称 機 會巨

コントロール
瓦0 II

各センサの信号によりそれぞれの制御に対し適切な信号を

ユニット 出力する。

-クランク角センサ1ディストリビ ェンジン回転数，クランク角度を検出する。
，気筒判別センサ1ュータ内蔵

気筒判別信号を検出する。

，压カセンサ 吸入管圧力を検出する。

#水温センサ 冷却水の温度を検出する。

入 ^吸気温センサ インテークマニホールド内の吸入空気温度を検出する。

力
，スロットル開度センサ スロットルの開度を検出する。

着アイドノレ3界 スロットルの全閉状態を検出する。

信
-車速センサ 車速を検出する。

，ノックセンサ ノッキングの発生を検出する。
咖！=1 # 〇2センサ 排ガス中の〇2濃度を検出する。

，ェアコン孖100 ェアコン孖100の0N/0FFを検出する。

-五〇ン丁五〇じ 電磁クラッチの接続/分離(クラッチトルクの発生の有無)を検出する。

^点火コイノレ 点火コイルの通電信号（点火モニタ信号）を検出する。
ノ

#ヒータファン3界 ヒータファンの0X7/0？？を検出する。
サ ，へッドランプ3界（N1，乙〇界） へッドランプの0N/0FFを検出する。

-リヤデフォッガ^N リャデフォッガのを検出する。

-ラジェータファン3评 ラジェータファンの01^/0？？を検出する。

，テストモードコネクタ 〇チェックモードと1)チェックモードを切換える。

#リードメモリコネクタ リードメモリモードと通常のモードを切換える。

-インジヱクタ（井1〜#4) 燃料を噴射する。

出 ，イグナイタ イグニッションコイルの1次電流を0X70？？させる。

力
書150バルブ アイドル回転数を制御する。

^フューェルポンプリレー フューェルポンプ電源を〇!^/〇ドドさせる。

信
鲁エアコンリレ— ェアコンを0N/0FFさせる。

，ェアコンコンプレッサリレー コンブレッサをさせる。

春チェックェンジンランプ £011が異常（故障）を検出したとき，ユーザーに警告する。

，過給圧インジケータランプ 吸入管压力が過給状態にあることをユーザーに知らせる。
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フューエルシステム（巳闈卩丨）一構造.作動

圓構造^作動

~こしリ ~，111国國麵 1国1"丨義 1麵" 丨画11 ―1 晒1 晒 国國

五〇じはマイクロコンピュータを使用したデジタル制御方式で，燃料噴射制御，点火時期制御，アイドル回転数 

制御，フューエルポンプ制御，エアコン制御，セルフダイアグノーシス（自己診断機能)，フェイルセーフ機能，ス 

バルセレクトモニタに対応する機能等を持っている。

压カセンサ

吸入管圧力を電圧値で検出し，燃料噴射制御および 圧カセンサ

点火時期制御の基本信号として五011に入力している 〇

压カセンサはゴムホースと金属パイプでインテーク 

マニホールドに接続されており，吸入管压力はシリコ 

ンダイヤフラムに作用する。ダイヤフラム上にはゲー 

ジが組込まれており，ダイヤフラム変形量を電気信号

(電圧値）に変換している 〇

32-282

感圧素子部 ハウジング

コネクタ端子

ハイブリットに回路基板 シールトケース

52-283
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フューエルシステムに从卩丨）一構造.作動

デイストリビュータ

デイストリビュータの本体奥側には，クランク角センサ，手前に気筒判別センサを内蔵している。

クランク角センサは各気筒の8丁00 97°，65°，10°を検出する。（気筒判別信号入力直後の信号を811)0 97。と判 

定する。）また，気筒判別センサ信号が連続して2回入力されたとき，第1番気筒圧縮上死点付近であると判定 

する。

気筒判別用ピックアップ

クランク角用ピックアツフ

F\^9 52-285
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フユーエルシステム丨）一構造.作動

— スロツトノレホフ" 一 1，— ，， ................. 1 I 国

スロットルボデーには，吸入空気量を調整するスロットルバルブ，アイドリング時にスロットルバルブをバイパ 

スさせるバイパス系統，スロットルバルブの開度を検出するスロットルセンサ，冷態時のアイドルアップのための 

ワックス式ド1(：(ファーストアイドルカム）機構，さらにキヤニスタのパージポートが設けてある。

スロットルボデーは，アクセルペダルのストロークに 

応じてスロットルバルブが開閉され，エンジンに吸入さ 

れる空気量を制御している。

さらに負压ポートおよびキャニスタパージポートには 

スロットル開度に応じた負压が発生し，キャニスタに吸 

着した蒸発ガスをエンジンに吸入させている。

(1) アイドルアジャストスクリユ

スロットルバルブは，アイドリング時はほぼ全閉で 

あるため，バイパス通路よりアイドリングに必要な空 

気量を供給させ，アイドリング回転数の調整を行うも 

のである。

(2) ワックス式闩0(ファーストアイドルカム）機構

冷態時にエンジンを始動する時，およびその後の暖 

機運転中に必要な量の空気を，ワックス式ド1(：でス 

ロットルバルブをあけて燃焼室へ供給し，暖機中の 

エンジン回転を高くするファーストアイドル制御をお 

こなう。

スロットルバルブの開度は，ワックスエレメント部 

に冷却水を導き，水温に応じたワックスエレメントの 

膨張量によってコントロールされる。 ^& 12 52-287

①冷感時

冷却水温が低いときは，ワックスエレメントのロッドは縮んでおり，ファーストアイドルカムはリターンスプリ 

ングの力でワックスエレメントのロッドに押しつけられている。このため，スロットルバルブはファーストアイド 

ルカムとファーストアイドルカムローラによって，冷却水温に応じた最適な開度に開けられる。

② 暖機中

エンジンが暖機されてくると冷却水によってワックスエレメントが膨張し，ロッドが伸びファーストアイドルカ 

ムが回転するために，スロットルバルブが閉じて空気量を減少させる。

③ 暖機後

エンジンが十分暖機されると，ワックスエレメントが膨張し，ファーストアイドルカムよりファーストアイド 

ルカムローラが離れるため，スロットルバルブが通常のアイドリング開度となり暖機運転が終了する。
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フューエルシステム（ど从卩丨）一構造.作動

(3)スロツトルセンサ

スロットルセンサは，スロットルボデーに取付けられており，スロットルバルブと連動してアイドル状態（全 

閉状態）で0Nするアイドル3…，スロットル開度に応じた電圧を出力するスロットル開度センサがあり，五01； 

にアイドル3界信号，スロットルバルブ開度信号を送る。

スロツトルセンサ

厂は.13 52-288

アイド）レ5西

㈠
1 11-

一 V リム

スロットル開度センサ用

ポテンシヨメータの抵抗ノヽ。ターン

^ 14 52-289

局

电

圧

スロットル開度センサ

アイドル5诃
〇⑸

ノ』、峨 スロットル開度 —，大

スロットルセンサ信号

スロットル開度
アイドル3评

スロットル開度セ

ンサ

アイドル状態 約0.5〃

アイドルから約

1.5〜3度点より

全開まで

約0,5〜4.2 V
スロットル開度に

応じて変化する。

氺電圧は約土 0.4〃 の公差がある 〇
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フューエルシステム（已间户〇—構造.作動

吸気温センサ 画一--------------------------------- - — I丨… 1 1丨- …

9

吸気通路の空気温度を検出するセンサで，温度によって抵抗値が変化するサーミスタを使用している。インテー 

クマニホールドのコレクタチャンバに取付けられており，燃料噴射量等を補正するための吸気温信号を5X0に 

送る。

円氐16 52-291
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フューエルシステム（已从戸丨）一構造.作動

-------02センサ-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

〇2センサは，ジルコニア（2で〇2 :酸化ジルコニウム）を試験管状に焼成したもので起電力を発生するジルコニ 

ア管，リード線，ジルコニア管の保護カバー等で構成されている。ジルコニア管の内面および外面には多孔質の白 

金がコーテイングされており，電極および触媒作用をしている。〇2センサの内側は大気，外側は排気ガスにさら 

される。濃混合気で燃焼させた時は，排気ガス中の〇2濃度は低くなり，大気中の〇2濃度との差が大きくなり，起 

電力は大である。希薄混合気で燃焼させた時は，この差が小さくなり起電力も小となる。

この起電力を計測することにより排気ガス中の〇2濃度を知ることができる。

起電力大気
ジルコニア管 ~—^

闩艮17保護カバー 52-： 以.18 32-293

ノックセンサ

ノックセンサ出力特性図

ノックセンサは，ェンジンのノッキング発生状態を検出し，ノッキングの強弱に応じた，出力電圧をだ〇じに入 

力する。この情報は点火時期学習制御ノックコントロールに用いられ，さまざまな運転条件に対応した最適な点火 

時期を得るようにしている。シリンダブロックの第3番気筒インテ 

ーク側に取り付けられている。

く構 造〉
ノックセンサの内部は，振動により上下に動くウェイト，電圧 

を発生させる圧電素子（ピェゾェレメント），コネクタ端子，断 

線検出用レジスタ等で構成され，外部はモールドで一体成形され 

ている。なお，センサ本体は，シリンダブロックに対してボルト 

で固定される。

く作 動〉
エンジンがノッキングを発生すると，ノッキングの振動が，セ 

ンサ内のウェイトに伝わり，ウェイトの上下振動が圧電素子に圧 

力変化として加わり，ノッキングの大小に応じた電圧を発生する。

ボルト
インシュレータ

リ^—トノレート

ノックセンサ

ドぼ.19 52-294

ードブレート—

ハウジング

闩艮20 52-295

排
気
ガ
ス

一—̂
—̂

排
気
ガ
ス
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フユーエルシステム（日从卩〇—構造.作動

車速センサ

機 能〉
車速センサはコンビネーシヨンメータ内にあり， 

130 (アイドルスピードコントロール）制御，エアコ

ン制御等のための車両速度をデジタル信号として検知 

し，圮〇じに入力する。

構 造〉
X極と3極が1/4ずつ交互に組合わされた円形の 

マグネットとリードスイッチで構成されている。.

作動〉
スピードメータケーブルによりマグネットが回転し， 

X極と3極の境目でリードスイッチが「〇^」になる。 

スピードメータケーブル1回転でリードスイッチは4 

回「〇乂 〇卩卩」を行1い，瓦(：0に入力している。

スピードメーター指針 

へヤスプリング

4極着磁ゴム 
マグネット

601^介1二637「口 ⑺

スピードメーターケーブル

スイッチ スイッチ〇ドド

/

闩2.21

\

52-296

一丨丨丨 13)0 ^、ノレ ノ 画,,1 ―1 1 -

〈機 能〉
130 (アイドルスピードコントロール）パ'ルブは高 

温時，高地および電気負荷変動時におけるアイドリン 

グの安定化を図るために，吸入空気流量を変化させる。

く作
コイルに0N/0FF信号（10只2)を入力しムービン 

グコアを作動させ，0N時間比率（〇：^—デューティ） 

を変更することで通過空気流量を変化させる。

52-297 ド12.23 52-324
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フューエルシステム丨）一構造.作動

フユーエルポンプ

フューエルポンプは，ピンローラ式の

電動ポンプを採用し/、し〇

④⑤

く構 造〉
フューエルポンプはモータ部，ポンプ 

部，ダンパ部により構成され，リリーフ 

バルブ，チヱックバルブ，吸入口および 

吐出口が組込まれている。
③②

① ポンプローター
② リリーフバルブ
③ フイルター
④ シャフト

⑤ ベアリング
⑥ コイル
⑦ 本体ケース
⑧ べアリング

⑨ ハーネス端子
⑩ アウトレットバルブ 
⑪ダンパ

ド13.24 52-298

リリーフバルブ：何らかの原因で燃料配管内の燃圧が上った時このバルブが開いて燃料を吸入側に戻し，燃圧

の異常な上昇を防止する。

チエツクバルブ：フューエルポンプが止った時，燃料配管内の圧力により押し戻されて吐出口を閉じる。これ 

(アウトレツトバルブ）により，配管内の燃圧が急激に下がるのを防止し，エンジンの再始動を容易にしている。

ダ 、。：ポンプ内の燃料圧力の変動をダイヤフラムの作動でおさえ，燃料配管内の圧力変動を少なく

する 〇

フューエルフイルタ

金属製のケースを採用し耐圧強度を高くしてある。フューエルタンク後方に取り付けてある

㈧

门氐25 52-299

トレーリングアーム

フユーエルフィルタ

「16.26 52-322
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フューエルシステム丨）一構造.作動

ェアコンリレ

く作動〉
エアコンの電源回路を五〇じからの信号により0X70？？している 〇

「12.27

エアコンリレー

57-007

コンブレツサリレー

作 動〉
エアコンコンブレッサのマグネットクラッチの電源を圮011からの信号により0X70？？している

コンブレツサリレー

厂12.28 57-007

フューエルポンプリレ

作 動〉
フューエルポンプの電源をE0^Iからの信号により0X70？？している

，トラック

ド12.29

^くン，トライ

57-010 「12,30 57-011
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フューエルシステムぼ闈阿）一構造.作動

——イグニシヨンコイル（イグナイタ付）--------------------------------------------------------------------- -----------------------

く機能〉
イグニションコイルは電磁誘導作用を利用した一種の変圧器で、，デイス，トリビュータを経て点火プラグの電極間 

に火花を飛ばすのに必要な高電圧を発生する装置である。

〈作 動〉
イグニションコイルの1次コイル㊉側にはバッテリが接続され，㊀側にはイグナイタが接続されている。イグ 

ナイタは五〇〇からの点火信号により01^0卩ドし，自己誘導作用により1次コイルに電圧を発生させる。この1次 

電圧を相互誘導作用により2次コイルに高電圧を発生させる。

また，1次コイルの㊀側の電圧を点火モニタ信号として圮(3じに入力している。 ，

イグニシヨンコイル

ド12.31 52-415
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フューエルシステム（巳閛？丨）一構造.作動

——プレツシヤ レギユレータ — 1111 1 丨--— -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

〈機 能〉
プレッシャレギュレータは，フューエルインジェクタに加わる燃匣とインテークマニホールド内の圧力との差

が常に一定（3.051^ん⑺2)になるように調整している。

このため，インテークマニホールド内の压力の変化により燃料噴射量が変わってしまうことが防止される。

く構造〉

カバー，ケース，ダイヤフラム，バルブおよびスプリングなどから構成され，ダイヤフラムにより，燃料室と空 

気室に区分されている。

く作 動〉

(空気室)

(フランジ面)

フュエルギヤラリー

燃料ポンプおよび 

インジ:I：クタより

「I 运.32
0リング

ケース

スプリング

ダイヤフラム 

バルブ

ケース

(燃料室)
(タンクへ）<¢3

52-300

燃料ポンプより給送される燃料は燃料室に入り，燃料圧力が3.051爪2以上になると，スプリングの力にうち 

かって，ダイヤフラムがおし上げられパ'ルブが開き，燃料がタンクにもどされる。このため，燃料室内の圧力が下 

がりはじめ，3.051^/〇爪2以下になるとスプリングの力によってダイヤグラムが下がり，バルブが閉じる。この動作 

のくり返しによって，常に一定の燃料圧力（3,051^“1112)をインジェクタに加えることができる。~方，空気室に 

はマニホールド内の圧力が導びかれ，この圧力変化によってバルブの開き具合を変化させ，インジェクタの燃料压 

力とマニホールドの圧力差を常に一定となるように補正制御する。

52-301
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フユーエルシステム—構造.作動

フューェルインジェクタ

く機 能〉
£0じかづの燃料噴射"(巨号を受け，インアークマニホールドを経て，シリンダへッドのインジェクションポート 

に燃料を吹き込む。

く構 造〉
ボールバルブはプランジャロッドを介し1)ターン 

スプリングによりノズルに押しつけられている。電 

磁コイルでプランジャロッドを引き上げるとノズル 

が開き，燃料が噴射される。

燃料と空気がよく混ざるよう細かい霧状にして燃 

料を吹き込む構造となっている。

また燃料の入口部にはフィルタが設けられ，異物 

の侵入を防いでいる。

く作 動〉
電磁コイルに燃料噴射信号が送られると，プラン 

ジャロッドがストッハ。に当たるまで吸引する。この 

ためノズルが全開となり，燃料が噴射される。

インジェクタ内の燃圧は，プレッシャレギュレー 

夕により，インテークマニホール内の压力との差が 

3.05はんIII2の一定に保たれている。

このため，燃料の噴射量はプランジャロッドの開 

弁時間，すなわち燃料噴射信号の時間の長さにより 

制御される。

電磁コイル

リターンスプリング

フイルタ

プランジヤロッド

ストツノゞ

ノズル

円2.34 52-302
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フューエルシステム（已闓卩丨）ーコントロールシステム

コントロールシステム

燃料噴射制御

燃料噴射制御は各種センサの信号を丑〇じに入力し，瓦01)は噴射量，噴射時期の制御を行なっている。噴射量の 

制街】はインジェクタの開弁時間で制御されており，噴射時間はエンジンの運転状態に応じた最適の時間を五(：じが 

決定しインジェクタへ信号を送る。エンジン始動時は噴射パルスを所定のハ。ルス幅に分割して噴射する方式を採用

し，エンジンの始動性の向上をはかっている 〇

また，空燃比学習制御機能付の〇2センサによるフイードバック制御も行なっているので，レスポンスのよい正 

確な燃料噴射制御システムになっている。

噴射時期は各気筒ごとに浞合気の充塡効率の最も良くなるタイミングで噴射する独立噴射方式で，エンジン回転 

数に応じて各気筒の吸気工程前約20°…90°で噴射を開始する。

タイミングチャート
(2000 ^ の例） (ケ：点火)

8丁00 
クランク 
角センサ

気筒判別 
センサ

吸気弁 
開角

97° 654 97。651 10(

# I吸気弁開

社3吸気弁開

97。654 108

30°! 30°: 33( 301
33

#4吸気弁開

97。65(

卜

#2吸気弁開

30！

シリンダ

3 排気 噴射 吸入
燃焼

圧縮 令/ 燃焼
排気嘖射 吸入 圧縮

圧縮 燃焼 排気噴射 吸入
吸入 圧縮 燃焼 排気噴射

闩8.35 52-303
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(2)吸気温補正係数 吸気温度の変化による吸入空気密度の変化分を補

正する。高温時は噴射量を減量し，低温時には増 

量を行なう。

(3)始動時間補正係数クランキング時間が長い時に減量補正を行ない，

スパークブラグがかぶるのを防止する。

吸気温補正特性
吸気温度一高

0
クランキング時間(秒) 

始動時間補正特性

108

フユーエルシステム（ — コントロールシステム

燃料噴射制御

く噴射特性〉

燃料噴射時間は基本的にはつぎのように表わされる。

(1) 始動時 噴射時間^始動時噴射時間X始動時補正係数

(2) 通常時 噴射時間^基本噴射時間X補正係数十電圧補正時間

基本噴射時間

始動時噴射時間

吸入管圧力，エンジン回転数，吸気温度から決定される吸入空気量に比例した基本とな 

る噴射時間である。

エンジンの始動性を向上するため，水温センサの信号によりその時のエンジン冷却水温

に応じた燃料噴射時間を決定している 〇

電压補正時間 バッテリ電圧によるインジヱクタの作動遅れ時間を補正する 〇

始動時補正係数〉

エンジン始動時の空燃比を最適化して，始動性を向上させるための補正で

ある

(1)空気量補正係数 エンジン回転数と吸入管圧力について，適正な空
秦

燃比になるように補正を行なう。

補
正
係
数

補
正
係
数



(2)始動後増量係数 エンジン始動直後のエンジン回転数の安定性を向

上させるため，始動直後から一定時間増量補正を 

行なう。

⑶フル増量係数 エンジン回転数と吸入管庄力より，運転状態が高

負荷領域と判定されたとき，適正な空燃比になる 

ように増量補正を行なう。

⑷加速増量係数 冷却水温とスロットル開度の蛮化速度に基づいて

加速時の増量を行ない，加速時における压カセン 

サの計測遅れおよび燃料噴射の遅れを補正し応答 

性を向上させる。

一20 0 20 40 60 80 (。0)

冷却水温ーキ

水温増量特性

スロットルバルブ開度の変化速度一令大

加速増量特性

⑸減速減量係数 スロットル開度の変化速度に基づいて減速時の減

量を行ない，減速時における圧カセンサの計測遅 夂

れを補正し，応答性を向上させる。 &

%

吸入管圧力

フル増量特性

——燃料噴射制御-------------------------------------------------------------------------------- --------------------------------------------------------------

く補正係数〉

エンジンのあらゆる状態に応じた空燃比にするため基本噴射時間を補正するための係数で，つぎのような種類が 

ある。

(1)水温増量係数 冷態時の運転性を向上させるため水温センサから|
の信号により燃料の増量を行なう。増量率は低温1

時ほど大きくなり，暖機完了時は0になる。 量
率

フューエルシステム（巳阴卩丨)ーコントロールシステム

エ
ン
ジ
ン
回
転
数

増
量
率

4—

増
量
率

ス〇ットバルブ開度の変化速度—大 

減速減量特性
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スロットル変化後の経過時間 

アイドル後増量特性

燃料噴射制御

⑹アイドル後増量補正 アイドル状態からスロットル開度が増加した

とき，冷却水温に応じた増量を行ない燃料噴 

射の遅れを補正し応答性を向上させる。

(7) 〇2フィードバック補正 〇2センサの信号に基づいてリッチ検出時徐

々に減量を行ない，リーン検出時徐々に増量 

を行なって空燃比を適正な状態に補正する。 

また，冷態時やフル増量時には補正を停止す

る 0

(8)空燃比学習補正 〇2フィードバック補正値に基づいて，エン

ジン回転数と吸入管圧力によって割り付けら 

れた領域ごとに補正値学習を行なう。

〇2フィードバック補正量が減少するように 

学習を行なうので，空燃比の制御精度および 

応答性が向上する。この補正値は，イグニシ 

ョン3评〇ドド後も記憶される。また，冷態

時やフル増量時には学習を停止する 〇

丨回目の制御

学習後の制御

空燃比学習制御

基本噴射量 補正量

基本噴射量：学習補正量 、
学習制御による補正 制御による補正

燃料カット〉
エンジン保護や燃費向上等のため，次のような場合は燃料カットを行なう 

.1)エンジン回転数がレッドゾーンを超えるような高回転になったとき。 

,2)過給圧が過大になり吸入管压力が所定値を超えたとき。

：3)スロットル全閉での減速運転時。

フューエルシステム（日閛卩〇— コントロールシステム

増
量
率
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フユーエルシスアム(ド丨）ーコントロールシステム

点火時期制御

吸入管圧力とエンジン回転数を基本に，601；内に記憶してあるマップで制御する電子式であり，水温センサ.吸 

気温センサおよびノックセンサによって補正し，点火時期をコントロールする学習制御方式である。

また，点火時期制御は，ガソリンのオクタン価やエンジンの経時変化等の条件に応じて最適な点火時期となる学 

習制御方式を採用した。

進角特性〉
始動時……点火時期二8丁0010〇

通常時……点火時期二基本進角十冷却水温補正進角十アイドル安定化補正進角十ノック補正進角

⑴基本進角

吸入管压力とエンジン回転数によって決定する基本となる点火時期で 

ある。

吸入管圧力
ェ
ン
ぐぐ

ン
回
転
数」

基本進角

(2)水温補正進角

冷却水温に応じて，低温時は点火時期を進角させて運転性を向上させ 

る。

(3)アイドル安定化補正進角

クランク1/2回転毎のエンジン回転数変化量（」则に応じて点火時期 

を進遅角させてアイドル安定性を向上させる。

ア

ル
安
定
化

補
正
進
角

冷却水温

水温補正進角 

洲ン〇 ⑽ン〇,

時間

アイドル安定化補正進角

(4) ノック補正進角

ノッキング信号を検出した時，点火時期を遅角し，ノッキング信号が

入力されない時は徐々に進角させる。

補正値は学習によってガソリンのオクタン価やエンジンの経時変化等 

に対応して最適な補正値となるように学習を行なう。

7
ク
補
正
進
角

ノック発生ノック発生ノック発生

時間

ノック補正進角

く通電時間特性〉
バッアリ電圧によって通電時間を最適に制御する。電压低下時は，通電時 

間を長くして火花エネルギを確保し，電圧上昇時は通電時間を短くして，エ 

ネルギーロスやコイルの発熱を防止する。

通
电
時
間

低 バッテリ電圧 高
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フユーエルシステム（巳!^!3丨）ーコントロールシステム

——アイドル回転数制御------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

エンジン状態に応じて130バルブの空気流量を調整して，アイドリング回転数を最適な状態に制御する。

13¢：バルブは一定周期（10只幻で0N/0FF作動しており，1サイクル（0.1秒間）に開いている時間割合（デュ 

ーティ比）を増減させることによってスロットルをバイパスする空気流量を制御している。

く始動時制御〉

130バルブを全開（デューティ比100%)にして最大の空気流量として，始動性を向上させる。

くフィードバック制御〉
(1) 目標とするアイドリング回転数に対して実際のアイドリンク回転数が，

低い場合……空気流量を徐々に増加させる。

高い場合……空気流量を徐々に減少させる。

(2) 冷態時はド1(：(ファーストアイドルカム）特性に対応して，目標回転数を上昇させて，暖機運転の為のファ 

ーストアイドル制御を行なう。

(3) 暖機後は，電気負荷やエアコンの作動に応じて下記の目標回転とする。

アイドル回転数

(^111)

通常時 800 土 50

電気負荷0N 850 土 50

エアコン 1100 土 50

電気負荷.......へッドランプ，ヒータ，リヤデフォッガ，

ラジェータフアン

くダッシュポット制御〉

スロットル全閉直後は，13(：バルブ開度をやや開きめに保持し，その後徐々に減少させることにより，ダッシュ 

ポット効果を持たせ，エンジンの発生トルクの急激な変化を押さえて，走行性を向上させている。

く固定流量制御〉
アクセル踏み込み時及び走行中は，アイドル時の130バルブ開度やスロットルバルブ開度に基づいて，固定流 

量制御を行なっている。

--------フューエルポンプ制御--------------- -------- -一" -----------------------------------------------------------------------------------

クランク角信号が2秒間入力されないときは，エンジンが停止したと判断しフューエルポンプリレーへの通電 

を遮断しフューエルポンプを停止させる。

イグニッション3冒にした直後は2秒間フューエルポンプを作動させ燃料予压を与える。
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フューエルシステム（巳間!3丨）一故障時のバックアップシステム

国故障時のバックアップ機能（詳細は別冊「電子制御装置トラブルシューティングマニアル」を參照。)

セルフダイアグノーシス（自己診断機能)

トラブル

コード
診断項目 検出 内容

II クランク角センサ系 クランク角センサ本体，信号系統の断線，ショート

13 気筒判別センサ系 気筒判別センサ本体，信号系統の断線，ショート

21 水温センサ系 水温センサ本体，信号系統の断線，ショート

22 ノックセンサ系 ノックセンサ本体，信号系統の断線，ショート

23 圧カセンサ系 圧カセンサ本体，電源，信号系統の断線，ショート

24 130バルブ系 13(：バルブ本体，電源，信号系統の断線，ショート

26 吸気温センサ系 吸気温センサ本体，信号系統の断線，ショート

31 スロットル開度センサ系 スロットル開度センサ本体，電源，信号系統の断線，ショート

32 〇2センサ系 〇2センサ本体，信号系統の断線，ショート

33 車速センサ 車速センサ本体，信号系統の断線，ショート：メータケーブル

36 イグナイタ系 イグナイタ本体，電源，信号系統の断線，ショート，1〇コイル本体不良

42 アイドル3貿系 アイドル5界本体，信号系統の断線，ショート

52 クラッチ信号系 瓦〇ソ丁用瓦011本体，信号系統の断線，ショート

54 吸気系 吸気系ダクト，ホース類の外れ，破れ，ゆるみ

62 電気負荷信号系 電気負荷(ヘッドランプ，リヤデフォッガ，ラジェータファン)信号系統の断線，ショート

63 ヒーター信号系 ヒーター3界，レジスタ，ハーネスの断線，ショート

くトラブルコードの読みかた〉

リードメモリコネクタを結合した時，
トラブルコード13

チェックエンジンランプは故障部分に応じたコードを点滅する

トラブルコード13と21
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フユーエルシステム旧闓卩丨）一故障時のバックアップシステム

-------- フェイルセーフ機能-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

システムに異常が生じ，走行不能，ェンジンストップなどのおそれがある場合は，五〇〇内に記憶されて 

いる数値を用いて一定限の走行を確保する機能を備えている。

また，システムの異常によって，二次不具合の発生のおそれがある場合は燃料噴射を停止させる。

フェイルセーフ機能は，気筒判別センサ.水温センサ.ノックセンサ.圧カセンサ.吸気温センサ.スロットル 

開度センサ，〇2センサ.車速センサ.イダナイタ.アイドル3界.吸気系の各信号系統が異常時に行なわれる。

く各信号系統の処理方法〉

点滅
コード 診断項目 フェイルセーフ制御内容

II クランク角センサ系

13 気筒判別センサ系
通常の1/2のパルスを：8丁00 97。から1.51115

後に全気筒同時噴射

21 水温センサ系

0150固定制御

〇エアコン常時カット

〇代用値を用いて制御

22 ノックセンサ系 〇ノックコントロー則亭止（点火は基本マップに基く）

23 圧カセンサ系
〇代用値を用いて燃料噴射と点火を行う

0130固定制御

24 130バルブ系

26 吸気温センサ系 〇代用値を用いて制御

31 スロットル開度センサ系 〇代用値を用いて制御

32 〇2センサ系
〇才ープンループ制御

( 〇2フイードパ' ック補正をしない）

33 車速センサ系
〇代用値を用いて制御

0 150固定制御

36 点火系 〇燃料噴射停止

42 アイドル3界系 0 150固定制御

52 クラッチ信号系

54 吸気系 1，500 1^111で燃料カット

62 電気負荷信号系

63 ヒーターブロア信号系
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フユーエルシステム（丨）一故障時のバックアップシステム

セレクトモニタ機能

電子制御装置のぉ01！内の入出力信号データやトラブ 

ルコードを直接モニタして故障系統を診断する。

鲁専用のコネクタに接続することにより走行しながらの 

測定が可能。

鲁1か所（運転席，または助手席）で各種データを点検

できる 〇

3 卜，特性異常が判別で參入出力信号系統の断線，シ 

きる。

春入出力信号データと制御データはトラブルシューティ 「‘36

ングマニアルの基準データを参考にして，特性不良，

ハーネスの断線，ショートを判定できる。

^トラブルコードをモニタしてトラブルシューティング 

を実施することができる。

〈參 考〉

車両正常時のデータがあればより正確で迅速に判定で 

きる。（納車点検時，定期点検時を利用してデータ取り 

を行ない保存するとよい。）

リードメモリ 
モードコネクタ

I極黒)

ノテストモード

コネクタ
(2極緑) 
「丨

セレクトモニタ 
コネクタ 

( 9極黄）

52-329

セレクトモニタ機能概要 ド12.37 52-306

セレクトモニタ（略称.： 3 3鼠)は，下記内容の項目について測定を実施することで電子制御系の故障診断に活用 

できる。

ドモード
入力，出力信号類のデータを直接表示し，基準値と比較することでセンサ信号系統の断

線，ショート，センサ類の特性異常が33%で判別できる。

ド八モート 入力，出力信号の0N，〇ド卩と動作状態が331V[の1^：1)の点灯により判別できる。

「8モード
351\1に1；チェック，〇チェック，バックアップメモリのトラブルコードを数字で表示する。

0チヱックでは，自己診断手順を実施後に，トラブルコードを数字で表示する。

「(：モード 351^でバックアップメモリ内のトラブルコード（過去の故障履歴）をクリアできる。

※バックアップメモリとはイグニッシヨン電源（イグニッション3…）を〇ド卩してもデータの保持さ

れるメモリで，ここでは学習制御データや過去のトラブル内容を保持するのに用いている 〇
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2 — 8 ェキソーストシステム

圓概要

鲁エキゾーストマニホールドの出口側に〇2センサ取付ボスを設けてある。（30車）

籲マフラ容量は，キャブレータ車6.7*6，3 (：車7.8忍とし，エンジン容量増加に伴ない静粛性を確保した。

籲触媒は，キャブレータ車がマフラ内蔵，3 0車がマフラ本体の下に別置きとした。大きさは高速時の対応を 

考慮した大きさ（76.2X76.2刪）を確保した。

籲マフラ本体は車体後方の左側に前後配置とした。

く50車用〉 くキャブレータ車用〉

ドも1 52-001

マフラカバ

マフラ

テールパイプ

ェキゾーストパイプフロント
ェキソーストマニホールドフレート

く洤記〉ェキゾーストカバーロア.リヤおよびノイズプレートは取外してある。
F\^2 52-002
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ェキゾーストシステムー構成部品

構成部品

キヤブレータ車〉

介
車体前方

介

F\^3

く 50車

「也4

テールパイプ

マフラカバー パ

ゾ

マフラ

ェキソーストカバー
ロアりヤ

ベローズ

ェキゾースト 
マニホールド

ベローズカバー

52-003

テールパイプ 

マフラカバ
パ

1

4

1¢丨ゞ、7
V

し篆
、—響—％婦〆

1し4
飞ブ

ェキゾーストカバー
ロアリヤ

ベローズ 

ベローズカバー

ェキソーストマニホールド

52-004
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2-9 エミッションコンIトロールシステム

國概要

排出ガス浄化システムは，キャブレータ車が酸化触媒装置にエンジンモディフィケーションを組合せた方式，30 

車が三元触媒装置-空燃比制御装置とエンジンモディフイケーションを組合せた方式を採用し，平成2年排出ガス 

規制に適合させている。

く排出ガス浄化装置一覧表〉

装 置 構成部品

低減物質

キヤフレータ車 30車

N0 00

触媒装置

鲁モノリス酸化触媒 〇 〇 〇

鲁モノリス三元触媒 〇 〇 〇

空燃比制御装置

鲁エンジンコントロールユニット

鲁圧カセンサ

鲁〇2センサ
暴水温センサ 

鲁吸気温センサ
鲁スロットルボデー

〇 〇 〇

明

点火時期制御装置

鲁エンジンコントロールユニット

籲配電器（クランク.角センサ内蔵式）

鲁水温センサ 

籲吸気温センサ

籲ノックセンサ

〇 〇 〇 。

事配電器（遠心，真空式進角） 〇 〇 〇 〇 -

ブロー バイガス

垣 兀裝置
#フロー バイホース 〇 〇

〇

燃料蒸発ガス 

排出抑止裝置
參キャニスタ 〇 〇

〇|
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エミツシヨンコントロールシステムー概要

く排出ガス対策装置概要図
キヤブレータ車

は排出ガス対策装置を示す

フローバイホース

チエツクバルブ 

-------- 〇--------

気化器

配電器

エアクリー

フューエルタンク 2ウェイバルブ 

^~0= 111],

キヤニスタ

触媒コンバータ

巧」
52，116

50車

52-117
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エミツシヨンコントロールシステムー構造.作動

国構造，作動

---------- 触媒装置---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

触媒装置は，エキゾーストパイプにモノリス酸化触媒又はモノリス三元触媒を弾性的に保持したものである。 

排気ガス中の一酸化炭素，炭化水素，窒素酸化物の低減作用を行う。キャブレータ車の触媒はマフラに内蔵され

ている。

「1氐3 32-118

触媒⑼車）

52-002

ブロ イガス還元装置

ローバイガスは，パ、ルブロッカカバーに内蔵されたオイルセパレータをとおしてエアクリーナケースに導入さ

れ新気と共に燃焼させる

くキャブレータ車〉

〇

〇 〇

^—ド、
1 1

1—.. )
ノこ-------

1 1
ノ

。ブ

1 。(、ベ

1
------

-¢-47。】わ
I (〇\

0
0

0

フローバイホー

ドも5

く 50車〉

エアクリー

フローバイホース

32-119 「也6 52-120
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エミツシヨンコントロールシステムー構造.作動

炫5料蒸発ガ入おI出抑止装置---------------------------------- --------------- ------------------------------- -----------------------------------

キヤニスタストレージ方式を採用している。

フューエルタンク及び気化器で発生した燃料蒸発ガスをキヤニスタに吸着し，エンジン運転時に気化器またはス 

ロットルボデーより吸入し，燃焼させて炭化水素の大気への放出を抑止している。

キヤニスタはキヤブレータ車用，3じ車用共用で3 〇車用キヤニスタのキャブレータ接続口は盲ぶたをしてある

くキャブレータ車〉

キヤブレータ ノューエル
スタンクから 

1ウェイバルブ

キヤニスタ

キヤニスタ

闩^7 52-121 卜⑨8 52-122

く 5(：車

ェックバルフ

ゞージライン

スロットルボデー

〇
フューェルタンクから

2ウIイバルブ

キヤニスタ

「も9 52-123
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ェミッションコントロールシステムー構造.作動

——空燃比制御装置（ 5。車）------------------------------------------------------------------ -----------------------------------------------

吸気圧力（圧カセンサ）とエンジン回転数（クランク角センサ）を基本に，エンジンコントロールユニット内 

のマップにより燃料噴射量を制御しており，これに〇2センサ，水温センサ，吸気温センサによる補正を加え，常に 

三元触媒が有効に働くよう理輪空燃比近傍に保持している。 ，

点火時期制御装置

くキャブレータ車〉

真空式と遠心式の進角装置をもつデイストリビュータを採用し，キャブレータスロットルバルブ上流から取り出 

したポート負压およびェンジン回転数によって点火時期を制御している。

デイストリビュータ
キヤフレータ

「も11

50車

スロットルバルブ

52-125

吸気压力とエンジン回転数を基本に，エンジンコントロールユニット内のマップで制御している電子式であり， 

水温センサ，吸気温センサおよびノックセンサによって補正し，点火時期をコントロールしている。（ドは.10参照）
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動力伝達システム
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3-1 クラッチ

國概要

クラッチ操作は，ケーブルで直接レリーズフォークを往復させる簡単で確実な構造のため，途中の摩擦抵抗が少 
なく，軽くて確実な作動を可能にしている。クラッチは，フライホイール端面とプレッシャプレートの間にクラッ 

チディスクを挟んでいる。

フライホイールは，放熱性，摩耗粉除去に有利なフラット型にした。

クラッチの断続は，自動調芯式レリーズベアリングがガイド上を摺動し，ダイヤフラムスプリング中央を押して 

スプリングをそり返らせ，プレッシャプレートとクラッチディスクを断続するプッシュタイプクラッチを採用し 

ている。

円る1 53-366
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クラッチー構造#作動

構造，作動
クラッチカバー.ディスク

クラッチカバーはオーバカバータイプのストラップドライブ式で，スプリングはクラッチディスクの摩耗に対 

してスプリング^I付荷重の減少が少なく，クラッチペダル踏力の軽いダイヤフラムスプリングを使用している。 

クラッチディスクはフヱーシング材質に非アスペスト系のウーブンを使用し，クラッチが接続する場合の回転衝 

撃を吸収するトーションスプリング（コイルスプリング）を装着している。

クラッチカバー クラッチディスク

F\&. 2
(丁!VI60型…車は形状異なる)

33-367

レリーズベアリング

自動調芯機構を備えたレリーズベアリングスリーブを採用し，より耐久性と信頼性を向上させている。このレリ 
ーズベアリングスリーブはダイヤフラムスプリングの回転軸中心と，レリーズべアリングの回転軸中心とか、，常

に同一線上になるように半径方向に動く 〇

「12. 3 〇 ^ダイヤフラム回転軸中心の動き 53-741
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〔1〕概要

3 — 2 マニアルトランスミッション

トランスミッションは，前進5段，後退1段で，前進ギヤは全てシンクロメッシュ機構を装備しており，ギヤの 

切換えはフロアシフト方式である。シンクロメッシュ機構は，イナーシャロックキー式を採用している。 

トランスミッションとデファレンシャルは一体構造になっており，クラッチハウジングと一体のアルミケースに 
内蔵されている。

前進ギヤは，全てへリカルギヤを採用し，歯面強度が高く，嚙合率も大きいので，回転が静しゅくである。

後退ギヤは，2^13車用の丁1\^60型の場合メーンシャフト上にドライブギヤ，ドライブピニオンシャフト上の1 

— 2速シンクロナイザハブ上にドリブンギヤがあり，これらと選択摺動式のリバースアイドラギヤを嚙合わせて， 

回転方向を逆にしている。

4^1)車用の丁界60型と丁丫60型の場合，メーンシャフト上に二段のドライブギヤ，ドライブピニオンシャフ 

卜上の5速のシンクロナイザハブ上に二段のドリブンギヤがあり，これらと同じく二段構造の選択摺動式のリバ 

—スアイドラギヤを噛合わせて，回転方向を逆にしている。

〔 2〕仕様

トフンスミッション方式

2^0車（1^460系） セレクティブ4^0車（丁界60系） フルタイム4界〇車
(丁丫60系）

隱車 30車 财車 30車 财車 30車 30車

— --- — — デフロック装着車 ^— ビスカス装着車

頂60融處 丁麵脱1入入 
丁麵1腿0厶

丁麵獻說 丁獅蘭舰

コントロー ル方式 フロア，シフト ぐ一- <— ^— <— <—

操 作 方 养 ケーブル式 <— 〈— 〈~ 81 ^— <— ^—

トフンスミツシヨン方式 常時嚙合式ゐ 
選択摺動式

^— <— <— 〈—

#

変速比，

5.888 ^— 《— ^— ^—

151 4.090 <— 〈— く <—

211(5 2.470 ^— ^— ^-- 〈— (—

3^ 1.615 ^— <— ^-- ^-- ^—

4111 1.125 ^—？ 〈— ぐ一 ^— <—

5111 0.914 0.861 0.914 0.861 0.914 0.861 ^—

後退 4.166 ^— 5.746 <— <— <— ^—

トランスファ変速比 0.269鑄 、 ^— 4— 〈— 0.270

ファイナル#ギヤ比 6-500 6.166 6.500 6.166 6.500 6.166 〈—

使用ギャ

鲁オイノレ

タイプ 純正ギヤオイル 4— — ^— <— <—

量(交換時） 1.^(1，8名） 4— 2ぷ(2別) <— 2.3名(2.1名) 〈— 2.4名(2.2幻
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マニアルトランスミッションーギヤシフトシステム

〔3〕ギヤシフトシステム国概要
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マニアルトランスミッションーギヤシフトシステム

国構造，作動

ギヤシフトの際，同時に，2つのギヤにシフトされないように，また5速から直接リバースにシフトできないよ 

うにするため，二種類のインタロック機構が設けられている。前者は，セレクタシャフト上のインタロックプレ 

ートで，後者はトランスミッションカバー上のリバースチェッキングカムである。シフト機構はシフトノブの上 

下の動き，セレクト機構はシフトノブの左右の動きをコントロールする。

4シフト機構 

セレクト機構

「セ2 53,369
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マニアルトランスミッションー.60型(2^0車)

〔4〕丁嶋〇型（2西0車）國概要

丁评60型は，3個のシンクロナイザとメーンシャフト/ドライブピニオンシャフトの2本のシャフトから構 

成される前進5速と後退1速の2^0車専用に開発されたコンパクトなトランスミッションである。

すべての前進ギヤには，シンクロメッシュ機構が設けられ，リバースには選択摺動式のアイドラが使用されてい 

る。
また，3個のシンクロナイザは，すべてドライブピニオンシャフトに取付けられ，それぞれ1速—2速，3速一 

4速，5速のギヤの嚙合うようになっ,ている。

53-647
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マニアルトランスミッシヨンー1^60型（セレクテイブ4\^0車)

〔5〕丁…60型（セレクテイブ4育0車）II概要

丁评60型は，4個のシンクロナイザとメーンシャフト/ドライブピニオンシャフトの2本のシャフトから構成 
される前進5速，超低速前進用の五し1速，後退1速のコンパクトなトランスミッションに，前輪へと駆動力 

を伝達するトランスファとハイボイドのギアから構成されるクラッチハウジングの一部とエクステンション部分 

を組合せたセレクテイブ4界0車用のトランスミッションである。

このトランスミッションには，必要に応じて2^0と4^0を選択できるようトランスファ部分に，アクチュエ 

ータか設けられている。 ，
なお，この丁评60型セレクティブ4界1)用トランスミッションには，低速時の悪路走破性，脱出性をより向上さ 

せるデフロック装置が備えつけられたものも設定されている。
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マニアルトランスミッションー丁\^60型（セレクティブ車)

構造，作動

デフロック機構(丁西60型の一部に設定)

超低速（五乙），後退時の悪路走破性や脱出性をより向上させるため，デファレンシャルの機能を機械的にロック 

する装置である。デフロック機構は，デフケース上にかみ合い式クラッチを設け，デフケースとデフサイドギア 

を結合することにより，デフロックを行う構造である。

静止
駆動

駆動

円25

デフロック時の左右輪の回転〔丨：1〕

53-371

デフロックの作動

① デフロック操作は，インパネ上に設けられたデフロックスイッチで行ない，デフロックスイッチが〇]^で 

かつ，ギヤシフトポジションが五しリバースのいずれかの時作動する。なお1速，2速，3速，4速，5速 

ではデフロックスイッチが0Nであっても，デフロックは自動的に解除される。
② デフロック時の駆動力はデフケースとデフサイドギヤ八がハブ，スリーブによって一体化され，次のように 

伝達される。

トランス
ミッション

〔デフロック時： 8側車輪が接地している場合〕

ファイナルギヤ 

デフケース

スリーブ(ロック状態)

デフサイドギヤ八（アクスルドライブシャフト）
(空転側）

23-372
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マニアルトランスミッシヨンー1^60型（セレクティブ4パ：)車)

トルク伝達〔デフロック時：人側車輪が接地している場合〕

ファイナルギヤ

デフケース

デフサイドギア8 
(空転側）

スリーブ(ロック状態)

ハフ

デフサイドギヤ八（アクスルドライブシャフト）
(静止側）

デフピニオン

デフロック ！^フロック
スイッチ

N0315八

〇

デフロックリレー

0

4 6 一
0 @

バッテリ

ヒューズ

N0415众

ヒューズ

〇^厂ソレノイド 
バルブ

@デフロックパイロツトランフ

デフロック検出スイツチ

バックランプスイッチ

―^3^

[しスイツチ

科

匕

〇㈧
ソレノイドバルフ

デフロックタイオード

チェック
バルブ.

I节ィンテーク

マニホールド

トランスミツシヨン 
上のスイッチを不す。

53,739

53-373
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マニアルトランスミツシヨンー丁\^60型（セレクティブ4^0車)

⑧トランスミッション上でのデフロック切換えは 

デフロック専用アクチュエータの作動により行なわ 

れる。
④デフロック状態はデフロック検出装置により， 

コンビネーシヨンメータに表不される。

3,
〇

闩29 83-469

デフロック〇问

「せ10
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マニアルトランスミッションー丁丫60型（フルタイム車)

〔6〕丁丫60型（フルタイム4西0車）圓概要

丁丫60型は，4個のシンクロナイザとメーンシャフト/ドライブピニオンシャフ.卜の2本のシャフトから構成さ 

れる前進5速，超低速前進用の圮乙1速と後退1速のコンパクトなトランスミッションに前輪へと駆動力を伝 
達するトランスファとハイボイドの各ギアから構成されるクラッチハウジングの一部と，エクステンション部分 
を組合せたフルタイム4评〇車用のトランスミッションである。

なお，この丁 丫60型フルタイム4^0車用トランスミッションを装備した全車種に悪路走破性や脱出性をより向 

上させるために，ビスカスカップリング(差動制限装置）が設けられている。

1 53-374
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マニアルトランスミツシヨンー丁丫60型（フルタイム車)

国構造#作動

—ビスカスカップリング(差動制限装置）（丁丫60型全車に設定），

ビスカスカップリングは前後輪間の回転差によって粘性トルク（ビスカストルク）を発生させ，前後輪間の差動制限 

と前後の駆動トルク配分を自動的にイラう。ビスカスカップリングを装着することにより，例えば後輪がぬかるみ 
等でタイヤのグリップを失ない，空転するような場合は，ビスカスカップリング部に生じる回転差に応じたビス 

カストルクを後輪側から前輪側へ伝えるため，前輪まで駆動力を失なうことにはならない。

ビスカスカツプリング〉
ビスカスカップリングのハウジング内部は，アウタプレート（プレート外周部はハウジング内側スプラインと 

かん合）とインナプレート（プレート内周部はハブ外側スプラインとかん合）が交互に組合わされた構造になっ 

ている。
アウタプレート外周部には，その間隔を規制するスペーサリングが挟み込まれていて位置決めされているが， 
インナブレートには位置決めはなく，ハブのスプライン上を軸方向に，ある程度動くことがある。

ハウジング内部の空間には，高粘度のシリコンオイルと空気の混合物が封入されており，前後の回転差が大きく 

なって中のシリコンオイルが高圧になっても，トランスミッション内にもれ出したりしないようX—リングで密 

封している。

ハフ
スペーサリング

インナプレー

ハウジング

X- リング

円212 53-376
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マニアルトランスミツシヨンー丁丫60型（フルタイム4*0車)

フルタイム4西0解除装置

2^0の切換が出来る2輪駆動走行を要する場合（継続検査，点検整備および被けん引時）手動で4^0—- 

機構を設けている。

切換操作は，トランスミッシヨンのトランスファカバー上部に設けられているトランスファシフタロッドで行

ラ。

4界042界〇切換は㊀ドライバ等によりロッド溝を使用して行う 

2^1)44^0切換はプラスチックハンマ等で軽く叩くと切換る。
〇

4评0卜^2^0切換ストローク8.51111〇
強制2^0スイッチ(〇问状態)

〇 2界0状態を知らせるためにトランスファシフトロッド移動により強制2评0スイッチ 

が通電しコンビネーションメーターのII界0パイロットランプが点灯する。
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3-3 £0VI
〔1〕仕様圓主要諸元

車種

項目
2^0 4^0

型 式 ダンパ内蔵コイル回転式

蕾-

定格トルク/消費電流 （1^⑺/八） 11.6/3.34

磁
ク

消費電力 （％) 31 1

I ^ 電磁粉量 （ 5 ) 52

重量 （は） 6.5 1

1 制御方法 マイクロコンピュータ制御

型式 丁840漏祖 丁丁401？舰八 1

前進，後退切換機構 シンクロメッシュ式ドラッグクラッチ |

4 ノ 1し"^、ノ ~7〇
型 式 外歯式インボリュートギヤポンプ

駆動方式 エンジン直結駆動 |

卜
1 レレ,—7°一 11レレヽ

前 進 2.50300.497 1

； 後 退 2.503

プライマリ
リダクシヨン

前進 1.203 1

ミ減速比 

ッ

後進 1.178 1

セカンダリリダクション 1.615 1

シ

3

ン

フアイナル 5.384

セレクト機構

方 式 ケーブルによるダイレクトシフト |

位 置

？:出力軸固定，エンジン始動可能 
只：後退
X :変速機中立，エンジン始動可能
0 :前進，無段自動変速
〇3：前進，無段自動変速（スポーティレンジ，エンジンブレーキ）|

スピードメータギヤ比 5.000 1

卜
ン
スフIァ

減速比
クラウンギヤ 0.271 1

ベべルギヤ 0.947

作
動

油

潤滑方式 オイルポンプによる強制压送 |

指定オイル スバル純正20\^丁フルード |

油 量 （ 〇 2.7-3.0 3.9〜4.2

冷却方式 オイルクーラ
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£0ソ丁一電磁クラッチ

〔2〕電磁クラッチ國構造.作動

電磁クラッチの作動原理は，鉄粉 

を磁石に近づけると鉄粉が鎖状に 

連結されて結合力を発生すること 

を利用している。

「セ，1のようにクラッチのドラ 
イブメンバの内周とドリブンメン 

バの外周との間に僅かなギャップ 

を設け，そこに電磁粉を入れドリ 

ブンメンバ側にコイルを巻き，こ 

のコイルに電流を通じた時に発生 

する磁力によりドライブメンバと 

ドリブンメンバが鎖状に結合され 

た電磁粉を介して動力が伝達され 

る。

この結合力（伝達トルタ）は電流の 

強さに比例し，また電流を断つと 

完全に結合力が消えるので，従来 

の機械式クラッチにおきかわり， 

発進用クラッチとしての特性をそ

なえている。

ドライブメンバ

ブラシホルダ

コイル

フライホイール

リブンメンバ

F\ 53-314
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已0 V 丁一丁640…8丨八八型（2西0用)

〔3〕丁84011\1已彳八八型（2评〇用）II概要

新設計のクローバ4スーパーチャージャエンジンを採用したことと同時に辽0VIを採用し，力強い走りに加え 
てスムーズさをも両立させている。

ドセ.2 33-321
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日0 V 丁一丁8401 N8丨八八型（2西0用)

圓構造^作動
------------スチ ーノレべノレト&フーリ------------------------------------------------------ :--------------------------------------------------------------------------

^スチールベルトは約280個のスチールブロックと10枚重ねのスチールバンド2本で構成されている。

-プーリはプライマリ，セカンダリ共に11°の傾斜面を持つシャフトと可動シープにより構成され，可動シープの

背面には油圧を位えるプライマリまたはセカンダリチャンバがある。可動シープはボールスプラインにより軸 

上を摺動することによって，プーリの溝巾を変える働きをしている。
入力軸プーリ

ーオイルポンプ-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

，オイルポンプは外歯噛合式のインポリュート歯車ポンプで，プライマリプーリの電磁クラッチと対称側に設置 

されており，プライマリプーリを貫通するドライブシャフトによってエンジンから直接駆動される。
-オイルポンプからの吐出油は，コントロールバルブを経て，ブライマリおよびセカンダリプーリの作動油また

は各部潤滑油として使用される。
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E 0 V 丁一丁840旧8丨八八型（2西0用)

油圧制御機構

油圧制御を司るコントロールバルブ八33丫は，プレッシャレギュレータバルブ，シフトコントロールバルブ，エ 

ンジンブレーキバルブによって構成され，さらにトランスミッションの冷却性を向上させるためにオイルクーラ

を装着している 〇
ビトー圧センサ

ブレツシヤレギユレータバルブ

〇5ソレノイド
X

オイルポンプ

エンジンブレーキアーム

シフトカム

ゴIオイルクー

ド也5 53-325

〇
ーキング機構

パーキング機構は，パーキングロッド〇?，パーキングポールによって構成されている。セレクタレバーを“レ 

ンジに入れると，シフタアームからセレクトカムを介してパーキングロッドが押される。すると，パーキングポ 

—ルがセカンダリプーリの側面にあるパーキングギヤと噛合う方向へ押付けられ，アクスルシャフトと連結して

るセカンダリプーリが機械的に固定される

セレクタケーブル

パーキングポール
パーキングロッド

F\^

シフタアーム

パーキングキア 

セカンダリプーリ

53-326
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巳0 V 丁一丁84011\1八丨八八型(2*0用)

前進，後退切換機構

構造〉
前進-後退切換機構はメインドライブギヤ，メインドリブンギヤ，フォワードドリブンギヤ，カウンタギヤ，リ 
バースアイドラギヤ，リバ'ースドリブンギヤ，スリーブ，ハブ等から構成されており，フォワード側のギヤは常 
時嚙合い式である。
作動〉
(1) ギヤシフトレバーがXレンジの時にはスリーブの位置が中央となり，メインドライブギヤからの動力はハブ 

に伝達されることなく，中立状態となる。
(2) 0またはレンジ（前進）の時にはスリーブがエンジン側にシフトされ，動力はメインドライブギヤ—メインド 

リブンギヤ—カウンタギヤ—フォワードドリブンギヤ—スリーブ—ハブ—プライマリプーリの順で伝達される。
(3) 只レンジ（後退）の時にはスリーブがプーリ側にシフトされ，動力はメインドライブギヤ—メインドリブンギ 

ア—カウンタギア—リバースアイドラギヤ—リバースドリブンギヤ—スリーブ—ハフ''—プライマリプーリの順 
で伝達される。

ドは.7
(1)1\1レンジ

53-327
(2) 0,05レンジ

^2.8 53-328
(3)只レンジ

53-329

減速機構

減速機構はリダクションドライブギヤ，リダクション 
ドリブンギヤ，ドライブピニオンシャフト，ファイナ 

ルギヤから構成されており，動力の伝達はセカンダリ 

プーリー^リダクシヨンドライブギヤ—リダクシヨンド 

リブンギヤ—ドライブピニオンシャフト—ファイナル 
ギヤの順でイ云わる。

また，リダクションドライブギヤ—リダクションドリ 
ブンギヤ間を一次減速とし，ドライブピニオンシャフ 

卜—ファイナルギヤ間を二次減速としている。

リダクション
ドリブンギヤ

ファイナルギヤ

ドライブピニオン 
シャフト

セカンダリプーリ

ドセ.1〇

\
へ〆、\|

リダクシヨン 
ドライブギヤ

53-330
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日0 V 丁一7740丨？81八八型（響0用）

〔4〕丁丁401户日彳八八型（4评〇用）國概要

.1
17131

雪豸隨國豳義奪

豳

響1

1=1111111=1111=1111====

【

143



傷

I構造づ乍動
------------4^0トランスファ^---------- ……一一…-----------------------------------------------------------------------------------------------------------

4评〇トランスファはスパイラルべベルギヤを採用しており，駆動力はファイナルギヤ（リヤデファレンシャル) 
―トランスファドリブンギヤ—トランスファベべルギヤ—トランスファべベルピニオンギヤの順で伝達される。

トランスフア部はマニュアルトランスミッシヨンと同じものである。，

巳0 V 丁一丁丁401卩8丨八八型（4^0用）

円2.12 53-332
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E^VT——ギヤセレクトシステム

〔5〕ギヤセレクトシステム 概要
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E^VT——ギヤセレクトシステム

—キーインタロック付シフトロック装置----------------------------------------------------------------------------------

セレクトレバーを？レンジにしないとイグニッシヨンキーを抜くことができないキーインタロック機構と，？レ 

ンジから他のレンジにする際，ブレーキペダルを踏まないと動かすことができないシフトロック機構を合わせた 
キーインタロック付シフトロック装置を迟〇乂丁全車に採用し，セレクトレバーの誤操作防止をはかった。

けん引等で車両移動を可能にするキャンセル機構（シフトロック解除ボタン）も設けてある。

シフトロック

解除ボタン

…ンフトロックコントロール 
ユニット

「冶.14 33-334

57-022
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E^VT——ギヤセレクトシステム

------ キーインタロック付シフトロック装置——

くキーインタロック機構〉
ステアリングロックボデーに取付けられたキーイン 
タロックソレノイドでインタロックレバーを動かし， 

ローテータのストッパの動きを規制する構造にな一 

ている。キーインタロックソレノイドはコンノロー 

ルユニットで制御され，作動および解除の信号（パ 

ルス信号〕を通電するとソレノイドが動き，その位 

置で自己保持するようになっている。

(1)解除時
セレクトレバーを卩レンジにするとソレノイドが解 

除位置（引込む）に動き，スプリングによりインタ 
ロックレバーがローテータのストッパから外れ，キ 

ープ匕ートが100尺位置まで回わせる。（抜き差し 

できる）

(2)作動時
セレクトレバーが？レンジ以外にあるとソレノイド 

が作動置置（押し出されている）にあり，インタロ 
ックレバーがキープレートと 一^体で回転する口ーテ 

—夕のストッパに当たり，キープレートをし〇〇仄位 

置まで回わすことはできない。

⑶キャンセル機構
キーインタロック機構が作動状態で故障した時，キ 

一の抜き差しを可能にするため，キャンセル機構を
設けてある。キャンセルレバーを動かすとソレノイ 

ドが強制的に押し戻され，インタロックレバーが解 

除状態になってキープレートを回わすことができる。

キヤンセルレバー

53-335「12.15
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E^VT ——ギヤセレクトシステム

シフトロック
解除ボタン

シフトロック 
ソレノイド

厂12.16 53-339

F\^\7 33-340

------- キーインタロック付シフトロック装置一

くシフトロック機構〉
シフトロック機構はシフトロックソレノイド，ロッ 
グプレー.卜で構成され，コントロールユニットで作 

動が制御されており，10 3界が01^の時のみロック 

解除の作動をする。（3丁八尺丁位置でも作動する）

また，けん引等で車両移動する時のためキャンセル 
機構（シフトロック解除ボタン）を設けてある。

(1)作動時（ソレノイド非電通）
ロックプレートがソレノイドのスプリングにより押 

された状態になっているのでセレクトレバーのピン 

の動きを規制している。このため，セレクトレバー 

のボタンを押込むことができず，：？レンジ以外にセ 
レクトすることはできない。（シフトロック）

また，卩レンジにする時は，セレクトレバーの操作 

力でピンを介してロックプレートを押すので卩レン 

ジにすることができる。

(2)解除時（ソレノイド通電）
10 3评が〇]^で，セレクトレバーが？レンジにある時

にブレーキペダルを踏むと，ソレノイドに通電され 
てロックプレートが右に引かれ，ピンの動きが自由 

になる。したがってセレクトレバーのボタンを押込 
むことができ，？レンジ以外にセレクトできる。（シ 

フトロック解除）
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^ 0 V 丁 —ギラセレクトシステム

—キーインタロック付シフトロック裝置---------------------- 一-------------------------------- -——-.

⑶シフトロックキャンセル機構
けん引等で車両移動する時，手動で解除できるシフトロック解除ボタンをインジケータ前部に設けたシフトロ 

ック解除ボタンを押すとロックプレートが右に回転し，ピンの動きが自由になるのでセレクトレバーのボタン 
を押込むことができ，卩レンジ以外にセレクトできる。

くキャンセル〉
プッシュボタン

以19 53-342 「ぼ20 33-343

くセレクトレバー後退位置警報装置〉
セレクトレバーを「只」レンジにすると，電子音で「尺」レンジに入っていることを知らせるセレクトレバー後 

退位置警報装置（リバース位置ウォーニングブザー）を五(:VI全車に採用し，セレクトレバーの誤操作防止をは 
かった。リパ'ース位置ウォーニングブザーはシフトロックコルトロールユニットに内蔵しており，イグニッショ 

ン3…が01^の時に「只」レンジに入れるとブザーが断続的に鳴り，警報する。この音は車外の人には聞こえな

「12.21

1
0.23秒

11 
—0.53秒

11

53-344
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已〇ソ丁——ギヤセレクトシステム

キーインタロック付シフトロック装置

くシフトロック装置回路図〉

ストップ
ランプ

ド12.22 53-345
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E 0 V 丁一 電子制御システム

〔6〕電子制御システム 概要

丑（：V 丁の電子制御機能としては，クラッチコントロール機能，セルフダイアグノシス機能，フヱイルセーフ機 

能を有しており，イグニッシヨン8评，インヒビタ8坪，アクセル3谔，アクセル開度3界，ブレーキ3评，車 

速センサ等からの信号と五1\1朽用五(：1；からのエンジン運転状態の情報とが，瓦（：V 丁用五0 I；内で演算処理され 

ることによって，各機能を果たす。

1シフトロック 
コントロール 

ユニット
-〔〇ソ丁用〔011

イグニッシヨン3西

アクセル3… 

アクセル開度5西

ブレーキランプ3…

EIV1F|^E^LI

くトラック 《ン，トライ〉

「也23 53-361
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日0 V 丁一 電子制御システム

—クラッチコントロール機能---------------------------------------------------------------------------------------------------

クラッチコントロール機能は，エンジン回転数，車速，アクセルペダル，セレクトレバー等からの信号により， 

最適な発進が可能になるように電磁クラッチを制御する機能で，ブレーキペダルからの信号によって，ブレーキ 
ペダルの踏込時にも電磁クラッチを制御している。

また，4界0車には，クラッチコイル温度が上昇した場合に，瓦0 VIコントロールユニット内蔵のブザーが鳴 

る警報システムを採用している。

ド12.24 53-362
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日0 V 丁一電子制御システム

巳〇ソ丁コントロールユニッ

五(:Vコントロールユニット，通称已(:VI用瓦(：11は，

助手席側ダッシュボード側面のボデーに設置されてお 
り，コネクタは18極のものが一つだけある。

シフトロック 
コントロールユニット

8 7 6 5

18 17 16 门- 15 14 13 12 八 II

「セ.25 33-363 「12.26 53-364

|コネクタ端子
入出力信号 点検 系統尊口 配色

1 1

2 6 車種判別信号 入力 結線時： 4界0
| 3 尺レンジ信号 入力 インヒビタ3界
1 4 界 アクセル開度信号 入力 アクセル開度3界’

5 V 点火信号 入力 イグナイタ
1 6 0 車速信号 入力 車速センサ（コンビネーションメータ）

7 〇5ソレノイド 出力
8 几 クラッチ信号 出力

1 9 電磁クラッチアース系㊀ 出力
1 10 3 丑(:じアースライン
1 11 II クラッチ温警報ランプ 出力
1 12 謂 0レンジ信号 入力 インヒビタ3评
1 13 八/〇信号 入力 八/〇 3界（八/〇付車のみ）

14 〇3レンジ信号 入力 インヒビタ
1 15 03 ブレーキランプ信号 入力 ブレーキランプ3评
1 16 アクセル3界信号 入力 アクセル3界
1 17 腳 £0じ電源ライン
1 18 電磁クラッチ電源系㊉ 出力
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日0 V 丁一電子制御システム

セルフダイアグノー シス機能

クラッチコイル回路系，イグニションパルス系，アク 

セル3琛系，インヒビタ3界系，スピードセンサ系に 

故障がある場合に，珏〇乂丁コントロールユニットの緑

色乙瓦〇が点減し，トラブルコードにて故障表示をする。

《ルス例

1 トフフルコード

0.5 2 0.5 2 0.5

I

….トラフルコード3

0,5 0.50.5 0.5 0.5 2 0.5 0-5 0.5 0.5 0.5

闩氐27 53-365

トラブル
コード 故障箇所

1 クラッチコイル回路系

2 アクセル開度5界系

3 アクセル3界系

4 インヒビタ3界の0レンジ3界信号系

5 インヒビタ3评の〇5レンジ3评信号系

6 インヒビタ3谭の只レンジ信号系

7 車速センサ信号系

8 ブレーキ3界系

—ノエ"1ノレセーノ機目爸--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

フェイルセーフ機能とは，アクセル3界やスピードセンサに故障が発生した場合，通常ならば電磁クラッチに通 

電せず，走行不能となってしまうところを，五(:VIコントロールユニットがアクセル3界またはスピードセンサ 

の故障であると判断すると他の3界類からの情報によって，電磁クラッチに通電を行う機能である。

なお，機能作動は次の条件による。 、

-アクセル3界の故障.............. アクセル開度3界が〇以，およびエンジン回転数が1000113111以上の時に電磁ク
ラッチに通電する。

^スピードセンサの故障............アクセル8珂が0 Xで，エンジン回転数が13001^111以上の時に電磁クラッチに

通電する。
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3-4 ドライブシステムみアクスル

〔1〕2^0 (リヤドライブ) 構造，作動
フロントアクスル

錄物ハウジングにスピンドルを圧入するタイプのスピンドルハウジングとハブユニットを使用したシンプルな構 

造である。
1ハブユニットはハブとべアリングが一体の非分解式のもので，ベアリングは予圧無調整式のアンギュラコンタ 

クトベアリングを採用した。
參ディスクロータはハブとの結合ではなく，ハブボルトによるディスクホイールとの共締めの外付方式とした 

ことで，その整備作業性が向上した。

アクスルの締付けは，かしめナット方式としている。#

「セ1 23-10！
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ドライブシステム压アクスルー 2西0(リヤドライブ)

ーリヤアクスル（2^0, 4育0共通）--------------------------------------------------------------------------- ---------------

參アクスルシャフトのアウトボードジョイントをべルジョイント（8』）とし，8』スピンドルはハウジング内の 

ベアリングに支持されている。

^ブレーキドラムはセレーションにより8』のスピンドル部に結合され，センタピース，コニカルスプリング， 

キャッスルナット，コッタピンによって取付けられる構造である。

，ハウジングは鍩造のトレーリングアームと一体物にしている。
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ドライブシステムゐアクスルー リヤドライブ)

リヤアクスルシャフト

く仕様〉
デファレンシャル側の等速ジョイントにはダブルオフセットジョイント（00』）と共に，トリポードジョイント 
(1\1)を並用している。

モデル サイズ :デフアレンシャル側！
；等速ジョイント

種類 識別1
1

他2评0 79八0 , トリポード 广 只9 组 1
2010

一--ノ"、， I

驗4琢0 ’ 82八(： 1ダブルオフセット；
尺9

^ ―^ 痛. 4 —— , ^0 9 秦 隹1籲麵0 讎

触
^垂 齡 ^ 麟 赫 隹雀鐘^ 麵幽^ ^龜讀細9

紐ダ#

身， 痛^ 譬 鲁鲁 ，暴9 ，雜#鲁

1

—备'^ ^ ^ - 祕鲁感泰讎籲^ 1 鲁參 鲁备| 藤

只9(デフロッ
鱗 , 秦參 魯 参峰讎— <4麟讎籲.鐮參

仙

-ク丄.
1糸

，暴 ，靡 響籲 籲麵 痛^ 1 ㈣ ^參 09 ^ —釀，晒

2本
50 1 82八0 1 トリボード|

――名芏….

NA:ナチュラルアスピレーション（キャブレータ）

過給機なしのエンジン
3 〇.スーノ、ーチャージ ヤ

エンジン馴動による過給機

,只只（テ'フロック）， 3本
# 參隹春春，着 隹讎，參^ 幸 雜擎 镛，隹画1麵晒 >9令，甸9 籲讀修镳0雜

構造
- 〇〇^および丁』共に最大作動角23度((1坪）で，軸方向のスライド，および分解の可能なものである。

#タイヤ側等速ジョイントのべルジョイント（3』）は最大作動角46度(¢168)のものである。

，以上により，リヤドライブシャフトを8』十003または:6』十丁』のノンフローティングタイプとし，ジョイント 

使用角度を低減させて，ドライブシャフトの耐久性を向上させた。

82八〇

-〇： 〇〇」
イ

1X1似，

デフロック

82八0

〇]
へ

識別突起2本
-

丁」

し江

^ 丨6成別プ3

丁」 デフロック

闩23
53-103
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ドライブシステム6アクスルー4*0

〔2〕4西0 II概要

サンバーはエンジンを車体後部にマウントしてあるので，通常駆動はリャホイールドライブとしている。

そこで四輪駆動（ 4评〇)を行う場合は，トランスミッションからプロペラシャフト，フロントデフャレンシャル 

を介してフロントドライブシャフトからフロントホイールを駆動させている。

また，セレクティブ4界0車の一部車種には燃費向上を目的として，フリーアクスル機構を設メている。

闩巨4 53-104
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^^ドライブシステムなアクスルー4…〇- 

圓構造，作動
----------フロントアクスル-------------------------------------------------------------------------------------------------------------- -

-ハブはべアリングのインナレースにかん合する方式のものとして，フラッターやシェイク等の振動.騷音の 

少ない回転精度の高いものである。

，ディスクロータは2界0車と同様，外付け方式である。

- 8』のスピンドル組付けは非圧入方式なので，整備作業性が高い。

肇アクスルの締付けは，2界0車と同様，かしめナット方式としている。

円25 53-105
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ドライブシステムみアクスルー4^0

----------- フロントアクスルシャフト------------------------------------------------------------------------------------------------- --

く仕様〉
等速ジョイントは，デフアレンシャル側を00』，タイヤ側を8】とするものであるが，ジョイントサイズを2種類 
用意してある。

モデル サイズ（および種類） 識別

心 71八0
只只 触

ノ 1、、

被
川、

尺9(フリーアクスル） 1本

3 0 75八0
只只 2本

2本
只9(フリーアクスル） 3本

「1巨6

7^0

- 〇

識別(突起I本)

II フリーアクスル

75八〇

〇

識別(突起2本)

V111
〇 || |

識別(突起3本)

II フリーアクスル

53-106

く特徴〉
，00】は最大作動角23度(心がで，軸方向のスライドおよび分解の可能なものである。
，は最大作動角46度(扣⑸のものである。また8¢：車においては,，大駆動力に対応するため，ジョイントサイズ 

を75八0としている。
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ドライブシステム6アクスルー4^0

ドロペラシャフト

構造〉
プロペラシャフトは2ジョイントタイプで，車種によって，その長さが異っている

仕様
-モデル シャフト長：し（咖）

セレクティブ4^1) 1182.5
フルタイム4评1) 1079.5

斗

53-107
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ドライブシステム8¢アクスルー4\^0

--------フロントテフアレンシャル^------------- ----------- 一- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

く特徴〉
-フロントデフアレンシャルのギヤ型式は減速比3,900 (39/10)のハイボイドギヤで，ドライブピニオンシャフ 

卜は2つのテーパーローラべアリング支持になっている。

，セレクテイブ4谭〇車には，燃費向上のため，フリーアクスルシステムを組込んである車種もある。

「セ8 53-108
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ドライブシステム8¢アクスルー4^0

フリーアクスル機構

構造〉
フリーアクスルカバーにドライブシャフト，スリーブ，フォーク

くソレノイドゐァクチユエータ〉

(1) 4^0スイッチが03^の時には，エンジンの負圧 

はソレノイド①を介してアクチュエータに褂か 

り，シフトアームを引いてフォークを動かして 

スリーブをスライ.ドさせ，デファレンシャル八3 

3丫のドライブシャフトとフリーアクスルカバー 

八33 丫のドライブシャフトを連結させる。

(2) 4评0スイッチを〇ド孖にすると，エンジンの負 

圧はソレノイド②を介してアクチュエータに褂 

かり，シフトアームが押され，スリーブが反対 

方向へスライドし，ドライブシャフト間の連結 

が分断される。

シフトレバーシャフト等が組込まれている

くフリーアクスルカバー八55丫〉

シフトアー厶

53-109

4\^0スイッチ 
(シフトノブ)

闩㈡〇 53-110
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ドライブシステム攻アクスルー4西〇

フロント

F

デファレンシャルマウンティング

53-112
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概要
フロントサスペンション

フロントサスペンシヨンは入型アーム式トランスバースリンク，ダンパーストラット，コイルスプリング，クロ 

スメンバから構成されるマクファーソンストラット式独立懸架である。このサスペンションの採用により，適正 

なジオメトリ設定，前後コンプライアンス，横剛性等の確保がはかられ，ホイールベースの拡大と合いまって， 

操縦性，安定性及び乗心地に優れた性能を発揮する。 ‘ 4

く特徴〉
(1) 八型トランスバースリンクを採用したことにより，充分な前後コンプライアンスと横剛性を確保し，操縦安 

定性と乗心地を両立させた。

(2) キャスタ角低減によってトレールを半減させ，操舵力を軽減させた。

(3) ストラットマウントにニードルベアリングを採用し，フリクションの低減を図り，ハンドリング感を向上さ 

せた。

(4) コイルスプリングをストラット中心軸からオフセットさせたことにより，ストラットの曲げモーメントによ 

るフリクションが低減し，乗心地を向上させた。

(5) ホイールストローク増大により乗心地を向上させた。

(6) スタビライザの採用によりロール剛性を確保し，ストラット八33 丫との組合わせにより，操縦安定性，及び 

乗心地を向上させた。（トラック，トライ系のみ）.

「セ.1 54-146
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サスペンシヨンー概要

--------リアサスペンション-------------------------------------------------------------------------------------------- ------------------------

リアサスペンションは，トレーリングアーム，ショックアブソーバ，コイルスプリング，ヘルパー等から構成さ 

れるセミトレーリング式独立懸架である。

〈特徴〉
(1) トレーりングアームはハブのハウジングとサスペンションアームが一体の薄肉铸鉄構造とし，リアサスペン 

ションの簡素化を計った。

(2) トレーリングアームのブッシュスパンを拡大し，各ブッシュへの入力を小さくした。更にアウタブッシュ及 

びインナブッショのコンプライアンスを適正化することで，操縦性，安定性を確保し，悪路での乗心地を向上 

させている。

(3) トレーリングアームのインナブッシュポイントのインナリアを弱め，同時にインナハイをつけてロールステ 

アを適正化する事によって，旋回性能を向上させた。

(4) イニシャルキャンバを減少させる事で対地キャンバを改良し，これによってリアのコーナリングハ。ワー 

を高め，安定性，及び応答性を向上させた。

(5) ホイールストロークの増大

籲バンプ側：バンプストロークを増加させて，乗心地及びボトミング特性を向上させた。

#リバウンド側：旋回走行での内輪浮上を防止し，悪路走破性も向上させた。

(6) カムボルト方式のトー調整機構を採用し，整備作業性及び保守性を向上させた。

(7) ばねにコイルスプリングを採用して車種ごとのばね特性の適正化をはかった。

ドセ. 2 54-147
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サスペンシヨンー仕様

ばね定数⑽/隱)

様
主要諸元---------------

車種

13
ル

ス
プ

シ
3
ヅ

ク
ア
ブ
ソ

I
バ

ル
パ

ばね定数（“/⑺⑺)

最大長（^111)

取 小 反⑺）

形 状

識 別 色

高さ：㈠（⑴⑺)

形 状

參考図

ヘルパ形状 

八タイプ 8タイフ5

闩氐3 54-149

トラック

2^0

30

繼

30

パネルバン

2^0 響

3.5

パ、

2^0

似 30

柳

50

4.5

トライ

2\^0

50

勸

似 30

2.8

油圧筒形複動式

中実.卜ーンヨンノく一

彡18

中実.トーシヨンノぐ

021

6.5 6.0 4.5

446

278

筒形複動式

70

八タイプ

黄

65.5

3タイプ

ア

イ
メ

1

フ

〇

ン

卜

キ ヤ ン バ（づ62) 1° 土 45#

キャス タ（づ明） 330'土：1°

卜ー イン（⑺⑺ノ 以1土 3

サイドスリップ（⑺111) 0 土 3

地上局 

(01111)

12"バイアス
(5.00—12) 337 土 12 —

12"ラジアル 
(145巳 12) 320 土 12 獨

1どラジアル 
(1558012及び 1458⑴2) 327±12

丨」

ァ

キ ャ ンバ（此2) (^50'土 4ぎ

卜 ー イン（⑺⑺） 別1土 3

サイドスリップ ⑺1土 3

地上高 

(01111)

12” ハ，イアス
(5.00-12) 294 土 12
12"ラジアル 
(145尺 12) 279 土 12

12〃 ラジアル 
(1553只 12及び145明 12)

— 277 土 12

スフ
リ
ン
グ

コイル

状形

式形

5/
(
\径外

ストラツ

ダ
ン
。ハ

ラ
イ
ザ

ス
タ
ビ

仕臞

フロントサスペンション

リアサス

。へ
ンシヨン

くノ

ネ

仕

様

168



サスペンシヨンー構造

国構造
----------フロントストラット压コイルスプリング^------------------------------------------- --------------------------------------

馨ストラットに低圧ガス封入タイプを採用し，あらゆる路面で確実に減衰力が発生することで，悪路走行時の走 

破性及び乗心地の向上を計った。（トライ系のみ）

，ダンパ摺動部にはテフロンべアリングを採用してフリクションを低減させ，路面からのショックや振動を和ら 

げている。
，コイルスプリングはコイル平均有効径を大きく取り，ストラットに対してオフセットさせているのでストラッ. 

卜の曲げモーメントによるフリクションを低減させ，乗心地の向上をはかっている。

，ストラツトマウントにニードルベアリングを採用してフリクシヨンを低減させ，なめらかでスムーズなハンド

リング感覚を出している。

フロントトランスバースリンク

鲁 トランスバースリンクは剛性の高い八型形状のプレス鋼板を採用し，リンクのフロント及びリア側の取付部は 

ゴムブッシュを介して，それぞれクロスメンバ及びフレームに取付けられている。

フロント側ブッシュの，前後左右方向への剛性を高めることで，旋回時や制動時の車体の振れや傾きに対する 

コンプライアンスを適正にすると共に，リア側ブッシュの前後左右方向へは柔軟性を大きく取ることによって

乗心地をも同時に向上させている

フロントブッシュ

くトラックくン〉

^////^
---------- ナ-----------

トライ〉

^0.4

リアブッシュ

54-152
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サスペンションー構造

—リアショックアブソーバ汝コイルスプリング--------- ----- ------------------------------------------------------ :—

-トラック，バン系には強化スプリングと大型砲弾へルハ。で積載時の安定性の確保を，トライ系には柔軟なスプ 

リングと異形へルパで乗用車的感覚の乗心地を，それぞれ持たせてある。

——リアトレーリングアーム--------------- ------------------------------------------------------------------------------------------------------

-トレーリングアームは，アクスルハウジングと一体の薄肉錡鉄構造とした。アームのブッシュスパンを拡大さ 

せ，プッシュへの入力を小さくした。更に、インナブッシュに分割式の新構造ブッシュを採用したことで，左 

右方向の剛性を高め，積載時の安定性を向上させている。又、アウタブッシュを大型化したことで，前後方向 

の柔軟性を大きく取り，悪路走行時の乗心地をも向上させている。

，インナブッシュポイントのインナリアを弱め，同時にインナハイをつけることで，口ールステアを適正化し， 

旋回性能を向上させた。
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概要

全車，センタレバーを用いたラック及ピニオン方式を採用しており，リンクの適正配置によってステアリング系の剛性秦
を高くとることで，ドライバーの意思を忠実に現せるステアリングシステムとしている。更に，ステアリングコ

ラムのレイアウトを改善したことにより，乘降性と操作性の両立を図っている 〇

F 54-075
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ステアリングー仕様

国仕様 
---------適用車種

———一一—- トラック パネルバン バン トライ

八）2本スポークー'般ハンドル（多370) 〇 〇 〇

6 ) 2本スポークソフトハンドル（0370) 〇

主要諸元

シ

ス

ム

V
ク
ス

ヤ

ステアリング

ホイー ル

外 径（⑺⑺） 0370

最大回転数 3.8

舵 角

内 輪（づ明）
说2マ十ド30,
36 25 ―2。30,

外 輪⑺明）
331〇' ^1〇3()，

~2〇3〇,

車両最小 0 転半径（⑺） 3.9

形 式 ラック&ピニオン

総 合 ギヤ 比 19.8

転舵角

外輪 内輪

闩艮3 54-076
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ステアリングー構造

構造
ギヤボックス

ステアリングギヤボックスブーツをドラッグリンク側のみとし，転舵時のラックストロークによるギヤボックス
内の容積変化については，エアベントホースによる大気開放で対応している

卜

闩2. 4

インナブーツ 

ワイャー 
ピニオンシャフト 

オイルシール 

スナップリング 
ボールベアリング. 

スナップリング 

ラック
ギアボックス 

ブーツカバークリップ 

スリーブ 
スプリング

アジャステイングスクリュ 
ロックナット
ストッパ

アウタブーツ 
ブーツクリップ 
スクレーパ 

ヨーク
54-077

ステアリングホイール

ステアリングホイールは操舵感，及び操作性の向上を目ざして，小型車並の大型グリップのものを採用している。 

装備としては，トラック，バン，八ネルバンには一般グリップハンドルの八タイプを，トライにはソフトグリッ

プの8タイプを装着している 〇

F\^5 54-078
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4-3 ブレーキ

国概要

ブレーキ機構は信頼性向上のために，全車共，前輪にディスクブレーキを採用するとともに，ハ。ーキングブレーキ 

レバーを運転手の手元に配置して，その操作性も向上させた。また，各構成部品の改善を行い，軽量化及‘び， 

サービス性の向上を図ることで，総合性能の優れたブレーキシステムとした。

，フロントブレーキはサポートレスタイプのベンチレーテッドデイスクブレーキとし，有効径とシリンダサ 

イズを増大させることによって制動能力を高めた。また，シリンダボデーにアルミ合金を用いて軽量化を図る 

とともに，キャリパを外すことなくパッドを交換できる，整備性の良い構造とした。同時にディスクロータ 
も交換作業のしやすい外付けタイプを採用している。

^一部車種には制動安定性を向上させるため，制動力制御装置としてイナーシャプロポーショニングバルブを採 

用した。

ドセ，1 54-001
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ブレーキー構造.作動

ピストンストッパ 
セカンダリニップル 
プライマリニップル 
ファストフイルバルブ09 
プライマリピストン(3？ 
シリンダボデー 

シリンダピストン〇？

フッシュロッド0卩
リアクションディスク
ピストン
ストッパ

リアシェル
ロックナット
ヨーク

リアシール
バルブ0？
ピストンプレート 
リターンスプリング
フロントシエル

1]ぜーバ々、ノ々

2 54-002

——マスタシリンダ--------------------------------------------

，マスタシリンダはシリンダボデー，プライマリピストン，セカンダリピストン等で構成されており，リザーバ 

タンクは別体で，ホースにより連結されている。

#ファーストフイル機構を採用しており，一般的なマスタシリンダに比べてピストンストロークが短かい所で作 

動し，またブレーキペダルのストロークが少ないので，ブレーキフィーリングが良い。

國構造，作動
-----------ブレーキブースタ--------------------------------------------------------------------------------------- 一--------------------------------------------

ブレーキブースタはシングル型で，バルブ機構とオペレーティングロッド，定圧室，変压室また，それを仕 

切るダイヤフラム等により構成されている。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

①
②
⑧
④
⑤
⑧
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑬
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ブレーキー構造.作動

デイスタロータ 8 ,
キー 9 ,
キースプリング 10.
アウタパッド 11.
ノぐ、ント〆7 ノヽ、— 12.
インナパッド 13.
キャップ 14.

エアブリーダスクリュ〇尸 
ロックピンボルト 
キャリパカバー 

アウタスリーブブーツ 
スリーブ 
0リング
キヤリパボデー0？

15..インナスリーブブーツ
16，オイルシール
17. ピストン
18. ピストンブーツ
19. ブーツストッハ。

闩‘ 4

く作動〉
(1) シリンダ内のブレーキフルードに圧力が掛かると， 

ピストンにその圧力が伝わり，インナーパッドを 

ディスクロータに押し付ける。

(2) 同時にフルードの压力は，キャリパボデーにも掛 
かり，キャリパボデーをピストンとは逆の方向へ 

動かす。

(3) その動きは，アウタパッドに伝わりアウタパッド 

もディスタロータに押し付けられる。

54-004

54-005

176

—フロントディスクブレーキ-------------------------------------------------------------------------------------------

く構造〉
鲁フロントブレーキは，制動トルクをキャリパを介してハウジングに伝達するサポートレスタイプである

-このため，高い強度と剛性を持った径の大きなスリーブを採用し，キヤリパ00の固定を確実なものにし 

ている。

1
2
 

3
 

4 
5
 

6 
7



ブレーキー構造，作動

リヤブレーキ

-リヤブレーキは通常のリーデイング.トレーリングタイプのドラムブレーキであるが，ライニングの材質には 

非アスベストを採用した。

^ホイール取付けバランス向上のため，ブレーキドラムを印籠構造としてある。

「^6

1，ホールドダウン 
ピン

2 ,パ、ックプレート
3 ,ハ0ッキン
4 #ホイ'—ルシリンダ
5 ,オートアジャスタ

八337
6. アジャスティング

レノく一
7. レバースプリング
8. スプリング 

ヮッシャ
9. レバースプリング

10. リーディング 
ンユー

11. アツパーシュー
スプリング

12# ロアシュー 
スプリング

13. ホ^ —ノレドダウン 
スプリング

14. トレーリング 
ンユー

15. ハ。ーキングレバ、一

54-006

くオートアジャスタ機構〉
(1)シュークリアランスがある程度以上になると，ブレーキペダルを踏んだ時に，アジャスタレバーが8方向に 

動き，アジャストホイールを回転させ，アジャスタ八53 丫を伸長させる。

⑵ブレーキペダルが持ち上がると，アジャスタレバーが八方向へ動いてアジャストホイールの次の歯にかかる

(3)このくり返しでシュークリアランスが一定以上になるととを防いでいる。

F\^^

アジヤスタナット アジヤスタスクリ ソケッ

年

アジヤスタスクリユギヤ

54,007

177



ブレーキー構造，作動

ーリザーバタン々----------------------------------------

^リザーバタンクはブレーキフルードの吸湿を防止 

するため，フルモイスチャ構造としている。

取付けのためのブラケットを廃止し，一体構造の 

タンク形状とした。

イナーシャプロポーシヨニングバルフ——

イ十ーシャプロポーシヨニングバルブ（0バルブ）は

ブレーキ制動時の減速度を利用したバルブで急ブレ 

ーキを行なった場合，バルブ内のボールが減速度に 

より移動し，リヤブレーキのホイールシリンダへの 

制動油圧を一時的にカットするもので，緩ブレーキ 

時においてはバルブ内のボールは移動しない構造で 

ある0

リアホイールマスタ 
シリンダへ シリンダへ

178

パーキングブレーキ

パーキンクフレーキレバー取付け位置をシート 

横にし，操作性の改善を図った。
システムは才ールケーブル方式とし，ブレーキの 

調整はレバーム33丫のアジャスタ機構で行う。

ハ。ーキングブレーキレバー

「は10 54-012



ブレーキー仕様

I仕様 
I---------主要諸元

型 式 サポートレス，ベンチレーァッドディスクブレーキ |

ディスク有効径（171171) 184 ,

ディスク厚さX外径（⑺171) 18X221 |

ホイールシリンダ内径（111⑴）

パッ ド材質 :卩只250 (非アスベスト） |

パッド寸法,、
^ ^ ，- ，— ^ (⑺⑺) 
長さX幅X厚さ 92X36X9

ブレーキ調整法 自動調整

型 式
リーデイング.トレーリング，ドラムブレーキ |

ドラム内径（01111) 180

ホイールシリンダ内径（⑺⑺） 15.87 (19.05”

ライニング材質 下奶5 (非アスベスト）

ライニング寸法 、
長さX幅X厚さ

172.7X30X4.4

ブレーキ調整法 自動調整
1パ-キング
1ブ'レー牛 型 式 機械式後二輪制動

マ:^夕

シリンダ

型 式 ファーストフイル付タンデム

シリンダ内径ご^:一）
大ィ圣室

19.05
23.81 1

リザーバタンク型式 -フルモイスチャーシール付 1

リザーバタンク容量（〇〇）

ブレ-キ

ブースタ

型 式 真空倍力式， 1

倍率（踏力22吆時） 2.9

有 効 径（〇1以） 152.4

1 制動力制御装置 イナーシャプロポーショニングバルブ（〇バルブ）515
1 ブレーキ液（標準仕様） スバルブレーキフルード3 (00丁3) 1

氺：サンサンルーフ付車（除フルタイム4^0) 1
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4一4 タイヤ8¢ホイール

〔1〕タイヤ段ディスクホイール国概要
----------タイヤー--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

タイヤは5.00-12 4？只111/1(前輪)/じ乙丁（後輪），145^12-6？^ 1453只12，1553^12の4サイズを標
準設定した。

く仕様〉

\ 車種

タイヤ \ディスクホイール

トラック バン トライ

350-積車 350跑積車 200は積車

キャブレータ⑺八)車
30車 キャブレータ⑺八)車 30車

III⑻獅
サンサンルー
フ車除く）

左記以外
営農4界0 左記以外

5.00普4？只1)1^(前輪） 
6？只犯(後輪）

12X4.008スチール 鲁 鲁

145只12-6？只乙丁 12X4.008スチール 鲁 # #

1455^12 12X4.008スチール 籲

1553只12 12X4.008スチール #

テイスクホイール

12X4.008スチールホイール

八：リム直径-------------¢304麵

3 :リム幅---------------- 102111111

0 :オフセツ1----------- 45111111

0 : ？00-----------------ホ100咖
(ボルト穴ピッチ円直径） 

丘，センタ穴直径 必590110

F

180
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タイヤ段ホイール—ホイールキャップ，スペアタイヤ

〔2〕ホイールキャップ画仕様

〔3〕スペアタイヤ

全車種に標準装着タイヤと同サイズのスペアタイヤが装着されている。

なお，5.00-12タイヤ装着車は6^11がスペアタイヤとして装着されている。

く仕様および空気压〉
トラック ノベ' ン トライ

350竑積車 350は積車 2001^積車

キャブレータ⑺八）車
30車

キャブレー，夕⑽)車
30車 キャブレータ⑺八)車 30車

営農4^0 左記以外 ハイカスタム 左記以外
1451112 - 6？只

(3,0^7〇1112)

5.00-12-61^

(3. 〇は/⑽2)

1451112-6？^

( 3 , 〇^/〇〇!2 )

1451112-6？^

(3,0^7〇1112)

5-00-12 - 6？只

(3，〇は/⑽2)

145只12-6？只

(3，〇^/⑽2)

14531112

(2.2ね メ爪2)

1553只12

(2.2^7〇1112)



4 — 5 ペダル役ケーブルシステム

圓概要（1)ペダル

ブレーキペダルとクラッチペダル（1\1丁車のみ）は一つのブラケットに一体化し，アクセルペダルは独立している 

ブレーキペダル，クラッチペダルは操作性の良い振子式である。

また，アクセルペダルは吊下げ式を採用し，乘降性の向上を図った。

〈ブレーキペダルみクラッチペダル〉

ぶ

ペダルブラケッ

クラッチペダル

F\^\ 54-204

アクセルスイッチ 
(エアコン付^！丁車)

ぎ.

しみ

アクセルペダル

「吃. 2 54-205
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ペダル沒ケーブルシステムー概要

(2)ケーブル

アクセル冱スピードメータケーブル

㈣丁車) (肌車)
54-227
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4—6 エンジンマウンティングシステム

圓概要
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5-11
1-^1^

ホアー

〔1〕ホァー丨1概要

ボデー形式はシャシフレーム付のキャブオーバ型でトラック，ルートバン，及びトラック車体に荷箱を載せたハ。 

ネルバンがある。

シャシフレームは箱型断面のサイドメンバと円形断面のクロスメンバを溶接した梯子形であり，万一の前面衝突， 

追突時には，端部より衝突エネルギーを吸収，変形して車室を防御する構造となっている。

ボデーの曲げ，捩り剛性は，フロントパネル，バックパネル，床，側構，ルーフ及び梯子形フレームからなる構 

造により支えられている。

また，ボデーとシャシフレームの結合部には静粛性を良くするためフローティングラバーを使用している。 

ボデー構造上の大きな特徴として，全車ともガラス面積を広くとり，センタピラー及びルーフアンテナを内蔵， 

広い視界の窓まわりには，各ピラー及びレールに必要な断面特性を与えた他，各部にリンホースメントを使用， 

大型化と共に要所に補強材耷設けて十分な強度剛性を確保している。また，エアフロー穴を設定しドア閉まり性 

を良くしていること，シートベルトリトラクタ格納用の穴を設定し，リトラクタをセンタピラー内に収めるなど， 

良い外観と使い勝手になっている。

トラック〉

「I 运.2 55-002

シャシフレーム

「ぼ.1 5 5-001

，ルーフドリップレールの内蔵，ボデー各部の段差

縮小

，口ールフォーミング製の一体型荷台ゲート 

攀フロント没リヤウインド，及びドアガラス面積を 

大きくし，視認性，開放感にあふれる。

何合の特長

(1)剛性，外観，荷役性を考慮し，フロアを一体成

形している 〇

(2) 防銷'力強化を図り，ゲート回りにシーリングを 

塗布している。

(3) 便益性を考慮し，ロープフックを丸棒化してい

る。

(4) ゲートロックは防錆力を強化，外観の良い使い 

やすい形状にしている。

⑸幌やシートの引掛けの利便を図り，リヤフック 

を設けている。
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ボデーー概要

ネルバン

ボデーシェル

シャシフレーム

ン，トライ

3 5-003

「16.5

ンヤンノレーム

5 5-005

ルーフドリッフレー'ルの内蔵，ボアー各部の段差

編小

ルートバンの中央部フロアは2段構造で収納スぺ

ースを確保すると共に，可動式デッキにより積荷 

に応じて多用途に使用できる。

--1

1 --------

//----------------------------- ^

^-------------- --------------ふ

「12.4 5 5-004

フロントウインド及び各ドアガラス面積を大きく 

と1)，視認性，開放感にあふれる。

バンのセンタピラーを細く （内蔵）してプレス1 

体則ドアとしている。

ドリッフ。レールを内蔵し，ボア、一側にルーフキャ 

リア取付用穴を設定している。
鲁 サイドシルをボックス梨としている 

ガラス製大盟サンルーフの採用

〇

以. 6 55-006
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ボアーーシヤシフレーム

国構造

シャシフレーム

トラック

※特記部以外は 

バン，トライ系と同じ

バツテリボックス 
取付ブラケット

「12.7 55-007

ン，トライ 印はボデーとの 

結合部位を示す。

ストラツトバ

脱着式カバー 
(両側）

バッテリ 
ボックス取 
付ブラケット

ギヤボックス 
取付ブラケット

被ケン引フック

脱着式カバー

リヤクロスメンバ 

センタ
クロスメンバ

けん弓フック

タイダウン 
フック
(両側)

ジャッキアップポイン 
(両側）

「也8 55-008

翁サイドメンバ：十分な床下スペースを確保するために左右のサイドメンバを平行に通し，ストラットタワー後

方で外側にオフセットさせている。又，右サイドメンバ前端部の断面変化をな〈し，ギヤボックス取付 

部は衝突安全性の高い構造としている。

鲁フロントクロスメンバ：フレームの捩り剛性を良くするため，丸パイプを使用している。

0ストフットバー：左右のストフットタワー間にストラットバ、一を採用し，ストラットタワーの動きを抑え，操

安性の高い構造としている。

泰センタクロスメンバ：サイドメンバ変曲部に配置し，さらに結合部にガセットを使用，‘結合部剛性を高め，フ

レームの捩り剛性を良くしている。

バスペアタイヤ用）クロスメンバ：スペアタイヤホルダ(バン.)を取付け，衝突安全性を図り，水管中央部を固定

できるよう配置している。

拳リヤクロスメンバ：リヤサスペンションのセミトレーリングアームに対応して，結合部のサイドメンバとリヤ

クロスメンバ間の距離を最小限に抑え，さらに結合部ブラケットを前後に大きくすることにより，結合 

部剛性を高めている。

，マウントラバー：バン系はフロントクロスメンバのマウント部にもマウントラバーを使用し，全部位でボデー

をフローティングしている。又，トライではパネ定数を低下させ，騒音軽減対策をしている。

鲁フレーム吸気：左サイドメンバを吸気用ダクトとして活用させている。

，フック：大型のフロントバンパに対応して，被牽引フックをフロントクロスメンバに設け，使い勝手を良くし

ている。タイダウンフックは専用のものを設定している。

參ジャッキアップポイント：フロントはキャブサポートブラケットの下側に専用ブラケットを設定，リヤはリヤ

クロスメンバ下面を受面としている。
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ボデーーボデーシヱル

不テーシェル

バン系（バン压トライ）
(フロントパネル〉（トラックも共通）

丸型へッドランプ車及び異形へッドランプ車それぞれ専用にフロントパネルを設定している。異形へッドランプ 

車はグリル無しでランプを格納，さらにフロントサイドパネルを縦長の形状とし，

シンプルなフロントマスクのデザインを実現している。

又，フレーム骨格を強化することにより，衝突時の安全 

性や，ステアリング，ワイパ等の支持剛性を高めている。

フロントウインド下部の

水抜き構造

フロントパネルを丸形ヘッドラ 
ンプ車と異形へッドランプ車の，
2タイプとし，.異形へッドランプ 
車については，グリル無しヘッド 
ランプ格納（8 — 8断面)を実現し
ている

フロントウインド下 
端，ワイパモータ 
及びリンク取付部 
の剛性強化

醑面

フレーム

ドぼ.9

ステアリング支持部 
の剛性強化を図り， 
ブラケットも大型に 
なっている

ダクト

〇 — 〇断面
異形ヘッド 

ランプ
キャブフロア

厂12.10 55-010
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ボデ——ボデーシェル

---------- ホフ—ンエノレ- — — 1 — 一11 一.1  .............. ......... .丨丨 旧  ----------- ------------- -

くフロアパネル〉（キャブ部はトラックも共通）

リヤマウントエンジンの特徴をフルに活かし，居住性，荷役性を重視したフロアとなっている。キャブフロアは， 

ラジエータやバッテリをシート下に納めシュラウドなしの1体成形物としている。これにより足元のスペースが 

広くとれ，良い操作系レイアウトとなっており，防銷力も維持強化される。

後部フロアは，マルチフラットデッキに対応し，各部スペースを有効に活用，高さを低く抑えた2段フロアとな 

っている。また，大梨のリンホースメントとクロスメンバをフロア下に配置し，荷台としての剛性を高めている。 

また，エンジン型式に対応して，後部フロアの整備.点検孔が大型になっている。
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ボデ-------- ボデーシエル

不アーシェル

サイドパネル〉

サイドパネルの主な特徴として，ルーフドリップレールを内蔵していること，前席五し只（緊急ロック式卷取装 

置）を下方に設置し，圧迫感を軽減，又，キャブドアとスライドドアをドア10ドア（隣接構造）としていること 

があげられる。

次に主要断面を示す。
⑧スフイドレールアツパ

②サイドレールアツ
一般

ノレーフ車

サンサン 
ノレーフ車

サンサン 
ル—フ車

0)フロントピラー #

アンテナ
2重シール 2重シール

ドリップレールの内蔵 

ドア開閉精度を高めるため，スライド 

ドア用プレートを用いている。

2重シール
ドリップレールの内蔵

車体剛性を高めるため，サイド 

レールをボックス型としている

④リヤクォータアウタ
サンサンルーフ車

11

④

0

0

ドリップレール内蔵 

フロントピラーアウタは 

1体成形

風切り音低減の為，ドア 

分割塞ぎ、2重シール及 

ひ'ルーフアンテナ内蔵

⑦ ②

①，
⑤ ③

1\\

，⑦ 一般
ルーフ車

④

⑤センタピラー
⑥サイドシル

サンサンルーフ車はドリップ 

レールレス構造。

⑦ルーフキヤリア

鲁

離

大型リンホースメント 

キャブドアとスライドドアの隣接に 

よるピラーの内蔵

車体剛性を高めるため，大型リンホ

キャリア取付用ナツ

ースメントを用いている

ド12.12

籲 車体剛性の向上及びドア凍結防止強化の

ためサイドシルをボックス:型としている。

拳ドリップレールを内蔵，ルーフ

キャリア取付用穴を設定（サイド

レールにウエルディングナットを 
沒疋)〇 55-012
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ボテ------ ボデーシェル

不テーシエノレ

くルーフ構造〉

各部リンホースメントの配設やピラー結合部の強化と相まってルーフブレースを使用し，車体剛性を高めている, 

特にサンサンルーフ車では，ガラス製大型サンルーフを採用，全周にフレームを通して剛性の確保を図っている

次にサンサンルーフ車の断面を示す 〇

断面①

断面⑧

(！
①②一

/
-②

1 /
--」

(サンサンルーフ車)

レール（リヤ）

断面②
断面④

1=16.13

ルーフに溝を設け，レール内蔵としている

55-013
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ボデーーボデーシェル

ボテーシェル

各部の断面構造〉

①-① ②-② ③-③ ④-④

\

⑤-⑤

V \

⑥—⑥

\

ヌ！

------^

(一般バン)

⑧豐⑨糾⑨

②一

闩2.14 55-014 ド12.15 55-015

⑦一⑦ ⑧一⑧ ⑨一⑨ ⑩一⑩

心

⑪一⑪ ⑫一⑫

(サンサンルーフ車)

「12.16

⑬一⑬

[-⑫.
口 -⑭ ⑭-

(〇) ^

こ------ 11------------ -----41
⑫ 55-016

⑭一⑭ ⑮一⑮ ⑯一⑯ ⑰一⑰ ⑬一⑬
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ボテ-----------------------ボデーシェル

—ンエル

ラック

ックパネル

防銷力強化を図り，フランジ全周をクリンチング，クリンチング端部とセンタピラーアウタの板端をシール(？3) 

している。

バック‘パネルフランジ全周 

クリンチング
バック.パネル

V 八

ド12.17
八断面 アウタ.パネル

55-017

また，シートバックレストとバ'ックハ。ネルの間に収納スペースを設定，ガラス面積を広く取り，後方視界を良く

している 〇

6
ノゞツク.ノくネノレ

妙

ヽ\

〇

収納スペース
日矢視図

「12.18 55-018

ランノ《ーステー〉

剛性及び防錡性の強化を図り，角ハ。イプを採用，キャビン形状に沿わせる形とし，エッジ部を少なくしている。 

また，使い勝手も考慮し，ロープフックをセンタピラーより外側に出している。

〆こ 0

ロープフック

、り
フンハース"7----

ド12.19 55-019
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ホア------------------------ボデーシェル

不デーシェル

リヤ，フロア〉

キャビン結合ボルト

0断面

ポルト部を尚くし， 

ボルト頭部周辺に 

水が溜らぬよう防 

錯対策を施してい 

る0

フロア側壁

ド断面

側壁に段付けし，剛 

性を高めている。

左右2ケ所に設定， 

便益性が良い。
リヤコンビネーシヨ

荷台への乗降性を良くするため，ガ、ランプブラケット 

セットに足掛け穴を設定している。 ，リヤコンビ不ーシヨンランプを横置きにし 

地上からの空間を広くしている。

ド16.20

ゲートまわり

5 5-020

ゲート，ロック

3方開ゲート 1方開ゲート 営農車

闩2.21

ケートトップ部

55-022

籲 サイド及びリヤゲート共に剛性強化，及び分割部端部の防鍺強化を図り，アッパ，ロア1体のロールフォーミ 

ング成形にしている。

歩み板対応とするため，営農車リヤゲート下部にレールブリッジを設定している。

ゲートロックを使いやすい形状にし，防鍺及び外観を良くするため，メッキ鋼板電着塗装を施している。
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ボアーーボデーシェル

不アーシエル

ネルバン

%22 55-024
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ボデ------ ボデーマウン

ボデーマウント

トラック

(4：

ド12.21
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ボデ------ ボデーマウント

ボデーマウント

〔ネルバン

ボデーマウントはトラックと同一である。キャビンとボックスはボルトにより結合されている。

キヤビンとボックスを取り 
外す時のボルトとワッシャ

左右キヤビンとボックスを取り 
外す時のボルトとワッシャ

「12.24 55-027
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ボデーーボデーマウン

ボデーマウン

，くン，トラ

①

マウンティング 
ラバーロア

マウンティング 
ラバーアセンブリ

ワッシャ

ボルト

②

ワツシヤ
③

ポルト〔デッキ共締〕

※デッキ取 
付前に 
締め付る:

④
マウンティング 

ラバーアセンブリ

タッピング
スクリユ

クッションラノく一

スプリング 
ワツシヤ

⑧

マウンティング 
ラバーアセンブリ

ボルト

ボルト

ワツシヤ

マウンテイング 
ぐ、 ラバーロア

ワッシヤ
ロックナツ

「12.25 55-026
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ボデーー高剛性車体構造

高剛性車体構造

ボデー構造を剛性の高い骨格構造とし，軽量かつ強度の高いボデー構造としている 〇

⑤フレーム断面

⑧サイドシル 
ボックス型断面

①ルーフの制振

⑦フロア骨格部材の強化
(大型のボックス型断面）

③センタピラー
(大型リンホースメントの採用）

1)材クロスメンノく

リヤバルクヘッド

②閉断面のサイドレール

⑧リヤゲート開口部の強化

ロアピラー 

アウタ強化

④大型リンホースメ

大型リンホースメント

の採用

円氐26 55-028
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ボデーー遮音，防振構造

——遮音.防振構造——；-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

ボデーとシャシフレームの結合部にフローテイングラバーを使用，静粛性を良くし，フロア部にサイレンサを融 

着し，防音性を高めている。

トライ系車種には，エンジン透過音の遮音性，防振性を高めるため，大型インシュレータを採用している。

くフローテイングラバー取付位置〉

55-030

くてレ::，位置〉

ド18.30
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ボデーー防鎬鋼板採用部位
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ボデ——ボデーシーリング

ポデーシーリング

防水性の確保及び鋼板のェッジ部の防錯性能強化を図り，各パネルの合せフランジ端末にボデーシーラを塗布し

ている。

トラック〉（太線がシーリング部)
サイドゲート 

ヒンジ

フロア
リヤゲート 

ヒンジ

ゲートトップ

3方開サイドゲート 
&1』ヤゲート
I方開リヤゲ—卜 丨方開サイドケート

ド 12.33

パネルバン

55-036

キャブ部は 
トラックと同じ

「13.34 5 5-037
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ボデーシーリング

く/《ン6トライ〉（太線がシーリング部)

ド12.35
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ホテーーアンダコーテイング

アンダコーテイング

床下に？乂0アンダコートを塗布し，耐チッピング性を高めている 0

アンダコート塗布部位

ホイールハウス内全域 

(トラック，バン，トライ全車)

フロント リヤ

バックパネル下面 
(バン，トライ系)

サイドシル，リヤクォータ下部
(トライ系のみ）

リヤシ：！:ルフ部 

(バン，トライ系)

ド12.36 5 5-036

※チッビング：走行中に路面の砂利などを跳ね上げ，それらがボデーに当たり塗膜が欠損すること

205



ボデーードア

〔2〕ドア 概要

，外観，機能面

⑶ 2重シール構造

ドアガラス

ド冶.37 5 5-049 厂12.38 5 5-050

(1) キャブドアを平表面にし，，サッシュまわりの外観を良くするため，パネル1体ドア（トライ）としている

(2) キャブドアとスライドドアを隣接させてドア分割部外観を良くしている。

(3) ドア開口部が広く，乗降性が良く，視野も広い。

(4) 視界を良くするため，キャブドアのウインドをステップウインドとしている。

(5) スライドドアは，外観を良くし，開放惑を与えるためドアガラスを上下昇降式としている。

また，1部の車種には全ドア集中ロック仕様及びバックドア電動式ロック仕様を展開している。
% ̂ ^0 4 -

(6) キャブドア及びスライドドア上部をシール性を良くするため2重シール構造としている。

,防錡性能面
キャブドア

(1) アウタパネル，インナパネルともメッキが厚く，防銷力が 

強化されている。

(2) キャブドアサイドシル部にプロテクタを設定，チッピング

による鲭の防止を図っている 〇

(3)スライドドア下部にはサイドシルを設け，凍結を防止する

と共にチッビングによる錡の防止を図っている 〇

⑷ドア外周クリンチング部には接着方式を採用，防銪力の向

上を図っている
スライドドア

ド18.39 プロテクタ 5 5-051

サスペンダ

ド16.40

サイドシル

回転
ローフ

八一六断面

5 5-052
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ボデ——ドア

,ドア閉り性

ドア閉り性を良くするため，トラックは助手席シート下に大型ベンチレーションを採用している

センタピラーインナ
(インレツト） センタピラー上部

日一日断面

ドリップレール
キャブフロア

カバーエアベント

フラツフ

ルーフパネル

センタピラーインナ

トセンタピラーアウタ

センタピラーインナロア

「12.41 0— (:断面 0—0断面 25-053
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ボデ——ドア

構造，作動

キャブドアはXアーム方式を採用，ガラス保持力が良く，ガラス振れも少い。ランチャンネルによって.ガラス昇 

降がスムースに行なわれ，更にドアショルダモールによってガラス振れが少なく，操作感の向上と安定が図られ

ている

(キャブドア)

ドアシヨルダモール ランチヤンネル

/
ドアガラス

闩2.42 5 5-054

スライドドアはゴルデワイヤ方式を採用した上下昇降式のドアウインドで，視界が広く外観も良い。ウインドの 

半開状態を保つ機構があり安全面にも配慮している。（ウインドガラスには，固定式タイプ，昇降半開可タイプ， 
昇降半開解除ロック機構付の3タイプがある。）スライドドア本体はスライド性が良く，ドア閉り性も良い。

ドアガラス半開解除ロック機構 

(トライのみ）

スライドドアガラス
半開状態

昇降用 
ワイヤ

「也43 55-055
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ポデ------ 集中ドアロック

〔3〕集中ドアロック（トライ） 国概要

209



ボデ------ 集中ドアロック

國構造，作動

集中ドアロック

ドアラッチに取付けられているアクチュエータのロッドの動きにより，ロッドに結合されているリンク機構を通 

してドアロックまたはアンチロックされる。

アクチユエータ 
キャブドア助手席 
リヤゲ-卜

闩6.46

モータ

ウォームギヤ

丄山フ哪子

5 5-272

スライドドアにはスライドドアコンタクトを採用，ドアロックタイマからロック，アンロックの信号がドアコン 

タクトを介してアクチュエータに送られる。アクチュエータではモータをロックまたはアンロック方向に回転さ 

せ，モータの回転力をウォームホイールから出カギヤに伝えてロックレバーを作動させる。作動後，空振り機構 

により，ウォームホイール，モータ1体ウォームをリターンスプリングカによって逆転させ，出カキヤをニュー 

トラル位置に戻す。

スライドドアコンタクト スライドドアアクチユエータ

中間ギヤ ウォームギヤ

モ—ヲ

アンロック

ロック

ロックレノぐ一

(ボデー側)

サーミスタ

トラノレ(立置)
ターミナル

ウオームホイール

(スライドドア側)
含マーク

ド12.47 35-273 ド12.48 55-274
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ボデーーリヤゲート

〔4〕リヤゲート

バン，トライ

微トフ車 イノ1/—フ車

ド12.49 55一058 ドば50 55-059

リヤゲートは標準ルーフ車，ハイルーフ車とも開口部を大きくとっており，特にハイルーフ車は荷役性と外観並

びに視界を良くするため，上方まで大きく開くスーパハッチを採用している 〇

(1) ヒンジはリヤレール内格納式，ガスステーはリヤクォータドリップ内格納式とし，開口部突起物をなくして

いる。

(2) ウインドガラスは空気抵抗，風切り音の低減及び後方視界を広くするため，大型の曲面ガラスを採用してい 

る。

(3) ウェザストリップは，シール性，耐久性及び外観向上のため，三重一体押し出しのガーニッシュタイプを全 

周に引き回している。

(4) ハーネス類は外観を考慮しリヤゲート内を引き回し，リヤゲートを閉めた状態では室内に露出しない構造と 

している。

(5) リヤゲートステーは，建付精度及びドア閉り性向上のため，ハイルーフ車，ロールーフ車とも2本としてい

る。 ’

(6) ドアパネルの全部品を亜鉛メッキ綱板にし，防銷力を強化している。

(7) アウタハンドルを操作性の良いハンドル方式としている。

春戸当りウエザストリップは，コーナパッチを一体成形品に変え，漏水の防止を図っている

ネルバン

〇

參 ゲートパネルインナは荷物の損傷防止と安全性，耐久性の向上を図り，アッパ，ロア共に一体プレス品

してサービスホールを少くしている

厂：艮51 5 5-060
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ホテ--------ウインドガラス

〔5〕ウインドガラス

全車ともボデーとの一体感，開放感を強調，ウェザストリップの小型薄肉化，ガラス面積の拡大を図っている。 

フロントウインドガラスは，全車，合せガラスを使用，内外装色のカラーコーディネートをねらって，一部車種 

では，青ガラスとブロンズガラスを外装色に応じて使い分けている。

く仕 様〉

色 厚さ 種類 適用車種

フロン ト

ガ ラ ス

白

4.7111111
合せ

ガラス

トラック，バン
中. トライ

ブロンズ メーカ〇?.

リヤゲート

ガ ラ ス

白

3.5111111
強イ匕

ガラス

トラック，バン
幸 トライ

ブロンズ メーカ0?.

ドアガラス

，キャブドア、

\スライドドアノ

白

3.5111111
強イ匕

ガラス

トラック，バン

冃 トライ

ブロンズ メーカ〇?.

リヤクオータ

ガ ラ ス

白

3.5！11111
強イ匕

ガラス

トラック，バン
中丨
冃 トライ

ブロンズ メーカ〇ド.

サンルーフ

ガ ラ ス
5丽

強化

ガラス

トライ

ブロンズ メーカ〇ド.
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ボデ------ ウヱザストリップ

〔6〕ウヱザストリツ
〇

フロントパネル，リヤクォータパネル，バックパネルのウェザスト，リップについては小型薄肉化を図り，ボデー 

との一体感を良くし，調和のとれた外観にしている。

フロントパネル
----^

リヤゲ-卜

リヤクォータパネル

ツクパネル

フロントパネル

「ぼ.52 55-062

ド12.53 55-063

フロントパネル

ド12.54
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ボデ——サンサンルーフ

〔7〕サンサンルーフ（トライ） 国概要

サンサンルーフは手動チルトアップ式のフロントサンルーフと電動式のリヤサンルーフからなっている 〇

フロントサンルーフはガラスリッドを押し開くことによって換気性が良くなるばかりでなく，遮光しながらの換 

気ができる。また，リヤサンシェードはガラスリッドと連動して開閉できる構造になっている。フロント，リヤ 

ともガラスリッドには強化ガラスを採用している。

リヤ電動式サンルーフは，ガイドレール，モータ，ガラスリッド，サンシェード等の部品からなり，電動アウタ 

スライド開閉タイプ（スライド量70711110である。ガラスリッド作動中にものをはさんだときなど，連続して負荷 

状態となった場合には，モータ内のブレーカが作動し電源をカットする方式になっており，安全面にも配慮して 

いる。また，ガラスリッド閉時には手動でサンシェードの開閉ができる構造になっている。

リヤサンルーフリツ モータ

フロントレール

リヤレール

フロントサンルーフリツ

ヒンジホルダ

スプリング

「12.55 55-065
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ボデーーサンサンルーフ

國構造，作動

構

フロントサンルーフ》

%
%

フロントガラスリツド

4丨、 ハンドル

000

% :。ゞ ジジ

/

ヒンジ

「ば56
^スプリング 、

55-066

、ンドルを押し上げ，または引き下げてガラスリッドを開閉する。サンシェードの開閉も手動でできる

リヤサンルーフ ホルダ

リヤレール八55ソ

リヤレールカバー
句

リヤガラスリツド

ブフケット

易

1 ローラブラケット

〇^.

サンシエート八55ソ
〇 ，卜 と:ム

コントロールユニット

？ ( 
^ フロントレール站5ン

し〆 モータ八55ソ
愚

4
リミッタ

ル ガイドパイフ7\55ヅ

6
手動用ハンドル

ローラブラケットふワイヤ八55ヅ

ドは.57
フロント 

レ^一^ノレ八557 5 5-067

鲁 サンルーフモータ

イグニツションスイツチを「〇1^」にし，「0？五1^」「0乙03丑」ボタンを押すとモータが回転し，ガラスリツドが開

閉する。

スライデイングルーフモータは，モータ部とドライブギヤ部で構成されている。モータの回転は，ギヤ部のウォ 

ームギヤにより減速し，ドライブギヤに伝えられスライデイングケーブルを摺動させる。
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ボデ——サンサンルーフ

作動

イグニッシヨンスイッチをすることにより，サンルーフコントローラに電源が供給され，初めてルーフ操作

が可能になる。

サンルーフスイッチ

スライド0？五\スイッチを押し続けるとガラスリッドが 

全開位置（707111111)まで作動する。このとき，サンシエー

ドもガラスリッドと連動して移動する 〇

サンルーフが開いた状態でスライド〇乙03五スイッチを 

押し続けると，ガラスリッドが全閉に向って作動し全閉 

約250111111手前の位置で自動停止する。再度01X)36スイッ 

チを押すことにより全閉する。このとき，サンシヱード 

もガラスリッドと連動して移動する。

サンシエードは手動操作で自由に移動できる。サンシエードを途中まで開けた状態からサンシエードをスイッチ 

操作で全閉位置へ移動するには，いったん，ガラスリッドを全開にしてからガラスリッドと連動させる。

動作タイミ

ルーフの動作（区間)

ルーフの位置

0/^1 囊
オープン3西入力

クローズ3…入^

〇ル
全閉手前250刪3评

〇1
オープン動作出力

〇ル
クローズ動作出力

スライトオープン区間

全閉 @全開

ド
スライド.クローズ区間

全開 ⑧@ @全閉

14

ド12.59
⑧オープン動作によるモータ.ロック停止 

⑧全閉手前^50職一担停止 

〇 クローズ3评の押し直し 

⑬クロー ズ動作によるモータ.ロック停止

55-069
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ボア'一ーサンサンルーフ

作動-------------------------------------

サンルーフコントローラ全体図

サンルーフ
モータ
オープン

クローズ

コントロール. 7

ド12.60

スライドオープン動作

各々のスイッチは
全閉状態を表す。

N0 : ノ^ーマルオ1—プン 
N0 : ノーマルクローズ 55-070

0ド51^スイッチを0Nすると，オープン側のドライブ回路が〇]^し，（1端子から。端子に電流が流れ，ルーフモー 

夕はスライドオープン方向へ回転する。

0FENスイッチを〇卩卩することにより，ルーフモータは止まる 〇

くスライドクローズ動作〉
1. 全開から全閉手前250111111迄のクローズ動作

0乙03迟スイッチを01^すると，クローズ側のドライブ回路が〇1\1し，。端子から（1端子に電流が流れ，ルーフ 

モータはスフイドクローズ方向へ回転する。

0乙03瓦スイッチを〇ドドすることにより，ルーフモータは止まる。

2. 全閉手前250111111自動停止動作

(:し03五スイッチを0Nし続け，ルーフが全閉手前250腿の位置まで来ると，250111111リミットスイッチがN0か 

らN。に変化する。するとワンショット出力回路より信号が出力され，ホールド回路が働き，ドライブ回路を 

〇ド卩し，ルーフモータはスライドクローズ動作を停止する。

3. 全閉手前250111爪自動停止からの閉動作

スイッチを一担〇ドドし，再びクローズスイッチをするとホールド回路が解除され，クロー ズ側の 

ドライブ回路が0Nし，ルーフモータはスライドクローズ方向へ回転する。

0し03丑スイッチを〇卩ドすることにより，ルーフモータは止まる。
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ボテ--------ボデーリペアラビリティ

〔8〕ボデーリペアラビリテ 國ボデー寸法基準点

損傷車体修理時に車体の基準点となる車体中心基準点（マスタリペアロケーション）を設けている。また，パネ

ル交換時に作業性向上，精度向上を図るため，適切な位置に基準穴を設けている 〇

バン くトラック〉

車体中央に 

基準点を設定

フロア各吾15にゲージ 

ホールの設定

各ピラーに基準点 

を設定

車体中央に 
基準点を設定 ピラーに

F12.61 5 5-076 ド12.62 5 5-077

フロントクロスメンバ下面 

ゲージホール設定

リヤクロスメンバ下面 

ゲージホー)レ設定

サイドメンバ下面 

ゲージホール設定

センタクロスメンバ下面 

ゲージホール設定

円6.63 55-078
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ボデ——サービスホール

〔9〕サー^ビスホール

エンジン房内整備性に関しては，サービスホールを大きくとり，整備性を良くしている

バン〉

^フロント，ウインド.ウォッシャ

ド！る64 液の注入

トラック〉

春フロント，ウインド，ウオッシャ

液の注入

闩氐65

35-079

55-080
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ボデーー塗装

〔10〕塗装 臞仕様

色コード
令

トラック バ ン
パネル

ノゞン

2^ 0 謂0 2^ 0 、謂0
2
則

4

標準ルーフ ハイ
ルーフ

標準ルーフ ハイ
ルーフ

標準
ノレーフ

ハイルーフ
標準
トフ

ハイ
ノレーフ

標準
ルーフ

ハイ
ルーフ

310 50ズ 営農
30ズ
-30

腿 510 孤
30乂
-30

50ズ 5丁0 8丁0 腿
腿
-50

570 8臥
3臥
-30

310 8丁0

54 ポーラホワイト 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

21 クオーツシルバ⑭ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

色コード

トライ
\へ'^式

\車型

外装色\

2^ 0 精0

ハイ
ルーフ

サン
サン
ルーフ

ハイ
ルーフ

サンサン
ルーフ

ハイ
ルーフ

サン
サン’
ルーフ

ハイ
ルーフ

サンサン
ルーフ

円」
0133
㈣ 父5

03311
XV 円」

01^5
㈣

013311
⑽ XV

54 ポーラホワイト 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

21 クオーツシルノ 〇 〇

94 ミスティブルー⑭ 〇 〇

95 アトランティックブルー⑭ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

98 キャストグレー⑭ 鲁 鲁

07
(95&21)

アトランティックブルー⑭ 

ふクオーツシルバ⑭
〇 〇

14

(45&09)

ガーネットレッド⑭

&レイシルバ⑭
# #

31
(54&21)

ポーラホワイト⑭ 
厶クオーツシルバ⑭

〇 〇 〇 〇

61
(45&98)

ガーネットレッド(0) 
&キャストグレー⑭

鲁
麵

鲁

〇：グレー内装 

籲：ベージュ内装
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〔1〕 〇

フロントバンパ〉

フロントバンパには外観及び整備性を良くするため，大型樹脂性エアロバンパを採用している。また，空力性能

及び泥ハネ防止を強化するため 部上級車にはエアスルー構造を設けている 〇

薄肉部をカットす 
ればフォグランプ
が取付けられる。

フロントパネル

卜/

バンパはボデーに
直接留められるよ 
うにし，作業性向 
上を図っている

(風の流れ 
を示す)

フロントターン 
シグナルランプ 日一日断面

化1
八ーパ断面

55-178

くリヤバン/《（バン，トライ），エンジンフード（トラック，パネルバン）〉

リヤバンパには外観を考慮してスチールバンパを採用している。また，整備性を考慮して，大型ヒンジを設けて 

いる0
リヤコンビランプ

大型ヒンジ

リヤバンパ

電波障害防止用カバー
0

横振れ対策を図り，ヒ 
ンジを2点で支持する 
構造としている。

〇 — 〇断面

「；艮2

ロックは解除 
しない限り， 
外れない構造 
としている

〇 — 〇断面

エンジンフ 55-179
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ボデー外装ーマッドガードふアンダガード

〔2〕マツドガード

前後ともアーチに沿わせると共に，アーチの上方，側方へ拡がり，乗用車なみのムードある造形とし，石はねに

よる損傷を防止する構造としている

くトラック〉 くバン〉

トラック用

全車共用

バン用

全車共用

「12.3 55-180 55-181

〔3〕アンダガー

フロントには大型のアンダカバーを備え，保護機能の向上を図ると共に，デザイン的にも堅牢感をアピールでき 

る形状としている。4^0車には，さらにアンダガードを備え保護機能を強化している。

リヤには飛石，泥水侵入防止用のスプラッシュガード，エンジン冷却のための導風板としてのフラップ，枯れ草 

対策としてクロスメンバ用のプレートを備えている。

スプラツシユホード。 
(トラック用）

アンダガード 
(4西0車のみ)

F\^5 -アンダカバー

クロスメンバプレート

フラップアセンブリ

ダイアゴナルメンバ

スフラッシュガード

スプフッシュカード
(2船用，4肌用がある。） 
(エアコン付車は形状異なる。)

55-182
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ボデー外装ーマーク類

〔4〕マーク類

くトラック

^2-6 55-183

愚荧疆證圓国固回跑

8リ

51=1111131^ 5リ9的

^-

5じ日众只リ

51^01131^1^

④
却^&I 0^47^0？

ぎ(L^^1^0(№

屄〇は70,屋

⑥ 特別防鐳車 ⑦
01=1 (^(^腦0(雲同 360
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ボデー外装ーマーク類

ン，トライ ⑦

④

「也7

-②

55-184

① ②

⑶⑶闺丨!!げ

1：^^1)(〇)0^)

調翻(3X1
⑧

國願阪^№1

,(1^=(1^晒循

36^1^阅0 
に〇〇丽〇001屋〇^ 
^^30(^12=11

離印〇塞國
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ボデー外装ーマーク類

④

51^111131=1内

5^10131^1^1

笸『闘

51：1111131^1！1

笸『^1

51=1111131=11^

娜〇〇穹1?回

514111131=11?

卺.同匼同回匡〇汉匼

⑤

⑥

1=10^3^

⑦

くサンルーフ〉

「セ.8 55-185

⑧

⑨

⑻)

は3)

1(^)8^^

^5)00^8^^^^ 1311

^02:^^111
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ボデー外装ーアウタミラー

〔 5〕アウタミラー

(1)一般ドアミラー（トライXVを除く全車）

大型のドアミラーとし，視界向上を図っている

「も9 55-186

⑵大型ドアミラー（トライXV〕

車体形状にマッチした空力的意匠とし，かつ大型（カラード）ミラーとしている。また，リモコン機能が装備で

きる設定としている 〇

55-187
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ボデー外裝ーアウタハンドルプロテクタ

〔6〕アウタハンドルプロテクタ（トライのみ)

アウタハンドル

プロテクタ
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ボデー外装ースペアタイヤキャリア

〔7〕スペアタイヤキャリア

車体右側の床下にタイヤ収納部を設けている。トラックはバンドで締め込み固定する方式を，バン，トライはク 

ランプ方式をそれぞれ採用している。締付け部は安全上，ダブルナットを使用し脱落しない構造としている。

(1)トラック用 (2)バン，トライ用

ホルダ

フツ

サイドフレーム

クロスメンバ

サイドフレーム

ホルタ

フック

フック

ダブルナット

バン

0
，れ

ホルダ

サイドフレーム

クロスメンバ

ホルダ

サイドフレーム
I

1

フック

タブルナッ

八一六断面 八一众断面

^2.12 55-190 ^6.13 55-)91
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ボデー外裝一乗降用ステップ

〔8〕乗降用ステップ（トライXVのみ)

229



^5-3」+ボデー内装

〔1〕インストルメントパネル 國概要

大別して運転席部，中央部，助手席部の3つのゾーンで構成され，全体的に機能的な棚型のインストルメントパネ 

ルとしている。側面はドアトリムと造形を連続させて広々感を演出している。

(1) メータ回りを全車黒色にし，無反射メータとしている。

(2) 各種スイッチをメータ回りに集中配置し，操作し易くしている。

(3) インストルメントパネル中央部を手前に張り出す形にし，ヒータコントロール，ラジオ等を操作し易くして

いる。

⑷ラジオの下にカセットデッキ，0 0プレーヤ等を取付けられるようにオプション用オーディオスペースを設 

けている。これに伴い，インストルメントパネル左右にスピーカ取付部も設けている。

(トライ上級車は2スピーカを標準装備）

(5)小荷物収納性を考慮し，独立した車検証入れ，コイントレイを設け，グローブボックスを手回り品専用とし 

ている。又，インストルメントパネル上面にセンタトレイ及びサイドトレイを，中央部下側にポケットを設 

けている。

⑹ベンチレーションは4方吹出しとして快適な通風としている。

(但し，トラックは中央の2方吹出し，バンは中央と運転席の3方吹出し。）

⑺ベンチグリルはバレルタイプを採用，上下左右に風向調整できるようにしている。

(8)シヱルフは大型で折りたたみ傘を収納できる。

⑼オプションオーディオ機器取付を容易にする為，スピーカグリルは手前から取外せるよう別体にし，インス 

トルメントパネル本体の開口部は大型のラジオカバーで覆っている。
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ボデー内裝ーインストルメントパネル

構造

くグローブボックス〉

上部に車検証入れを設け，十分な収納力を持たせてレ 

る。

グローブボックス

車検証入れ

サイドトレイ

グローブボックス

以，2 55-212

コンソールボックス 

トラック

コンソールボックス

闩2.4

トレイ
(助手席後部)

センタパネル〉

センタパネル部には21)丨IIサイズ（180X100X165111111)

のスぺースを確保し，才ーァ'、イオのシステムアップに 

対応できるよう配慮すると共に，標準状態では常装さ 

れるラジオの下の空スペースにポケットを設置してい

る。 …へ’

门口丨 丨丨叫
1 \

センタトレイ

センタベンチグリル 

匕ータコントロール

ラジオ
ラジオカバー

'ノ/オプション用オーディオ 

ポケット 

灰皿

スペース

闩る3 35-213

くン コンセント（サンサンルーフ車)

灰皿（トライ）

55-214
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ボデー内装 ——シートノ《リエーシヨン

〔2〕シートバリエーション 概要

車体の大きさ，形状，構造を十分考慮し，居住性，乗心地，便益性を図り，各グレードにマッチした展開として

いる0

フロントシートは，シフトレバー及びハンドブレーキの設置と関連して全車セパレート式にしている。又，オブ

ション仕様として回転対座シートを採用している 〇

フロント〉

一般座席

トラック，パネルバン
510

トラック，パネルバン 
5队5臥，30,営農

「セ.5

運転席 
スライド式

イバック座席 ローバック座席

バ トライ

旧」，乂3, XV〕

闩る6

トライXV 
回転対座シート

リヤ〉

ベンチ式座席 セパレート式座席

バン（2シータ車を除く） トライ（闩」，XV〕

^7

55-215

55-216

55-217
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ボナー内装—シートノ、リエーシヨン

仕様
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ボデー内裝ーフロントシート

〔3〕フロントシート 国概要

フロントシートは全車セパレートシートを採用している。乗心地，乗降性においてはフロントクッシヨンパッド 

を，全車モールドにし，シートの奥行を全車450111111としている。又，リクライニングヒンジ位置を車体中心側 

に設定し，乗降性を良くしている。スライドレールにはローラを入れ，前後スライドカを軽減，レバー位置をク 

ッシヨン前方にすることによって操作性を良くしている。スライドピッチは全車13.5111111に設定，トラックではス 

ライド量を81111111にし後方へのスライド量を多くすることによって居住性を良くしている。さらにトラックでは 

助手席後部に物入れ（トレイ）を設け，バックレストを前倒し可能にし，作業性や使い勝手を考慮した構造として

いる。

トライ（又ゾ）では，フロントシートが回転して後席と対座できる回転対座機構を採用している。

回転シート (対座場面)

F\^ 55-218

パ~一

234



ボデー内装ーフロントシート

構造，作動

回転対座シー

運転席，助手席共に，後部座席と対応できるように，座席の下部にワイヤで連結した回転機構を設けている。 

回転して対座させるときは，運転席を先に回転させ固定した後に助手席を回転するよう丨こしており，復元すると 

きは助手席を先に操作する構造としている。

回転操作は，シートバックの前倒しを行い，クッション前側のレバームを押し下げて，クッション前縁部を斜め 

後方に持ち上げ，レバー:6を押し下げて回転部のロックを解除し回転させる。次にクッション前縁部を斜め前方 

に押し下げ，シートバックを起こすと着座可能となる。

回転中心

回転方向

シートクッション前縁部

前縁部パンフレーム 
(リンク機構により 

作動する）

レノゞ一 8

レバ—八

ドア側スライドレール

シートハへソク

ンートクツンヨン

クッシヨンフレーム 
兼アツパベース

ロアベース

—回転機構部

車体中心側スライドレール

運転席（助手席はスライドレール以外，本図に対称)

ドセ.9 55-219
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ボデー内考二^:

リヤシト ー-------------------------------------------------一,，±奥行きを420卹に，ハッ
^ ^ ^ 〇 良

ベンチ:二，とし乗心地，跳性を考慮し%二上み式ァ-ムレストを備えて。

クァンクルを】し便益性も考慮した小物入れや折

く1ている。さら‘，I
クアン 

くしている

くベンチ式〉
(バン2

一夕車を除く）

〇.

\

くセパレート式〉
(トライ）

「也パ0
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ボデー内装一 シートべル

〔5〕シートベルト

圮し尺(緊急ロック式卷取装置）付シートベルトで安全性を高めるとともに，迟乙只のシャフト径を大きくし，圧迫

惑を抑えている。また，バンの迟し尺取付位置を下げ，走行中の早期ロック及び〇センサーの雑音を少なくしてい 

る。

くシートベルト図

アウタべルト “57

カバー

インナ ベルト八55ソ

く已し8格納位置〉

八

力

Iセンタピラーロア 
ベルト1(リンホースメント）

センタピラー ’
インナ

シートベルト 
リトラクタ

サイド，シル

キャブフロア

センタピラー 
アウタ

尸12,11 八一六断面 55*211
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ボデー内装ーデッキふガードバー

〔6〕デッキみガード

多用途性，便益性を考慮し，後席居住性と荷室面積及び荷台長の調和を図っている 

ベンチ式とセパレート式を基本的には同様のものとしている。

〇

くマルチフラット用デッキ〉

「12.12 5 5 -222

く 2シータ車用デッキ〉

2シータ車のデッキは固定式で立てることは出来なし 〇

^2.13 5 5 -223
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ボデー内装一トリム類

〔7〕トリム類 国概要

ドアトリム6クォータトリム

トリム部品の大部分は塩化ビニールを素材にした成形品からなり，グレードや使用部位に応じて，ハードボー 

ド芯材を使い，塩化ビニールシートでカバーリングしたものにアクセントをつけ，感触の良.さや外観向上を図 

っている。さらに，収納性及び高級惑の向上を図リインストルメントパネルとマッチした造形とし，上級車には 

トリムと一体感のあるポケットを設置している。

トラック〉 トライ（ス5, XV》

F\^\A 55-224 巧.16 55-226

くバン〉 くトライ（卩0)〉

^8-15 55-225 55-227

く仕様〉

^^ 車種
1項目 、〜〜、〜〜

トラック 

パネルバン
バン

トラィ 1

尺] X 5 XV |

キャブ
ドア

1 &
スライド

ドァ

ハードボード十塩ビ 〇 〇

窓肩一体成形 〇

窓肩一体成形十？乂0 〇

窓肩一体成形十シート生地アクセント付 〇

丨クォ-夕
:トリム

ハードボード十塩ビ. — 〇 〇

一体成形 — ：0
(塩ビ袋ホケット付)

0
(一体成骽ポケット付)|
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ボデー内装一トリム類

ーリヤゲートトリム(バン，トライ）一---------------------------------------------------------------------------------------

ハードボードを芯材とし，塩化ビニールシートでカバーリングしている。また外観意匠の向上のためクリップ

内蔵タイプの卜丨）ムトしていふ1

ルーフトリム

くトラック〉全車張天井である。
成形トリムシー

ド18.13 「ば20

「12.22

くトライ〉パ、ンと同じ吊天井である。なお，サンサンルーフ車は成形天井を使用している。

フ車

「1^.23 5 5-233
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ボデー内装一 フロアマット

フロアマットは塩ビまたはニードルカーぺットマットを採用している。バンハイカスタム及びトライ全車はイ 

ンシュレータ裏うち付のニードルカーペットマットとし，キャブフロア，センタフロア，デッキのマットはサ 

イド部をエッジで留め，端末のまくれ，ズレを防止し仕上がりの向上を図っている。

トラック，パネルバン〉 くトライ〉

9

「セ.24 

くバン〉

55-234

八

ド！る25 5卜235 闩る26 1 55-236

く仕様〉 け印は上記に同じ）

^^^ 車型
内容^ トラックパネルバン バン トラィ |

1 キャブフロア 塩ビ 塩ビ 二^—ドルマット |

1 センタフロア I ！

1 バックパネル 2—釀リ〇, ！
， 籲
リヤシヱルフ ^^一^ 塩ビ I

1エッジプレートの有無 一-—^ なし
ぁリ 1

〔8〕フロアマツト

241



ボデー内装ーインテリア，アタッチメント

〔9〕インテリアアタッチメン

サンバイザ，アシストグリップ等の付属品を次のように装着している。

くサンバイザ〉

サンバイザ，サイドバイザ兼用タイプである。大型のタイプを採用，遮光性の向上を図るとともに取付部を樹 

脂製とし安全性の向上も図っている。

^-\^ 車種
項目 、、、、、一 3 丁 0 左記以外

運転席（チケットホルダ付） 〇 〇

助手席（チケットホルダ無） 〇

サンバイザ

チケットホルダ

くノレー厶；フ—〉麝
衝撃が加わった場合に脱落し危険のなしゝ構造となっている。 

脱落は樹脂スクリュ破壊式である。

トライXVには防眩ミラーを装備している 0
^2.27 55-237

ルーム：：フー 防眩ミラー

ド12.28 55-238

くアシストグリップ〉

^ 車種
項目 〜、、、、

トラック
ノぐネノレノべ、ン バン トライ

助手席 〇 〇 〇

後席 — 画''，画 〇

アシストグリップ

「13.29 55-239
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ボデー内装ージャッキふジャッキハンドル

〔10〕ジャッキ段ジャッキハンドル

くトラック〉

ジヤッキ及びジヤッキハンドルはフロントシートとバックパネルの間のスペースに格納されている

センタピラー 
インナ

バックパネル 
フレーム

ジヤツキハンドル

ド12,30 ジャッキ 55-240

くバン，トライ〉

ジャッキ及びジャッキハンドルはデッキとセンタフロアの間のスペースに格納されている。

八矢視図

八

1

8断面

^2.31 55-241
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6 —1 ヒータ沒ベンチレーシヨン

國概要

エアミックス方式のヒータユニット，多種類の吹出口等の設定により，大容量の風量を確保して，暖房，エアコ 

ン，ベンチレーシヨン，デフロスタ性能等快適な空調が得られるシステムとした。

，フロントヒータの温度コントロールは，エアミックスシャッタ方式を採用し，温調性能の向上を図った。 

，ヒータコアはアルミ製を採用し，ファン性能を向上させる等，基本性能の向上を図った。

^外気導入口をフロントバンパ左側裏に設けて，へッドランプ廻りの外観向上および雪づまり等による風量低下 

を防止した。

#インストルメントパネルからの吹出しは，4方吹出しによる最適温度の分布が充分得られるレイアウトとした 

(トラックは中央2方吹出，バンは中央と運転席の3方吹出）

，リヤヒータの吹出口を後席下より，後席左側前方の足元へ設置し，配風性向上を図った。（トライ系）

暑ウルトラヒータがメーカ0？で装着される。（トライ只<1系）

，ヒータコンドロールはインストルメントパネルの中央部に集中化すると共にコントロールレバーのノブを大型 

化して操作性を向上させた。

-ブロアスイッチをレバー式（3段階切り替え）とした。

センタデフロスタ センタデフロスタ

サイドデフロスタ
サイドデフロスタ

サイドベンチ
レーンヨン

サイドベンチ 
レ—ション

ロア（足元吹出口）

ド1氐1 56-70！

く仕様〉

ヒータ 暖房方式
暖房性能

"〇袖）

ブロア消費電力

㈤
最大風量 ブロア型式 ヒータコア寸法

フアン寸法 

1¢)
車種

フロントヒータ
温水式エアミックス

2,400 140 140

円筒モータ

151X140X35 120 卜^^寒冷地

2,400 140 150 151X140X25 120 ^温暖地|

2,300 110 140 151X140X25 120 トラック1

1リヤヒータ
1，700 40 96 フ。リントモータ 124X120X30 95 トラィ|
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ヒータるベンチレーシヨンー構造.作動

国構造，作動

空調通路

内気こ^

内外気七刀替えシャツタ

インテークダクト

ブロアファンモータ

1！1

ズ、エバポ

インテークシヤツタボックス

ヒータコア

ベントシヤッタ

〇センタベン

エアミックスシャツタ

足元 デフロアシャツタ

56-081

ド也3 56-082

切替えレバー 位 置 作 動

内外気切替えレバー 内気（01只(：）と外気(ド只瓦39)を替える

温度コントロールレバー
1：-------- ^20-8^0001

0001 80了

暖気と冷気の混合割り合ぃを変化させ，90丁〜000まで連続的に温度調 
整ができる。

||

モード切替えレバー

フロントデフロスタ，サイドデフロスタより吹き出し，ウインドウの曇り
を除去する。
フロントデフロスタ，サイドデフロスタより吹き出し，ウインドウの曇り
を除去しながら足元吹き出し口より吹き出す。

、パ. 足元吹き出し口より吹き出す。デフロスタからも若干吹き出す。

足元吹き出し口，サイドグリル，センタグリルより吹き出す。温度コント 
ロールレバーの調整で頭寒足熱が可能である。

センタグリル，サイドグリルより吹き出る。
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ヒータ妆ベンチレーシヨンー構造.作動

ヒータコントロール

八/〇スイッチ、

温調レバー 内外気切換レバー.

「12.4

欲

て一トレ^ノく一 ファンスイッチ
56-005

ヒータシャツタの作動

V

尺

日/し

し〇…E只

ドは. 5

く注意〉

ヒータコアが横置きのエアミックス方式である 0

〇它ド/し〇…ど只

ヒータコア

暖気

〇冷気

56-083

匕〇界丑尺時でも，窓の曇り防止のため，必要風量を〇已ドへも配風している 〇
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ヒータ投ベンチレーシヨンー構造.作動

1 〆1レヨ ノ —国，1一" -…一丨丨圓 …， …. ——

拳フレツシュエアは，フロアバンパ左側奥に設けた導入口より，インテークシャツタボツクス内へ導入し，空調 

システムを通り，インストルメントパネルのベンチグリルより室内に吹出している。

^停車中にもファンにより新鮮な外気を室内に導入できる強制ベンチレーションを採用している-

インテークシヤッタボックス

，運転席ひざ元に走行中新鮮な外気が入る自然ベンチレーションを採用した。（トライ全車)

シャツタ閉

へッドランフ

グロ メッ 

へッドランプカバ.

厂ぼ. 7 57-097 円も8
56-086
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ヒータ压ベンチレーショレー構造.作動

フロントヒータユニット

概要〉
#フロントヒータのヒータコアをサイズアップし，暖房，ァ'フロスト性成向上を図つた。

#材質を銅コアよりアルミ製とし，更にタンクを真鍮から樹脂タンクとして軽量化を図つた

ドは. 9

く構成部品〉

ド也10

デフ、ロアシャツタレバー

サイドリング

ヒータコアム33丫
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ヒータ汝ベンチレーシヨンー構造.作動

リヤヒータユ

トライ全車にリャヒータを採用した。

荷役性と居住性を損うことなく，後席暖房を向上させるために，後席左側前方の足元へ収め，操作はコンソール 

ボックス内のリヤヒータ用のブロアスイッチで行う

く構成部品
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ヒータ8¢ベンチレーションー構造’作動

ダクト系

アッパ吹き出しとデフロスタダクトはインストルメントパネル裏側に取付けられ，空気流路は通気抵抗の少ない 

構造となっている。

サイドベンチレーシヨン（両側）

円象14 56-090
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6 — 2 マニアルエアコン

圓概要

エアコンディショナはセミ，エアミックス方式を採用し，冷暖房時の性能を向上させると共に可変レジスタの採 

用により省燃費，省動力性能の向上も図っている。エアコンシステムはデーゼル機器製とカルソニック製を採用 

し市場〇ド装着である。

く特徴〉
-コンブレッサは，高性能軽量で実績のあるべーンロータリ型を採用し，エンジン負荷を低減，省燃費，省動力 

化を図っている。

-ベント吹出し口を4個所に設定し，大風量化と共に乗員への風量分布が充分できるようにした。

-モード（吹出口）の切り替えは視認性のよい，レバー式を採用した。

-夏期冷房時にはエバポレータからの冷風をブロアモータにより直接センタベント，サイドベント吹出し口より 

配風し，急速クールダウン性能向上を図っている。また春，秋，冬期にはヒータコアでリヒートされた除湿温 

風をロアーおよびデフロスタ吹出し口より送る構造となっている。

くエアコンシステム全体透視図〉

インテークボックス
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マニアルエアコンー仕様

圓仕様籲

メーカ

項目 〜、、〜、
デーゼル機器(株)製

^ %

カルソニック（株）製 備 考

エアコン 型式 セミ，エアミックス セミ，エアミックス

冷房性能
冷房能力（」丨5)(阪丨作） 3，100 3,050

風 量（⑴ソト） 300 300

冷 媒（封入量2) フロン尺一12 (500土50) フロン II 一12 (550 土 50)

コンブレッサ

型 式 ベーンロータリ型（5枚べーン） ベーンロータリ型（5枚べーン） チーゼル機器製

0^-110

カルソニック製

。只-10

谷 量（ば/ソ6ソ） 110 96

許容回転数 （「叩） 7,000 7,000

潤 滑 油（封入量⑺） 0 - 220^ (170) 1)只一150〇又(150)

マグネット

クラッチ

型 式 乾式単板 乾式単板

消費電力 （西） 44以下 36以下

プーリ有効径 （⑺⑺） 0135 0138

プー リ比 

(クランクプーリ径）

X八車 0.69 ( ¢93) 0.67 (¢93)

5 0車 0.73 ( ¢6 99) 0.72 (¢99)

適合べルト
口八車 Vリブド4山(0895 ) Vリブド4山（000)

3〇車 Vリブド4山（¢940) Vリブド4山（於940)

コンデンサ

型 ，式 マルチフロー マルチフロー

フ

ァ

ン

型 式 電動式軸流ファン 電動式軸流ファン

フアンタト径 （⑺⑺） 0340 ( 5枚羽根) 0320 ( 5枚羽根)

消費電力 （诃） 120 120

エノくポレータ

型 式 ラミネート フミネート

膨張 弁 型式 内部均圧式 外部均圧式

温度制御方式 サーミスタ（空気感熱式） サーミスタ（フィン感熱式）

レシーバドライヤ 容 量 （⑺） 250 250 乾燥剤入り

制御装置

アイドルアップ装置 卩 I 01) 孖 I 01)

八/。。!! 01^ 時

アイドル回転’

数

NA:1，050口) 111

30： 950^111

高低圧圧カスイッチ（咕/咖） 羅22船卜…ッサ。砰 トパレッサ

加速カット

制 御

似車

バン么 
トラック アクセルスイッチ アクセルスイッチ

トライ4
赤帽 アクセルスイッチ十車速スイッチ アクセルスイッチ十車速スイッチ

5 0車(全車） 五仰卜£€0制御 已河？1一 丑01；制御

コンブレッサ保護センサ 160。(:時コンブレッサ〇卩ド 160。〇時コンプレッサ〇尸卩
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マニアルエアコンーエアコルシステム，エアフローシステム

エアコンシステム

冷凍サイクル

—公—
クーリング
ユニット 低温

、低圧ガス

低圧低温霧^! 
、状の冷媒ノ

エキスパンシ彐ン 

バルブ（膨張弁)<
[— レシーバ一

，古『，人よ分 >5%"系\
ドライヤ

コンデンサ

局温局压' 
冷媒ガス

みエキスバン 

シヨンバルブへノ

高圧冷媒液4 
高圧冷媒ガス

高圧冷媒液み 
高圧冷媒ガス

闩2. 2

国エアフローシステム

56-003

エバポレータで冷却された冷風はブロアモータによって，センタベント，サイドベントから送風され，夏期の冷 

房を行い，春，秋，冬は，ヒータコアでリヒートされた除湿温風がロアーおよびデフロスタ吹出口より送する構 

造となっている。
^23 ^11 
<=1冷風

サイドグリル:,;,^. 
(ルーバを動かし， 
^11向を調節する

センタグリル
0レーバを動かし,風向を調節する)

ブロアフアン

サイドデフロスタ

サイドグリル 
リレーバを動かし， 
、風向を調節する

フロントデ:7 ロスタ

サイドデフロスタ

内気又は夕も気
エノ \ホレ—今

デフロスタ 
サイドデフロスタ

ニックス 
シャツタ

ロア(足元吹き出し) ロア(足元吹き出し)

円2.3 56-004

リヒートエアミックス方式は，エバ 

ポレータを通過しヒータコアを通る 

エアと通らないエアの量を調整して 

両方のエアをミックスさせ温度コン 

トロールを行う
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マニアルエアコンーコントロールパネル

國構造.作動（1)コントロールパネル

温度コントロールレバー 内外気切替えレバ.

八/〇スイッチ

吹き出し口切替えレバー
フロアスイッチ

F\&A 56-005

吹き出し切替えレバー

吹き出し口を選択するレ八一でベントシャック，デフ 

ロアシャッタの開閉をコントロールし，吹き出し口を 
切り替える。

丁 8し/し ド〇〇丁
#

〇巳厂ル00丁

'み.

温度コントロールレバー

吹出風温度を任意に設定するレバーでヒータのエアミ 

ツクスシャツタの開閉とエアコンの温度コントロール 

を行う。（またウォ’ータコックの開閉も行っている） 000し ㈠〇丁

内外気切替えレバー
エア吸い込み口を任意に切り替えるレバーでインテー 

クシャッタボックスをコントロールし，内気循環また 

は外気導入に切り替える。（通常は外気導入で使用）

^^7 内気循環

外気導入

广ロアスイッチ

吹き出し風量を停止から弱風，中風，強風の3段階に 

任意に調整する。

0 1 5 3

停止 弱風 中風 強風

八/〇スイッチ

ブロアスイッチが1〜3の時，八/〇スイッチを押すと， 
エアコンが作動し，スイッチのランプが点灯する。ま 

た，再度八/〇：スイッチを押すとエアコンが停止しスイ 

ッチのランプが消灯する。 円2. 5

Vい心

56-006
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マニアルエアコンーコンブレッサ（ヂーゼル機器製)

(2— 1)コンブレッサ（デーゼル機器製）

----------構造--------------------------------------------------------------------------------------- ------------------------------------------------------

ベーンロータリ型コンプレッサはシャフトに組み付けられたロータにベーン（ 5枚）が楕円形状をなしたシリンダ 

の中を回転することにより，ベーンが遠心力で飛びだしてロータとシリンダで囲まれた容積を変化させ，1回転 

あたり10回の吸入，圧縮，吐出を行う。

バルブはディスチャージ側のみ使用し，バルブはロール型バルブを採用している。

シャフトとフロントヘッドにはシャフトシールが組み込まれており，コンブレッサ内の気密を保っている。また 

フロントへッド内にトリガバルブがありべーンに背圧をかけている。

コンブレッサオイルはシリンダ内に規定量封入され，冷媒の吐出圧力により各部へ給油している。

闩も6 56-007
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マニアルエアコンーコンブレッサ

作動

シャフトが回転し，ロータ，ベーン，シリンダ，サイドブロックで囲まれた部分の容積変化により，吸入，圧縮 

吐出をイ亍う。

⑴吸入
コンプレッサの回転により，エバ'ポレータから出た低圧ガス状冷媒はリヤへッドのサクション側からチェックバル 

ブを通り，リャへッドの内の低圧室に入る。ガス状冷媒はリヤサイドブロックに2個所ある吸入ポートからべ 

ーンの回転によってシリンダ内に吸入され，シリンダ室内の気密はコンブレッサオイルによって保たれている,
冷媒リヤサイド口一夕

ドライブシャフト

チエツクバルブ

リセへツ

低圧室

ベーン
「12.7 

⑵圧縮
吸入が終わると回転にともない，シリンダ室の容積は小さくなり圧縮が始まる

冷媒(圧縮）

56-008

ドライブシャフト

「12.8 56-009

⑶吐出
シリンダ室内の冷媒圧力が高圧側の压力以上になるとロールバルブが開きフロントサイドブロックに併設され 

たハ。イプ部を通過しフロントへッド内の高圧室に吐出される。

高圧室のガス状冷媒はバッフルを利用し，ガス状冷媒に含まれたコンブレッサオイルを分離し，高圧配管へ送

り出す。
冷媒（高圧)

フロントへッ 冷媒（吐出)

^2.9
高圧室 パイプ

口ールノくルフ 
フロントサイドブロック 56-010
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マニアルエアコンーコンブレッサ

作動

トリガバルブ機構〉
この機構はコンプレッサ起動時にベーンの背压を適正に保ちべ一'ンの飛び出しを容易にする。

トリガバルブがサイドブロックに組み込まれ，尺一溝と呼ばれる溝がサイドブロックロータ面にもうけてある。 

トリカ'バルブはボールとスプリングの組み合せでベーンのチャタリングが発生しやすい起動時および高低圧の差 

压の小さい時にスプリングカにより開弁し，ベーンの背圧を補い，スムーズな運転を可能にする。

フロントへツドチェックボールスプリ、メガ

ド-溝

讀

1，；二，
ド--一-ふ

釀
「12.10

(1)コンブレッサの始動時および低負荷時

『鐘!
56-011

コンブレッサが始動したとき，また低負荷（高圧側圧力が低い）のとき，スプリングカにより，トリガバルブは 

開弁している。 -

ベ—ンの背面には，高圧室の圧力がかかり，ベーンのチャタリングを防止する。

トリガバルブ(開) ベーン

冷媒圧は同じ

ロータ

56-012

(2)コンブレッサ定常運転時

コンブレッサの高圧室圧力が高くなると，スプリングカに打ち勝ち，圧力差によってトリガバルブは閉弁する。 

ベーンの背面には，サイドブロックのオイルポート圧力がかかり，適正な圧力に保たれる。

トリガバルブ(閉）ベーン

高圧室

F\^\2 ロータ 56-013
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マニアルエアコンーコンブレッサ

作動

チェックバルブ〉
リヤへッドの吸入側にプレートとスプリングが取り付けられている。

コンブレッサが停止した直後，高圧側圧力と低圧側圧力の差が大きい場合，サクションバルブがないため，コン 
プレッサが逆回転し，ェバポレータへ逆流する可能性がある。

そこで，逆流を防止するためにチヱックバルブを設けてコンプレッサ停止した直後の高圧冷媒がチヱックバルブ 
を押し上げ吸入側配管の通路を閉じ，高圧側から低圧側への逆流を防止する。

円2.13 \チヱックバルブ 56-014

差圧循環方式のオイル潤滑〉
各部に入っているオイルは，高圧室の圧力によりフロントサイドブロック下部からオイル通路に沿って押し上げ 
られロータフロント端面の潤滑を行う。またシリンダ下部のオイルポートを通ったオイルほロータのリア端面の

潤滑を行い，各ロータ端面の潤滑を終えたオイルはコンブレッサ内部の圧力によって低圧側に戻る。
次にエバポレータから戻ってきたガス状冷媒に含まれているオイルは，低圧室を通り，リャべアリングを潤滑す 

る。さらにドフイフシャフトには導入孔があり，オイルはこの孔を通ってフロントベアリングとシャフトシール 
を潤滑し，シリンダの吸入部へ戻る。
シリンダ内の吸入部圧力は低圧圧力より若干低いため，各部の潤滑を行った後，オイルは吸入室に戻される。

フロントべァリングベーン------ リヤへァリノク

ンヤノトン ーノレ

低圧室
ロータ 

オイルポート
56-015^2.14

く温度センサ〉 高圧室
温度センサはフロントへッドに取り付けられていて，コンブレッサが冷媒不足などで異常高温になったとき，コ 
ンプレッサの保護をするため，マグネットクラッチを切りコンプレッサを停止させる。また，コンプレッサ内温 

度が下がると復帰しコンブレツサを作動させる。

160。〇

135 X

「吆15 56-016
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マニアルエアコンーコンブレッサ

マグネットクラッチ

エンジンが回転している時に必要に応じてコンブレツサを停止させたり，駆動させたりする装置である 〇

構造，作動〉
マグネットクラッチのドライブプレートはコンブレッサのドライブシャフトにはめ込まれており，コンブレッサ 

を駆動させないときは，プーリだけ回転する。コンプレッサを駆動させるときは，フィールドコイルに埋め込ま 

れたコイルに電流が流れて，フィールドコイルが強力な電磁石となりドライブプレートを強く吸着するのでプー 

リと共にコンブレツサが回転する。

プーリアセンブリ ドライブプレート

ド12.16

く構成部品〉

電流

56-017

プーリアセンブリ

ドライブプレート

フイールドコイル

スナップリング

厂12.17 56-018
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マニアルエアコン——コンブレッサ（カルソニック製)

( 2 — 2)コンプレツサ (カルソニック製)

構造

ベーンロータリ型コンブレッサは楕円型シリンダの中心軸のまわりを回転しベーンはその先端をシリンダの内壁 

に接触させた状態で，ロータの溝内を上下する。ベーンは，それぞれロータのまわり等間隔に位置し，シリンダ 

の両側は，それぞれサイドブロックでシールされている。隣り合わすベーン，2つのサイドブロック，ロータの 

外周，およびシリンダの内壁で，閉じられた空間はロータが回転するにつれて小さくなり，内部のガスを圧縮す 

る0べーン先端がシリンダの内壁を摺動し，サクションポートを通過した時，ベーンは，サクションポートを閉 

じる。圧縮行程は，この位置から始まる。このべーンの前方のガスが圧縮され，ディスチャージバルブを通って 

吐出される時，その次のベーンは，すでに吸入行程に入っている。このように，ガスの吸入と圧縮は，別々に行 

なわれるので，ディスチャージポートに残っている圧縮ガスが，サクションポートに戻ることはない。さらに吸 

入弁を必要としないため，吸入弁によって生じる損失もない。（またフロントへッドに低压チェックバルブ，リャ 

へッドに高圧トリガバルブがありべーン背面に圧力をかけている。）

サクシヨンポート デイスチャージバルフ

吐出ポート

吐出ポート

サクシヨンポート
低圧側

シャフトシール

デイスチャージバルブ

シリンダ

トリガバルブ

オイルセパレータ

ド12.18 56-019

高圧側

シャフト

リヤへツ

シリンタ フロントへツ

ド16.19 56-020
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マニアルエアコンーコンブレッサ

—作動---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ---

真円のロータが％回転（180度）する間に吸い込み，圧縮，吐出行程が1サイクル行なわれる。 

ロータが1回転（360度）すると，各べーンが2サイクルずつ，トータルで10サイクルが^1なわれる

⑴吸入

コンプレツサの回転につれてエバポレータを出た冷媒ガスは，コンブレツサの低圧室に入り，シリンダに設け 

られているサクションポートからベーンの回転につれて吸入される。

ドぼサクシヨンポート 56-021

⑵圧 縮
吸入が終わり，各べーンで密閉されたシリンダ室内の冷媒ガスは，ベーンの回転につれて圧縮される。 

また，この際べーン先端とシリンダ内面の気密は，潤滑油によって保たれている。

厂12.21

⑶吐 出
56-022

圧縮が続きシリンダ室内の圧力が上昇し，その压力が高圧室の压力より高くなると，冷媒ガスが吐出される。 

なお，シリンダ室の圧力が高圧室より低い場合でも，高圧室側の圧力で吐出弁が押しつけられて閉じてぃるた

め，冷媒ガスがシリンダ室に逆流することはない。

ド12.22 36-023

コンプレツサは上記のサイクルを繰り返し，ロータ1回転につきシリンダ内のベーンで仕切られた5つの部屋 

が，吸入.圧縮.吐出を各2回行う。
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マニアルエアコンーコンブレッサ

作動

くトリガ/《ルブ機構〉
コンプレツサ起動時のベーンの飛び出しをあらゆる条件でスムーズに行ないこの時のベーンとシリンダとの打撃 

音を防止するために〇只一10は，低圧側チョツクバルブと高圧側トリガバルブを組み合わせた機構を採用している 

低圧側チェックバルブは真夏の長時間放置のような，吸入側圧力が，吐出側圧力よりわずかに高い時の起動時，

低圧側ガスをチェックバルブよりべーン背面に導入し，ベーンを飛び出させる。

高圧側トリガバルブ

高圧側

低圧チエックバルブ 低圧側 ベーン低圧側チェックバルブ

「1.6.23 —，てスプリング/バ ーノレ
ベ-ン

56-024

コンプレッサが圧縮を開始するとベーン背圧によりチヱックバルブは閉止する。

高圧側トリガバルブは，バランス圧，または吐出側圧力がわずかに高い時，起動後，ただちに高圧側圧力をベー 

ン背面に導入しベーンを飛び出させる。

コンブレッサが正常に圧繃を開始し，吐出圧力が上昇するとトリガバルブは閉止する。

(1) コンブレッサ停止
スプリングによってバルブは開いたままの状態となり，コンブレッサ内の圧力は一定になる

(2) コンブレッサ起動時

コンブレッサが回転を始めると高圧側トリガバルブは，開状態となり，高压側圧力を直接べ 

ることによりべーンを飛び出させる。 トリガバルブ

バルブが開いて高 
圧側を直接バルブ 
の背面に供給

4バルブ背面へ

ンの背面にかけ

闩艮25 56，101

(3)コンブレッサ定常作動時
高圧側の圧力が上ってゆきスプリングの力に打ち勝つと，バルブは閉じ，遠心力によりべーンを押し出す 〇

高圧ガス（圧力犬)

ボーノレ

トリガバルブ 
バルブが閉じる

スプリング

ベーンは，遠心力 
によりシリンダへ 
押しつけられる

「12.26 56-102
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マニアルエアコンーコンブレッサ

作動

コンブレッサ保護センサ〉
コンブレッサ保護センサはコンプレッサのケースに取 

り付けられガス温度が上昇したり潤滑不良になってヶ 

ース表面温度が異常高温になるとコンブレッサを〇ドド

する。

またコンブレッサケースの表面温度が下ると再び復帰

くオイル潤滑〉
圧縮後吐出された冷媒とオイルは，オイルセパレータ 

(衝動板）にぶつかり，その際オイルは衝撃により分離 

され下部オイル溜めに導かれる。

トリガバルブ チエツクバルブ

する
低圧側

0

接点
0” リング

高圧側

ケース

コンプレッサ

ドセ.28 56-027

過少冷媒による温度上昇

ド12.27 56-026

155±5で（〇⑷

140で（〇卩ド)

作動特性
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マニアルエアコンーコンブレッサ

マグネットクラッチ

構造，作動〉
下図は，マクネットコイルに電流を流していない状態でプーリは，Vベルトにより空転している

ド冶.29 56-028

下図は，エアコンを作動させた時でマグネットコイルは，通電により電磁石となり，クラッチ板をプーリに吸着 

する。これによりプーリの回転はクラッチ板からプレート，スプリング，回転フレームを介してコンブレッサシ 

ャフトに伝達される。エアコンを停止するとマグネットコイルの電磁作用がなくなるので，クラッチ板はプレー 

卜，スプリングにより元に戻り，駆動力の伝達はプーリとクラッチ板の間で断たれる。

「丨も30

く構成部品〉

56-028

闩2.31 スナップリング 56-029
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マニァルエアコンークーリングユニット（デーゼル機器製)

(3 ~1)クーリングユニット（デーゼル機器製）

構造，機能
車室内の空気から熱を奪い，室内を冷やす働きを行うクーリングュニットはエバポレータ（蒸発器）とエキスパン 

ションバルブ，サーミスタなどで構成されている。

サーミスタ

81

エノくポレータ

ド12.32
エキスパンシヨンバルブ

56-031

エバポレータ〉
エキスパンションバルブで低温.低圧にされた霧状冷媒は，エバポレータ内で蒸発することによりエバポレータ 

が低温状態となる。暖かい空気はブロアファンによってクーリンクフインを通過することにより冷却され，至内

を冷房する。

^6.33

冷たい空気

暖かい空気

冷媒入口

！哪

11111 
1111

クーリングフィン

冷媒出口
56-032
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マニアルエアコンークーリングユニット

エキスパンシヨンバルブ〉
レシーバドライヤから送られた高温高圧液冷媒を，絞り弁により霧化させる作用と，絞り弁開度の調整を行う 
これにより，冷媒がエバポレータ内にて最適な熱交換が行われるよう制御する装置である。

構造〉
エキスパンシヨンバルブは，感温筒，ダイヤフラム，ボール弁，ボールシート，スプリング，アジャストスクリ 
ュで構成されている。

感温筒はエバポレータ出ロパイプに接触して取付けられていて，感知した温度に相当する圧力がダイヤフラム上 
部室にかかる。内部均圧孔は冷媒の圧力変化をダイヤフラム下部室に伝達する。ボール弁はダイヤフラムと連動 

しており，その開度はダイヤフラムに作用する力とスプリングの押す力によって変化する。

キヤビラリチューブ 上部室

感温筒

ダイヤフラム

ホール弁.
内部均圧孔

冷媒出口（慨霧状冷媒)

, - ホーノレシーート
ド丨落34 アジャストスクリユ 冷媒入口（高圧液冷煤）

く作動〉
エキスパンションバルブのダイヤフラムに作用する圧力は下記の卩1〜ド3がある 
？1:感温筒の压力 

？2 :冷媒の蒸発圧力 
？3 :スプリング圧力

56-033

〇

^2 + ^3
ダイヤフラム

エキスパンシヨンバルブはこれら卩1〜ド3の圧力により，過熱度（冷媒の蒸発温度とコンブレッサ入口側冷媒の温 
度差）を適正値に保つ働きをする。

(1) 安定時の制御
ダイヤフラム上部室に作用する圧力巧とダイヤフラム下部室に作用する圧力卩2十？3が平衡し，ボール弁の開度 
,を一定に制御する。
(2) 冷房負荷が増加した場合の制御

冷房負荷が増加して過熱度が高くなった場合，感温筒の温度は上昇し圧力が増加する。（ド1〉？2 土ド3)この結 

果，ダイヤフラムは下側方向に押されてボール弁はより開く方向に移動し，冷媒の流量は多くなり，過熱度が 
さらに大きくなるのを防止する。

(3) 冷房負荷が減少した場合の制御

冷房負荷が減少して過熱度が低くなった場合，感温筒の温度は下降し圧力が減少する。（れくこの結 
果，上記(2)とは逆にボール弁は上側方向に押されて冷媒の流量は少くなり，過熱度がさらに小さくなるのを防 

止する。 へ

エバポレータ

布せ籲费I雕I尊I籲蠢齡9 2 V 囉鲁謬|
\ソ福'II人リイ.^IVベ.:.

ド 12.35 高圧液冷媒

凝滅 感温筒
コンプレツサへ 

‘ ，（低圧ガス冷媒） 56-034
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マニアルエアコンークーリングユニット（カルソニック製)

〔3 — 2〕クーリングユニット（カルソニック製)

構造，機能

クーリングユニットは，エバポレータ，エクステンションバルブ，サーミスタなどから構成されている
〇

エバポレータ

ェクスパンシヨンバルブ

ド12.36

エバボレータ

56-034

エクスパンシヨンノくルフでホ父づれ低温，低圧になつた霧状冷媒はエバポレータ内に入リチユーブおよびフインを 

通してブロアで送られる車室内の熱を奪いながら通過することにより熱交換を行ない室内を冷房してゆく1

暖かい空気

冷媒入口

冷たい空気

クーリングフイ

冷媒出口

ド18.37 56-032

000

^
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マニアルエアコンークーリングユニット

エキスパンシヨンバルブ〉

構造〉
ェクスパンシヨンバルブは，感温筒，ダイヤフラム， 

外部均圧管及び本体からなり本体は，弁棒，ボール， 
スプリング等で構成されている。

く作動〉 外部均圧式

エクスパンションバルブは液体または気体を内蔵した感温筒圧力（ド〇とエバポレータ出口の圧力（？2)およびスプ 
リング（ド）の三つの力の作用によって弁開度を自動調節している。

〔感温筒内圧力 （卩〇............ダイヤフラムを押し下げる（弁を開く）

エバポレータ出口の圧力（？2)........... ダイヤフラムを押し上げる（弁を閉じる）

〔スプリングカ げ）............ボールを押し上げる（弁を閉じる）

①コンブレッサ停止時

エバポレータの周囲の温度が一定のためエバポレー 

夕内の圧力と感温筒压力が等しいのでスプリングカ 

が強く

〇

の状態となりボールを押し上げて弁を閉じている 〇 感温筒の温度が高い時

闩も39 56-036

②感温筒の温度が低いとき（エバポレータの温度 

が低い時）

車室内温度が低いとエバボレータに加わる熱負荷も 

小さくなりエバポレータ出口の温度が低下し感温筒 

内圧力も下がり弁は閉じる方向に働き冷媒量を少な 

くなる。

ぐ3 ¢3

冷媒量少ない

^12.40
感温筒の温度力％い時

56-037

⑧感温筒の温度が高いとき（エバポレータ出口温度 

が高い時）

車室内温度が高くなるとエバポレータに加わる熱負 

荷が大きくなりエバポレータ出口の温度が上昇し感 

温筒内圧力も上がり弁は開く方向に働き冷媒量は多 

くなる。

厂12.41 コンブレッサ停止時 56-038
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〔4一 1〕コンデンサ（ヂーゼル機器製）
^3& 国 — -----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------画丨 I国

コンブレッサから送られてきた，高温，高圧のガス状冷媒を電動ファンで外気を強制的に吸い込み，ガス状冷媒 

を冷却し，液状冷媒に状態変化させる役目を行っている。

コンデンサは，チューブとフィンで構成され，高温のガス状冷媒がチューブを通過する際，フィンを通じて冷却 

している。

コンデンサは床下に装着されている。

^マニアルエアコンーコンデンサ（ヂーゼル機器製）

ドセ.43 56-039-2
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マニアルエアコンーコンデンサ（カルソニック製)

〔 4 ― 2〕コンデンサ（カルソニック製)
構造

コンプレッサから送られてきた，高温，高圧のガス状冷媒を電動ファンで強制的に冷却し，液状冷媒に変化させ 

る。

コンデンサは，チューブとフィンで構成され，高温のガス状冷媒がチューブを通過する際，電動ファンでフィン 

を通して，冷却される。

コンデンサは床下に装着されている。
電動フアンモータ

冷却

入口

(高温) 
ガス冷媒

V问肌）

ガス冷媒

出口
、他温) 

液冷媒

外気

コンデンサ
エアガイド

ド12.44 56-040 F\&A5 56-041
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マニアルエアコンーレシーバドライヤ，圧カスイツチ（ヂーゼル機器製)

〔5—1〕レシーバドライヤ（ヂ-ゼル機器製）〔6—1〕圧カスイッチ（ヂーゼル機器製)
構造，機能

レシーバドライヤは次の機能をもっている。

-冷媒循環量は冷凍サイクルの条件により変化する 

がこの循環量の変化に即応して冷凍サイクルを円 

滑に作動させるために必要な量の冷媒を貯ておく 

^冷媒の中に含まれる水分をドライヤで異物をフィ 

ルタでそれぞれ除去する。

參なんらかのトラブルにより冷凍サイクル内が異常 

高圧.高温（105で以上）になるとフュージブルプ 

ラグ(可溶栓）が溶けて，冷媒を大気に放出する。

ぐ主意〉
このレシーバドライヤにはサイトグラスが削去され 

ている。

冷媒量のチヱックはクーリングュニット下側の高圧

パイプにサイトグラスがあり，そこで行う 〇

サイトグラス
5 6-042ド-丨6.46 'て:".

構造〉
アルミ製の本体にフィルタ，ドライヤ，パイプ，フ

ユ ージブルブラグで構成されている

圧カスイッチ

冷媒出口

パイプ

フュージブルプラグ 
冷媒入口 〆(可溶检)

ドライヤ（乾燥剤)

フイルタ

厂は.47 56-043

構造

圧カスイッチはレシーバドライヤ上部高圧ラインに 

取付けられていて，高圧ラインの異常圧力の時，圧 

カスイッチが0ド卩し，コンプレッサの運転を停止 

する。

低圧時（2.0は/⑽2以下）

冷媒の漏れによるガス無し運転の防止。

高压時( 27は/弧2以上）

サイクル保護。

鲁

ストツノ く ハウジング

プレスガイ

低圧デイスク

低圧ナカブタ

可動接点

XIII-7

「12.48

作動圧力

2.0

2.1 15

(低圧時)

シールフイル厶

ガイドへッ

高圧ディスク

咼圧ナカブタ

ガイドピン

ベース

56-044

27

(高圧時）
単位（ね/。が)
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マニアルエアコンー圧カスイッチ

作動

(1)非制御時（スイッチ接点0 IV！時）

冷媒圧力がハウジング内からシールフィルムに加わ 

ると，ストッパ，ガイドヘッド，高圧ディスク，高 

圧ナカブタから低圧ディスクに力が加わり，低圧ガ 

イドピンがフリーとなり可動接点が01^1する。

ガイドヘッド

ガイドピン

ド！も49 56-045

(2)低圧制御時(2.0化/抓以下の場合）

冷媒圧力が下がるとシールフィルムに加わっていた 

圧力がなくなり，ストッハ。，ガイドヘッド，高圧デ 

ィスク，高圧ナカブタから低圧ディスクにかかって 

いた力が減り，低圧ディスクが反転し，ガイドピン 

を押し下げ可動接点を0ドドする。

シールフイルム

ストッハ。

可動接点(〇「「)

ガイドヘッド

低圧ディスク 
(反転）

ガイドピン

(3)高圧制御時(27を/。が以上の場合）

冷媒圧力が異常に高くなるとシールフィルムからガ 

イドヘッド，プレスガイドに力が加わり，高圧デイ 

スクが反転し，ガイドピンを押し下げ可動接点を 

〇卩ドする。

「12.50 56-046

プレスガイド
冷赃力

シールフイル厶

可動接点(〇ドド)

ガイドヘッド

高圧ディスク 
(反転）

ガイドピン

56-047
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マニアルエアコンーレシーバドライヤ，圧入スイッチ（カルソニック製)

〔5 — 2〕レシーバドライヤ（カルソニック製）〔 6 — 2〕圧カスイッチ（カルソニック製)

構造，機能

構造〉
レシーバドライヤ本体はアルミ製で，内部にホルダ， 

フィルタ，チューブ，乾燥剤で構成されている。

圧カスイッチ

ド12.52 36-048

構造，作動

構造〉
圧カスイッチはレシーバドライヤ上部に装着され出 

口の圧力を感知して，冷媒の圧力が異常に上昇，あ 

るいは低下した時接点を〇卩卩にしエアコンサイク

ルをイ亭止させる 〇

圧カスイッチ

円2.53 56-049

く機能〉
レシーバドライヤは，コンデンサから送られてきた 

冷媒を一時たくわえ，常に液状の冷媒をエクスパン 

ションバルブを経てエバポレータへ送る。また，力' 

スと液を分離させると共に，ストレーナを通してサ 

イクル内のゴミを取り除き，乾燥剤により水分も取 

り除く 0

ダイヤフラム 可動接点 “5 丫 スプリング

㊉

㊀

接点2 : 〇问

闩；5斗 56-050

2.1+0.3
〇⑸

27 土 0.2

2,2 15

(低圧時) (高压時)

作動圧

低压制御時 0卩ド 2.1土(). 31^/0^以下

非制御時2.1〜271^/0^

高圧制御時 0ドド27^/細2以上
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マニアルエアコンー圧カスイッチ

作動

(1)非制御時（スイッチ接点〇⑸時）

規定内の冷媒圧力は，ダイヤフラムを変形させずに 

進み，スプリングの力に打ち勝ち，可動接点の接点

1，接点2を0Nさせ導通をさせる 〇

可動接点八33 丫

ダイヤフラム
スプリング

㊉

㊀

接点2 : 0^ 接点に

⑵低圧側作動

冷媒圧力が2.1^/咖以上の時は，冷媒圧力がスプリ 

ングの力に打ち勝つ，このとき，ダイヤフラムは， 

変形せず，可動接点人33丫が矢印の方向に移動する 

ため接点1が閉じ，01^状態となる。圧力が2.1—/ 

咖より低くなると，スプリングが圧力に打ち勝つた 

め接点1は開き，〇ドド状態となる。

ド18.55

ダイヤフラム可動接点/^5 丫
スプリング

㊉

㊀

接点2 : 〇ドド 接点に〇“

「；氐56

(3)高圧側作動

冷媒圧力が271^/咖2以上の時は，冷媒圧力がダイヤ

フラムを変形させる。これに伴ってピンが，移動し 

て接点2を開くため，0ド孖状態となる。また接点 

1は圧力が高いためロープレッシャ制御と同様に閉 

じている。

ダイヤフラム

接点2 : 〇ド厂

56-051

56-052

「12.57 56-053



マニアルエアコンー八/〇コントロールユニット（ヂーゼル機器製)

く八/〇コントロールユニット〉

コントロールユニットはクーリングユニットのサーミ 

スタ，レジスタ，マイクロスイッチ，アクセルスイッ 

チ車速等の信号を入力している。

この信号をコントロールユニットで判断し，コンプレ 

ツサ，コンデンサフアンの0N，01^尸制御をする。

くサーミスタ〉

サーミスタはクーリングュニットの吹出温度を検出し， 

吹出温度を抵抗値に変換してコ.ントロールユニットへ

送る 〇

3.5麵

八/〇コントロールユニッ

ド12.58 56-054

サーミスタ

〇1

02

10

15

0 5 10 15

温度で

くレジスタ〉

レジスタは温度コントロールレバーに連動され，レバ 

一を移動することにより抵抗値が変わり，その抵抗値

をコントロールユニットへ入力する。サーミスタの抵 

抗値と比較し，設定温度に近づくようにコンブレッサ 

の01^，0ドドを制御する。

15 30關

0001 側 ㈠〇セ 「！2。60

〔 7 ―1〕八/〇コントロールユニット（ヂーゼル機器製)
樓选癱你制

抵
抗
値

5

抵
抗
値
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マニアルエアコンー八/〇コントロールユニット

くリレー〉

メーンリレー（N0.1)，コンデンサフアンリレー（N0.2 )， 

コンプレツサリレー（N0.3 )のノーマルオープンリレー 

が使用されている。

リレーは3つとも同一である。

〇 〇

コンブレッサ 
リレー

メーンリレー

コンデンサ 
フアンリレ

ド；ふ61 56-058

八/〇スイッチ〉

八/〇スイッチはブロアスイッチが1〜3の時八/〇スイッ 

チを押すとコンプレッサ，コンデンサファンが作動し 

スイッチ内のランプが点灯する。再度押すとコンブレ

サ，コンデンサファンが停止する
38

〇

0^0-

〇〇 3

^12.62 36-059
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マニアルエアコン——八/〇コントロールユニット（カルソニック製)

く八/〇コントロールユニット〉

コントロールユニットは，サーミスタレジスタ，モー

ドスイッチ，アクセルスイッチ，車速等からの入力信

号を，コントロールユニットで処理し，コンプレッサ. 

および，コンデンサファンの制御を行なう。
八/〇コン

くサーミスタ〉
サーミスタは，エバポレータの出口側フィン内に挿入 

されており，エバポレータのフィン表面温度を検出し 

抵抗値に変えコントロールへ入力する。

〈X八車二八/〇コントロールユニット制御）

(30車ニサーモスタットュニット制御）

40「

0 10 20
温度で

レジスタ〉

レジスタは，温度コントロールレバーに連動してお 

り，レバーを動かすことにより抵抗値が変化する可変

レジスタである 0

⑼丨〇

31^ 10丨5 ノ20 30(^

フル〇〇〇し "㈠〇丁

--------ストローク

トロ ールユニット

^2.63 36-060

「16.64 56-061

レジスタ

ド12.65 36-062

〔7 — 2〕八/〇コントロールユニット（カルソニック製)

〇 
〇
 

3 
2

抵
抗
値

〇
^

5抵
抗
値
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マニアルエアコンー八/〇コントロールユニット

リレー〉

メーンリレー(N0.1)，コンデンサリレー(N0.2 )，コン 

フレツサリレー（N0.3 )，のノーマルオープンリレーが 

使用されている。またリレーの（N0.1)，（N0.2 )，（N¢>.3 ) 

いずれも同一である。

「12.66

コンブレツサ：:^デンサ

リレー リレー

メー
リI--

くエアコンスイツチ〉

エアコンスイッチはブロアスイッチが，01^の時エア 

コンスイッチを押すと，コンプレッサ，コンデンサフ 

ァンが作動し，エアコンスイッチのインジケータラン 

プが点灯する。再度押すと消灯し，コンブレッサ，コ 

ンデンサファン，も停止する。

56-060

エアコンスイツチ〇问（⑸八車)

⑵

0

エアコンスイッチ
〇
¢1

丨(^時, (1)

〇 0〇〇 0

ブロアモーター

6

0

時

〇 〇
^0 0 0 ^

コンデンサーモーター

⑶

〇 〇
^〇〇〇^

時

〇 〇

時

厂

〇 〇

0「ド時

フアンスイッチ

V

——^

コンプレッサー

VI

卜
0「厂時

「100

ド15.67 し.」時 56-065
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マニアルエアコンー制御装置（デーゼル機器製)

国制御装置（ヂーゼル製） 
----------- ェアコン制御回路㈧八車)

(「00丁，〇ル，時⑽

ド12.6 8 56-066

エアコン制御回路（5 0車)

厂12.69 36-067
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マニアルエアコンー制御装置（カルソニック製)

国制御装置（カルソニック製） 

--------- ェアコン制御回路（八車)

㈣〇用

エアコン制御回路（5 0車)

㈣〇用

ド1忌.” （可変レジスタ）
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マニアルエアコンー制御装置

一一-アイドルアップ装置(ヂーゼル機器製)------------------------------------------------------------------------------------ ---------

く機能〉
アイドリング時や低速走行時の冷房能力向上およびエンスト防止のためエアコン作動時は自動的にアイドリン 

グ回転数を上げる装置である。

く作動〉
卩100はアクチュエータ，ソレノイドバルブ，これらをつなぐゴムホースで構成される。

エアコンが作動するとソレノイドバルブが通電し，インテークマニホールドの負圧をアクチュエータのダイヤフ 

ラムへ導き，アクチュエータのロッドがキャブレータのスロットルレバーを引きエンジン回転数を上げる。

く構成図〉

ソレノイドバルブ アクチユエータ

「丨2.73 ソレノイドバルブの構造 5卜〇7丨 アクチユエータの構造 56-072
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マニアルエアコンー制御装置

--------- アイドルアップ装置（カルソニック製)----------------------------------------------------------------------- -----------------------------------

く機能〉
アイドリング時や低速走行時の冷房能力向上およびエンスト防止のためエアコン作動時は自動的にアイドリン 

グ回転数を上げる装置である。

く作動〉
孖100はアクチユエータ，ソレノイドバルブ，これらをつなぐゴムホースで構成される。

エアコンが作動するとソレノイドバルブが通電し，インテークマニホールドの負圧をアクチユエータのダイヤフ 

ラムへ導き，アクチュエータのロッドがキャブレータのスロットルレバーを引きエンジン回転数を上げる。

く構成図〉

「12.7

ソレノイドバルブ

56-070

ダイヤフラム

負圧
エアコン〇卜

時
アクチユエー 

夕側の負圧を 
大気へ逃す。

〇ツ

スプリング フーツ

アクチュエータ（问八）

86-07！ 56-072
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マニアルエアコンー制御装置

——アイドルアップ装置（5 0車)-----------------------

〈機能〉
3 0車にはエンジン空気流量調整式のド100を設定し， 

エアコン作動時に自動的にアイドリング回転数を上げ 

る装置である。
XIII フ
袖5チ

エア入ロ エア出口

(ヂーゼル機器製）

く作動〉
卩1(：1)とエアバルブを結ぐエアホースとから構成され 

ている。

① エアコンが作動するとエアバルブが通電し，エアバ 

ルブを開き一定量の空気がエアホースを通り，エン 

ジンに送り込まれる。

② 压カセンサにより検出された信号がコントロールユ 

ニットに入力される。（空気流量増信号）

③ コントロールユニットに入力される各種信号を基に 

燃料噴射量を決定する。（燃料噴射量増）

④ 吸入空気量と燃料噴射量の増加によりエンジン回転

が上昇する。

(カルソニック製）
ド12.75 56-073

エアバルブ

2,76 56-074
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マニアルエアコンー制御装置

——加速カツト装置-------------------------------------------

く概要〉
コンプレツサの負荷による車両の加速性能の低下を防 

止するため，一時的にエアコン作動を停止させる装置 

である。

く構造〉
加速カツト裝置はアクセルペダルに設けたマイクロス 

イツチとエアコンコントロールユニツトから構成され 

る。 ‘

く注記〉トライ系はエアコンコントロールユニットに

車速信号が入力されている。

コモン（アース）

F\^7^

く作動〉
アクセル開度が80%以上の時，アクセルペダル部のマ

イクロスイッチが0 し，エアコンコントロールユニ

ット内のコンブレッサマグネットクラッチリレーの制 

御用トランジスタ丁。およびド100用の制御用卜

ランジスタ丁むが〇孖ドする。 電源回路
I--------------------- ------------------------------------- 1

く参考〉 3 0車は迟011(コントロールユニット）によりエアコンを制御している。
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〔1〕概要

エンジンハーネスは車用と3じ車用の2種類を設定した。コネクタ類は防水タイプで確実性を施こし，更に 

耐熱チューブを採用した。
離

參

始動装置としては，065，075ド界のスタータ（日立製，三菱電機製）を採用した。

充電装置は3〇車に12ゾー50人（日本電装製)，NA¥^12V-45A (三菱電機製および日本電装製）出力の警報機能 

付10レギュレータ内蔵型のオルタネータを採用した。

參 点火装置としてはイグニッションコイル，ディストリビュータ，ハイテンションコード，スパークプラグで構成 

され，3(：車は五〇〇点火信号による電子制御方式を採用している。スパークブラグは始動性のよい2極沿面ブラ

ダを採用した
キャブレタスローカツトソレノイド

く㈧八車〉

サーモメータ
異色（丨極)

キャブ
%

\

エンジンハーネス

黒色(3極) 灰色(1極)

7

ノ
ノ

セ
ぐ

取 な

[1

オイルプレッシャ5㈧

1^

0
補

0,
〇. 57-600

く5。車〉

サーモゲージ

吸気温センサ

スロットルセンサ

1

II
水温センサ I

〆 II〆 エンジンハーネス

エンジンアース
/インジェクタ

/ \
，づレ. オイルブレッシャ3…

0
ぎ

闩2」

、
57-601
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エンジンエレクトリカルー始動装置

〔2〕始動装置 日立製スタータ

概 要〉
0,65尺评出力のフェライト式小型軽量スタータを採用した。

仕 様〉

項〜1 - 様 日翅5丨14-435

公 称 電 圧

公 称 出 力 〇. 65^

回転方向（ピニオン側から見て） 左

ピ ニ オ ン歯 数 8枚

全 長 211. 5111111

3 - ク 外 経 090111111

重 量 約3.51沿

く構造〉

，マグネットクラッチ

一| — 1
^ル 1

1，
1 1费—/，一, 1—

卜ーシヨンスプリング 

シフトレバー

ダストカバー 

ピニオン八55乂

33

，讎^垂

アマチユアヨーク（水抜き穴)

闩2. 2 57-602

三菱電機製スタータ

0.65^，0.751^^出力の卷線式小型軽量スタータを採用した

仕 様〉

項''!" 〜〜〜 N2丁37281 N2丁42581

公称 電圧 12マ <—

公称 出力 〇. 65驟 〇. 75謂

回転方向（ピニオン側から見て） 左 ^—

ピニオ ン歯数 8 <—

全 長 204 209

ヨーク 外径 ¢590 <—

重 量 3.2^ 3.6^

マグネットクラッチ

〇

し八丁巳

シフトレバー

ピニオン八55ソ

ブラシホルダ ヨーク

アマチュア

円2. 3 57-603
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エンジン，エレク，トリカルー充電装置

〔3〕充電装置 圓オルタネータ

く概 要〉
^50中:は50八出力の警報機能付10レギュレータ内蔵型を採用している。

^ NA車は三菱電機製と日本電装製を車種によって使い分けている。

-プーリは八ん〇11付用（ポリVベルト）’と一般用の2種類がある。（NA車)

〈仕 様〉

項 目〜^
様 車 50 車

メ ー 力 三菱電機 日本電装 日本電装

レギユレ 一夕型 式 I 0 式内蔵 ^— (—

バ ツ テ リ 電 压 12 V (— <—

呼 称 出 力 12乂一45八 12マー50八

アース 極 性 ㊀ァース ^—

回転方向（プー リ側から見て） 右 ^— ^—

定格 回 転 数 50001^111
9

く—

13.5 V 時 回転 数 115011)1X1以下 1020^111以下 12001^111以下

調 整 电 圧 14,5土0,3ゾ 14.5土().5 <—

プーリ — 有効 径 65 0 ^— 52.5

出 力 电 流 5000—43人以上 ^— 5000 — 50八以上

重 夏 3.6 3.2 3.9
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エンジンエレクトリカルー充電装置

く構造，作動
拳

籲

イグニッシヨン3界を〇 するとフイールドコイルに電流が流れ磁界が発生する ，

エンジンが始動し，オルタネータのステータコイルに交流が発生する。この交流はシリコンダイオードにより直 

流に整流される。

出力電压の制御は10レギュレータ部でフイールドコイルの電流を制御する。

…車〉

睡 編 1雄一 ，…—，9讎 11」 —
卜-.,国

------1 1

3

065

プーリ ルト、
罐ノ

一ら

〈注記〉众/〇〇〇付の

プーリーはポルVタイプ(¢52.5)に交換する。

「ぼ. 4 57-604

内部結線図
巳イグニツシヨン

11 ^ II：名ィデレ

000^〇-
フィールドコイル—ど

8 10
5-

5. 16

---------------------------------^-----------------------

オルタネータ八33丫

10

市

丨〇レギュレータ

コンデンサ051)ド

NA車用（八/〇〇门無)
闩2. 5 57-606

く 50車〉

召-

^7^
3

052.5

プリ（ポリVベルト)

№1

闩2. 6 57-605

8 1グニツシヨ

1：

フイールドコイル'

^-------！ -5

I 0

15,
巳

八

7^7 7^ 177

50車用（日本電装)

57-607
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エンジンエレクトリカルー点火装置

〔4〕点火装置 イグニッシヨンコイル（1\1八車) イグニッシヨンコイル(5¢：車)

ダイヤモンド電機製外付抵抗付のイダニッションコ 

ルを採用した。

仕様 
項目、〜〜

基準値(ポイント式）

メーカ ダイヤモンド電機

型 式 ド—607一01II

バツテリ電圧 12ソ

—次コイル抵抗 1.2 土 10%

二次コイル抵抗 26. 0X2 土 15%

外付抵抗 1.72

雑防コンデンサ 0.25；^

イグニッシヨンコイル
外付抵抗

し一"、」〇!]0 II

厂ぼ.8 57-608

日立製モールドタイプのパワートランジスタ付イダニ 

ッシヨンコイルを採用した。

、、、、仕様 

項目、\、 基準 値

メーカ 日立製

型 式 0^11-221

バッテリ電圧 12乂

三次コイル抵抗 0.92 土 10%

二次コイル抵抗 10.01^ 土 20%

雑音コンデンサ 0.47^^ 土 10%

重 量 800^

電源㊉

1

1 广 1
V ド 名

(111011
コイル㊀

ア—ス
(イグニッシ 

ンハ^レス）

電源 丨〇丁信号
汨010

闩2.9 57-609

〈結線図〉
パワートランジスタイグニシヨンコイル

電源1'

⑽信号

ぬ丁信号

—^一——

く ノ
1内蔵ツエナーダイオード1

0(
〇〇

〇
〇

I
1
I

—^

^高圧端子

アース

ド也10 57-610
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エンジンエレクトリカルー点火装置

イストリビュータ（问八車) 国デイストリビュータ（50車)

NA車はポイント式を採用し，ガバナ進角，バキュー 

ム進角も有するものである。

仕様 
項すく^ 基準 値

1 メ ー カ 二菱電機 日本電装

回転方向 ガバナ側より見て左 ^—

点火間隙 90° 土 15°
1ポイントギャップ 0,45〜0.50腿 0.45〜0.50匪
1コンデンサ容量 0,25“卩 土 10% 0,25#ド 土 10%

スプリングカバナ八

フライウェイト 

シャフト 
ゾ\ゥジング

户12.11 57-611

点火進角をすべて冗011で制御する方式を採用した。 

デイストリビュータはクランク角センサに加えて#1 

気筒压縮上死点を感知するための気筒判別センサおよ 

び各気筒プラグに電力を分配するディストリビュータ 

部分より構成されている。

仕様
項目、〜、、 30車

メーカ 日立 製
メーカ形式 134589 - 01電子進角
回転方向 キャップ側より見て左
エアギャップ 〇. 211111以上
分 角 4000x^111以下
デイスビ回転 8008

重 量 90。土 1〇
配電順序 1 ~ 3 ― 4 ― 2

カーボンポイント
キヤツプ

ロータヘッド

リラクタ2

ボールベアリング

‘口^^、

^7| -

把

メタル

-〇]
カップリング 

、リラクタI

コンデンサ

ブレーカ

ブレート

ワイヤ

ド18.13 57-613

コントローラ

ド；咨12 37-612
57-614
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エンジンエレクトリカルー点火装置

30車および車共に始動性に優れた2極沿面プラグを採用した 〇

ふ

57-617

1—

:

藝

(N0)

\車種 メーカ装着プラグ

項
巨\

，車 50車

形 |\1队 び1160(青色） <—

式 N0 1(20〇丁卜511(黒色) ^—

内部抵抗値 3.0〜7,5似 <—

ギャップ(刪) 11屮〇 
い 一0.1 —

重 量 45 2 ^—

国ハイテンシヨンコード

參 ハイテンシヨンコードは30車用と車用が設定さ 

れている。コードは雑音防止用高圧抵抗電線入りで 

色は赤色キャップは黒色のものを採用している。

プラグキャップ(黒色）
シリコンチューブ

，コード(赤色)

プラグターミナル

リング

識^マーク 
N八：黒 
3 0 :白

と/キャップ

ディスビく仕 様〉
ターミナル

57-616

厂12.15 57-615

基準値 ，車 50車

コード名\ 長さ（⑺〇!) 抵抗(匕⑵ 長さ(㈣〉 抵抗(似）

デイス トラック
165土； ---------- 211^：100 —

コード バン
トライ 215 土100 — 165 土1〇〇 —

# | コード 54511。5 6.1〜11，3 440 土105 5.0〜9.4

井2 コ—^ド 490 土1〇5 5.5-10.2 385 土105 4.5-8.3

#3 コ^—ド 480 ^05 5.4〜10.0 350 ^〇5 3.9-7.3

#4 コード 390土$ 4.4〜8.1 280 土1〇5 3.0-5.5

ークプラグ

I画国丨
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〔1〕ワイヤリングハーネスレイアウト

サンバーのフルモデルチェンジに際して，ワイヤリングハーネスの品質向上に重点をおき下記項目を充実させた。 

，均一性が図れるハーネス（不完全，不確実作業の廃止）

，安全性を確保したハーネスのレイアウト。

-回路保護を考慮したハーネス回路。 エンジンハーネス
リヤゲートコード

リヤハーネス

づノハネハーネス

フロントハーネス

リヤコンビコード

ミツシヨンコード

エンジンハーネス

ノレーノコ——

リヤハーネス

インパネハーネス

フロントハーネス

F

リヤコンビコー

ぐッシヨンコード

57-001
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ボデーエレクトリカルー巳〇リリレーレイアウト

〔2〕リレーレイアウト

各種システムのコントロールユニットおよび主要なリレーのロケーションを以下に示す。

，合理的な配線と防水品質を考慮してコントロールュニット（辽1\4？丨，五〇ソ丁）の取付位置を設定した

くトラック〉

「は.2 57-002

トライ，バン〉

③④⑤

1ば

V、

II

「12.3 57*003
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1円ユニット（トラック）

57,010

⑨

⑩，⑪
已⑺丁ユニット

シフトロツクユニツト57-009

⑫
フユーエルポンフリレー

メーンリレー（トラック）

57-010

⑭
メーンリレー

フューエルポンプリレー
57-011

⑬

EIV1円ユニット（バン，トライ）

37-01！

⑬

リヤワイパリレー 57-012

⑰

プ

サンサンルーフユニット

57-013

①，②

ユ-ット ワイパ㈧丁ユニット
57-004

③，④，⑤

(4^0,デフロック，フリーアクスル）^

57-005

⑦ 八/〇コントロールユニット

57-006

ドアロックタイマ 57-007

ホデーエレクトリカルー已(:じ，リレーレイアウト
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ボデーエレクトリカル—各種スイッチ類レイアウト

〔3〕各種スイッチ類レイアウト

各種スイッチは機能区分された使い易いインパネ廻りとマッチした，扱い易く操作フィーリングの良いスイッチ，

マルチユースレバーを配置している 〇

円24 57-014

〇. 名 称 備 考 N0, 名 称 備 考

① リヤデフォッガ3^) 除く全車 ⑦ ライティング.ディマ，ターン 全車

② フロントフォグランプ3界 デーラ0？ ⑧ ハザード3界 全車

⑧
リヤゲート3界 
IIフォグ3界 
ワーキング

バン，トライ(集中ロックなし) 
(トラック赤帽）

⑧ リヤヒータ3界 トライ系全車

④ リヤデフロック 4界0車にメーカ〇卩 ⑩ コンセン XVサンサンルーフ車

⑤ (リモコンミラー3评取付部) 通常はコイントレー

⑥ フロント蠢リヤワイパウオッシヤ3… 全車
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ボデーエレクトリカルーバッテリ

〔4〕 ツテリ

，トライ車のバッテリ位置変更に伴ない，バッテリケーブルの安全確保のため，ケーブル引廻しをリンホース（セ 

ンタフロア）内とした。

-バッテリは2型式とし，一般向と寒冷地向および4评0車用で区分けしている。

項 目 — 般向 ，寒冷地向 
，4 西 0車

型 式 26八17尺 38820尺

電 圧V “V 12ソ

容量 六卜（5册） 21八卜 28八11

電解液比重（20て） 1.280 1.280

バッテリ（バン，トライ）

ツテリ（トラック）

57-015 円86 57-016
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ボデーエレクトリカルーヒューズ

〔5〕

-回路の安定性を向上させるためメーンヒューズを採用すると共にバッテリの近くに取付位置を変更した。

隹ハーネス短絡（ショート）時の回路保護のためパワー回路のヒューズをワイヤー式からスローブヒューズに変更 

し，へッドランプ回路のヒューズはブレード型ヒューズを採用した。

-ハーネス引廻しのレイアウト上，ヒューズボックスの取付位置をインパネ右側サイドからインパネ中央のぺ夕 

ルブラケット位置に変更し，配線経路の短縮を図った。（全車共）

くヒューズボックス〉
〆指定したヒューズ以外は 

/使用しないで-ください。

2 3 一 4 5
20八 15八 15八 15八

ア〇
ツ
ク

ホ
ッ'

メタ
ふ丨
1ン

X
ン
、へ

ン

10八
(スペア）

6 7 8 9 10
15八 15八 15八 ㈣ 10八 10八

フ ハル
44^

スホ テ
へマ 一2

7

ン

す丨
ドム

い
プン

1

ル

し|

、ノン
ブ

ーン

円が7 F!2.8

15八
(スペア)

20八 
(スペア)

57-020

く メーンヒューズボックス〉

くトラック〉 くトライ，バン〉

闩89 57-015

37-021
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ボデーエレクトリカルーヒューズ

ヒューズ回路

ヒューズボックス
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ボデーエレクトリカルーイグニッシヨンスイッチ

〔6]イグニシヨンスイッチ國概要

-丑〇ン丁車はキーインタロックシステムを装備した。

‘サービス性改善のため，キーシリンダを後付けタイ 

プとした。

-エマジェンシ用キーインタロック解除ノブ穴にイグ 

ニッシヨンスイッチグロメットと一^体化したカバー

を装着した。

，ィグニッションスイッチ単体はレックスコンビ用を 

共用した。 イグニツシ

F

スイツチの接続構成表

—キー位置 
端子名 八〇〇 〇问 51

8 (:) 9
16

3 I 6
八0 0 -(:) )

0「ド

57-022

「セ12 37-023
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〔7〕コンビネーションメータ圍概要
------------------------------------------外観図---------------------------------------------------------------------------------------------------------

，コンビネーションメータは標準型とエンジン回転計付（タコメータ）の2連型である。

#コンビネーションメ ータの目盛表示をより判読性の良いものに改善した。

-照明色は緑色で透過十間接照明方式である。

く変更項目〉
, 迟〇从丁インジケータの展開

Iきクラッチテンプ，過給圧表示灯，チェックエンジン機能追加に伴うインジケータ，ウォーニングの追加。 

-速度警報装置をディーラ0？設定とした。

，スピードメータ最高目盛140—/11に統一。
^エンジン水温計の特性を中間安定式とした。

，エンジン4気筒化に伴いタコメータを

10㊀パルス：タコメータ指示=2 :1とした。

#燃料計を置針式とした。

，排気温度警告灯を展開した。

ボデーエレクトリカルーコンビネーションメータ
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ボデーエレクトリカルーコンビネーションメータ

メータ エーシヨン

車種
種類

トラック パネルバン ノゞン
トラィ 1

旧 父5 呢サンサンルーフ XVサンサンルーフ|

タコメータ付 — — — — 〇 〇 〇

タコメータ無 〇 〇 〇 〇 — — 一

トップメータ — — — 〇 〇 〇
〇 1

くタコメータ付〉

51-015

くタコメータ無〉フルタイム4^0

51-015

くタコメータ無〉セレクテイブ4^0

^614 5卜017
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ボデーエレクトリカルーコンビネーシヨンメータ

コネクタ配列

くタコメータ無〉 くタコメータ付〉

22？コネクタ

22？コネクタ

8卩コネクタ に(^丁コネクタ 8ドコネクタ

22？コネクタ
22？コネクタ

8？コネクタ
①②⑧④⑤⑧ ⑦
？卩0 空イグニッション㊉

E^；VTコネクタ

8卩コネクタ

①②③④⑤ 
？ 8 [N1 0 〇5

^215
已〇ソ丁コネクタ

⑥⑦
空イグニッシヨン㊉

1 接続先 接続 先

N0. 22卩コネクタ 问〇. 22『コネクタ N0. 8卩コネクタ N0. 22卩コネクタ N0. 22卩コネクタ N0. 8卩コネクタ

1 尺界〇 〇!' 4^0 12 チャージ 23 排気温警告 1 7*0 12 排気温警告 23 ブレーキ

2 ターンシグナル只 13 ブレーキ 24 リヤデフォッガ 2 13 允 24 チャージ
3 ¢N0 14 パークブレーキ 25 過給圧表示 3 14 允 25 リード3评

4 允 15 空 26 服几00X 4 ィルミ㊉ 15 イグニッション㊉ 26 リヤデフォッガ

5 16 イグニッション㊉ 27 允 5 7^ 16 空 27 エンジン水温

6 イルミ㊉ 17 允 28 リード、3贾 6 空 17 28 クラッチテンプ

7 ターンシグナルし 18 7*0 29 エンジン水温 7 ハイビーム㊉ 18 10㊀（タコ） 29 フユーエノレ

8 允 19 チェックエンジン 30 フユ—エノレ 8 允 19 チェックエンジン 30

9 20 クラッチテンプ 9 ハイビーム㊀ 20 エンジン油压

10 空 21 ノ、イビーム㊉ 10 21 過給圧表示

II エンジン油圧 22 ハイビーム㊀ II ターンシグナル只 22 ターンシグナル乙
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@ @ @000^

「セ16

く注〉※1チャージ用

57-030

嶔3ハンドブレーキ

嵌2排気温警告断芯チェック用※よ瓦〇ゾ丁インジケータ''？〃用

-回路図（タコメータ付)

ホデーエレクトリカルーコンビネーシヨンメータ

回路図（タコメータ無)

ド也17 57-031

く注〉※1チャージ用

效2排気温警告断芯チェック用

浓3五〇乂丁インジケータ'"用）

水温計 
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ボデーエレクトリカル——コンビネーションメータ

圓構成部品
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ホテーエレクトリカル——コンビネーションメータ

国構造，作動

I-----------ウォーニング攻インジケータ類の表示と機能

表 示 名 称 点灯色 機 能
1 1.

ノ、イ ビー 厶
インジケータ

ブルー ，へッドランプを上向きにしたとき点灯

| £3

チャージ警告灯 レッド ，エンジン回転中，充電系統に異常が発生したとき点灯

晒 リヤデフォッガ オレンジ ^リャデフォッガを作動させたとき点灯

(0) パーキングブレーキ 

およびブレーキ液警告灯
レッド

#ブレーキ液が不足したとき点灯 
，サイドブレーキを引いたとき点灯

排気温警告灯 レッド
-排気温が上昇し触媒コンバータ部が異常高温となった| 

とき点灯

ターンシグナル
インジケータ

グリーン
^ターンシグナル5评またはハザードウォーニング3界
0Nで点滅

が
エンジン油-圧

警 告 灯
レッド 翁エンジン回転中，油圧が低下したとき点灯

固

后）

回
巳0 V 丁

インジケータ

オレンジ

ぢ〇ゾ丁のセレクトレバーの位置を表不するセレクト| 

位置が点灯

グリーン II

オレンジ X

グリーン 0

グリーン 〇5

過給圧表示灯 グリーン
エンジン回転中、インテークマニホールドの圧力が規定 ，
値になると点灯

[:呢⑶〔1\161呢
チェック エンジン

警 告 灯
レッド 丘河？1システムに異常が発生したとき点灯

酬
只…0 表示灯 
(フルタイム4西0)

レッド フルタイム4界〇を強制的に解除したとき点灯

4110
4^0 表示灯 
(セレクティブ4西0)

グリーン 4界〇に切替えたとき点灯

丁〔1\；1卩 クラッチテンプ警告灯 レッド 五〇乂丁のクラッチ温度が上昇したとき点灯

〇旰 0丨「ドし〇以表示灯 オレンジ 〇正孖^0^に切替わったとき点灯
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〔8〕ランプ国概要
---------- フロントランプ——

ボデーエレクトリカノレーランプ

，トライ全車のヘッドランプは異形2灯式（9 4ハロゲンランプ）でレンズは，樹脂製を採用した。 

^トラック，バン系は丸型2灯式（シールドビーム）である。

くトラック〉 くトライ〉

サイドターンシグナルランプ

(丸型へツドランプ用フロントコンビネーションランプ）（異形へッドランプ用フロントコンビネーションランプ)

く仕様〉

N0. ランプ種類 トラックもバン トラィ

① へッ ド ランプ 12マ60/50界白色（シールドビーム） 12乂 60/55^白色（ハロゲンランプ）

② フロントターンシグナルランプ “V 21界 12〃 21界

③ クリアランスランプ 12 V 5贾 燈色 “V 5评 白色

④ サイドターンシグナルランプ 12 V 5界 燈色 12V 5界 燈色
丨⑤

フォグランプ（デーラ0 ？) 12V 35界 淡黄色
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ボデーェェクトリカルーランプ

57-037 闩艮24 57-039

ターンシグナルランプ

テールふストップランプ

リフレックスリフレクタ

ックアップランプ

リヤランプ

くトラック トライ

「丨も23

(リヤコンビネーシヨンランプ） （リヤコンビネーシヨンランプ）
ド丨2,25 57-038 「12.26 57-040

N0. ランプ種類
トラックふパネルバン トライふバン |

バルブ種類 |

① ターンシグナルランプ 12从21界 燈色 “V 21评 燈色 |

② ストップふテールランプ 12 V 21/5界赤色 12 V 21/5界赤色 |

③ バックアップランプ 12乂 21界 白色 12乂 21界 白色 1

④ リフレックスリフレクタ（反射器） 赤色 ^— |

⑤ ライセンスランプ 12ソ10评 白色（1灯） “V 5琢 白色（2灯） |

⑥ ワーキングランプ 12ソ10评 白色

⑦
ハイマウンテッドストップランプ

(デーラ0円）
—

12マ18^X4 赤色 |

(ハイルーフ車のみ）

②
④
③
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ボテーエレクトリカルーランプ
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ボデーエレクトリカルーワイパウオッシャ

〔 9〕ワイパ8¢ウオッシヤ 概要

くフロン くリヤ〉

ウオッシヤノズル

ワイパモータ

ワイハ。リング

タンク

ドぼ.31 57-700

\ 車種

項目 ヽ、^

トラック パネルバン バン トラィ |

標準

ルーフ

ハイ

ルーフ

ハイルーフ 標準ルーフ ハイルーフ ハイルーフ |

3 10 510 &50乂 3 0 X 只」 X 3 XV 1

雇 柳 2^0 柳 2…〇 柳 2…〇 勸 2^10 響 2^0 獅|

フ

ン
卜

つ
イ
パ

黒 塗装 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ワイパ
ミスト付2速 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇

ミスト付2速十間欠 (0) 
(営農のみ)

--- 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ノズル色
黒 色 〇 〇 〇 〇 〇 〇

グレー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — ---- — — こ--

ミス ト 作動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ウォッシャ連動 (0)
(営6のみ）

— 1 — — =~^ — — 〇 〇 〇 〇 〇 〇

リヤ ワイ パ（黒塗装） -------- 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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ボデーエレクトリカルーワイパみウォッシャ

構造，作動
フロントワイパ汝ウオッシヤの構造

，ワイパブレードは運転席，助手席とも400腿のものを採用した。

^ブレードとアームの結合方法は交換作業性の良いIIフック方式を採用した 

^ウオッシャの容量は0.5必アップして1.5公とした。

-注入口は助手席側下のキャブフロアーの作業開口部に取付けている。
鲁 ブレードセツト位置はブレード先端とウェザストリップとのスキマはオートストップ状態で25土 5111111に設定し

ている 0

ウォッシャタンク注水口取付付置

ド12.33 57,048

アーム

タンク

ド16.32 57-047

「也34 57-050

1項@ ^車種 トラック バン，トライ

定 格 電 圧 12又 ^——

ヮ
1ィ

無負何時

特 性

回転数
し〇西 50 ± 0 1*13111 ^—

㈠丨〇㈠ 75+ 8 ^1X1 ^—
パ
モ 電流 3八以下 <—

1
夕 トルク

12011

拘束特性 ㈠灿 1001^爪 ^—

電流 20八以下
ブ
レ

1
1ド

長 さ
運転席
助手席

400111111

丨夕 ン ク 容 量 1.5忍 く 11
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ボデーエレクトリカルーワイパふウオッシャ

—リヤワイパ&:ウオオシャの構造-------------------------

-1ブレード方式でワイパブレードの長さは380111111とした。 

，アームとブレードの結合はIIフック結合方式である。

-ワイハ。作動角は110°

^ウオッシャタンク容量は1.0必

くアームとブレードの結合方式をリフック方式

アーム

ド12.35 37-050

オォッシャ液噴射位置

ド12.36

仕 様

項 巨 仕 様

定 格 電 圧 12乂

つ 無負荷 回転 数 40 土 5 1^1X1
イ
ノ^ 時特性 電 流 2八以下
モ

1 拘 束 トル ク 0.801以上

夕 特 性 电 - 流 13八以下

作 動 角 度 110° 土 5°(無負荷時)

ブ レ — ド長 さ 380111111

夕 ン ，ク 容 1.0忍

注水口は従来車と同様にリヤコンビランプ上部に設

定した 〇

ノズル

ドぼ37 57-051

#ブレードセット位置はブレード先端とウエザストリ 

ップとのスキマはオートストップ状態で15土3に設 

定した。

ド12.38
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〔10〕コンビネーションスイッチ

ボデーエレクトリカルーコンビネーションスイッチ

ステアリングコラム部にマルチユース方式のコンビネーションスイッチを採用した。また，リャヮイノ、。および

ミスト機能を設定した。 ，

サービス性向上を狙い，スイッチ部分（ワイパ側のみ）を分離できる構造とした。

ドワイパミスト

8ワイパ

尸ウオツシヤ

ドヮイノぐ

ド1艮39

¢3〇吓，
0N

0吓〜 
㈧丁一 
10 — 
训—

「12.40

く適用車種〉

タイプ

丁㈣づ

丁㈣〇

丁丫？已し

丁丫？巳3

マーク形状

滅: …丁-み し0㈠[—一

〇汗.
〇…〇

〇汗
丨町
し〇
N1

〇汗
し〇
N1

「12.42

‘6

57-054

適用車種

トフイ全車

バン
(ハイルーフ，

4仰）

鲁 トラック 
営農車のみ

トラック全車
パネルバン全車

バン2^0

ハザード

0
口

57-056

〇

厂16.41

ターン
ライト

パッシング ディマー

57-053
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ボデーエレクトリカルーリヤウインドウデフオッガ

〔11〕リヤウインドウデフオッガ

リヤガラスの視界拡大に合せて，熱線プリント本数および容量を大きくした。

リヤウインドウデフォッガは，トライ全車およびバン系（3丁0-2界0，50又-2评1)を除く）に標準装備した。

スイッチはシーソ式でインパネ格納タイプである 〇

\\車種 バン トライ

810 50父 50父-30 全車
項目\ 2^0 柳 雇 4^0 2"〇 4^0 2^〇& 獅

リヤデフォッガ — 〇 — 〇 〇 〇 〇

車種

項目

ノ^ ン トラィ

標準ルーフ ハイルーフ ハイルーフ

熱線本数 12 12 12

熱線間隔(皿） 30 30 30

消費電力（西） 85 85 85

熱線
スイッチ

「12.43 57-057 ド12.44 57-058
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ボデーエレクトリカルーオーディオ 

〔12]オーデイオ II概要

^ 2011^装着スペースを確保した。（界180父9100X0165のセット装着可）

-ラジオ付車は全車五丁 IIとし，受信性能の向上を図った。

，ラジオ裏面の配線系コネクタはレガシイ，クローバ4車と同じとし，互換性をもたせた 

-ラジオは，八厘五丁只および八河/卩以マルチ辽丁只の2種とした。

〈仕様〉

構成 部 品
機能，特長 適 用

グレードイラスト 名 称

卜

八電子チューニ

ングラジオ

(八！VI巳丁尺）

1サイズの八以電子チューニングラジオ，

？ししシンセサイザ選局，八1\16局プリセット

トーンコントロール，時計機能内蔵，交通情報

受信，定格出力5琢，パワーアンプ内蔵

-トラック

參バン

-トライ 
⑽除く）

八IV！電子チ

ユーニングラジオ

(八!^/ド1\；1マルチ[丁只)

1サイズの電子チューニングラジ

才，シンセサイザ選局，八肘/ド河各6局

プリセット，バス.トレブルコントロール，バ

ランス.フヱダーコントロール，時計機能内蔵，

交通情報受信，六II X端子，定格出力10^X2,

パワーアンプ内蔵

-トライ

XV
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ボデーエレクトリカルーオーディオ

I構造，作動
----------- 八171電子チユーニングラジオ（八闈-已丁⑺

，出力 5^X1 

-時計機能付 

-交通情報専用ボタン付 

，6局プリセット

#卜ーンコントロール

くクラリオン8¢ナシヨナル製〉
「12.45 57~7〇1

—八从/ド从電子チユーニングラジオ（八1\^「171マルチ巳丁只）---------------------------------------------------------------------

，出力10^X2

- 4スピーカ対応可 

-時計機能付

，交通情報専用ボタン付 

，A]\1/F1V[各6局プリセット 

，バス，トレブル独立調整

參外部入力端子（人1！又）付とし，ポータブル00プレーヤ，ウォークマン等を接続し車室内のスピーカで聴ける。 

❿00プレーヤ接続端子付（ラジオ裏面）

表示は咖蝴

交通情報受信ボタン

自動選局 
マニアル選局り、夕

表示切替ボタン(時刻〇周波数)

\

\ \ 71^バン/ / -.

錯(8-3.8 3 」 ヒ^ 味 3
濯 2 3

\ 1 -
―.1 \ ,

4 5 6 芦鼬/羼㈣

<0 一 電源スイッチ，音量調整ノブ

40%

❿

ワンタッチ選局ボタン

外部入力嫌子 '調整ノブ

「16.46 くクラリオン製〉 リ-2889
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ボデーェレクトリカルーオーディオ

スピーカ

，フロントスピーカは，インパネ前面に（4 X 6インチだ円スピーカ…三洋製）2個装着可能とした 

雜スピーカの取付けは，スピーカグリル(別部品）を採用して，取付けの簡便化を施した。

く仕様〉
項]'''—―^ ハイパワー ノーマル

定格（最大）人力〔仰〕 10(20) 4(8)

ボイスコイルインピーダンス〔2〕 4 4

最低共振周波数⑴2〕 165 150

出力音圧レベル…8〕 889 88

スピーカグリル

〜47 57-060
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ボデーエレクトリカルーホーン，シガレットライタ

〔13〕ホーン 概要 〔14〕シガレツトライタ国概要

3丁0グレードを除く全車に標準装備とした

項 目 基準値

消費電流 12乂 10人以下

復帰時間 20秒以内

温度ヒユーズ
約1分間通電 
のままで溶損

シガレツトライタ

「ぼ50 57-063
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1。—

イクニシヨン3…

オルタネータ 
端子他

オルタネータ

让端子

「セ.53 57-065

參イグニション3…が〇]^の時，ダイオードを通じて（イ）の方向に電流が流れ，ウォーニングランプは点灯す 

る。（回路チェック）

-エンジン起動後はオルターネータの乙端子のトランジスタが0ドドとなり，ウォーニングランプは消灯する。

#排気系の温度が約900度以上になり，サーモセンサのヒューズが溶断するとコントロール回路内のトランジスタ 

に電流が流れ（口），ウォーニングランプが点灯する。

検出回路

構造，作動

ホデーエレクトリカルーェキゾースト警報システム

〔15〕ェキゾースト警報システム國概要

エキゾースト警報システムは，サーモセンサとメータ内のコントロール回路および排気温ウォーニングランプ 

で構成されている。

サーモセンサはヒューズタイプであり，溶断後の抵抗値の変化をコントロール回路で検出して，排気温ウォー 

ニングランプを点灯させる。

サーモセンサはX八車と3 0車では取り付け位置が異なる 〇

サーモセンサ⑺ム車)

サーモセンサ（30車)

闩2.51 57-063 ド12.52 57-064

サ
ー
モ
セ
ン
サ
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外観四面図

I卜 ///
0^9

ちしし
008

0011
9581(簟；)

圓トラックハイルーフ 2^0 V — <53 (類別060)

(
雉

お
髟
觸

)

1 ？

匪宿
呑

钜

&

I
聆

撇
羧
哳

昶

带

阻
宿

雕

肜

班
厄

阻̂

链

&
长
撇
埯

屯
粧

祙

睡
犖

踮
长
靶
侄

枳

闼

辱

1
？

09

00
1

§1  
- 
II

0131

 (3

謹

) 

，
一 

I  
- 

962

001(5

如
)

& 
蝴 
0

1 ？

蝨
羅

0011

1匕

1 
10

95
 

|

|14

30
5

嶠
-，

，
丨
. 

—
参

！-—
し
061

1 ( 529

&蹄

胳
鞞
诅

柁

0
琏

〇
3
3

9
6

00
1
(

隳啪

)

982
0631
5021

12
8
潺

)

65

0
10

17

511

326



ラックハイルーフ 4^0 ソード54 (類別060)

外観四面図

雖6？ 七

55 4
1 口

藍 奉
11-1 ^ 、瓜

宿 づ土 5

855 6？
装 班還

1113711

癱

铌 @1 &
0¢

10
II！
II
10

9931I
I

0011
9601

110
6

100
1
(
^
)̂
1 

1
1

0631

§1019

327



986(会#聆萆遐〇題)

薩

1 〇ャ乙
008 ^
088

0/9
91/.
008

0011
08/1 (# 丟）

9021

口

01721

& &
11〇1〇 為

#

铌
雄

〇〇
5111

066

 

(
卿
篆
体

铌

〇
酲
)

踮长鸨

佐

瞄̂银

&
咿 
龅

095

？
ぎ
茬
度

9
8
00
1 (3

造冊
)¢1.

0381

〇
〇

寸

(

相
)

02

寸
(

49
)



0501($簟遐〇龍)

586($崮降萆脬〇㈣)

>1 ,506

526

0921

0811

^^0^5
〇72
008

0011

〇〇

4¢ ^

益 振
羅

響

插
晒 班

，ノ 1匕1卜蓝
班繼 匪

匪
丁0视

淀.

〇匾
1〇1| ^5： -1& ^5； 钜

〇ャ乙
008
088

外観四面図

ン標準ルーフ 4^0 V— !<74 (類別020)

0821I
；
…

1
 

I
:

：

0131

 (32

雪

)

0
9

10

(

卞

^一

芯
肢
)

0

卜

一

卞
ギ
菇
瓶

)

915

セ

9
8
8
1
(

1111
8
菡
)0201

05

1

250

丨
で1

」
制
^
^

0391

066

(

瞍
孩
衲
铌
〇
羥

卜
116
也
雔
肼
账3

；

 2
？

一形
^
&
々

雜

110
8
5
1

I
I
I

9021

 (32

骣
)

明

\% 本-I 111

:
^ |
-'-，卜" 11 :

1

〇
川

10
40

广

賢V

0
9
00一

(
想
ぉ
髮
一
〇

睇
胳骒

促

瞄̂
毫

96

2
(

騍

剞
)

963

£
(
¢
41
)

329
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性能曲線図一走行性能曲線図
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8—3 主要諸元表

1 , 1 ぐ ―^ホ 丁 — 4一方開トラック ,- ，方開トラック標準ルーフ ハイルーフ 三方開トラ7ク標準ル-フ
型 式 V - 〖3 3 7-^3 4

ェン ジ ン
11

0,6で 5090⑽） 0.6必 5090 (50) 0.6¢ 30肊(贴） 0.6！ 30寒）
駆動 方 式 2界0 4卿
グレ — ド 5 3丁0 <— 30又 30父一30 30又 3丁0

1トランスミ ツシヨン 5蕭 ^— 51\1丁 <— ^— 5, 土
類別区分番号 4 010 020 030 040 050 060 010
社内型式符号 8 〖似麗 尺33厶311\1 尺33八321\1 仄33八32冗 尺33八32し ^339321^ 仄34八3：^
指定番号 9 6480 〈— <— ^— 〈— 6481
車名および型式 スバル〖33 <— <— 〈— ^— — スノベル尺34
製作者の氏名または名称 丨丨 富士重工業株式会社
自動車の種別 軽（ 4輪） <— <— ^— <— ^— <—

1用途 货物 ^— ^— く— <— ^— ^—

車体の形状 14 キャブ.オーバ ^— 〈— <— <—

長さ（⑺） 15 3,295 ^— 4— <— ^— <—

幅（⑴） 16 1，395 ^— ^— 〈— ^— <—
丨局さ（⑺） 18 1，760 1，815 1，800 <— 1，855 1，760
1軸距㈤

丨8 .1，885 ^— 4— ^— ^— ^—

1輪 距 前 輪 丨9 1，205 <— ^— <— ^—

㈤ 後 輪 20 1，210 ^— <— <— <— <—

長’さ 21 1，940 <— ^— (― ^— 4—

定内の寸法
(^ ^ 中邑 22 1，330 ^— ^— (—， <— <— <—

局 さ 23 0.300 4— ^— <
原動機の型式 24 £N07 <— 4— (— <— ^— ^—

総排気量（ぶ） 25丨 0.658 <— ^—

1燃料の種類 26 ,ガソリン — <— <—

V 41「七71 「, |，’| 前 軸 27： | 350 〈— 360 ^~- ^— ^— 380
早网里冋

(レび、 後 軸 28 330 <— 350 370 330 350

，丨 鲁澹 計 29 680 690 710 730 690 730
乗車人員（人） 30 2 ^— ^— ^—

「最大積載量（咕） 31 | 350 ^— ^— <— ^— <—

1古而么公芾昆 前 軸 32 530 ^— 540 4— 4— ^— 560
早冋縱、里里

“口、 後 車由 33 610 ― 630 650 610 630
計 34 1，140 4— 1，150 1，170 1，190 1，150 1，190

最大安定傾 左 35 46 ^— 〈— 47 ぐ 46 47
斜負度(度） 右 36 1 46 47 46 47

タィャ
刖 輪 37 1 5.00-12-4？^ 111^ 145只12—6卩只一乙丁 5.00—12 —
後 輪 38 | 5.00— — 1451112 — 6？11— 5.00-12- 4^11 一 〇し丁

1最低地上高（⑺） 39 0.175 ^— <— 0.195 〈— 0.175 ^—

I最高速度〔推定〕(は/卜) 40 105 <— 120 115 105
|燃料消費率 601^スト定地 41
I (㈣/〇 丨〇モード 42

I 23.5 <— 22.3 ^— 20.4 21，6

|制動停止距離〔初速501^/11)(⑺ 43 14.5 — 〈— く— <— (—

1最小回転半径（⑺） 44 3.9 4— ^— ^— ^— <—

45 710 ^— ^— ^— <— <1—

タイヤ許容限度 46 850 く— 4— も— <— 4—

47 1，560 ^— 卜 — —

荷台オフセ ット（⑺） 48 0.390 —
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主要諸元表

I 三方開トラッ ク標準ルーフ ハイルーフ バン2シ-夕標準ル-フ バン標準ルーフ バン2シ-タハイル-フ ノぐ：/ ノ、 イルーフ |
2 1 ソー尺34 乂一ひ3 1
3 0.6¢ 30擊) 0.6¢ 30^10(50) 0.6¢ 30靡） ^— <— ^— 0.6¢ 30嘛) 0.6息重(30)
4 | 4㈣ 2腳 1
5 30乂 30又一30 30又 3丁0 3丁0 30又 3X0 30又 30又一30
6 <— 5^ ^— く— ^—

^~ ！
7 020 040 060 010 030 040 060 90 〇〇〇
8 I^34A32N 〖34八32』 I^54932N 1^3入5顶 1^3人51撾 ぴ3八521\1 ^395^ XV311521V！ XV31152X
9 6481 <— <— 6482. <— ^— <— ^— <— I

10 |スバル尺34 4— <— スバル〖〃ヨ 〈— 〈— 〈— ^— ^— |
II | 富士重工業株式会社 |
12 軽（4輪） <— ^—, (—- 〈— く 一 〈—

一——

13 货物 ^— ^— <— そ— — ^—

14 キャブ.才-バ <— バン <― ^— 〈— -
15 3,295 <— <— <— 4— <— <— -

1，395 4— 〈— く — そ— 〈— 一
丨7 1，815 1，800 1，855 1，780 <— く— 1，910 ^— 1，895
丨8 1，885 ^— 《— <— ^— 〈—

丨3 1，205 ^— ^— <― そ— 一
20 1，210 <— <— <— <— 4— ^~3 一
211 1，940 — 1，820 1，820( 970) 1，820 1，820( 970) -

22 1，330 ^— — 1，240 1，240(1，260) — 1，240 1，240(1，260) -

23 300 ^— ^— 1，115 1，115(1，115) 1，230 1，230(1，230) -

24 | £N07 〈— ^— <— — ^— ^— ^— -广
马 0.658 ^— <— <— ^— — ^— 一
26 ガソリン (— ^— ^— ^— -

27 390 ^— 380 <— (— 〈— 390
28 350 370 350 400 410 420 400 410 430
29 740 760 740 780 790 800 780 800 820
30 2 〈— <— 2 (4) 〈— 2 2 (4) -

350 — 350 (200) 350 340( 200) 一
32 570 ^— 585 585( 545) (— 585 595( 555) 一
33 630 650 630 655 665( 665) 675( 675) 655 665( 665) 685( 685)ヨ

1，200 1，220 1，200 1，240 1，250(1，210) 1，260(1，220) 1，240 1,260(1，220) 1，280(1，240)
35 47 48 47 42 <— <— 42 43
36 47 48 47 42 ^— ^— 42 43ヨ

5.00-12-㈣-犯 歷12-，は 5.00―12-4？只一じ 1451112-腳-じ
38 5.00-12-們韻 145只12-6？只一 5.00—12-4？只一じ乙丁 145812-6？卜は
39 0.175 0.195 0.175 ^— <— ^— 〈— ^— 0.195
40 105 120 105 ^— <— ^— <— <— 115
41

42
21.6 20.6 21.6 22.9 〈— 4— 4— 21.8

14.5 <— <— ^— く— (一 4— -
44 3.9 ^— 〇，- ^— <— <— <— -
45 710 ^— ^~— ^— ^— <— <— -
46 850 そ— 〈— ^— そ— ^— ^— ^— 一

47 1，560 ^— く— ^— ^—

48 0.390 ^— 0.530 0.515
(0.070)

心… 0.530 0.515
(0.070)
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主要諸元表

国ふご ，—ぐホ 丁 一 4バンハイルーフ トライノ、、うノレーフ
型 式 14 マー03 又一1^3

ェン ジ ン 3 0.6¢ 50110(30 0.6忍5090 (NA) 0.6必3090 (50)
駆動 方 式 4 2界0 2漏
グレ — ド 5 3似一30 幻 〇1&3.(只』） 01^3は3) <—

1トランスミ ッシヨン 6 瓦〇又丁 51\1丁 <— <— E^VT 5厘丁
1類別区分番号 7 110 120 140 150 160 170 180
社内型式符号 8 1^3952し XV311541VI XV39041\1 XV31156X 1^39561^ XV3906X

指定番号 9 6482 〈— 一 ^— <—

車名および型式 丨〇 スバル! <— ^— <— ^— <— ^—

製作者の氏名または名称 丨丨 富士重工業株式会社
自動車の種別 丨2 軽（4輪） 〈— 4— ^— 〈— <—

用途 丨3 貨物 ^— 4— ^— 4— <—

車体の形状 丨4 ノ《ン ^— <— <— <— ^—

長さ（171) 丨5 3.295 — ^— ^— (—

幅（⑺） 丨6 1.395 ^— —
丨局さ（⑺）

丨7 1.895 1.890 4— ^— <"- <— —
|軸距㈤ 18 1.885 ^— <— <— ぐ- ^—

|輪 足巨 十八刖 輸 19 1.205 ^— ^— ^— <—

㈤ 後 輪 20 1.210 ^— ^— ^— ^— <— 4—

1+1 —1-，十 長さ 2丨 1.820(0.970) 1.780(0.930) ^— 〈—
至円の^法 

(^\ 幅 22！ 1.240(1.260) <— ^— 1.240(1.255) <— 1.240(1.260) ^—

局 さ 23 1.230(1.230) 1.220(1.220) 1.165(1.150) 1.220(1.220) 1.165(1.150)
1原動機の型式 24 £N07 ^— <— ^— <—

総排気量（ゼ） 25 0.658 ^— <— ^—
1燃料の種類 26 ガソリン. — ^— <"- ^—

古田舌导 前 軸 27 390 410 430 410 <— 430 ^—
早冋里里

广!/び、 後 軸 28 450 420 450 440 460 470 490
計 29 840 830 880 850 870 900 920

|乗車人員（人） 30 2(4) 4— 4— <— ^— 4—
1最大積載量（吃） 31 350( 200) 200(100) く 一， <— ^—

宙田么公舌早 前 車由 33 595( 555) 200(100) 595( 595) 575( 575) <— 595( 595) —
早冋縱、里里

“口、 後 車由 33 705( 705) 565( 575) 595( 605) 585( 595) 605( 615) 615( 625) 635( 645)
計 34 1 1，300(1，260) 1，140(1，150) 1，190(1，200) 1，160(1，170) 1，180(1，190) 1，210(1，220) 1，230(1，240)

最大安定傾 左 35 43 ^— 40 43 — 40 ^—
斜角度(度） 右 36 ^43— <— 40 43 <— 40 <—

前輪 37 | 霞12-驟-口 1453只12 1553812
7 ^ V

後輪 38 11451112—61^-1^ 14551112 15531112
最イ氏地上局 (―) 39 0.195 <— <— <— ^—

最高速度〔推定〕（加/卜) 40 115 105 <— 120 115 120 115
燃料消費率 ら〇卜⑺/卜定地 41

1.97 22.9 21.8 19.7 21.8 19.7
(ヒ⑺/〇 10モート 42

制動停止距離[初速50加/[〇 (阳) 43 14.5 ^— 〈— <— ^— ^— <—
最小回転半径（⑺） 44 3.9 <— —

45 710 710 ^— ^— ^— ^— <—
タイヤ許容限度 46 850 740 ^— <— ^— 七— ^—

47 1，560 1，450 <— <— ^— ^— ^—

荷台オフセ ット（⑴） 48 0.515
1 (0.070)

0.510
(0.090)

<— <— ^— <— <—
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主要諸元表

1 トライノヘイルーフ パネルバン バン標準ルーフ ノベ、ン ノ、、イルーフ トライハイルーフ
2 乂一1^3 ソー03
3 0.6公3090 (50) 0.6¢ 30阢⑽） 0.6公5090 (NA) 0.6於80110 (5〇 0.6必3090 (NA)
4 2界0 2補 4卿
5 XV ^— 30又 510 30又 30父一30 尺』 0^3 (凡!）
6 51\1丁 — ぢ，ド/丁 51\0^
7 190 200 210 020 060 070 080 100 120
8 ^3^07^ 以3只顯 XV41152N 腿只52』 XV49525 XV4E54N XV4N^4N
9 6482 <— 6483 <— <— ^— <— 〈—
10 スバル〖乂3 <— <— スバルXV 4 <— <— <— ^— ^—
II 富士重工業株式会社
12 軽（4輪） ^— ^— ^— ^— <— 〈— 〈—
13 货物 <— <— ^— ^—
14 ノベ'ン <— <— <— <"- ^— <— 〈— <—
15 3.295 <— <— 〈— ^— ^— ^— 〈—
16 1.395 〈— <— ^— ^— ^— ^—
17 1.890 <— 1.780 1.910 1.895 <— 1.890 <—
18 1.885 <— 〈— ^— <— <— <— (一 一
19 1.205 ^— <— <— <— —
20 1.210 <— <— 〈— ^— ギ— 〈— 〈— —
21 1.780(0.930) <— 1.915 1.820(0.970) <— ^—^ <— 1.780(0.930) —
22 1.240(1.260) 々— 1.240 1.240(1.260) <— ^— ^— 一
23 1.165(1.150) (— 1.245 1.115(1.115) 1.220(1.230) 1.230(1,230) ^— 《— 1.165(1.150)
24 五则7 <— く— ^— <— ^— <— 一一
25 0.658 < ^— 〈— ^— <— ^— <—
26 ガソリン ^— <— ^— ^— ^ |
27 430 380 410 420 <— <— 440 460
28 480 500 410 430 430 450 470 440 470
29 910 930 790 840 850 870 890 880 930
30 2 (4) <— 2 2 (4) ^— 〈— ^—
31 200(100) 350 350( 200) く— ^— .200(100) 一
32 595( 595) 〈— 560 615( 575) 625( 585) <— 605( 605) 625( 625)
33 625( 635) 645( 655) 690 685( 685) 685( 685) (—: 725( 725) 585( 595) 615( 625)
34 1，220(1，230) 1，240(1，250) 1，250 1,300(1，260) 1，310(1，270) 1，350(1，310) 1，190(1，200) 1.240(1.250)
35 40 ^— 41 43 44 <— <— 41
36 40 ^— 41 43 ^— 44 4— ^—- 41
37 15551112 500-12-4？只 一111^ 145只12 — 61^ 只一乙丁 1455只12 1553只12
38 1553812 500 —12—4？11 —111^ 145尺12 — 6？尺一乙丁 14551112 15551112
39 0.195 ^— 0.175 ^— ぐ一- 0.195 〈— ^—
40 120 115 105 ^— ^— 115 <— 105 -
41
42

21.8 19.7 22.9 21.1 <— 20.1 18.2 20.1 卜
43 14.5 ^— 4— <— <— ^— —
44 3.9 ^— (— 4— <— -
45 710 <— 〈— <— ^— 〈—， 〈— そ—
46 740 <— 850 ^— <— ^— <— 740 一 I
47 1，450 1，560 — — 1，450 一
48 0.520

(0.090)
^— 0.405 0.515

(0.070)
<"— ^— <—— 0,510

(0.090)
350



主要諸元表

ホ デ ー -4 トフイ ハイルーフ パネルバン
型 式 又一ひ4
エ ン ジ ン 0.6名30110 (50) 0.6¢ 3011(：(心）
駆 動 方 式 4界0
グ レー ド 又3 又3 01^311 は3) XV XV 3丁0
トランスミ ツンヨン 5町十ぉしド/丁 5^T+EL F/T 5町十五1^ド/丁 ド/丁 5町十卩しド/丁

類別区分番号 130 140 150 160 170 180 190
社内型式符号 XV41156^ XV411565 XV4110611 XV411063 XV4110711 XV49075 ^498^
指定番号 -1] 6 483 <1— <— <— 4—

1車名および型式 丨〇 スバルXV 4 <— ^— ^— 4—

製作者の氏名または名称 1丨 富士重工業株式会社
^自動車の種別 軽（4輪） ^— ^— ^—

用途 13 貨物 ^— <— <— <— ^—

車体の形状 ノぐン <— <— <— ^— ^— <—
長さ（⑴） 3.295 <― <— <—

0富（⑺） 16 1.395 ^— 4— <― <— <— ^—
局!さ（⑺） 丨7 1.890 <— 1.895 4— 1.930

|軸距（⑺） 1,885 ^— ^— ^— <—

輪距 刖 輪 19 1.205 4— (— 4— <—

(巾） 後 輪 20 1.210 <— ^— ― ^— ^— <—

室内の寸法
長 さ 2丨 1.780(0.930) ^— 4— <— ^— 1.915

し、 幅 22 1.240(2.255) ^— <― <— ^— 1,240
〈叫

局 さ 23 1.220(1.220) ^— 1.165(1.150) ^— ^— <— 1.245
原動機の型式 24 £N07 (— ^— 〈— <—

総排気量（ぶ） 25！ 0.658 ^— 4—

燃料の種類 26 ガソリン — ^— <7— 4—

車両重量
前 軸 27 450 ^— 470 <— <— 4— 410

(咕）
後 軸 28 460 470 490 500 <— 510 430

計 29 910 920 960 970 ^— 980 840
乗車人員（人） 30 2(4) <— ^— ^— <— <— 2

|最大積載量（咕） 31 200(100) ^— <— <— (— ^— 350

車両総重量 
(は）

前 軸 22 615( 615) 4— 635( 635) ^— ^— 590
後 車由 33 605( 615) 615( 625) 635( 645) 645( 655) <— 655( 665) 710

計 34 1.220(1.230) 1，230(1，240) 1,270(1.280) 1，280(1，290) ^— 1,290(1，300) 1，300
最大安定傾 左 35 44 <— 41 ^— 4— ^— 42
斜角度（度） 右 36 | 44 41 <— <— — 42

タィャ
則 輪 37 1 155兕12 500-12-^-10
後 輪 38 1 15531112 500-12-4？尺一1)し丁

|"最低地上高
(⑺） 39 0.195 <— <— ^~3 0.175

|最高速度〔推定〕（加/卜） 40 115 ,<— ^— <1— ^— 100
1燃料消費率.

/ ^ I ^ \

601^/11定地 41 20.1 18.2 20.1 18.2 20.1 18,242 21.11 “⑺"） 10モード
制動停止距離〔初速501(111/11〕(⑺) 43 14.5 <— <— ^— <— <—

小田転半径（⑺） 44 3.9 4— ^— 4—

45 710 ^— 710
タイヤ許容限度 46 740 <— <— <— <— ^— 850

47 1，450 4— ^— 1，560

荷台オフセット（⑺） 48 0.510
I (0.090) 《，丨 — 0.405
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8-4 明細諸元表

(1)V — <53，ソード54

項目^^ —^ 型式 ソード5 3 V— !<54

最低 地上 高 III 0.175〔ラジアルタイヤ車〕
0.190〔バイアスタイヤ車〕

<—

%

重心 高 III 0.555 〔040,050〕 0.565 〔060〕 
0.560 〔010,020〕 0.570 〔030〕

0.540.〔040〕 0.550 〔060〕
0.545 〔010〕 0.555 〔020〕

性

能

最高 速度 ./11
120 (推定）〔301\1丁車〕
115 (推定）〔迟〇从丁車〕
105 (推定)⑽，車〕

—

燃料消費率㈣
22.3 (601^/11)〔30河丁車〕
20.4 (60^/11)〔五〇乂丁車〕
23.5 (60^/11)⑽撾丁車〕

20.6 (60^/11)〔50 [車〕
18.6 (60^/11) ^E^VT^)
21.6 (60^/11)⑽财車〕

制動停‘止距離1 
(初速㈣/卜） 14.5 (50) —

駐車制動能力 0.34 —

登坂 能力
0.62 〔040〕
0.55 〔050〕
0.46〔010, 020, 030, 060〕

1.08 〔040〕
0.72 〔010〕
0.71〔020,060〕

最小㈡転半径⑺ 3.9 -

原

動

製 作 者 名 富士重工業株式会社 :

取 付 位置 後 卜
始動 方式 セルフ式 :

種 類 ガソリン. 4サイクル 卜
シリンダ数及び配置 直4横置 一
燃 焼 室 形式 ペントルーフ形 :

弁 機構 0只0ベノレト馬区動 :

内径 X 行程 ^111 56.0X66.8 :

圧縮 比 8.3〔30車〕
9.8⑽車〕 -

圧縮 圧力
ド呂/〇⑺2一卬⑺

9.8-300〔30車〕
11.3-300⑽車〕 一

最高 出力
巧/…⑺

55/6,200 (ネット）〔30車〕
40/6,500 (ネォト）⑽車〕 -

最大 トルク
咕⑺〆「卩⑺

7.1/3,800 (ネット）〔30車〕 
5.5/3,500 (ネット）〔馳車〕 一

燃料消費率2ル3，(1 
(全負荷）（「口⑺）

240 (2,600)〔30車〕
215 (2,500) 〇八車〕 -

寸 法

長さ幅高さ
540X625X435 [501\1丁車〕 
585X625X435 〔五(:VI 車〕- 
555X580X435⑺厶河丁車〕

卜

機 弁開
5閉

卜期

吸 気
開 き 870014 -

閉 じ 八300 54〔30車〕
八800 50〔财車〕 -

排 気
開 き 681)0 54 :

閉 じ 八丁〇〇14〔30車〕
八丁〇〇10⑽車〕 一

弁すきま⑺⑺
吸 気 0.15 (冷間） -
排 気 0.20 (冷間） - 1
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明細諸兀表一V—^3 3， V—[<3 4

項 1
秦

型式 ソード53 ソー^54

無負 荷 回転速 度「口⑺ 800㈤丁車〕
800 レンジ）〔五〇ン丁車〕 (—

潤-
潤 滑 方 式 圧送式

原
油 ボンプ 形 式 トロコイド式 <—

滑 油 ろ過器 形 式 全流ろ過式ろ紙式

裝

置
潤 滑油容 量 3.0〔『車〕

3.1⑽ソ丁車〕

動
油 冷却器 形 式 外置式水冷〔ぉ(:VI車〕 く—

冷
冷 却 方 式 水冷電動式

放 熱器 形 式 コルゲート形（圧力式） <—

却

裝
冷 却水容 量

6〔30車〕
5〔難車〕

機
置 水 ポンプ 形 式 遠心式ベルト <—

サ--モスタ ソ 卜形式 ワックス式 <—

過 給 機 形 式 ルーツ式〔30車〕 〈—

1 減圧 裝置 形 式 吸気通路開放弁式〔30車〕 ^—

穴与洁 浄器
形 式 ろ紙式 <—

数 1

ハハ、、
料
夕
、ノ

材 質 鋼 <—

燃 容 量 40 ^—

ク 位 置 床下 <—

燃料パ イプ の 材 質 鋼管，ゴム 〈一，

料
燃料ポンプ 形 式

電動式〔30車〕
電磁式車〕

燃料ろ過器 形 式 ろ紙式 〈—

型 式 取832⑽車〕 <—

>4=-
XI ガ ス弁 径 32〔财車〕 ,^—卜

化

器

ベ ンチユ リ 径 麵 可変（最大リフト13)
〔财車〕

穴 >5=-见 开 形 式 自動式バタフライ式 
〔财車〕

^—

燃料噴 射裝 置形 式 電子式〔3(：車〕 〈-

置
噴
射

ノ

ノ ズ ノレ 形 式 電磁式 4〔30車〕 <—

噴 0
数 1〔3。車〕

ノ
ズ
ル

径 0.35〔30車〕

嘖 射圧力 3〔30車〕 ^—

1
1置

点
火
装
置

形 式
フルトランジスタ式又は
イグニション式 
バッテリ点火

<—
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明細諸兀表一V—ド3 3，V—ド3 4

項目 —〜 型式 ソード5 3 ソード5 4

電

気

装

置

点

火

装

置

点 火 時期 10/800〔30車〕 8丁00%13111 
6/800⑽車〕

断続器形式 無接点式 〔30車〕
接点式又は無接点式〔NA車〕

<—

点火早め装置の 
形式及び性能

電子式遅角2 —進角23° 〔30車〕
(配電器軸角相当）

遠心式0/600-11/3,0007で!)爪⑽車〕 
真空式0/70-8/270%11111118

点.火 
プラグ

型 式
2ド只50仄20〇丁11 - 311

1061)1^-311

点火すきま111111 1.0〜1.1 ^—

蓄
電
池

形式及び数 268171又は388201 一
容 量八卜 21(5)又は28 (5) -

充
電
発
電
機

形 式 交流式 4-

出 力\1-へ 12-50〔30車〕
12-45⑽車〕

— 1
電圧電流調整器形式 10式 一

電波雑音防止装置形式 抵抗線式
抵抗入りプラグ式 卜 1

動

力

伝

達

裝

置

機関から変速機 
ま での 機構

機関ークラッチー変速機〔肘丁車〕 
機関ークラッチー減速機一変速機

ぼ〇乂丁車〕 一

機関から変速機 
ま での減速比

1.000〔河丁車〕
前進：1.203古〕
後退：1.178

ク

ヅ

チ

形 式 乾単板ダイヤフラム式〔1\1丁車〕 
電磁式〔瓦〇ソ丁車〕 一

操作 方式 機械式〔1\び車〕
電気式〔五〇从丁車〕

：

フ
ェ
I

シ
ン
グ

寸法111171 180X125X3.5〔50『車〕 
160X110X3.0⑽慰車〕 180X125X3.5〔撾丁車〕

面積⑽2及び 
枚 数

131[30 “丁車〕
106 車〕 131〔1\1丁 車〕

材 質 ウーブン（非石綿村）〔河丁車〕 -

変

速

機

形 式

前進常時嚙合式 
後退選択摺動式 
前進自動式
後退常時嚙合式〔匕し早」

卜

操作 方式 フロア.チェンジ式
一

変

速

上匕

已 し — 5.888 (シンクロ）〔肘丁車〕 |

— 速 4.090 (シンクロ）〔％丁車〕
2.503〜0.497 〔圮〇ソ丁 車〕 一

二 速 2.470 (シンクロ）〔％丁車〕 -
三 速 1.615 (シンクロ）〔噩丁車〕 :

四 速 1.125 (シンクロ）〔1\1丁車〕 - I
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明細諸兀表一V—ド5 3，V—[<5 4

セミ.トレーリング.アーム式

5〇,

五 速
0.861(シンクロ）〔30以丁車，

スーパデラックス-0：IV[丁車〕 
0.914 (シンクロ）〔上記以外]\1丁車〕

後退 4.166⑽車〕 
2.503ぼ⑺丁車〕

鋼又は軽合金
12X4.006

鋼又は軽合金
12X4.006

チューブ有又は無
リブ，リブラグ又はブロック型

チューブ有又は無
リブ，リブラグ又はブロック型

はすば歯車

6.166
6.500
1.615

〔30頁丁車〕
⑺八撾丁車〕 
ぼ〇ゾ丁車〕

はすば歯車〔瓦〇ソ丁車〕

5.384〔五〇从丁車〕

すぐばかさ歯車大2，小2

ホーノレンヨイノト式

1〇0〇,

3〇50；

1302〇,

V— ！<53 ソード54

<—

5.747〔『車〕 
2.503ぼ〇乂丁車〕

1079X63.5X60.3
〔フルタイム4评〇車〕
1182X63.5X60.3
〔セレクティブ4^0車〕

刖
後

ハイボイド歯車「…丁志1
はすば歯車車〕 
はすば歯車〔冗〇又丁車〕

|ぱ丨〔3。奶車〕

薇^〔則丁車〕

1.615〔瓦(:VI車
―一 

刖
後 以泛II歯卑⑽乂丁車〕

則 3.888
後5.384ぼ⑺丁車〕

前後共すぐばかさ歯車大2 -小2

後デフ，ロック〔馗丁車有又は無〕

常時嚙合式〔フルナイム4界1)車〕 
常時嚙合式押ボタン式

〔セレクティブ4评1)車〕
1.666
1.750
1.461

[50㈣車〕
〔财厘丁車〕 
⑽乂丁車〕

まか' りば'かさ歯車 
後差動機直前

0.947

^—

一

^—

<—

<—

^—

^—

<—

変速比変速機

355



明細諸兀表 V—ド3 3，V—ド3 4

二重巻鋼管

多面メッキ
十テフロンコーテイング 

内面〇1メッキ

^—

^—

フレ1ー キ）伎品貿

内外層耐油性ゴム 
合成繊維コード2層
ぶ131種

^15 N2233 3種 ^—

作動系統及び制動車輪
ライニング 
又はパッド 
の寸法

刖 輪

2一前2輪後2輪制動

86.1X36.0X9.0

後 輪 172.7X30.0X4.4

4—

^—

<—

制

フ

動

レ

装

ライニング
又はパッド 
の面積〇⑺2

輪 31ズ2枚X 2輪 ^—

後 輪 51父2枚X 2輪 <—

ブレーキの胴
径又はデイス 
ク有効径麵

刖 輪

後 輪

フ
ヅ

グ又は 
ドの材質

マスタ，シリンダ又は 
ブレーキ弁の形式

シリンダ 
径

184 4—

180 <—

セミメタリック（非石綿材） 
レジン.モールド（非石綿材）

タンデム形

大径23.8小径19.0

サプライ
形

一体形（計器盤取付）
15 + 15 + 105

(前輪）（後輪）（共用)

<—

<—

<—

^—

ホイール.シ
リンダの内径 
又はブレーキ 
割對反径圓

曇晨胃胃刖 輪 51.0 そ—

後 輪 19.0〔スーパデラックスー0車〕 
15.8〔上記以外

^—

置
制動倍力装置

形 式 真空倍力式 <—

倍 率 2.9 (踏力22.01 ^—

型式 ソー沁53 ソ-ド54
1走
1行1減
1置

夕 イ ヤ の 前 輪 2.2 <—
空気圧 後 輪 3.0 ^—

ハ
ン

位 置 右 ^~ I

か 外 径 370又は380 —

じ
ド、

ル 最 大 回 転 数 3.8 <— I

取 軸 及び 継 手形式 普通形 1̂

り 形 式 ラック.ピニオン式 ^—

質
理

処腐

材
防パイプ 

ブ
レ
—
キ

キ

63

33

レ
ク
ィ

スディー

式デリ
圧油

前
後
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明細諸兀表一V—[<5 3, V一[<3 4

^------
型式 ソード53 V — ド54

X

制 動 力
(踏 力！<8)

811(18)/0.6？〔スーパデラックスー0車〕
836(19)/0.6^〔上記以外〕

制 制動力制御装置形式
0バルブ装置 

〔スーパデラックスー0車〕 ^—

制動警報
驻匿の取才-

検出 部 液面レベル式8011 ^—

動

我鼠V/ノ 71シX、

及び性能 表示 部 灯火式1.4界 <—

形 式 機械式車輪制動形 ^—

制動 車 輪 後輪卜

駐
韦

寸法 172.7X30.0X4-4 <—
フイーノク

又はパッド-
面積」⑺2 51父2枚X 2輪

レ 材 質 レジン.モールド（非石綿材） 4—

置
ブレーキの胴径又は 
ディスク有効径⑺⑺ 180 <―

制 動
(操作力

力
は） 270 (21)瓜28 —

〇(| 懸 架 方 式 ストラット式
行り

輪
ば ね 形 式 コイルばね 〈—

緩 主ばね寸法 111(11 9X90X219-3.7 10X90X224—4.0

衝

裝

後

輪

懸 架 方 式 セミ.トレ'—リング.アーム式 4—

ば ね 形 式 コイルばね <—

主ばね寸法【11171 12X107X205-5.2 <—

置
."7ゴ”ーバ泌法 刖 輪 筒形複動式 <"—

〆3 ノノ
後 輪 筒形複動式

1
スタビライザ形式 刖 輪 卜—シヨン，ノベ'一式 <—卜

形 式 梯子形 ^—

断 面 形 状 箱

寸
4

法 旧171 75.0X45.0X2.3 <—

車 巻込防止装 置形 式 ----------

体 突入防止裝 置形 式 ---------- —

座 席 形 式 セノマレート式

乗 座席べルト 形 式 二種
取 付装置 数 2 ^—

車 座席べルト
形 式 二種五し只 <

数 2

装
頭部後傾抑止装置

形 式 バックパネル固定式 <—

置
数 2

空調装置の形 式 温水式暖房 <—

乗 降扉の 形 式 開戸2 クロー，クラッチ式

I
前面ガラス

種 類 合わせガラス

厚さ 111111 4.7 ^—
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明細諸元表ーソード3 3，ソード3 4

1X1 60141^ (^15)

2，淡黄色，

1即8421(』13)〔有又は無〕

2，淡黄色，35评〔有又は無〕

〇五墀2110 (ユ13)

2，橙色，5界，2401112

ヒュ ー乂式

1

触媒後方

式

数

主!\1蘭丁04副？肘丁29〔30車〕 
主]\11\1丁02〔NA車〕

主1副1〔3(：車〕 
主1〔腿車〕

1-,-

排 気 92 (近接)

加 速 76 <—

定 常 68 ^—

作動温度 900 土 50で

ブローバイ
装 置

刀ス運兀
形 式

ンーノレド式

燃料蒸発ガス 
抑止裝置形式

キャニスタ方式 —

触 媒 形 式 三元触媒（モノリス）〔80$〕
酸化触媒（モノリス）〔NA車〕

^ ^ "嘴

その他の装置の形式 エンジン-モデイフイケーション

排気管開 口 部 
の位置及ひ向き 車体後部左側左右0 0

排出ガス重量2又 
は排出ガス濃度％ 
若しくは00111

無負荷 
状 態

00 N0
1.5 1000

^— ^—

10モード
又 は
6モード

00 N0 ㈣又

% -

10.0
12.0

0.90
1.70

0.47
0.47

〔3。車〕
〔隐車〕

疆 1

IIモード

00 90

70
90

9.00
11.00

5.00
5.00

〔30車〕 
⑽車〕

排

出

ス

発

散

防

止

裝

置
表示部形式 灯火式

型式

フ
ス

前面ガラス 
以外のガラス

種 類

厚さ

ソード5 3

側面一強化ガラス（着色有又は無) 

後面一強化ガラス（着色有又は無)

3.5

V — N54

^—

式型
/乙

ム目
及色数，個性

10

^̂

式型

/
爸

乙
ム目

及色数，個性
刖
照灯

補
助

式型

/
巨

乙
ム目

及色9数個性
車幅灯

灯火裝置等

式形
検出
部警

報
装
置

型

固/1

ホ音騷

騒
音
防
止
装
置
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明細諸元表一V—！<3 3，ソード34

後

面

型 式

個数及び性能

〇丑界82082 (ユ 13) 
011-850

^—

2，25.901II2 ^—

型 式 86011丁八〇〇

個数及び性能 1平型電気式
95〜110ホン

^—

面

型 式

個数及び性能

〇汜界2075 (』13)

2，21评，7901112，85 土 15回/分 
前面方向指示器と兼用

(—

後

面

型 式 〇已界20826 (^15)

個数及び性能
2，21界，3101112, 85±15回/分 
後面方向指示器と兼用

側

面

式 〇瓦界2110 (^15) ^—

個数及び性能
2，5界，380111% 85 土 15回/分 
側面方向指指器と兼用

又，

型 式 〇丘界1540 (^13) 々—

個数，及び性能 ，白色，21界

〇瓦界2082八(ユ13)

2，21坪，4801112
尾灯と兼用

置 非号 
常用 
信具

形 式 発炎筒 ^—

個数及び性能 1，5分

室内照明灯の 
個数及び性能

1, 8谔 <—

火

方

向

フラッシャ形式

，裊秦画，

刖

面

型 式

個数及び性能

言子式
負荷変化時点滅回数変化有
パイロット.ランプ式音響式

2075 (び 13)

2，21界，790111% 85±15回/分 
前面非常点滅表示灯と兼用

4—

《—

装

置

指

示

後

面

型 式 〇丑ガ20823ひ13)

個数及び性能 2，21评，310111% 85 土 15回/分 
後面非常点滅表示灯と兼用

器 側

面 部

型 式 〇瓦界2110 (よ13)

個数及び 
性 冃2

2，5界，正面38。1112，前45° 3801112 
後45° 2501112，85 土 15回/分
側面非常点滅表示灯と兼用

<—

^—

<—

^—

番口
5

刑 式

個数及び性能

ソード5 3

〇瓦贾1383 (ユ13)

1，10界

ソード54

^—

尾

灯

型 式 〇瓦界2082八(』13) ^—

個数及び性能
2，5界，4801112 
制動灯と兼用

反
射
器

警
音
器

非
常
点
滅
表
示
灯

等

後
退
灯 灯へ

式型

ム
目性乏数個
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項『 ----- - へ〜型式 ソード5 3 ソード54

形 式 可倒式 ^—

視

後
左 寸法及び 

曲率半径111171

角形172X1251，000 (ピラー）
〔スーパデラックス-0車〕
角形172X1251，000 (ドア）
〔上記以外〕

—

^—

野

確

写 形 式 可倒式 ^—

鏡

右 寸法及び 
曲率半径⑺111 角形172X1251，000 (ドア） —

室 形 式 脱落式又は防眩脱落式 <—

保 内
寸法及び 
曲率半径

角形56X184平面（一般）又ま 
角形59X219平面（防眩）

^—

装 窓拭器の個数及び性能
2
65回/分
4,840〇1112

^—

置
洗浄液噴射装置の 
個数及び性能

2
2001112/10秒
1.5必

〈—

デフ ロスタの形式 温水式
サイド.デフロスタ有

計 速
度
5十

型 式 顯一3010 — 0

形 式 変速機渦電流式

器
性 能 土 21^/11〇〜1401011/わ (—

走行距離計の形式 変速機ギヤ式 ^—

前照灯 点 灯表示灯 青色1.4^

追 越 ム 図装置 有 一

キー. インタロック付シフトロック装置 有ぼ〇乂丁車〕

シフ 卜1レバー後退位置警報裝置 有⑽ソ丁車〕 〈—
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0.635
0.640
0.645
0.650
0.685
0.695

〔010,
〔030,
〔060〕
〔090〕
〔210〕
〔140,

0.620 〔070， 080〕
0,625 〔020，100，130， 140〕
0.635 〔060〕
0.670 〔190〕
0,680 〔120， 150，160,170， 180〕

120 (推定)〔150,170，190〕
115 (推定)〔100,110，160，180,200〕
105 (推定）〔上記以外〕

115 (推定)〔30車〕
105 (推定）〔II』車〕
100 (推定）〔凡!以外NA厘丁車〕

費率加/ぶ
21.8 (601^/11)[30 車〕 
19.7 (601^/10ぼ〇乂丁車〕
22.9 (601^/11)〔财厘丁車〕

制動停止路離⑺ 
(初速 加介）

14.5 (50)

能力 0.34

0.60 〔150〕
0.57 〔170〕
0-56 〔190〕
0.55 〔100〕
0.53 〔160〕
0.50 〔180， 200〕
0.49 〔110〕
0.48 〔120〕 、
0.45 〔140〕
0.41〔010, 030, 040, 060, 090, 210〕

20.1 (601^/11)(501\1丁車〕
18.2 (601^/11)〔兄〇ゾ丁車〕 
21.1 (60^/11)⑽1\1丁車〕

最小回転半径⑺ 3.9

1.02
0.94
0.93
0.91
0.75
0.68
0.63
0.62
0.50
0.48
0.47

〔130〕 
〔15的 
〔170〕 
〔070〕 
〔100〕 
〔120〕 
〔020, 
〔060〕 
〔140〕 
〔160〕 
〔080,

190]

180〕

富士重工業株式会社

ンダ数及び配置

後

セルフ式

ガソリン，4サイクル

直4横置

ペントルーフ形

0只0ベルト駆動

56.0X66.8

縮 圧 
咕/。⑺2ィ卩⑺

8.3〔3(：転〕 
9.8〔财車〕

9.8-300〔30車〕 
11.3-300〔财車〕

高 出
「5/广口⑺

大トル 
吃⑺/卬⑺

55/6,200 (ネット）〔3(：車〕 
40/6,500 (ネット）〔腫車〕

7.1/3,800 (ネット）〔30車〕 
5.5/3,500 (ネット）〔齡車〕

^—

^—

^—

^—

(2) V— ドソ3，ソードソ4

型式 V— ドソ3

0.175〔ラジアルタイヤ車〕 

0.190〔バイアスタイヤ車〕

V一
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項『 〜—一----- ------
^—^〜------ 型式 ソー心3

燃料消 費率2ル3十 240 (2,600)〔30車〕
(全負 荷） (啊） 215 (2,500)〔隱車〕

一

長さ幅尚さ

寸 法
540X625X435 [30『車〕 
585X625X435〔五〇从丁車〕 
555X580X435〔隱价車〕

一

開 き 6X0014 -

原

弁開
含閉

吸 気
閉 じ 八800 54〔30車〕

八800 50〔财車〕

：

開 さ 6500 54 -
卜期 排 気

閉 じ 八丁〇〇14〔30車〕
八丁〇〇10⑽車〕 一

弁す き ま
吸 XI 0.15 (冷間） 一 I

排 気 0.20 (冷間） -

動
，荷 回 転速度 广卩⑺ 800⑽車〕

800 (；^レンジ）〔五〇ソ丁車〕 一

潤 滑 方 式 圧送式 -

潤 油 ポ ン プ形 式 トロコイド式 一
滑 油 ろ 過器形 式 全流ろ過式ろ紙式 -

裝

置
潤 滑 油容量

3.0㈤丁車〕
3.1〔五⑺丁車〕

:

機
油 冷 却器形 式 外置式水冷〔だ(：乂丁車〕 -
冷 却 方 式 水冷電動式 :

冷 放 熱器 形 式 コルゲート形（圧力式） -
却

装
冷 却 水容量

6〔30車〕
5〔财車〕 一

置 水 ポ ンプ形 式 遠心式ベルト 一
サ--モスタ ット形式 ワックス式 -

過 給 機 形， 式 ルーツ式〔30車〕 :

減圧 装 置 形 式 吸気通路開放弁式〔30車〕 -

空気清
形 式 ろ紙式 -

数 1 一

燃ハ/"、

燃夕 材 質 鋼 一
ン 容 量ぶ 40 一

料 料ク 位 置 床下 一

裝

置

燃料パ ィ プ の材 質 鋼管、ゴム -

燃料ポ ンプ形 式
電動式〔30車〕
電磁式⑺八車〕 -

燃料ろ 過器形 式 ろ紙式 -
気
化
器

型 式 阶832〔财車〕 —
ガ ス 径 111111 32〔财車〕 - 1
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形 式 交流式 <—

出 力八一八 12-50〔30車〕
12-45〔隱車〕

^—

電圧電流調整器形式 10式 4—

電波雑音防止裝置形式 抵抗線式
抵抗入りプラグ式

動

力

機関から変速機までの機構
機関ークラッチー変速機〔河丁車〕

機関ークラッチー減速機一変速機
ぼ〇ソ丁車〕

<

^ I機関から変速機までの減速比 

達

装

置

1，000〔价車〕

則し.1，203〔五广ン丁車] 
:1,178…しVI早」

ク 形 式
フ
ヅ
チ 操 作 ，方 式

乾単板ダイヤフラム式〔肘丁車〕 
電磁式〔圮〇ワ丁車〕

^—

機械式〔1\1丁車〕 
電気式〔五(:VI車〕

電 点 火 時期 10/800〔30車〕371)07^111 
6/800〔财車〕

火 断続器形式
無接点式〔30車〕
接点式又は無接点式〔NA車〕

そ—-

XI 装
点火早め装置の 
形式及び性能

電子式遅角2—進角23°〔30車〕 
(配電軸角相当）

遠心式0/600—11/3,000711)111〔NA車〕 

真空式0/70 — 8/2707刪!^ 〔NA車〕

—>

装
置 点火プラグ

型 式
2ド尺50仄20〇1^-311 
2？1160 
尺160丁11』11

^—

点火すきま^ 1.0〜1.1 <~

蓄
電
池

形式及 数 266171又は388201 ^—

容 八卜 21(5)又は28 (5) <—

電磁式4〔30車〕

〔30車〕

0.35〔30車〕

3〔30車〕

<—

^—

<"-

12— アース ^—

フル.トランジスタ式又は 
イグニッシヨン式 

パ'ッテリ点火

型式

广711\

料

気
化
器

ベンチ リ径171⑴

空気弁形式

ソー心3

可変（最大リフト13)
〔财〕

自動式バタフライ式 
〔财車〕

V— ドソ4

^ —

<—

燃料噴射装置形式 電子式〔30車〕 ^—

充
電
発
電
機

式形レ

数
径

2

巾力圧射噴

噴
射
ノ
ズ
ル

装

圧電

式形
点

へ
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減

速

機

差

動

機

第

第

歯車形式

減速比

歯車形式

減速比

歯車形式及び数

差動制限装置形式

V— !^3

180X125X3.5〔3。1\1丁車〕 
160X110X3.0〔财，車〕

131[30 1\1丁 車〕 
106⑽，車〕

ウーブン（非石綿材）〔％丁車〕

V— ドソ4

180X125X3.5⑽車〕

131⑽車〕

そ—

前進常時嚙合式 
後退選択摺動式

㈤丁車〕 <—

前進自動式 
後退常時嚙合式

⑽ソ丁車〕 々—

フロア.チェンジ式

4,090 (シンクロ）〔％丁車〕 
2.503〜0.497〔丑〇ン丁車〕

2.460 (シンクロ）〔撾丁車〕

1.615 (シンクロ）[肘丁車〕

1.125 (シンクロ）〔％丁車〕

0.861(シンクロ）
[50厘丁車、スーパデラックス-(3車〕

0.914 (シンクロ）
〔上記以外]\1丁車〕

4.166⑽車〕 
2.503ぼ〇又丁車〕

5,888 (シンクロ）〔1\1丁車1

<—

<—

<—

<—

^—

5.747⑽車〕 
2.503⑽乂丁車〕

1079X63.5X60.3
〔フルタイム4评0車〕

%

1182X63.5X60.3
〔セレクティブ4界0車〕

はすば歯車

^I-ムー

刖
後

ハイポイド歯車
はすば齒車 〔虹車〕

はすば歯車〔五〇卩丁車〕

6.166〔30 %丁車〕
6.500〔财 1\4丁車〕 
1.615ぼ(:乂丁車〕

前3.900
後6.166

[501\1丁 車〕

一1.ム鏽

刖
後

3.900
6.500 ⑺入1\1丁車〕

1.615ぼ〇ゾ丁車〕

はすば歯車〔已〇乂丁車〕
前ハイボイド歯車 
後はすば歯車

〔丑〇乂丁車〕

5,384政从丁車〕
前3,888 
後5,384

ぼ〇ソ丁車〕

すぐばかさ歯車大2〃 小2 前後共
すぐばかさ歯車大2 小2

後デフ，ロック 
〔河丁車有又は無〕

項目

動

力

伝

達

装

法寸

咖数積枚面及

質材

フ
エ
ー
シ
ン
グ

クラツ
チ

式形

式方作操
巳

速
速

二
速三
速四

速五

退後

変

速

比

変

速

機

さ
⑺

の内 軸進径推外
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一- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -—
— V— ^^ V— ドソ4卜

分

配

形 式
常時嚙合式〔フルタイム4^1)車〕

常時嚙合式押ボタン式 
〔セレクテイブ4界0車〕

機 減 速 比
1.666〔30撾丁車〕
1.750⑽『車〕
1.461〔五(:VI 車〕

:
変
向

形 式 —
まカヾりば'力、さ歯車 

後差動機直前
11. 機 減 速 比 — 0.947

刖
形 式 ボールジヨイント式 ^—

卜 一 ィ ン 1 〈—

車
キ ヤ ン バ 度 1〇00； <—

走 キ ヤ ス 夕 度 3〇5〇, —

車由
キ ング ピ ン角 度 13〇2〇,

卜 レ — ル 111⑴ — —

後 形 式 セミ.トレーリング.アーム式

行 車 卜 — ィ ン 171111 1 <—

車由 キ ヤ ン ノゞ 度 5〇, <—

タイ ヤ のリ 厶
輪

鋼又は軽合金
12X4.008

—

装 後 輪
鋼又は軽合金

12X4.006
^—

タイ ヤ の形 式
刖 輪

チューブ有又は無 
リブ又はブロック型

<—

8
後 輪

チューブ有又は無 
リブ又はブロック型

(—

タイヤの空気圧
刖 輪

2.0〔1553^12〕
2.2〔上記以外〕

<—

1 。が
後 輪

2.2〔14531112,15531112〕
3.0〔上記以外〕

<—

ハ 位 置 右 <—

か ン 外 径 111111 370又は380 —

じ ド、
ル

白
取 大 回 転 数 3.8

取 軸 及ひ 継 手形式 普通形

り 形 式 ラック.ピニオン式

裝 車 || 車 比 〇〇 ^—

置
かじ 取 り角 度

内 側 36 ^—

11 外 側 33 <—

卜
装

主
ブ
レ

1

形 式
油圧式 
前ディスク
後リーディング.トレーリング

^~-

置 キ 作動系統及び制動車輪 2—則2輪後2輪制動 〈—
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項目
―.

1~— 型式 V— …3 V-!^4

ライニング 
又はパッド 
の寸法

前 輪 86.1X36.0X9,0 卜
後 輪 172.7X30.0X4.4 :

ライニング 
又はパッド 
の面積⑽2

刖 輪 31X 2枚X 2輪 -
後 輪 51父2枚X 2輪 -

フレーキの胴 
径又はディス 
ク有効径⑺⑺

前 輪 184 -
後 輪 180 -

制
%

ライニン 
パッド

グ又は 
の材質

前セミメタリック（非石綿材）
後レジン.モールド（非石綿材） 一

マスタ.シリンダ又は 
フレーキ弁の形式 タンデム形 一

マス
内

夕.シリンダ 
径⑺111 大径23.8小径19.0 -

ブ サブ
形

ライ Iタンク 
式

一体形（計器盤取付）
15 + 15 + 105

(前輪）（後輪）（共用）
一

ホイ-—ル. 刖 輪 51.0 -
動

ンリンタの
内径又はブ 
レーキ室膜 後 輪

19.0〔スーハ。デラックス-(：車、
サンサンルーフ車〕 卜

レ
板径 15.8〔上記以外〕

制動倍力 形 式 真空倍力式 :

裝 置 倍 率 2.9 (踏力22.0は） 一
材 質 二重巻鋼管 卜

1

レハ。
1イ 

キプ 防腐処理
外面2x1メッキ

十テフロンコーティング 
内面011メッキ

-

装 ブレ
材

ーキ 'ホース
質

内外層耐油性ゴム 
合成繊維コード2層
^131種

一

ブレ ーキ 放品質 <113 ^2233 3種 -

キ 制 動 力！^
(踏力吃）

811(18)/0.68 
〔スーハ。デラックス-0車、

サンサンルーフ車〕

836 (19)/0,6&
〔上記以外〕

:

置 制動力制御装置形式
0バルブ装置 

〔スーパデラックス-0車、
サンサンルーフ車〕

一

制動警報 
装置の形式 
及び性能

検出部 液面レベル式8011 一
表示部 灯火式1.4^

駐
車
ブ

形 式 機械式車輪制動形 -

制 動 車 輪 後輪 —
レ

1 ライニング 寸法111⑺ 172.7X30.0X4.4
一 ^

キ 又はパッド 面積⑽2 51父2枚X 2輪
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項目

制

動

裝

置

駐
車
ブ
レ

I
キ

フイニン
又はパッド

型式

材 質

フレーキの胴径又は 
ディスク有効径⑺⑺
制 動 力！^ 

(操作力!^)

V— ！^3

レジン.モールド（非石綿材）

180

270 (21)70.2^

4—

4—

—

懸 架 方式 ストラット式 チ—

ば ね 形式 コイルばね ^—

緩

衝

王ばね寸法

輪

9X9(^ 248 —4.6(； II』サンサンルーフ 
車、サンサンルーフ車及びXV車〕

9 X 90X243 — 4,4〔亿1サンサンルーフ 
無車及びス3サンサンルーフ無車〕

10X90X225—4.0〔パネルバン〕
10X91X214 — 3,8〔上記以外〕

又-

10X90X253 — 5.0(：尺』サンサンルーフ 
車、乂3サンサンルーフ車及びXV車〕

10X91X218 — 3.9〔上記以外〕

後

裝

輪

懸架 方式 セミ.トレ'—リング-アーム式

ば ね 形式 コイルばね そ—

王はね寸法⑺⑺

12X108X224 — 4,4(X3車及び XV 車〕 
12X107X217 — 4.1⑽車〕 
12X108X209 — 5.1〔パネルバン〕 
13X108X205-4.0〔パネルバン以外ス

ーハ。デラックス30車〕
13X108X201 —3.8〔上記以外〕

置 シヨック.アブ 
ソーバ形式

スタビラ 
形

ザ
式

車

わ

刖 輪 筒形複動式

後 輪 筒形複動式

刖 輪
卜^—ンョノ，ノ、一'式

〔1^1車、又3車、XV車、パネルバン〕

形 式 梯子形 <—

断 面 形 式 箱

寸 法圓 75.0X45.0X2.3

乗

車

座 席 形 式

前セパレート式〔2シータ車及びパネ
ルバン〕

1ごこ二!;產⑽車ぶ車及びXV車:!

座席べルト 
取付装置

形 式

数

前セパレート式 
後ベンチ式 〔上記以外〕

前二種

前2

装 座席べル
形 式 前二種6乙只

数
,1し刖2

置 頭部後傾 
抑止装置 形 式

バックパネル固定式〔パネルバン 
スタンダード、パネルバンスーパデ 
ラックス及びハ。ネルバン郵政車の
運転者席〕

前インナドア固定式 
政車の助手席〕

、。ネルパ、ン郵
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明細諸元表一V—！^3，V—！^4

項目 〜--型式 ソー心3 ソー心4

乗

車

装

置

頭部後傾 
抑止装置

形 式

前シードバ'ック差し込み式車、 
又3車及びXV車〕

前シートバックー体式〔上記以外〕

一

数 前2 ^—

空調裝置の形式
温水式暖房直結冷房

〔ェアコン車〕

温水式暖房〔上記以外〕 <—

乗降扉の形式

’開戸2 クロー，ラッチ式 
〔2シータ車及びパネルバン〕

開戸2 クロー -ラッチ式 
引戸2 クロー-ラッチ式

〔上記以外〕

ガ

ス

月丨』面カラス
種 類 合わせガラス ^—

厚さ171111 4.7 <—

前面ガラス 
以外のガラス

種 類

側面一強化ガラス（着色有又は無）

後面一強化ガラス（熱線有又は無、 
着色有又は無）

上面一強化ガラス（着色）
〔サンサンルーフ車〕

<—

^—

^—

厚さ⑴⑺
側面一3.5 
後面一3.5
上面一5,0〔サンサンルーフ車〕

^—

騒
1^11

止
裝
置

消

器

型 式
主！^]\1丁04畐丨」？1\1丁29〔3(：車〕 
主題丁02⑽車〕

個 数
主1副1〔30車〕
主1〔财車〕

<—

騒音ホン

排 気 92 (近接) ^—

カロ 速 76

定 常 68 、—

排

出

ガ

ス

発

散

防

止

裝

置

ブロー バイ.ガス還元
装置 形式

シ——ノレド式 <—

燃料蒸発ガス 
抑止裝置形式

キャニスタ方式 <—

触 媒 形 式
三元触媒（モノリス）〔3¢：車〕
酸化触媒（モノリス）〔1^八車〕

く一.，

その他の装置の形式 エンジン，モア'ィフィケーシヨン ^—

排気管開口 部 
の位置及び向き

車体後部左側左右0°

排出ガス重量&又 
は排出ガス濃度％ 
若しくは叩01

無負荷 
状 態

0 0 110
1.5 1000

<—

丨〇モード 
又 は
6モード

00 只0
〈—10.0

12.0

0.90

1.70

0.47

0.47

〔30車〕’

〔财車〕
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明細諸兀表一V—XV 3，V—XV 4

型式

排出ガス重量2又 
は排出ガス濃度％ 
若しくは 叩⑺

報

装

置

昭

灯

補前
昭 /11\

助灯

11モード

表示部形式

検

出

部

形 式

個 数

取付位置 

作動温度

V— ！^3

00

70

90

N0

9.0

11.0
5.00

5.00

灯火式

〔30車〕 

〔财車〕

ヒュース式

型 式

個数、色及び性能

車

幅

灯

番
翻に！

灯

型 式

個数、色及び 
性 能

触媒後方

900 土 50で

〇迟评2068 (』13)
〔尺』車、車、XV車〕

1X1 60141^ (113)〔上記以外〕

2、白色、60/55^
〔幻車、又3車、‘ XV車〕

2、白色、60/50^〔上記以外〕

1叩8421(315)〔有又は無〕

2、淡黄色、35界〔有又は無〕

幵丨! 式

個数、色及び性能

型 式

〇见评2077 (』13)
〔…車、又3車及びXV車〕

〇丑界2110ひ13)
―^〔上記以外〕

2、白色、5界、5501112 
〔只』車、車及びXV車〕

2、橙色、5界、2401112 
〔上記以外〕

〇豇界1383 (,113)〔パネルバン〕 
〇丑…6 (,118) 〔上記以外〕

個数及び性能 2 ヽ
10界〔パネルバン〕
5评〔上記以外〕

ソードソ4

<—

^—

^—

そ—

4―
<—

〇瓦界2068 (』13)
⑽車、又3車、XV車〕

1X1 60141^八(了 15)〔上記以外〕

2、白色、60/55^
⑽車、又3車、XV車〕

2、白色、60/50^〔有又は無〕
^—

<—

〇五界2077 (』13) 
〔旧車、車及びXV車〕 

〇五界2110 (』13)
―〔上記以外〕—

2、白色、5界、5501112 
〔以車、車及びXV車〕

2、橙色、5评、2401112 
〔上記以外〕

4—

尾 型 式
〇丑界2082八(^15)〔パネルバン〕
〇迟界2074八（』13)〔上記以外〕 

2、5界、4801112制動灯と兼用

4—

<—

個数及び性能
灯

制

型

動

〔パネルバン〕
2、5界、5801112制動灯と兼用

〔上記以外〕

06墀2082八(^15)〔パネルバン〕
〇五界2074八(』13)〔上記以外〕

式〇瓦界2037〔ハイマウンテッドストッ
ブランプ、パネルバン以外ハイルーフ
車有又は無〕

^—

<—

個数及び性能

灯

2、21界、480111 2尾灯と兼用〔パネルバン〕
2、21界、58咖尾灯と兼用〔上記以外〕

1,12^X4,530(1,4001II2〔ハイマウンテ
ッドストップランプ、パネルバン以外 
ハイルーフ車有又は無〕

^—
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明細諸元表ーソー…3，V—ドソ4

項『—
~~~------- 型式 ソー〜3 ソードソ4

後
退
灯

型 式
〇丑评1540 (^15)〔バネルバン〕
〇丑评20740 (^15)〔上記以外〕

個数、色及び性能 1、 白色、21评〔パネルバン〕
2、 白色、21界〔上記以外〕

<—

方
フラ ッシ ャ形式

蕾子式
負荷変化時点滅回数変化有 
パイロット-ランプ式音響式

—

灯 日11
型 式 〇丑琢2075 (^15) ぐ

け1』

面 個数及び性能 2、21界、790111\ 85 土 15回/分 
前面非常点滅表示灯と兼用

向 後 型 式 〇丑界20823 (,115)〔パネルバン〕 
〇五界20748 (ユ13)〔上記以外〕

<—

火 指
面

個数及び性能

2、21界、310111\ 85±15回/分 
後面非常滅表示灯と兼用

〔パネルバン〕

2、21界、400111\ 85 土 15回/""分 
後面非常点滅表示灯と兼用 

〔上記以外〕
〈—

側 \ 1,
刖. 型 式 〇瓦貿2110 (,118)〔パネルバン〕

〇五界2077 (』13)〔上記以外〕
<—

示

個数及び

2、5界、正面3001112、前45° 4401112 
後45° 19⑽2、85 土 15回/分 
側面非常点滅表示灯と兼用 

〔只』車、又3車及びXV車〕 〔只』車、乂3車及びXV車〕

装
器

面 部

性 能 2、5评、正面38〇112、前45° 3801112 
後45° 25⑽2、85 土 15回/分 
側面非常点滅表示灯と兼用 

〔上記以外〕

-

日II
型 式 〇丑界2075 0113) 〈—

〇り

面 個数及び性能 2、21琛、79011185 土 15回/分 
前面方向指示器と兼用

<—

置 常 後 型 式 〇丑界20826 ()13)〔パネルバン〕
〇五…20746 (115)〔上記以外〕

点

滅 面

個数及び性能

2、21界、310111\ 85 土 15回/分 
後面方向指示器と兼用

〔パネルバン〕

2、21界、400111\ 85±15回/分
後面方向指示器と兼用 

〔上記以外〕

<—

表 側 型 式 〇五界2110 (,113)〔パネルバン〕
〇五禪2077 (』15)〔上記以外〕

^—

等
示

灯
面

個数及び性能

2、5界、380111\ 85 土 15回/分 
側面方向指示器と兼用 ，

〔ハ。ネルバン〕

2、5界、300111\ 85土 15回/分 
側面方向指示器と兼用 

〔上記以外〕

4—

^—

室内照明灯の個数及び性能 1、 8胃〔010、030、040、050、210〕
2、 8界〔上記以外〕

1、 8界〔020、030、190〕
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明細諸元表ーソー…3，ソー…4

項目 、型式 ソードソ3
晒国 ^— 晒画 画 國—

灯

火

装

置

等

反

射

器

後

面

型 式

|『：82 (㈣〔パネルバン〕

|『835謂4 (咖〔上記以外〕

<—

個数及び性能
2、25.901II2〔ハ。ネルパ'ン〕
2、28.201II2〔上記以外〕

^—

-1^：-

報

装

置

馨
1

型 式 86011丁八〇〇 ^—

個数及び性能 1平型電気式
95〜110ホン <—

81 
信具

形 式 発炎筒 4—

個数及び性能 1、5分

視

野

確

保

裝

置

後

写

鏡

左

形 式 可倒式 ^—

方法及び 
曲率半径（1101

角形172X125X1000 (ピラー）
〔スーパデラックス-0車〕

角形172X1251000 (ドア）又は 
角形200X1301000

(手動式大型及び電動式大型）
〔上記以外〕

く一丨麵

右

形 式 可倒式 ^—

寸法及び 
曲率半径

角形172X1251000 (ドア）又は 
角形200X1301000

(手動式大型及び電動式大型）
—

室

内

形 式 脱落式又は防眩脱落式 ^~-

寸法及び 
曲率半径111171

角形56X184平面（一般）又は 
角形59X219平面（防眩）

〔パネルバン〕
角形58X211平面（一般）又は 
角形59X219平面（防眩）

〔上記以外〕

窓拭器の個数及び性能 65回/分
4,84001〇2

^—

洗浄液噴射装置の個数及び性能 200111ゾ10秒
1.5忍

<—

デフロスタの形式 温水式
サイド.デフロスタ有 ^—

卜

速

度

計

型 式
1^1)-3020-1)〔エンジン回転計付車〕， 

N^)-3010-I)〔上記以外〕
一

形 式 変速機渦電流式 ^—

性 能 ±21^11/11〇〜1401^111/11 <—

走行距離計の形式 変速機ギヤ式 <—

前照灯点灯表示灯 青色1.4界 ^—

追 越 合図 装置 有
キー.インタ ロック付 
シフ ト ロック裝置 有ぼ〇乂丁車〕

1シフト.レバー後退位置警報装置 有邮乂丁車〕

371



ラック，パネルバン

トラック バネルバン

標準ル —フ ハイ)トフ ハイル-フ

2^0 4^0 2\70 勸 2奴0 ㈣
-湖 三方開 両側開

項 目 車種 3 5 3 営 3 5 5 3 限 5 営 3 3 5 8 備 考
丁 丁 0 0 0 I 0 定 0 農 0 0 丁 丁
0 0 X 農 X X 〇 X 営 X 9 X X 0 0

# 參 農 鲁 3
5 3 3 〇
0 0 0

車
種
展
開

エンジン ⑸八〇/スーパーチャージャ@ 〇 〇 〇 〇 0 〇 0 〇 0 〇 〇 〇 〇
2^0 5速^! 丁 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

E^VT 〇
セレクティブ4^0 £1+ 5速町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
フルタイム4\^0 〇
大型樹脂フロントバンパー〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇
へツドランプ 丸型〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ワイパー ミスト付2速 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ワイパアーム黒塗り
ミスト付2速十間欠 〇 〇 〇

外 フロントウインドウウォッシヤ2ノスル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

裝
マッドガードフロント4リヤ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ノくツテリカバー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

装 アンダガード 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ホイールセンタキヤップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

備 ロープフック付き鳥居 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ボデー色塗装
リヤゲートチェーン 〇 1 〇 〇
荷台作業灯（10…） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
荷台作業灯スイッチ 〇 0 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
何台乗降用スァップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

卜，
ァ

ドアロック 助手席ドアロックキー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
モーノレドキーフレート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ルームランプ ドア連動スイッチ〇右/@左右 〇, 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5.00— 12—4即（ド），一6即（ 8)(リブラグバイアス） 〇 〇 〇 〇

タイヤ
5.00― 12—4？只（「），一 6(^(只）（リブバイアス） 〇 〇 〇 〇 〇 〇

機
145尺12-6？只（ラジアルタイヤ） 〇 〇 〇
145^12-一6？^ (オフロードラジアルタイヤ） 〇 〇

フロントベンチレ--テツドディスクブレーキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
構 ブレーキ倍力装置 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フロントスタビライザー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オートチョーク 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
自動温調エアクリ-，ナ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
八い〔丁〇ラジオ（スピーカー体器） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シガーライタ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

透過照明 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コンビメータ 巳…丁ポジショニングインジケータ 〇 〇
イ. ブレーキ液残量.ドブレーキ警告灯 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ン オイルプレッシャ警告灯.ホールド機構付 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

0

パ
ネ
廻

ソフトシフトノブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
4…〇切替セレクトスイッチ (シフトノブ） 〇 〇 〇 〇 〇 〇

り サイドブレーキソフトグリップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
マルチユースレバー（パッシングライトふレーンチェンジャ付） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

エアミックスタイプヒータ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
空調系 2方吹出0/4方吹出@ 0 〇 0 〇 〇 〇 〇 0 0 0 〇 〇 〇 〇 〇

コントロールパネル透過照明 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シ セパレートシート@ 〇 〇 @

1 運転席シートスライド（80^爪） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
卜 シート表皮塩ビレザー〇/プリント塩ビレザー@ 〇 〇 @ @ 〇 〇 0 〇

サンバイザ 運転席（チケットホルダ付） 〇 0 〇 0 0 〇 〇 〇 〇 0 〇 0 〇 〇 〇
-サイドバイザ兼用 助手席（チケットホルダ無） 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 參

乗降用グリップ 右 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

内
助手席アシストグリップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
塩ビキャブマット 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

装

裝

ドァ ポード十塩ビ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
トリミング ドアポケット @左右/〇右 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ノレーフ 張天 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

備 カードホルダ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
インパネアンダトレイ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

トレイ-ボックス グローブボックス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オーバへツドコンソール 拳 〇 〇 〇 〇 參

ラゲッジボックス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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バ ン

4シータ 2シータ

標準ルーフ ハイルーフ ハイ
ルーフ

2\^0 漏 2^0 4西0 2^0 2^0
巨 、 車 種 3 5 5 5 5 5 3 5 5 3 5 備考

丁 0 丁 〇 0 0 0 0 0 T 丁
0 X 0 X X X X X X 0 0

5
傭

3 〇

鲁

5
拳

5
泰

0 0 0 0

エンジン NA0/スーパチヤージヤ@ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5速!\^丁 〇 〇 〇 〇 〇 〇乙バリ

巳〇ソ丁 零

〇
セレクティブ4以0 EL+ 5速(^1丁 〇 〇 〇
フルタイム4 〇
大型樹脂フロントバンパー〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
へッドランプ 〇丸型 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ワイパー ミスト付2速 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
フロントウインドウウォツシャ2ノズル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
昇降式スライドドアガラス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
スライドドアガラスストツパ〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
マツドガードフロントふリヤ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
アンダガード 〇 〇 〇 〇
ホイールキヤツフ 〇センタ 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
電熱線プリントリヤガラス 〇 〇 〇 〇 〇 〇
リヤワイパー 〇 〇 〇

ドアロック
助手席ドアキーロック 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
モールドキーフレート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ルームランプ 運転席ドア連動スイッチ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ラゲツジルー厶 ランプ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ランプ 運転席ドア連動スイッチ 〇 〇 0 〇 〇 〇

タイヤ
5.00 — 12—4卩尺(ド）一6叩（[〇 (リブバイアス） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
145812— 6叩（ラジアルタイヤ） 〇 〇 〇 〇

フロントベンチレ--テツドディスクブレーキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ブレーキ倍力装置 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0
オートチョーク 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
自動温調エアクリ--ナ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ラジオ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シガーライタ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

已〇ソ丁ポジショニングインジケータ 〇 〇

コンビメータ
ブレーキ液残量.？ブレーキ警報灯 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オイルプレッシャ警告灯.ホールド機構付 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
透過照明 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ソフトシフトノブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
4…0切替セレクトスイッチ（シフトノブ） 〇 〇 〇
サイドブレーキソフトグリップ 0 0 0 0 0 0 0 0 〇 0 0
マルチユースレバー（パッシングライトふレーンチェンジヤー付） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0

エアコンハーネス標準取付け 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
エアミックスタイプヒータ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

空調系 サイドデフロスタ（左右） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3方吹出 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
コントロールパネル透過照明 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇

装備仕様一覧表ーバン

ン
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装備仕様一覧表ーバン

マ バ ン
4 シー-夕 2シ.一夕

標準ルーフ ハイルー フ 標準ルーフ ハイルーフ
2動 楊 鳩 柳 腦 2仙

項 巨 車 種 5 3 3 3 3 3 5 5 5 5 3 備考
丁 0 丁 0 0 0 0 0 0 丁 丁
1) X 0 X X X X X X 0 0

鲁
3

事
5

#
3

響
3

0 0 0 0

フロントシートべルト 巳⑶付3点式ユニベルト 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シート形式 ハイバックシート〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

シ
フロント 運転席 スライド〇80巾⑺/#固定 ❹ 〇 鬱 〇 〇 〇 〇 〇 〇 春

1 助手席 リクライニング 〇 0 0 0 〇 0 〇1
助手席 スライド〇80/固定

卜 リャ ベンチシート#

表皮
塩ビレザー 〇 〇 〇 〇 〇
プリント塩ビレザー〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ツ
キ

マルチフラットデッキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
固定デッキ 〇 〇
サンバイザ 運転席（チケットホルダ付） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
-サイドバイザ兼用 助手席（チケツトホルダ無） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

内 助手席アシストグリップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
コンソールボックス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ，〇

装 トリ厶 ルーフ 張天#/吊天〇， 籲 # 鲁 〇 〇 0 〇 〇 〇 0 〇
装 インパネアンダートレイ 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇

力ードホルダ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
備 収納スぺ--ス インパネトレイ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

グローブボックス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ドアポケット右〇/左右@ 〇 〇 ❹ @ @ @ ❹ 〇 〇 1
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装備仕様一覧表一トライ

トライ
4シータ

- ハイルー フ

2^0 4…0

項 巨 車 種 只 IIサ X X 又サ 又サ 乂サ 又サ 只 IIサ X X 又サ 又サ 义サ 又サ 備考
3 3ン 3 3 3ン 3ン 乂ン V、ノ 3 』ン 3 5 3ン 3ン 乂ン 1ノ

サ サ
V

サ
、ノ

サ
、ノ

サ サ
、ノ

サ
V

サ
V

サ
、ノ

サ
Vノ

ル
ノ
ル

ノ
ル

ノ
ル

ノ
ル

ノ

ル
ノ
ル ル

ノ

ル
ノ

ル
I I- 1 1 1 1 1 ぺ 1 )

フ フ フ フ フ フ フ フ フ フ
フロントシートべルト 付3点式ユニベルト 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ンート形式 ノ、イノくックシート〇/口 ーバックシート@ 0) @ @ ❿

運転席
スライド080111⑴/ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

シ フロント
リクライニング 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

助手席
スライド〇80⑺⑴ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
リクライニング 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

I フロントフルフラットシート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
セノくレートシート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

卜 リャ サイド4センタアームレスト 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
參

暴

ピロー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シンカーパイル 〇 〇 〇 〇

表皮 ンヤ—ン 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ベロアトリコット 〇 〇 〇 〇

マルチフラットデッキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇ノ
キ デッキマット@柄ニー ドル/〇ニードル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コンセント 〇 〇 〇 〇
キャブドアアームレスト 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
サンバイザ 運転席（チケットホルダ付） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
-サイドバイザ兼用 助手席（チケットホルダ無） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

助手席アシストグリツ':7° 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
後席左右アシストグリップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
コンソールボックス@カードホルダ，後席用灰皿付き 〇 @ @ @ @
防眩ミラー 〇 〇 〇 〇
フロアマットエッジプレート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

八ピラートリム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

内
8ピラートリム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
0ピラートリム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

装 0ピラートリム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇

装
ドァ 窓肩一体形 〇 〇 〇 〇

トリム (キャブ- 窓肩一体形卩ソ〇アクセント付き 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
備 スライド） 窓肩一体成形シート生地アクセント付 〇 〇 〇 〇

リヤ. ウレタンウエルダツートン 〇 〇 〇 〇
クォータ リヤクォータ成形一体トリム 〇 ‘〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ノゞツクドア ウレタンウエルダ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ノレーフ 吊天〇成形@ 〇 〇 〇 〇 〇 @ 〇 〇 〇 〇 〇 @

インパネアンダトレイ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ，〇
力ードホルダ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
インパネトレイ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

収納スぺ--ス グロー ブボックス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
助手席シートバックポケット 0 〇 〇 〇 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
リヤシートセンタトレイ 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
へッドレスト収納ポケット 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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8 — 6 内外裝色一覧表

鲁印：ベージュ内装〇印：グレー内装
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8 — 7 0户裝備仕様一覧表

車種

〇卩内容

トラック4西〇 ,八、ノ 4^0 トライ2西〇， 4 ^0

標準ルーフ ハイルーフ 標準ルーフ4シータ ハイルーフ

皿-30 5臥 510 0)3511(X3) XVサンサンルーフ

リヤデフロック ㈧ 〇 〇 〇

フリーホイールアクスル 〇 〇 〇

リヤ ワイ パ 西 〇 # 鲁 #

集中ドアロック（2トンのみ） 5 〇 #

回転対座シート 0 〇

2トン十ブロンズガラス #

鲁標準装備 〇メーカ〇卩
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8—8 エンジン.トランスミッシヨン型式一覧

國エンジン.トランスミ ッション型式一覧表

車 種：車両型式:Iンジン
トランス
ミッション

駆動
方式

社内型式符号 エンジン型式 トランスミッション型式 備 考

一方開 V - 尺33
2翻

尺33八龍 070又见八〇

三方開
3丁！） V - 尺33 1(53八311\1 070又见八〇 //

V - 尺54 五し十 
5撾丁 4驟 兄丽⑺糧〇

丁界6018厶1八八
丁界6018厶1〇八 〇/乙+八ル

標
準
ル

1
フ

三方,
V - 〖33 5^ 2界0 〖33八321\1 EN07^VN1A0 預601八八說

ご！^入
丑し十
5价 穩0 X34A32N EN07^V^I1A0

丁界6018八1〇八

三方開 営農 V - 尺33 51\1丁 2界0 070ヮ慰〇

三方開
30又

1
50

V- 以3

50

5^ 2腳 防3入32仄 T]VI601AE1AA

ゾ-〖33 丑〇ソ丁 2㈣ 〖33八32乙， 辽蕭，01八0 丁8401腦1入厶

5^ 4界〇 仄34八32』
丁㈣〇㈣祖 〇/乙+八/ド

ノ、

ル
1

フ

二方開 31)又
V - 尺33

似
5^ 2腳 尺33腦乂 EN07^VN1A0

1X34 瓦し十
51\1丁 4^0 X54932N EN07^V^I1A0 丁聊018八1八八

丁评6018ム1〇八 賊+八ル

パネルバン

ハイルーフ両側開
3丁0

乂-調 2界0 XV39811VI 瓦以070マ川八〇 謂60處融

从-1^4 丑し十
5价 傅！） 請只8心 EN07^V^I1A0

丁界60獻服 賊+八ル

バ

ン

標
準
ノレ

1
フ

2シータ

3丁0

乂-謂

贴
5^ 2界1)

謂八5观 [丽〇ゾ慰〇

4シータ V- 謂 1^3八51厘 迟”070マ慰〇

4シータ

V- 謂 瓦乙十 4界0 謂八5心 五〜070又01八0
丁界6013六1〇八 〇ル十八斤

V- 調 2^0 謂八521\1 EN07^VN1A0 預601八八說

ノ、

イ
ノレ

1
フ

2シータ 510 乂-謂 5河丁 2腳 ^395^ 070卩說〇 丁腿

5ドア
ヮ-1^3

，N1八
5^ 2腳 謂只52河 070ソ⑽八〇

V- 謂 瓦し十
51\17 4腳 1^4952\ 070卩1)1八0

丁评6018厶1从
丁界6018ム1〇入 〇/し+八作

5ドア 1
30

〇 ^
51\1丁 巳丽”慰〇 丁誦1八舰八

ソ-1^3
〇し

瓦〇乂丁
^ 6\\ 1^

1^3只52レ界 瓦丽パ01八0 丁測1仙1八八

乂-謂
〇 ^

瓦し十
5^ 4勸 ^411 52,1

丁謂⑽脱 紙十八ル

1び4
〇し

ド/丁
4腳 1^411523
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エンジン.トランスミッシヨン型式一覧

車 種 車両型式 エンジン
トランス 

ミッション

駆動
方式

社内型式符号 エンジン型式 トランスミツシヨン型式 備 考

ラ ル
！

フ

5

ド、

了

XV39541VI
2腳

070又說〇

XV39041VI 070ソ祖〇

II』

又3

070乂說〇

ン-腿 迟し十
5^ 4^0

XV4E54N 070ン111八0

XV4N^4N 070乂111入0

5^

V- 調

30

XV

卜謂

2界〇

五乙十
5^

卩/丁
4评0

五〇乂 丁

XV31156X 五則7ぴ說0

XV31106X

XV31106乙

XV495611

XV490611

丁1\160脱1八八
ウノレトラヒータ

丁膽18人湯
01&5-II
サンサントフ ウルトラヒ-夕

丁侧腸說
丁评6018厶1〇八

丁界6018ム1〇八

丁議01八8說

丁1\1601八81八八

已丽び01八0

五丽ぴリ1八0

^49565

V- 謂

30

乂-1^4

51\1丁
2^0

丑乙十
51\1丁 ド/丁

4界0

XV411063

^3907^

1^3只07乙-』

XV490711-』

XV411073^

五腳7ぴ隐0

丘则7パ說0

五腳7ぴ01八0

丁840腦處

0(35-11 
サンサン;トフ

0^5-11
サンサンルーフ

丁840屬融

丁彻1(：8說

パ601〇8處

丁丁401？81八八

丁丁401削八八

01&5-II
サンサンルーフ

01&3-11
サンサンルーフ

丁施〇副說

瓦丽び祖〇

丁8401顯處

601081八八

丁丁4011

01&5-11
サンサンルーフ

サンサンルーフ

サンサンルーフ

サンサンルーフ

く注記〉界：リャワイハ。一付

1:2トン十ブロンズガラス
メーカ〇尸

〇/乙：リヤデフロック付 

八/卩：フリーアクスル付
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エンジン.トランスミッション型式一覧
讎

國エンジン型式記号の説明

0 :八/〇, 0/9, 〇/しなし 8 : 11/11 付 

人：入/〇付 （：： 〇/し付

0 :赤帽車 八：ノーマル車

0 : 1111 瓦〇ソ丁 

只：尸/丁 4\^0兄〇乂丁

0 :乗用系 

V :商用系

X :只只—厘丁

^ , |ド/丁 4界0，河丁 
，117丁4聊，1\1丁

0 :キャブ し：1^0
V : 30

07 : 66000

^:軽系4気筒

芯：エンジン

I トランスミツシヨン型式記号の説明

八：仕様差異なし

八：ノーマル 1) : 〇ル+八/ド
，8 :デフロック（0/10 
乂：フリーアクスル（八/ド）

1― 2 ― 3 ― 4 

|八： 907キャブ
I 6 ： 907 30

八：只只5河丁 
6 :卩/丁得0五し十51\1丁 

^ 0 :ド/丁 4勸兄1^5%丁 
N1只只—五〇ソ丁 

、？：卩/丁

1:新サンバー

60 : %丁（メーンシャフト〜ドラピン間）

40 :丑(:VI (プーリ芯間 <140〉を下2桁で表示）

IV！:抓阶7 :ド/丁 4ガ0 丁 ：ド/丁 4^0お⑺丁 

界："丁 4^0 8 : 1111,五〇乂丁

丁：トランスミッション
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^8-9 ^各種打刻番号の位置

國打刻番号の位置

トランスミツシヨン製造问〇.ラベル

(例）9 5 3 2 0 8

トランスミツシヨン型式ラベル 

(例）顶601八八1八八

ペイントカラー1\1〇,ラベル

、户八丨^丁 00し08 NL1IV18EF?

00し〇闩 |\|〇. 54

(右側ドア，サイド部)

以1

エンジン型式（錡出し）

(例）五卿7

(シリンダブロック上面)

エンジン製造N0.(刻印） 

(例）0 0 7 0 7 0 8

#車台番号（刻印）

(例）1(33 — 001301黒皮のまま

(右側フレーム外側面中央）

58-001

打刻開始N0.

く車両
1(3 3 001301
^5 4 001301
^3 001301
^4 001301

くエンジン〉

£N07 0070708〜

く注記〉

070(キャブ)，五則7丫

(スーパチャージャ）の区

分なく混合連番で採番し

ている。

くトランスミッション〉

謂60 953208〜
丁獅 953210〜
丁丫60 953211〜
丁8 40 136141〜
丁丁 40 136137-
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